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序 文

コンピュー タ と端 末機 を結ぶ単 純 なオ ンライ ン ・シス テムの発展段 階 と

して、 コン ピュー タ とコン ピュー タ をつ な ぐコン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

に関 す る論議 が最 近 さか ん とな って い る。 しか し、 その論議 は比較 的技術

論 を中心 と した ものが 多 い。

欧 米 におい て、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの実 験例 が進 捗 し、わが 国

に おい て も少数例 なが ら一部 で コン ピュー タ間通信 の 技術 開発が進 め られ

て い る。

コンピュー タ ・ネ ッ トワー クが 、漸 次実現 して ゆ くと き、その社会 的 、

経済 的 な影響 の及 ぶ範 囲 は極 め て広 汎な ものが あ る と予 想 され る。

本 委員会 は 、 この時期 に、技術 論 に とどまらず 、 コン ピュー タ ・ネ ッ ト

ワー クにつ いて大局 的 な アセ ス メン トを行 うこ との必要 を痛感 し、 ここに

その研 究 をま とめ た。

本研 究 が関係 各 界 の参 考 とな るこ とを希 願 す る と ともに 、参画 され た委

員 お よびゲ ス ト委 員 のか たが たに厚 く謝 意 を表 す る次 第 で ある。

昭 和51年3月

財団法人 日本情報開発協会

理 事 長 稲 葉 秀 三
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最近 、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに関 す る議論 は盛 んで あ り、一 種 の

ブー ム の よ うな観 さえ呈 す る。かつ てのMISやTSSと 同 じよ うに 、ブ

ー ムの後 は しぼ んで しま うとす る意 見 も無 いわ けでは ない
。 その1つ の原

因 として 、議 論 の 多 くは ネ ッ トワー・タ・サ ー ビス提供 者の側 か らの もの に偏

ってお り、利 用者側 か らの ネ ッ トワー ク ・サー ビスの利用性 、経 済性 、性

能 と機 能 の評価 技 法、社 会上 の 問題 な どにつ いての、議論 が欠 けて い る点

を挙 げ る こ とが で きよ う。 また技術 的 にみ て も、ARPAに よ って始 め ら

れ た開発 の歴 史的 な経緯 か ら、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク技術 す な わ ち

パ ケ ッ ト交 換 技術 といっ た感 が あ り、 どち らか と言 うと文 献 の 多 くは 、通

信 サ ブ シス テム の制御 を論 じた ものが 多 い。今後 は、通信 サ ブ システ ムの

追 求 は も とよ り、それ と同時 にCPUア ー キテ クチ ャーか ら、ア プ リケー

シ ョンが らみの利用 面 も含め て 、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク全 体 として

の研 究開発 指 向が一 層要 求 され る こ と とな ろ う。

コン ピュー タ通信 に 関す る議 論 は 、い まだ ブームの 中に あって は本物 が

ノ

出 て くる とは思 われず 、一旦 さめ た状 態か ら クール な検討 や評価 が 出現 す

るであ ろ う。 ネ ッ トワー ク技術が定 着 して、 は じめてかつ てのMISやT

SSの 理 想 とした ところが 、実現可 能 に な る ども考 え られ るか らであ る。

この意 味 か ら、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クをアセ スす る検討 会 は 、 そ

れ ぞれ企 業 内に お いて 、実 際に ネ ッ トワー ク開発 と実務 に携 わ ってお られ

る専 門 の方 々や 、電電公 社 、国際電 電 か らの デ ー タ通 信 に 関 す る専 門 家

をゲ ス トと して お招 きし、広 範 囲な意 見 の聴 取 を 目的 と して、前後3日 間

に わた り行 われ た もの で あ る。

研 究開 発機 関 にお いて 、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに関す る研 究 活動

が盛 ん に行 われ て いる一 方 、実務 面 にお いて は、企業 内、関連 企業 間 、 ネ

ッ トワー ク ・サー ビス業 な どで、現 実 の適 用業務 需要 の面 か ら、 また近 い
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将 来 の設 置構想 として 、ネ ッ トワー ク化 を指 向 し、着 実に その方 向 に歩み

出 して い るよ うに み うけ られ る。

この検討会 の記録 は 、特 に実務 面 か らの経験 を通 しての貴重 な意見 を と

りま とめ た もの で あ り、 コンピュー タ通信 とネ ッ トワー ク化 に関心 を有 す

る 多 くの 人々 に とって 、 コンピュー タ ・ネ ッ トワー クを考 え る上 で 、参 考

とな り、何 らか の示唆 を提供 す る ところ となれば 、望 外の慶 び で あ る。
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第 1 土早

ユ ー ザ ー の ニ ー ズ の 所 在 、

その将来動向
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第1章 ユ ーザ ーの ニ ーズの 所在 、 その将来 動 向

要 約

コンピュー タ ・ネ ッ トワー クの定義 を うん ぬん しは じめ る と大へ ん難 し

い議論 にな る と思 うが 、 この アセ ス メン トは もっ と実務 的 な 目的 をもって

開催 され た もので あ るか ら、 それ を一 応 、離 れ た地点 に あ る複 数 の コン ピ

ュー タ を通信 回線 で接 続 し1の 入 出力装 置か らそれ らの りソー ス をオ ン ラ

インで利用 で きる システ ム、 とい うこ とに して お こ う。 この よ うな コン ピ

ュー タの利 用 の し方 は 、一般 的に は タイム シェア リン グや コン ピュー タ ・

コ ンプ レックス とい っ た一 連 の コス ト ・パ フ ォー マ ンスの追 求か ら発展 し

て きた もの と考 え られ る。 この観 点か ら、集 中 と分散 の問題 は コンピュー

タ ・ネ ッ トワー クを論 ず る場合 いつ で も中心 の課 題 とな る。

この章 で は、電電 公社 、国 際電電 、 メー カー 、情報 処理 業 、旅行 業等 に

たず さわ る方 か ら1事 業体 内の ネ ッ トワー ク、縦 系列 の事業 体 間の ネ ッ ト

ワー ク、横 系列 の事 業体 間 のネ ッ トワー ク、計 算 セ ン ター 間 のネ ッ トワー

クな どにつ いて 、 そのニ ー ズの所 在 、将 来動 向につ いて論 じて いただ いた。

1企 業 内あ るいは企 業 系列 内で は、 多 くの場合 す でに必 要 な事 業所 あ る

いは地 域 ご とに 、 オ ン ライ ンであれバ ッチ であれ 、 それ な りの コンピュー

タ処理 が行 われ て い る こ とが 多い ので、 ネ ッ トワー クの形 成 は新 しいニー

ズの発 生 に よって促 され る。 したが って 、初 めか ら一 元 的 に集 中か分散 か

とい う設計課 題 が あ った とい うよ りも、何 をど う集 中 し何 を分 散 して お く

べ きか 、分散 した リソー ス を利 用 しなけれ ば な らない もの は何か とい うこ

とが 真剣 に考 え られて い る。 この よ うな場合 、"コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー

ク即分 散 型"と 単 純 に割 り切 るこ とはで きな い。旭 化 成 のACTや 三洋電

機 はむ しろプロセ シン グや フ ァイル を集 中す るため に ネ ッ トワー ク化 した
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と報告 され て い る。

また、運輸機 関 の座 席や銀行 の預 金 口座 の よ うにデ ー タ ソー ス その もの

が本質 的に各機 関 に分散 して いて、他社 との間 でデー タの流通 を即 時処理

しよう とす れば ど うして も各機 関の コンピュー タをネ ッ トワー ク化 す る し

か ない とい うケー ス もある。 この場 合 は コス ト的 なニ ー ズ よ りも、個別 の

企業や事 業体 に帰属 す る情報(ま た はその担 う実体)の よ り広汎迅 速 な利

用手段 あ るいは流通 手段 として重要 な意義 を もつ 。 同 じ目的 を単 一系 の シ

ステムで達成 し よ うとすれ ば取 引相 手 の コン ピュー タの数 だ け端 末機 を設

置 しなけれ ばな らな い。情報 化社会 の進展 に伴 うデー タバ ン クの利用 につ

いて も同様 の意味 で ネ ッ トワー ク化 の ニー ズが高 まるで あ ろ う。

研究所 や公 共機 関の例 は報告 され なか ったが 、 この よ うな機 関 でのニー

ズはプ ロセ シ ン グや フ ァイルの共用 が課題 で あ り、 同時 に また災害対策 や

バ ックア ップ機 能 の要 素 も見 落 して はな らな いだ ろ う。

将来 の動 向 と して も うひ とつ注 目 しなければ な らない のは 、研 究開発 用

の システム をは じめ と して銀行 、証 券 、運 輸 、貿易 、気象 な ど各種 の グロ

ーバル なネ ッ トワー クの必要性 が認 識 され
、実用 の段 階へ の努 力が傾 け ら

れっっ あ る こ とで あろ う。 これにつ いては 第5章 にお いて改 めて報告 され

る。

ゴ
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稲 葉 私 どもの協会 が創 設 を され て足かけ6年 目に な るが 、主 として コ

ン ピュー タの利 用推進 とい うこ とが私 どもの主務 であ った。 その 間、私 た

ちは民間 に通 信 回線 を開放 されて オ ンライ ン化 を推進 しよ う、 こ うい うこ

とで過去数年 問い ろい ろな運動 を展開 し、 また政府 で もそれ を受 納 され て

だ んだ んそ うい う方 向 に進 んで い る。 その よ うな過程 で、私 ど もの中 に通

信 回線 の委 員会 をつ く り、専 門家 の方 の御 協 力の もとに草 案 をつ くり、 ま

たその 間、た とえばユ ー ザー 団体連合 会 で あ る とか 、 さらに は またその ほ

か の コン ピュー タの推 進 の い ろい ろな団体 と一緒 にな り検 討 す る、 また私

自身 も政府 の その よ うな審議会 に関係 し、専 門家 では な いが 、今 日まで努

力 をさせ てい ただ いて い る。 しか し、 どう もなか なか コンピュー タの ネ ッ

トワー クあ るいは オ ンラ イン化 とい うの が私 たちが当初期 待 す るほ ど進 ん

で いか ない。 こ とに最 近 の よ うに不 況期 に なる とい ろい ろむ ずか しい問題

が起 こるの じゃな いか 、 こ うい うふ うに思 ってい る。

それ らの こ とも考慮 して 、今 日 「コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク ・アセ ス

メ ン ト」 につ いて 、オ ンライ ン問題 に関 しよ り推進 措置 を とる ため の問題

が どこにあ るか 、 どの よ うに進 め ば よいか 、 こ うい うこ とに つ いて御 検討

をお願 いいた し、 また コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは この ほか どの方向 に

持 って い くか 、 こ うい うこ と も御検討 して いただ きたい と思 うわけで あ る。

それ らにつ いて、小笠 原 さんに進行 をお願 い した い。

小笠 原 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい うこ とにつ いて アセ ス メン ト

をす る とい うこ とにな る と、1つ の テー マ につ いて半 日や1日 討論 した と

ころで とうて い種 が尽 きない。最近 こ うい う議論 が非常 に盛 ん にな って い

て 、それ だけ将 来発展 す る余 地が あ る とい うこ とと、 まだ未解 決 な いろ い

ろな宿 題 があ る とい うこ とが 言 え るの では ないか と思 う。 いわ ゆ る従 来 の

オ ン ライ ン ・シス テムが いろ いろな形 で発 展 をして きたが 、ネ ッ トワー ク
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とい うこ と、結局 通信 技術 、 コン ピュー タ技術 、そ うい った ものが発展 し

て くる とコス トが安 くな る。特 に処理 コス トとい うの は非常 な勢 いで下 が

って きて い る。 これ は大 型集積 回路 、マ イ クロ コー ドとい うよ うなこ とで

処 理 コス トが どん どん下 が って きて、一方 、通信 コス トに おいて も、 多重

化 技術 で あ る とか デ ィジ タル化 とい うこ とでか な り下 が って きて いる。 た

だ 、処理 コス トの方 が む しろ コス ト低下 の 割合 として は非常 に速 い とい う

こ とであ って 、今 後 国 内通 信衛 星 とか衛 星 中継 回線 を通 して長 距離 回線 の

コス トは どん どん下 が る と して も、処理 コス トの方 が む しろ早 く下 が って

い くので はなか ろ うか 。そ うす る と、 い ままでデー タ伝 送 のために1本 針

金 を張 って使 ってお ったの を多 くのユ ーザ ー で もって ダ イナ ミックに送伝

路 を切 り換 えて使 う、 その切 りか えにマ イ クロ コ ン ピュー タを使 うとい う

よ うな こ とが考 え られ た。大体1969年 ごろか らそ うい った ブ レー ク ・イー

ブ ン ・ポイ ン トを突破 した とい うよ うな こ とが 言 われて い る。そ こで、情報

処 理 をす る場合 に、 これ また集 中化 か分散 化 か とい う議 論 が あるけれ ど も、

必ず し も企業 な り、機 関 な りの処 点 を一 点 に集 中 してや る とい うこ とには 、

実際 の運 用上 もし くはパ フ ォー マ ンスの面 、 コス トの面か らも必 ず しも得

策 ではな い とい うよ うな こ とが あ る し、それ か らも う1つ は 、災害対策 、バ

ックア ップ を どうす るか とい うよ うな問題 で 、あ る程 度分散 した方が い い。

伝 送 路が安 くな って適 当な通信 手段 が出 て くる と、 それ ぞれ分散 されて い

るデー タの ソー ス 、 もし くはそ ういった コン ピュー タにかか わ る資源 を共

有 して使 った方が いい とい うよ うな議論 が 出 て くるわけで あ る。 そ うい う

こ とで、 ア メ リカでARPAネ ッ トワー ク とい うこ とで非常 に大 仕掛 け な

実験 が行 われた。 これ に よる と、 た とえば個 々の大 学 で コン ピュー タ を入

れ たので は600万 ドル ぐらいかか る。 とこ ろが 、それ を通 信 回線 で結 ん で

お互 いに共用 す る とい うこ とにな る と200万 ドル ぐらいで よろ しい。 その
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差 が400万 ドル あ るわ けだが 、通信 設備 、 回線 とか交換機 能 に対す る費用

が350万 ドル であ る とい うこ とで、通信 回線 を使 った方 がむ しろ安 くい く

んだ とい うこ とが大体1970年 ごろか らわか って きた。 日本 にお いて も、 ヨ

ー ロ ッパ(EC) 、にお いて も、い ろんな ところ で開発 実験用 の コン ピュー

タ ・ネ ッ トワー クが で きて きてい るが 、 い まは ほ とん どが開発実 験用 であ

る。 これ が実際 に企業 な り、い ろい ろな団体 な りといった とこ ろで、 もし

くは コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク ・サー ビスそ の もの を商売 にす る とい う

よ うなTELNET計 画 に代表 され る特殊 通 信サ ー ビス会 社 とい った もの

に まで発 展す る兆 しが見 えてい る。 い ろん な分 野 に これ が発展 をしよ っ と

い うふ うに見 られ てい る。

そこで 、 まず こ うい っ た コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク化す る 目的 とか 、

それか ら需要 とか 、ネ ッ トワー ク化 す るこ とに よ って 出て くる利 点や 経済

性 とい った もの につ いて 、 これか ら議論 をす ・め て い きた い と思 う。 デ ー

タ通信 シス テム の利用 形 態 として は、事 業 体 内 のネ ッ トワー クも し くは代

理 店 を結 ん だ大 きなネ ッ トワー ク、計算 セ ンター 間 のネ ッ トワー ク、 それ

か ら特 に学校 、学 術研 究 用 といった いろん な分 野が あ るわけだが 、 そのほ

か に メ ッセー ジ ・スイ ッチ ン グ、特殊 な形 で は国際航 空 のSITAと い っ

のが あ る。 それ か ら、 日本 では全銀 協 とい うのが あ る。 外国為替 の シス テ

ムで は欧州 と米 国 間でSWIFTと い うのが来年 あた りか ら稼働 す る とい

うよ うな こ とに な って い る。

そ こで 、企業 内オ ン ライ ンの代 表 と思 うが 、非常 な熱 意 をもって取 り組

ん でお られ る旭 化 成 さん のACTに つ いて 、開発 の動機 や その 目的 な どに

,ついて最 初 に お話 し願 いた い。

ACT

名和 私 ど もの システ ム をお話 しす るに 当 た って、 システム の形 を絵 に
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b

描 いた もの をご覧 いただ きた い。

① 開発の経緯一 当初 のね らい

私 ど もが 企業 内 でこ うい うシス テム を開発 した考 え方 と しては 、2つ の

側 面か ら見 るこ とが で き よ うと思 う。1つ は、単一企 業 の 中で こ うい うシ

ス テムが役 に立 つか ど うか とい う問題 が あ る。 も う1つ は、初 めか らこ う

い うふ うな終局 的 な姿 を想 定 して始 めて きたわけでは ないの で、 い ろい ろ

とシス テム を組 み立 てて い る うちにいつ の 間にか こ うい う形 に な って きた

とい うの が偽 らざる状 況 で ある。後 の方 か ら申 し上 げ たい。

まず 、私 どもが この シス テム を考 え始 め たのが昭和46年 であ った。46年

ごろは ミニ コンがす で に市 場 に出 回 ってい て、 ミニ コンで メ ッセー ジ ・ス

イ ッチ ン グ をや ろ うとい うよ うな発 想が 出 て きて いて 、す で に先進 的 なユ

ーザ ー さん では そ うい うもの を使 って メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ング をな さっ

て お る とい うよ うな こ とが あ ったが 、私 ど も当時は そ うい う通 信網 はすべ

て 人間が 介在 して 中継 す るテ レタイプ を使 って いた。 テ レタイ プ をいわ ゆ

る ミニ コンで置 きか えた ら どうか とい うこ とが そ もそ もの発 想 であ っ た。

そ うい うこ とで 、実 際 いわ ゆ るお金 の勘 定 をしてみ る と、 当時 中継 の女子

の オペ レー ターが ほぼ60人 いたけ れ ども、その半分 を省 力す る とい わゆ る

ミニ コンを使 って全 国的 な メッセー ジ ・スイ ッチ ング ・ネ ッ トワー クをつ

くるこ とが可能 であ る とい うふ うな こ とが わか って 、そ うい う趣 旨で シス

テム を発 注 したのが47年 の初 め であ る。

② 目的の拡大一テ レタイ プの自動交換か らファイル伝送 まで

とこ ろが 、現実 に その設計 を始 め てみ る と、実 は私 ど もの テ レ タイ プ網

とい うの は、情報 量の90%ぐ らいは どこか の過 程 で コン ピュー タに 入 り込

む情 報 が絡 ん でい る。要 す るに イ ンプ ッ ト、ア ウ トプ ッ トが動 いて い て、

大部 分 は どこか の時点 で コンピュー タに入 る とい うこ とが わか っ た。 そ う
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す る と、いわ ゆ るデー タ処理 と絡 み合 わせ て も う少 し深 く考 えて み た らど

うか とい うふ うな こ とで、全体 の会社 の シス テム を検討 してみ る と、単 な

る従 来 のテ レ タイプの メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ングのみ な らず 、当時 当社 は

汎 用 コン ピュー タ を多分6台 ぐらい持 って いた と思 うが 、その汎 用 コン ピ

ュー タ間の いわ ゆ るフ ァイル伝送 に使 った らもっ と効 果が上 が るの じゃな

いか とい うこ とで若干仕様 を変 更 して 、 メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ン グ ・プ ラ

ス ・フ ァイル伝 送 用 とい うふ うなこ とで開発 した。 それが第1期 の システ

ムで あ って、 これが48年 の暮 れに稼働 してい る。現 実 には、 いわ ゆ るテ レ

タイプ用 の60人 中の30人 の省 力効 果 と見合 った費用 で もって その フ ァイル

伝 送 まで行 われ た とい うのが実 情 で あ る。 したが って、 いわゆ るフ ァイル

伝 送 を利用 して会 社 の汎用 コン ピュー タ間に各種 の情報 をや りと りす る と

い うよ うな形 のア プ リケー シ ョン とい うのは言 ってみれば おつ りが きた と

い う勘 定 で 、それ だけ新 しい アプ リケー シ ョンをただ でで きる とい っふ っ

な形 に な るわけで あ る。

③ ネ ッ トワークの統 合

その ころにな る と、いわゆ る コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい うの がか な

り世 の 中に喧伝 され て きて 、た また ま私 ど もの使 って い るNEACの3200.

のモデ ル50と い う機 械 がARPAネ ッ トの プ ロセ ッサー と同 じで あ る とい

うふ うな こ ともあ って 、 もう少 し高 度 の もの を考 えてみた らど うか とい う

よ うな発 想 が 出て きた。 いわゆ るフ ァイル伝 送 と先 ほ どい ったが 、 これが

私 どもの会社 に とって は非常 に役 に立つ 、 その理 由 は後 ほ ど述 べ るが 、そ

うい うこ とが わか った ので、 いっその こ といわ ゆ る処理 コン ピュー タ とい

まい ったテ レタ イプ網 を拡張 した通 信 ネ ッ トワー クを全部 統合 した ら非 常

に お もしろいの じゃな いか とい うよ うな発 想が 出て きたの で、図 の よ うな

シス テム を建 設す るこ とに なって、現在 ハー ドの インス トレー シ ョンは ほぼ
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終 わ った とい うふ うな段 階 で、昭和51年 の初 めか ら最 終 的 な シス テムの稼

働 に入 る とい うふ うな状 況 で あ る。

④ 会社 の概要

先 ほ ど汎 用 コン ピュー タ と通信 ネ ッ トワー クを組 み合 わせ る と非常 に メ

リッ トが あ る とい うこ とを 申 し述 べ たが 、その理 由はか な り当社 の体 質 に

影 響 され て いるの で、 当社 の体 質 をち ょっ とここで 申す と、全 国25都 道府

県 にわ たって各種 の事 業 所 、工場 、研 究所 、事 務所 な どが散 在 して い る。

資本金 は400億 程 度 、売 り上 げが4,000億 程 度 であ るが 、実 は営 業 の 内容

が非常 に 多岐 にわ た?て い る。 した が って、1つ1つ の 製 品 で見 る と、 ど

ち らか と言 えば 中企業 あ るいは小 企業 的 な規模 を持 った ものが集 まって い

る とい うのが 当社 の体 質 であ る。 したが って、各地 の コン ピュー タで処 理

す るのが それ ぞれ非常 に小 さな形 に な って しま うわけ であ る。 た とえば あ

る事 業 部 の販売 システ ム をや ろ う として も、 それ は全 国 に散 在 して い るの

で 、それ をた とえば 札幌 で処理 し、東 京 で処理 し、大 阪 で処理 す る とい う

こ とにな る と処理 単位 が 非常 に小 さ くなって くる とい うふ うなこ とが あ っ

て 、 これ を全 社 的 に統 合 した方が いわ ゆるEDP処 理 の 負担 に して も、あ

るいは実際 それ を利用 す る会社 の中 のユーザ ー部 門の負 担 に して もず っ と

小 さい とい うふ うな こ とが あ った。

⑤ ファイルは地元1二、プロセシング は製品 ごと`二中心地 に集中

一ユ ーザー・オ リエ ンテ ッドの考 え方

そ うい うこ とが各種 の製 品のす べ てにつ いて言 われ た。 いわ ゆ る換 算式

で 申 して も、実 は販売 方 式 あ るいは生産 方 式が それ ぞれ独 特 の形 を持 って

い るの で 、横 断 的 に シス テム をつ くるこ とが非常 にむず か し く、 どう して

も製 品 ご とに生産 シス テムか ら販 売 シス テム をつ くる必要 が あ る とい うこ

とは 、そ れ ぞれ それ を全 国 的に 、横 断的 に統括 す る必要 が あ る とい うこ と
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に なる。 そ うい うこ とで 、 この通信 システム を利用 して、 いわゆ るユ ーザ

ーに一番 近 い ところの コン ピュー タに そのデー タ ・ベ ー ス を持 たせ て運 用

しよ う とい うのが こ うい うシステム を考 えた発 想 で あ る。 た とえば私 ど も

は プ レハ ブの材 料 の工 場 を全 国 に5つ 持 って いて 、北 は 白老 、関東地 方 は

境 、松 戸 、中部 地方 は 穂積 、 中国地 方 は岩 国 と持 って い るが 、 その工場 の

生産 シス テム全 部 をこの通信網 を介 して東 京 に集 中 して、 同 じプ ロ グラム

で 、同 じデー タ ・ベ ー ス を使 って処理 してい くとい うのが 当社 の アプ リケ

ー シ ョンの例 で あ って
、 同 じよ うな こ とをた とえば繊 維 の物 流 システム を

とってみ る と大 阪 に集 中 してや って いる とい うふ うな形 に な る。

そ うい うこ とで、EDP処 理 費用か らい うと、各 地 に分 散 して い る とい

うこ とは あ る意味 で は問題 が あ るが 、た とえば繊 維 業 界 とい うの は ど うし

て も大 阪 を中心 に しなけ れば いか ぬ。大 阪に営 業 員 とか その他 の 人が集積

してい るわけで あ る し、デー タ ・ベ ー ス も圧倒 的に大 阪が 多い とい うこ と

で大 阪に集 中 してお る。 それか ら、 い ま言 った建築 材料 につ いては東京 に

ス タ ッフが集 中 して い るの で東京 で とい うふ うな形 で、む しろユー ザー ・

オ リエ ンテ ッ ドな形 で各地 に支店 を置 いてや っ てお るわけ で ある。

⑥1/0デ ータ量 とホ ス ト間の流 れ

これは何 もコン ピュー タ同士 を相 互 に完全 に オ ンラ イン化せ ず ともで き

るわけで あって 、あ る程度 オフ ラインで も通信 系 が十分 に強力 であれ ばで

きる。た だ、 い まい っ た よ うな こ とで、 当社 の仕事 の内容 は非常 に 多岐 に

わ たって い る。数 として は大 した こ とな いが 、 入力件数 が 月 に大体200万

件 ぐらい、ア ウ トプ ッ トが 、数 えたこ とは ない が、ハ ー ド ・コピーに して

大体10ト ン ぐらい、 ジ ョブの数 が 、定期 的 な ものが約1万 件 で、不 定期 的

な ものが1万 件 とい うふ うなこ とが あ って 、定期 的 な ものにつ いて は実 は

7台 あ るいは8台 の汎 用 コン ピュー タが連動 して いて 、結局 何 月何 日何 時
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ごろ どこ どこで ど うい うジ ョブ をや る と、 その結 果 を次 の コンピュー タに

伝 送 して、次 の コン ピュー タでは幾つ かの他 の汎 用 コン ピュー タか ら集 ま

ったデー タ を待 って またや る とい うふ うな形 にな って い る。 た とえば合 計

処理 で言 うと、大体6台 の汎 用 コ ンピュー タで約60の ジ ョブ を処理 す るが 、

月初 の数 日間にや るわけ であ る。 それ をや るの に約20巻 の フ ァイル を各 地

の汎 用 コン ピュー タ間同士 でや りとりす る必要 が あ る。 そ うい うこ とを全

部 人手 でや ってい る とい ろいろな トラブルが あ る とい うふ うな こ とがあ っ

て 、全 部 自動 化 しよ うとい うふ うな発 想で オン ライ ン化 した とい っのが1

つ の事 情 で あ る。

⑦ リアルタイム ・ジ ョブの分散

ただ 、当社 は仕 事 の 量か ら言 って、 リアル ・タイム ・ア クセ ス とい っふ

うな こ とは 、 どち らか とい う と必要 が ない。物 の流れ がすべ て トラ ックな

り貨車 な りで動 くわ け であ るか ら、最終 的にはバ ッチで動 くとい うふ うな

こ とで 、1日 数 回 あ るいは数時 間置 きのバ ッチ処理 で もってすべ て を行 っ

て い る。 したが って、 も しどうして も リアル ・タイム処理 が 必要 で ある と

い うよ うな ジ ョブ につ いて はな るべ くロー カルに て、特 定 の汎 用 コン ピュ

ー タに結 ぶ 、あ るいは地 区 に置かれ た ミニ コンを使 ってや る とい うふ うな

こ とで分散 させ てい る。通信網 で結 ぶ とい うこ とは 、一 面 に おい ては集 中

化 を可能 にす るわけ で ある し、 同時に ジ ョブの適正 な る分割 も可 能 にす る

わけ であ る。 その辺 が 非常 に有利 な点 であ る とい うふ うに思 って い る。

⑧ 企業内システムの利点

実 は い ま集 中 と分散 の話 を したわ けだが 、その辺が 企業 内 システム に と

っては非常 に有 利 な点 であ って、 多分 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい っ

のは いろい ろな形が あ る とい うふ うな こ とを勉 強 して い るわけ で あるが 、

いわ ゆ る一般 の商用 ネ ッ トワー ク とかあ るいは大 学 間 ネ ッ トワー クであ る
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と、 汎用 コン ピュー タの提供 者 に して も、提供 者が まず複数 個 あ る場 合 も

あ る、サー ビス を受 け る方 に して も複 数個 あ る場 合 もあ る。サ ー ビス側 と

サーゼ ス提供側 と利 害 が相反 す る場合 が あ るの じゃな いか とい うふ うに思

うが 、その点 は同一 企業 の 中であ る と全部 ただ1つ の観 点か ら統制 す るこ

とが で きるわ けで あ る。 た とえば あ るジ ョブにつ いて は どこの リソー ス を

利用す る とか 、 どの時 間帯 で利用 して も らう とか とい うよ うな こ とにつ い

て も十分指示 で きるわけ であ る し、 あ るいは障 害が起 こ った場合 に もあ る

程度 ユーザー 側 に負担 させ る とい うふ うなこ とで 、か な り安 上 が りの シス

テム をつ くるこ とが で きる とい うふ うに思 う。 この点 が いわ ゆ る汎用 シス

テムであ る と、 いわゆ る リライア ビ リテ ィに して も、その他 の リダ ンダン

シー に して も相 当汎用 的 に考 えて い くとい うふ うな こ とが あ って コス トが

かか るの じゃな いか と思 うが 、その点 は企業 内 システ ムの いわ ゆ る有利 な

点では ないか とい うふ うに思 う。

⑨ 通信機能分離 の利点

それか ら、金勘 定 につ いて もう1つ 申す と、私 ど も として は常 に安 いハ

ー ドウェア を使 って い く必要 が ある
。 ソフ トにつ い て も同 じであ るが 、 そ

の場合 に 、今後 オン ライ ン化 して い った場合 に 、直接処理 コン ピュー タか

ら端末 に出 る よ うな、 いわゆ るパ ッケー ジ化 され た ソフ トウ ェア が使 われ

る。 メー カー さん あて が いぶ ちの機械 を導 入す る とい うこ とに な る と、 ど

うして もオ ンライ ン化 が進 むに従 って しば られ て しまって、 なか なかハー

ドウ ェア を取 りか え る、 ソフ トウェア を入れか え る とい うよ うな こ とがむ

ずか し くな るわけ で あ る。私 ど もは いわ ゆ る処 理 コン ピュー タ と端 末 の間

に通信制御 用 の コン ピュー タ を入れ て、 これに いろ い ろ負担 を負 わせ 、任

意のハー ドウェア に常 に差 しか える こ とが で きるよ うに判 断 して お るわけ

であ る。 そ うい うこ とで、実 はあ る特定 の メー カー さんの システム を使 っ
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て全部 同 じ端 末 を使 って い くとい うふ うな こ とを考 えた場合 よ りもず いぶ

ん安 い システ ムが で きる とい うふ うな こ とを試算 してい る。実 は私 ど もは

端 末 の方 に非常 に興 味 が あ るわけ であ るが 、端 末 につ い ては今後 いろ いろ

な形 の もの が 出て くるに違 いな い とい うふ うに想 定 して い る。 い わゆ る端

末 とい うの が一番 省 力 に効 果 があ る場 所 であ るの で 、ユ ー ザー の要 求 に応

じた端 末 を常 に 入れ る よ うに心 がけ たい とい うこ とで、 いわ ゆ るフレ キシ

ブル な形 で端 末 を接続 す るよ うに考 えて いる。 この場合 に 、 ある特 定 の端

末 を入れ るこ とに関 して相 当 コス ト安 な こ とが想定 され るわけ であ るが 、

われわれ の 第2期 のハ ー ドウェアの費用 は ほぼ この端 末 をあ る特定 の一社

さんの端 末 に した場合 との差 額 でペ イで きるの じゃないか とい うふ うに判

断 してい る。 ホ ス ト ・コ ンピュー タにつ いて も、最近 い ろい ろ新 しい コン

ピュー タ製 品が 出 て きて い るの で、 その辺 につ い て も十分 入 れか えが可能

な よ うに私 ど も として は考 えて いる。

小 笠原 い ま名 和 さんの方 か らACTに 積 極 的 に取 り組 んでお られ て、

最初 メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ングか ら始 め たけれ ど も、 フ ァイル転 送 とい う

よ うな こ とが 出て きて 、結局 これが シス テムの運 用上 か らい って も経 済性

が発 揮 で きた 、 さ らに会社 の体 制か らみ て今 後 ど う進 ん で い くべ きか とい

った よ うなお話が あ った。

も う1つ 、 これは縦 系列 の事 業体 の間の ネ ッ トワー クか と思 うが 、代理

店 、販売店 を含 んだ ネ ッ トワー ク化 とい うこ とで三 洋電 機 さんの方 でい ろ

いろや ってお られ る よ うで あるの で、その辺 の こ とを井 上 さんか ら御 説 明

願 えれば あ りが たい。

三洋電機 の 場合

① 目的一メーカ ーと販 売会社間 の営業情報ネ ットワーク

井上(正)ネ ッ トワー クにつ いて表 を持 って きて い ない ので 、次 回 にで

一23一



もで きれば持 って きた い と思 う。

私 の ところでオ ンラ イ ン ・システム を積極 的 に活用 して い るの は、営業

面 で販売会社 と三 洋電 機 間 とで情報 の流通 を十分 にや って い こ うとい う目

的 で始 め たわけ であ る。 これ を考 えたのは、大体 昭和47年 ごろか ら試験 的

に販 売会社2～3社 の 間 と トライ を してみて、48年 か ら本格 的 に稼働 し出

した。準備 は もう少 し前 か らや って おったが 、それ以 前 の私 の ところの コ

ン ピュー タの活用 と言 うと、ほ とん どが営 業面 に集 中 して いて 、現 在 で も

貿易 だ とか クレジ ッ トを含 あ る と、 コンピュー タの ほぼ85%が 営業 関係 の

情報処 理 をして お る とい うふ うな極 端 な までの営 業集 中主 義 を とって い る。

47年 ごろか ら会社 と して大 きなニー ズが あって 、三 洋電 機 に は販売系列

として各製 品 ご とに分 か れ てい る商 品企 画部 門、 その次 に 出先 に全 国24ヵ

所 の地 区営 業部 とい うの が あ ってご その地区営 業部 が三洋 電機 の販売 の最

前 線 にな って い る。 そ こか ら全 国140社 ぐらいの ところに 、少 な い ところ

もあ るが 、 それ ぞれ一 社平 均7～10ぐ らいの販 売会社 を持 って販 売管理 を

してお る とい うふ うな実 情 だが 、 この地 区営業 部 ま でのネ ッ トワー ク とい

うの はす でに47年 まで にで きて いて 、当時大体110回 線 ぐらいで あった。

それ を さらに本社 と直結 とい う形 で、当初 、48年 の初 め か ら販売 会社 に対

して 回線 を敷 き出 して 、販売 会社 か ら見 た仕 入れ 、販売 、在庫 、それか ら

販 売会社 の債権 管理 、現 在 そ こ まで進 ん でいて 、この ネ ッ トワー クに して

も現在約120弱 とい う状 況 に な ってい る。

② 集中のね らい一本社側 二販売状況の把握、販 売店 側=販 売事務の合理化

なぜ こ うい うふ うに極 端 に 中央集 中式 でや って きたか と言 う と、それ ま

では販 売会社 とい うの は非常 に組織 が小 さい もの で あ るか ら、 それ ぞれ の

会 社 で ミニ コンを入 れ て 自社 の事 務処 理 をす る とい うこ と も、全 部 に関 し

て はそ うい う能 力 は ない。7～8社 そ うい う状 態 をや って きたけ れ ど も、
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本社 として もそ の販売会 社 の販 売店 に対 す る販 売状 況 を時 々刻 々把握 す る

必要 が あ る とい うふ うな こ とで もって、費用 を三洋電 機 と販 売会社 で分割

して 、費 用 を業者 が 負担 す る こ とに よって本社 に営業 情報 を集 め てみ よ う

とい うふ うな こ とで、 われ われ は これ を実 販 と呼 んで い るが 、 こ っい っニ

ー ズか ら社 内の声 が非 常 に高 ま り48年 か ら始 め たわけ であ る。 そ うい う中

央集 中式 を とった のは 、 どち らか と言 うと、販 売会社 に個 々に コン ピュー

タ を導 入す る能 力 がなか った とい うこ とと、それ か らそれ よ りも本社 で そ

うい う もの をつ くって上 げて販 売会社 に適 応 させ て い った方 が 、販売会 社

業務 とい うの はい ずれ にせ よ先 ほ ど申 しま した よ うな仕 事 が基本 にな る も

ので あ るか ら、 ほか の細か い こ とは いず れ端 末 に ミニ コ ンを入 れ るか らお

いお いそれ に乗せ て い った らい いだ ろ う、 当座 は本社 として も必要 な そ う

い う仕 事 をや って い こ う とい うこ とで始 め た わけ であ る。

③ ネ ットワークの特長一 高速回線の分割使用

現 在 そ うい う事 情 でや って い るの で、端 末 回線 としてはほ ぼ225回 纏 持

って い る。 ただ 、今年 の初 め か ら大容 量 回線が許 可 され て 、直結 す る よ り

も中継機 、分 割機 を使 って 回線 料金 を安 くして い こ う、 これ は非常 に大 き

な もの であ るが 、 そ うい うこ とを私 の ところ と 日本電気 さん と共 同 で進 め

て きて 、現 在 では ほぼ 完 了 してい る。実 の ところ この メ リッ トは非常 に大

きか ったの であ る。細 か い コス トにつ いて 申 し上 げ られ ないが 、 中央 と地

方 と直結 してす る費用 よ りも、 中継機 、分 割機 を入れ てほ ぼ半額 で済 む と

い うふ うな大変 な コス ト ・メ リッ トが あ って、 こ うい うネ ッ トワー ク化 と

言 う と、やや もす る とコス トが予定 よ りオー バー す る とい うふ うな こ とに

な るわけ なので あ るが 、 それ を余 しでおつ りが 出て きた とい うふ うな状 況

で現 在進 んで い る。
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④ 今後の計画

これ か ら販 売会社 の あ と残 ってお る ところ と、それか ら将 来 は販売会 社

の決 算 も本社 で一手 にや ってい こ う とい うふ うな意 図 を持 って い る。 次 に、

わが社 と して残 って い るの は、何 と言 って も、 オ ンライ ン としては全 国 の

サー ビス会社 のオ ン ライ ン化 とい うこ とに な って い る。現在 の ところ全 国

に10社 サー ビス会 社 が あ るが 、そのサ ー ビス会社 の管 轄 のサ ー ビス ・セ ン

ター 、 それか らサー ビス ・ス テー シ ョン、 そ うい うもの を入 れ て120ヵ 所

ほ どあ るが 、 この120ヵ 所 ほ どにつ いて は まだ現 在 の ところ計画 を持 って

いない。 さ しあた って本社 と11の サー ビス会社 を直結 して 、そ この仕 入 れ 、

販売 、在庫 をや ってい こ う、 それ以上 の業務 につ いては現在予 定 して いな

い。

小笠原 国際 オ ン ライン ・ネ ッ トワー クとい うこ とで、GEのMARK

IIIにつ い て柳 井 きんが い らっ しゃれば そ の辺 お伺 いで きる と思 うが 、 その

辺 につ い てSITA(国 際航 空情報 シス テム)、 さらに い ろいろなほか の 国

際間 の コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい った ものが考 え られ るが、 その辺

のニー ズ、今 後 の発 展 の仕 方 等 につ いて 、国際電電 の井上 さんか ら見通 し

な どをお伺 い した い。

SlTAほ か国際 ネ ッ トワー ク

①SlＴAの 概要

井上(誠)い まお話 が出 たSITAの ネ ッ トワー ク とい うの は国際 間 の

オ ン ラインの ネ ッ トワー ク と して は非常 に規模 の大 きい もの で あって 、S

ITAと い うのは航 空通信 の協 同組 合 の こ とで 、エ ア ラ イン相互 間の メ ッ

セー ジの ス イ ッチ ン グ をや って い るネ ッ トワー クであ って、全世 界に9つ

の いわゆ るハ イ レベ ル ・セ ン ター が あ り、その セ ン ター を中継 して予 約 情

報(タ イ プA通 信)の スイ ッチ ン グ、お よび テ レタイ プ ・メ ッセー ジ(タ

ー26一



●

イブB通 信)、 ス イ ッチ ン グをや って い るわけ であ る。 ハ イ レベ ル ・ネ ッ ト

ワー クは 中速度 回線(音 声 級 回線)に よ りハ イレベ ル ・セ ンター 間 を結 ぶ、

その伝 送 に はか な り高 級 な伝 送制 御 手順 が使 われ てい る とい うネ ッ トワー

クで あ る。航 空座席 の予 約 等 は国際 的 な通信 手段 を使 って迅 速 にや る とい

うニー ズが非常 にあ るわ け であ る。 そ うい う意味 で航 空会 社 共 同 のネ ッ ト

ワー ク化 とい うのが進 ん で きつ つ あ る とい う状 況が あ る。

② その他 の国際間 ネ ッ トワーク

それ以 外 に、最近 の傾 向 として 、先 ほ ど少 しお話 が 出た 国際銀 行 デー タ

通信 、SWIFTの ネ ッ トワー クの問題 があ る。 これは 昭和51年6月 に 、

ベ ル ギー 、ル クセ ンブ ル グ、オ ランダ 、西 ドイツ、 この4つ の 国の 間の接

続 が開始 され る予定 だ とい うふ うに聞 いてい る。結局 、銀 行 業務 とか貨物

輸 送 な どの情 報 に関 して は国際 間 でな るべ く迅 速 な情 報伝 送 をす べ きであ

る、それ に先 ん じて各種 のデー タ ・フォーマ ッ トを統 一す る とい う問題が

あ る。 それ か ら、 リン ク ・コン トロールつ ま り回線 の伝 送 制御 手段 を画一

化 してい くとい うよ うな方 向 に大体 あ るの じゃないか とい うふ うに考 えて

いる。

小 笠原 国際 間 の コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クとい う と、古 い もので は

い まの航 空会 社 のSITA 、それか ら来年 か ら始 まる もの では 外為 のSW

IFT、 それか ら国連 関係 の気 象情 報 シス テム とい うの が あ る。大型 の も

の では 、特 殊 な もの だが 、 メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ングが主 な適用 業務 だ と

い っこ とで、 コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クその もの を広 義 に解 釈 す れば メ
/1

ッ七一 ジ ・ス イ ッチ ン グ まで含 む とい うふ うに考 え られ るわ け で あ る。欧

州 では地 続 きな の で、ECの 中で学術 研 究用の コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー

クEIN、 昔 は コス ト11と 略称 して いたが、 そ うい う ものが あ る し、それ

か らARPAを ス ウェー デ ンな りイ ギ リスに延 ばす とい うよ うな こ と、 そ
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れか らARPAを ハ ワ イのア ロハ を経由 して 日本 の東北大 に結 ぶ とい うよ

うなこ とが あ って、大 体 実用 的 な もの では メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ング ・シ

ス テム、研 究 開発 用 で はARPAの 拡 張 とか コス ト11と か とい った もの が

あ る よ うな気 がす る。銀行 であ る とか証券 会社 あた りでは 、世 界 各国 にあ

る支店 との間 で情 報処 理 も含 め て メ ッセー ジ交 換 をや る とい うよ うなニー

ドが これか ら出て くるので は なか ろ うか と思 われ る。

そ こで、次 に計 算 セ ンター をネ ッ トワー ク化 す る とい うこ とで 、イ ンテ

ックさんが 九州 の方 に延 ば され る とい う計画 を最近 新 聞 で読 んだ よ うに記

憶 して い るが 、そ の辺 の こ とにつ い てお伺 い したい 。

イ ンテ ック(計 算 セ ンター)

① 現状 ではオンライ ンのコンピューティング・サー ビス

梅 田 計算 セ ン ター の ネ ッ トワー クの場合 は 、 とい うよ り少 な くとも当

社 の考 え方 とい うの は 、ネ ッ トワー クよ りも何 よ りも、 まず 通信 回線 を利

用 した コン ピュー タ ・サー ビス とい う方 向 に向か お う とい うのが 現在 の状

況で、最終 的 な姿 と して はネ ッ トワー クに しな けれ ば いけな い し、 な るで

あ ろ うとい うこ とで 、短期 、 中期 の状況 ある いは考 え方 と最 終 目標 との 間

に ものす ご く大 きな ギ ャ ップが あ る。

それ で、 い まお話 しが あ った九州 の方 に セ ン ター を出 して 、当初 か ら私

どもは ネ ッ トワー ク ・サー ビス を したい とい うこ とでや って きて いて 、い

ま大体13拠 点 ぐらい あ るけれ ども、 あ りてい に 申 し上 げて ネ ッ トワー クに

はな ってい ない。 ス ポ ッ・トワー クで あ って、部分 的 に 、た とえば東 京 、新

潟 、富 山 とい うふ うに オフ ライ ンで伝送 もや ってみ たが 、脱 した りして い

て、現 状 は タイム シェ ア リン グ、 それか らオ ン ライ ン、 リモー ト ・バ ッチ

とい うの を需要 が あ るに従 って食 いつ いてや って お る とい うこ とで 、それ

が トー タル の システ ム で融合 されて い る よ うな状 況 には ない。
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② 技術 よ ηデマ ン ドが問題

それ は あ くまで技術 的 な問題 とい うよ りは デマ ン ドの方 の問題 だ とい っ

のが私 ど もの考 え方 で あ る。米 国 の いわゆ るNIS業 者 の状 況 を見 てい て

も、営 業拠 点 とい うの が先 にあ って 、要 す るに営業 的 なニー ズ とい っの が

先 に あ って 、技術 問題 とい うの は それ を解決 す る形 で出て くる とい うこ と

で あ って 、私 ど ものい まの拠 点 のふや し方 とい うのは、網 が先 にあ る とい

うの では な くて 、網 をつ くるため に まず ス ポ ッ トをつ くって い る とい っの

が実 情 で あ る。

電 電 公社 の デ ー タ通 信 サ ー ビス

小笠 原 デー タセ ンター とい うこ とでは 、電電 公社 さん のDEMOS、

DRESS、 オ ン ライン ・サー ビス とい うこ とが あ るわけ だが 、その辺 の

いわ ゆ るネ ッ トワー ク化 とい う考 え方 、ユー ザー のニー ズも含め て 、将 来

の動 向 につ いて塚 本 さん に御 意見 を伺 い たい。

① 地域 ごと独立 のオ ンライ ンシステム

塚本 まず 、私 ども公衆 デー タ と申 して い るいわゆ る科学 技術 用 のDE

MOSと い うタ イム シェア 、あ るいは事務 計 算用 のDRESS、 こ っい っ

た ものの ネ ッ トワー ク化 とい うこ とであ るけれ ど も、現在 の ところは これ

は各 セ ン ター とい うものが エ リア ご とに独 立 して いて、相 互 につ なが って

は いな い。 た とえば北 海道 で あ る と札 幌 とか 、 あ るいは近 い将来 、例 えば

仙 台に将 来 そ うい うセ ン ター をつ くる。主 として非 常 に大都 市寄 り、 これ

は コン ピュー タの数 が昨今3万 台 とい うレポー トが 出てい るけれ ど も、全

国 的 な分布 を見 る と、東 京 、名 古屋 、大 阪 とい う とこ ろに その8割 方 集 中

して しま う、や は り非常 に大都 市集 中型 とい う傾 向が 強 くて、東京 とか 名

古屋 とか大 阪 とい うところに それ ぞれセ ン ター を持 って い る。 それ も1つ

では な くて 、No.2、No.3と い うこ とで 、昨今 はDRESS、 事務 計算 用

一29一



のNo.3の セ ンター を東 京 に設定 す る とい うふ うな状 況 であ る。非常 に大都

市 集 中型 で、 そ うい うエ リア ご とにセ ンター を設定 して い る。 当然 の こ と

なが ら、 四国 とか北陸 ない しは信 越 とい ったエ リア にな る と、東 京 のセ ン

ター で もって 、あ るいは名古 屋 の セ ン ター で 、ない しは大 阪 の セ ン ター で

それ ぞれ カバ ー して いか ざ る を得 な い とい うこ とで 、それ をサ ブセ ンター

という か っこ うで動 か して い くよ りしよ うが ない。

②'地 域セ ンター ・ネ ッFワ ーク化 のメ リットは2

ところで 、 そ っい っDEMOSと かDRESSと い った それ ぞれ のセ ン

ター をネ ッ トワー ク化 す る とい うメ リッ トは何 にあ るか とい うこ とであ る

が 、現 在 の ところそれ は暗 中模 索 とい う感 じで ある。 た とえば ライ ブ ラ リ

ー とい うものが あ る
。 これは電 通 の柳 井 さんがお見 えに な って い る とい ろ

いろ話 を聞け る と思 うが 、 そ うい うライブ ラ リー とか デー タ ・ベ ー ス とか 、

そ うい った もの を リソース ・シェ アす る とい うよ うな こ とに メ リッ トが あ

るのか ど うか とい うこ と、 ラ イブ ラ リー なんか もた くさん持 て ば持 つ ほ ど

非常 にパ フ ォーマ ンスが低 くな って くる。 なるたけ低 い コス トでお客 さん

に提 供 しよ う とす る と、そ うい った もの を リソース ・シ ェア とい うか イ ン

フ ォメー シ ョン ・シェア とい うか 、 そ うい うこ とをなるたけ広 げ て い く。

これは ア メ リカのARPAと か そ うい うところにお いて行 われて い る よ う

な もの であ るが 、 そ うい うメ リッ トとい うものが あれば非 常 に望 ま しい と

い っこ とで あるけれ ど も、具 体 的 には まだ何 も実現 してい ない。

③ 超小型機 ど大型機の分割使用 とは競合 するか

それか ら、事 務用 の計 算 の オ ンラ イン とい うこ とで あるが 、 これ は昨今

非 常 に世 間 をに ぎわせ てい る ミニ コンない しマ イ クロプ ロセ ッサー 、 こ う

い った もの の出現 、普 及 、 これ は恐 ら く1968年 、 あるいは マ イ クロプ ロセ

ッサー につ いて は70年 代 か らで あ るが 、 日本 の電 卓 メー カー さんの方 の御
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要望 で出 た と言 われ て い るマ イ クロプ ロセ ッサー 、 こ うい っ た ものが 急激

に逆 にア メ リカで発展 し、 日本 に また 出て普 及 し、セ カ ン ド ・ソース と し

て 日本 の方 に もい ろい ろ出て きた 、それが近 い うちに ミニ コンのあ る部分

を も席巻 す るだ ろ うとい うこ とが盛 んに言 われて いる。 しか し、マ イ クロ

プ ロセ ッサー の方 は 、単 に ミニ コンだけ ではな くて い ろん な分 野 に使 われ

る と私 は見 てお るけれ ど も、 こ うい った いわゆ る処 理 の分散 化 とい うこ と、

先 ほ どイ ンテ ッ クさん の方か らい ろんな ポイ ン トとい う もの を、 ス ポ ッ ト

ワー ク とい うよ うな新 しい言葉 が あ ったが 、いわゆ る原理 か らい うと、情

報 の発 生す る ところに安 い価格 で処理 装 置が あ るのな らば これ は非常 に有

利 な こ とだ、 それに対 して こた えたのが いわゆ るLSIか らきた ワンチ ッ

プCPU、 こ うい うものがROMと かRAMと か 、あ るい はPROMと い

うもの を組 み合 わせ て 出 て きてい る と思 う。それ と、や は りデー タ・ベ ー ス

な り大 きな プ ロセ ッサ ー とい う もの を時分割 す る とい うこ と とのか み合 い、

あ るいは競 合 、一体 それ が どうい うふ うにな るのか とい うこ とが非常 に興

味 があ る。 それ か ら、か な り前 か らで あるが 、昨年 あた り非常 に に ぎやか

にな って きたいわ ゆる イ ンテ リジェ ン ト ・ター ミナ ル とい うか 、 こ うい っ

たこ とが ミニ コンあるい はオ フ ィス ・コン ピュー タ とか い ろんな ものの影

響 を受 け て きて 、事務 計 算 で も非常 に多様 化 の道 をた どって い く。端 的 に

い うと、各販 売店 ご とに オフ ィス ・コンピュー タ とい う もの を持 った方 が

いいのか 、あ るいは タイム シェア リン グで もって もっ と安 い テ レタイプ あ

るいはCRTと い うもの でセ ン ターに集 中化 した方が いい のか 、あ るいは

どの辺 で そ うい うプ ロセ ッサ ー とか デー タベ ー ス とい うもの を うま くネ ッ

トワー クの 中に組 み込 ん で い った らいいのか 、こ ういった こ とが一種 の流

行 な い しは現在過 渡期 とい うこ とでい ろい ろ追求 されつつ あ るよ うな状態

じゃないか 、私 た ちは こ う見 てお るわけ であ る。 そ うい う一 般 のユ ーザー
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さんが御 利用 に な る事 務用 あ るいは科学 用 とい うものにつ いて はそ うい う

状況 であ る。 これ は正確 に ど うだ とい うこ とは ち ょっ と読 め な い点 もあ る

の でむ しろい ろい ろお聞かせ いただ きたい と思 う。

小笠原 ネ ッ トワー クの形 態か ら見 る と、ニ ー ズに よって い ろい ろな形

態が あ るわけだが 、 デー タ ・バ ンク間 の結 びつ き とか ネ ッ トワー ク化 につ

いては今 後 ど うな るで あろ うか 、需 要が あ るであ ろ うか とい うよ うな こ と

につ いて 、市 況情 報 セ ンター さんの方か ら御 意 見が あればお伺 い したい。

市況情報 セ ン ター

① ネ ッ トワークの概要一複数セ ンターの複合スター型

赤司 その前 に、 い ままでの議論 との 関連 で私 ど ものや って い るこ とを

一応御 説明 申 し上 げ る と
、私 ど もは東京 、大阪 の証 券取 引所 の コン ピュー

タ と、それか ら私 ど もが東京 、大 阪に置 いて あ るコン ピュー タ と、 その間

48キ ロボー な い しは1,200ボ ー 回線 で結 んで い る、つ ま り形 と して は コ ン

ピュー タ ・ネ ッ トワー クとい う姿 を持 ってい る。け れ ど も、 その間 に これ

か ら議 論 しなけ れば い けな い よ うな種 類 の問題 は ほ とん ど抱 えて いな い。

なぜ か と言 うと、 た とえば異種 コンピュー タ間の接続 、その 間の プ ロ トコ

ー ル といった問題 に最 初 の段 階か ら直面 す るの を避 け るため に 、東証 、大

証 がHITACの 採 用 を早 くか ら決 め られて い たので 、われ われ もHIT

ACを 採用 した。 そ して事 業 の主体 は、ユーザ ー のオ フ ィスに設 置 され た

ビデ オ端末 か らの問 い合せ に対 し、 中央 コン ピュー タか ら リアル タイム で

応答 す る とい うこ とであ るが 、 コン ピュー タ と通信 回線 との接 続 とい う観

点 では端末 と中央 の コンピュー タ との間の いわ ゆ る往 って来 い、 とい う形

で、特定通信 回線 の他 人使 用 にか か わ る問題 に も触 れ ない よ うに してい る。

また これか らあ る新 聞社 に対 して 、新 聞の紙 面 を作 成す るため に、 そ こで

使 用す るコン ピュー タに われ われの コン ピュー タか らオ ン ライ ンで情 報 を
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提 供 す る とい うよ うな こ とを予 定 してい るけれ ど も、 これ も中央側 か ら見

る とその コン ピュー タを1つ の端 末 として扱 う とい う形 を と り、 いわ ゆ る

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの本 筋 にかか わ る問題 は ともか く当面 は逃 げ

よ う とい うふ うな状況 に あ る。

② 今後 の問題 その1一 証券会社のシステムのネ ッ トワーク

わが国 で最初 の オ ンライ ン ・リアル タイムの情報 提供 、 しか も大規模 の

ネ ッ トワー クを組み 、企業 内 シス テム で な く、企業 として これ を行 うとい

うこ とで、技術 的問題 、制 度 的問題 の カベ にぶ ち当た るの を避 け る そ

れ で もいろ い ろあ ったが とい うこ とでス ター トしたわ けで あ る。 ただ

しこれか らは、ア メ リカでの証 券情 報サ ー ビス 私 どもの事 業 の主体 は

これ で あ るが を見 て い る と、先 ほ どお話 の出た よ うな イ ンテ リジェ ン

ト ・ター ミナ ルな い しは ミニ コン とい うふ うな もの を置 い て、 それ ぞれ の

証券 会社 の 中の情報 の検 索 であ る とか 、 あ るいは若 干 の事務 処理 で あ る と

か とい うふ うな もの をその ミニ コ ンにや らせ て、そ こ と外部 の情報提 供 会

社 との コン ピュー タを結 ぶ とい うふ うな動 きが 出て きてい る。 そ うい う問

題 につ いて は、私 は これ か ら先 に展 開 され る問題 として非常 に強 い関心 を

持 って いて 、その 多 くは 、 こ こで討論 され る ような問題 、 それ に直面 して

いか なけ れ ばな らない そ う した状 況 に ある。

③ 今後の問題 その2一 データ ・バ ンク間 のネ ッ トワーク(フ ァイル ・シ ェア)

それか ら、い ま司会者 の方 か らお話 のあ ったいわゆ るデ ー タ ・バ ン ク、

私 どもは一 種 のデー タ ・バ ン ク 厳 密 な意味 で言 うと問題 が あ るか も し

れ ないが だ と思 って い る。 その デー タ ・バ ン ク間の ネ ッ トワー ク、 ま

さに コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい'うふ うな もの は一体 何 をシ ェアす る

んだ 、 コン ピュー テ ィング ・パ ワー の シェア であるのか あるい は情 報 の シ

ェア であ るのか とい うふ うな こ とか ら言 う と、私 どもは その情 報 の シェア

ー33一



として、言 い換 えれ ば情報 の共 同利 用 をしてい くため にはデー タ ・バ ンク

間の コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クとい うものが絶対 に必要 だ 、そ うい うふ

うな もの の流れ の 中で ない と、私 ど もが い まや って い る情報 提供 サー ビス

業務 とい うふ うな もの の本質 的 な発 展 はあ り得 な い とい うふ うに考 えて い

るが 、現実 の問題 と してはそ うい う動 きは い まの とこ ろ出て きて いな い。

さ らに情報 の共 同利用 とい うふ うな こ とで考 える と、 いま私 ど もは あ る

種 の コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを持 って い るけれ ど も、せ いぜ い言 え る

こ とは フ ァイルの共 同 利用 とい うか 、 ファイル の シ ェア であ って 、デー タ

ベー スの シェア とい っふ りな形 には な ってい な い。 そ りい っデー タ ・ベー

スの シェア 、共 同利 用 とい うふ うな もの を考 え ない限 り、あ るいは そ うい

うこ とにつ いて そ ろそ ろ本 当にい ろい ろな意味 でのア セス メン トが行 われ

ない限 り、デー タ ・バ ンク間のネ ッ トワー ク とい うの は大変 むず か しい問

題 を持 ってい るだ ろ う と思 う。 この辺 につ いて はむ しろ政 府 、官庁 の間 で、

い ろい ろな形 でい まそ うい う情報 の共 同利用 とい うふ うな ものが必要 であ

ろ う と思 うが 、情 報 の共 同利用 とい うふ うな こ とを言 うと、 とたんにす ぐ

その裏 側 に 出て くるの が情報 のプ ライバ シー とい うふ うな問題 であ る。 こ

れにつ いて の社 会 的 な通 念 とい うものが これか ら先 の デー タ ・バ ン ク間の

ネ ッ トワー クを作 って い く上 で大 きな障害 にな るだ ろ う、 そ うい う障 害 を

乗 り越 えてい く、 いわば先兵 とい うものは 、本 当は役所 にや って いた だか

な い と、われ われ民 間機 関 としては なか なかや りに くい面 を持 って いる と

い うふ うに思 われ る。

小 笠原 い ろいろ関連 企業 を結 んでの ネ ッ トワー ク とい うこ とで 、今 後

こ うい う形 のネ ッ トワー ク化 とい うの は非常 に 出て くるの ではな いか と思

うけ れ ど も、 その辺 につ いて旅 行会 社 の立場 か ら野垣 内 さんの方か らひ と

つ …'"。

-34一



'

旅行 会社

① ネ ッ トワーク化の ニーズ と現状

野垣 内 旅行 会社 とい う業種 では 、 コン ピュー タ とか オ ンライ ンだ とか

い うふ うな こ とと関係 な しに商 品の素材 その ものが情報 であ って、 しか も

それが全部 自分 の ところで持 って いな い もの とい うのが旅行 業 の特 性 で あ

る。昭和40年 ごろ であ るか ら10年 ほ ど前か ら、そ んな中 で、 それ までは通

信 の手段 として テ レ ッ クス で こち らの営 業所 か らあち らの手配 セ ンター と

い うよ うなこ とでや り合 い を して いたが 、それ で は処 理 が 非常 に遅 くて処

理 自体 を機 械化 す る必 要 が あ る とい うこ とか ら、各地 の旅館 か ら10室 とか

50室 とか の部屋 をまず 私 ど もにお預 け いただ いて 、それ を私 どもの コンピ

ュー タにお さめ て各地 の営 業所 か らそれ を取 る よ うにす る とい うか っ こ う

を とった わけで あ る。 それが旅館 予約 システム で あ ったわけ であ るが 、旅

行 の要 素 とい うの は宿 泊 だけ でな いので、一 番大 きな要 素 は宿 泊 と交通 機

関 であ る。航 空会 社 の 予約 システムが稼動 した 当初か ら、 た とえば 日本航

空 な どの端 末機 は私 ど もの営 業所 等 に も数 台は配 置 され てお ったが 、 とて

も全 国150～160の 営 業所 をカバ ーす るだ けは な いの で、対客 サー ビスや

業務 の合 理化 の ため に はや は りコン ピュー タ ・ツー ・コン ピュー タのオ ン

ライ ン ・シス テム に よ らなけれ ば な らない。 それ で ない と一部(宿 泊)は

合 理化 された けれ ど も大部分(交 通機 関)は 合理 化 され ず効 果が うす い訳 で

あ る。 その後 、公衆 電 気通信 法 の改正 を待 って近 畿 日本鉄 道 と昭和46年 、

日本航 空 と47年 に コン ピュー タ とコ ンピュー タ とを接 続 した。 方法 として

は それ ぞれ両 方 か ら相 手側 を端末機 とみなす よ うな形 でや りと りを して い

る。現 在 では近 畿 日本鉄 道 、 日本航 空 、全 日空 、東亜 国 内航 空 、関西 汽船

とい う5社 の交通 機 関 の コン ピュー タ と私 どもの コン ピュー タ とが結 ば れ

てい る。 これ は コ ンピ ュー タ とコン ピュー タ と言 いなが ら、相手 を端 末 と
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して 、 自分 の通信 制御 の方式 をそれ ぞれが持 ちなが ら、 そ こで通信 ベ ー ス

で何 とかや ろ う とい う程 度 の もの であ る。 回線 ス ピー ドも、コン ピュー タ・

ッー ・コン ピュー タ とは いい なが ら、50～2,400bps程 度 であ る。

② テレックスとの接続

もう1つ の要素 と して 、私 ど もが 昭和42年 ごろに オ ンラ イン化 を図 った

ころ、小 さい営 業所 で10人 ぐらい、大 きいのは50人 ぐらいの ところが あっ

たが 、それ と営 業所 の性 格 に よって、 グループ だ とか個 人だ とか い うふ う

な ものが 中心 に なって い る営 業 所 もあ る し、団体 を中心 に して いる ところ

もあ って 、全部 の営 業 所 に端 末 を専 用 回線 で配 置す る とい うこ とが 経済 的

に とて もで きな い状 況 に あ ったの で、前か らあった テ レ ックス をそれ と併

用 して、 これは端 末 機 とテ レ ッ クス と両方 置 いて ある とこ ろ を中継 基地 に

して、そ こで紙 テー プの交換 で もって あ る程 度 オ ン ライ ン的 に テ レ ックス

を使 える ように した。 それ は初 めか ら計画 に入 って いて 、 コン ピュー タの

通信 の ビ ッ ト構 成 は テ レ ッ クス ・コー ドに合 わせ た。 したが って、 そ こで

コー ドの変換 な どとい うのは全 く不 必要 な状 態 で設計 を して きた わけ であ

る。 これが先般 の 回線 の 自由化 に よって公衆 回線 との接 続 が可能 にな った

の で、全 国 に札幌か ら福 岡 まで6ヵ 所 ほ ど ミニ コン を置 き、 この ミニ コン

に 自営 のNCUを 配 置 す る こ とに よってテ レ ックスか ら も即 時 の処 理 が で

きる よ うに した。先 ほ どい った よ うに 、制御 の方 式 は違 うけ れ ど も、 ビ ッ

トの構 成は 同 じに して あ るの で 、これ はわ りあ いに スムー ズに い った。

③ 他社 テレックス との通信

次 に、宿 泊予約 シス テ ムで は旅 館 の部屋 を私 どもでお預 か りしてお るの

で 、予約 の 内容 を旅 館 に な るべ く早 く御 通知 をす る必要 が あ るの で 、追 っ

かけ て、 それ までは手 配 のセ ンター までオ ンライ ンで出 して 、 あ と電話 あ

るいはテ レ ックス で旅 館 に御 通知 してお った もの を、私 ど もの ミニ コ ンを
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通 じて 自動 的に各地 の旅館 あ るいは ホテル の テ レッ クス に予約 内容 を御 通

知 申 し上 げ る とい う方 式 もとって いる。

④ 今後の問題一社会資源 とネ ッ トワーク

現在考 えてい るのは 、 コン ピュー タ をお持 ちでない運輸機 関 の予約 を ど

うす るか とい うこ とで ある。 これ も旅 館方 式(仕 入方式)で もって今 年 じゅ

うには解決 す る と思 う。

なお 、SITAの お話 が先 ほ ど出てお ったが 、実 は私 どもが モル モ ッ ト

み たいに早 くや ったわ けで 、他 の大手 の旅行業 者2社 も私 ど もよ り2年 ～

4年 遅 れ で着手 されて 、現 在 ではほ とん ど同 じような ところ までオ ンラ イ

ン化が進 ん でい る。 そ うす る と、た とえば旅館 ある いはホ テルは 、3つ の

旅行 会社 に それ ぞれ部 屋 を提 供 しなけれ ば な らぬ とな る と、 その ホテル 自

身 が 自分 の客 室 を総 合 的 に有 効 に御 利 用 にな る とい う点 では 、分割 され て

お るため に御 不便 が生 じてお る。 あ るいは航 空 会社 に して も、3つ の航 空

会社 が3つ の旅 行社 とそれ ぞれ対角 線 に結 ん でお るわけ であ るけれ ども、

そ りい りふ りな ものは む しろ独 立 のサ ブ ネ ッ トと して、1つ のIMPに 航

空3社 お よび旅行3社 の コ ン ピュー タ を接続 しそ こでそれ ぞれの行 先 に配

分 をす るよ うな共 同の シス テム を、わか りや す く言 うと、 た とえば全銀 協

さん の よ うな形 の もの をつ くる と大 変便 利 では ないか とい う議論 が 実 は い

まか ら2年 ほ ど前に起 こ った。 これが実現 して いれば面 白か った のだが 、

結論 か らい うと、 その問題 は コス トの面 か らち ょっ とお預 け にな って い る。

コス トとい うの は当 然技術 に結 びつ くもの で、SITAの 場 合 は国 際航 空

運送協 会 、IATAと い う強力 な組織 が それ よ りず っ と前 か らあ.って 、 メ

ッセー ジのや りと り自体 が コン ピュー タ以 前 の段 階 にお いて非常 に標 準化

されてお る。 これ が あ ったため に、予約 業務 を各航 空会社 で行 われ て も、

そ の間の|青報 の や りと りとい うのは それに合 わせ た形 でや れ る。 コン ビュ
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ー タの ソフ ト
、ハ ー ドは各社 に よって いろいろ違 って い るけ れ ど も、 そ う

い うふ うな標準化 を通 してネ ッ トワー クの上 でのデー タのや りと りが非 常

にスムー ズに行 わ れ る特 質 が あ るわけ であるが 、旅行 業 界は そ の よ うに う

ま くいって いない し、 日本 の航 空会 社 もそれ ぞれ3社 ともコン ピュー タが

違 う。 ビッ トの構 成上 も違 う し、伝 送方 法 も違 う。 こ うい う中で 、 コン ピ

ュー タの リソー ス とい うよ りも実 際 にあ る資源 、た とえば客 室 な ら客 室 、

座 席 な ら座席 とい う資 源 を最 も有効 に使 うための共通 した ネ ッ トワー クの

完成 が課題 であ るけれ ども、実 は まだ課題 の段 階 にあ る。実 際 に研 究へ の

着 手 は行 われて いな い。 コン ピュー タ とコンピュー タ とを結 ん だの はわ り

あ いに早か ったけ れ ど も、そ うい う意味 では まだ まだ初 期 の段 階 に あ る と

い っのが現状 であ る。形 として は複 数 の コンピュー タ とつ なが っ てい るが 、

それ ら とのや りと りも含 め てすべ て の コン トロー ルお よび プ ロセ シン グは、

(他社 コン ピュー タで行 われ る もの を除 き)セ ンター に集 中 して いる。又近

鉄 グルー プは 、図の よ うに10社 ほ どが1台 の コン ピュー タ をオ ンラ インで

共 同使用 す る とい う極 端 な集 中 を行 って いる。

⑤ 将来の適用業務

今 後 の方 向 として は 、一 番大 きな問題は 日本 国有鉄道 の座 席 予約 システ

ム との接続 があ る。 これ はデー タ量 が非常 に多 くて、その 点 だけ で も大変

な こ とにな ろ うか と思 う。

旅行 業者 間の問題 は 、先 ほ ど申 し上 げ たけ れ ど も、海外旅 行 が非常 に盛

ん にな って きて 、各社 海外 に それ ぞれ子 会社 ない し出張 所 、駐 在所 等 をお

持 ちに なってお るが 、今 後 それ ら との関係のデー タのや りと りを事務処 理

面か ら、た とえば ア カ ウンテ ィング とい うふ うな点か ら当然為 替が絡 ん で

くるわけ であ るが 、 ど うい うふ うに持 って い くか とい うのが 、余 り近 くな

いか もしれ ないが 、問題 にな るの では なろ うか と思 う。
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ミニ コ ンは そ うい うわけ で公衆 回線 と特定 回線 との接続 及び特定 回線 を

端末側 に低 速 に分 けて それ のため の集 配信 的 な役 割 り(蓄 積交換 方式)ぐ ら

い しか い まさせ て い ないが 、今後 と しては 、その問題 と、先 ほ ど言 った よ う

な大 きな意 味 での産 業 間 、それ と同業種 間のデ ー タの ネ ッ トワー クを含 む

問題 、 これ らにつ いて ミニ コンを中心 に した新 しいや り方 が新 しい通 信 方

式 の中で ど う展 開す るか とい うふ うな こ とが 、技術 とニー ズ とコス トと制

度 、そ こ ら辺 との絡 み合 い であ ろ うか と考 えて い る。

,!直 戚 へ
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端 末機3台

1,000f牛/日

U-1110

シス テム

}「

トランザ クシ ョン

約120.000件/日

。、S'1

トラック営業 タクシー営業 不動産営業 ホテル営業
システム システム システム システム

・発送 ・売上

デー タギャ

ザー

・運賃精算業

務(バ ッチ)

端 末機2台

5,000件/日

・売上データ

ギャザー
・未収回収

管理

・収入金管理

・売買物件

情報検索

(デマン ド)

・宿泊予約

・フロン ト業

業務

・問合せ業務

端末機2台 端 末機4台 端末機10台

2,000件/日1,000件/日6,000件/日

.30現 在)

「 一 一 一 一 ー 一 一 「

特急座 席予約1
システムl

F-一 一 ー ー ー 一 「

・座席の予約 ・解約1

・座席照会

・売上集計

・特急統計(バ ッチ)

端末機80台

70,000件/日l

L_______._」

・定期券発行業務

・乗車券売上デー タ

ギャザ リング

端末機2台

(予想50台)

500件/日

{、
、＼

ki

」

冶

.

一40一



第 2
土
早

』ぺ㌻
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第2章 通信網 ・通信サー ビスの現状 と将来

要 約

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは通信 網 が 存在 しなけれ ば成 立 しない こ と

は言 うまで もな い。 そ して その サー ビス内容 、価 格 お よび 品質 が システ ム

に与 え る影響 は与 件 として 、 コ ンピ ュー タのハ ー ドや ソフ トに まさ る とも

劣 らぬほ ど重 要 で あ る。

ここ2、3年 、電電 公社 の特定 通信 回線 はい ち じる し くそのサ ー ビス 内

容 を拡 大 され 、数 年以 前 で は特殊 な場合 以 外需要 が あや ぶ まれ てい た よ う

な高速広 帯域 の規 格 の もの も一般 に提供 され るよ うにな った 。第1章 で報

告 され て い るよ うに、 これ らの 回線 を利用 した各ユー ザー の ネ ッ トワー ク

自体 、IMPやTIPを 含 ん だ独 立 の コ ミュニケー シ ョン ・サ ブ ネ ッ トを

形 成 され る ものか ら、「ス ポ ッ ト・ワー ク」 と謙遜 され る限 られ た地 域 内の

ス ター 型 シス テム まで、 その システ ムのニー ズや 需要 に応 じて種 々 であ る。

いず れ に して もこれ まで提供 され て きた回線 は電話 を 目的 と した通信網

を基礎 と した もの であ り、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの デ ィジ タル通信

にはか な らず しも充分 に適 して い る とは言 えなか った。 この ため 、 コ ンピ

ュー タ利用 の急 激 な発展 と相 模 って 、デー タ専 用 の通信網 の供 給 を求 め る

声 が次 第 に高 ま りつつ あ る。 多種 多様 の相 手 との通 信 とその選 択 、 よ り速

い通 信速 度 ・持続 時間 、 よ り高 い信 頼性 、 よ り自由 な拡 張性 、機 密保 護 ・

デ ー タ保 護 、国際互 換性 な どへ の希望 が よ り安 い コス トで満 足 させ られ る

こ とが要 請 され て いる。

この よ うな声 に応 え るべ く各国 の コモ ン ・キャ リア は新 しいデ ィジタル

網 の開発 に積極 的 に取 り組 ん で い るが 、わが国に お いて もこ こ1年 ほ どで

この新 しいサ ー ビスが 開始 され よ う としてい る。DDXと 呼 ば れ る この新
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通信網 には、① 回線 交換 サー ビス 、② パ ケ ッ ト交換 サー ビス 、③ 回線サー

ビス とい う3種 類 のサ ー ビスが予定 されて い るが 、 この章 では 、 この コン

ピュー タ ・ネ ッ トワー クに大 きなイ ンパ ク トを与 えかつ その 技術 の前提 と

もな る新通 信網 を中心 に 、主 として電電 公社側 か ら解 説 して いただ いた。

なお この部 分 は、各 章 のサ ブテーマ に関連 して な され た3回(期 日をお

いて3日)の 報告 を便 宜上1章 に ま とめ編集 しなお したの で 、 多少 の重複

はお ゆ る しい ただ きた い。

θ
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小笠 原.電 電公社 の 通信 サー ビスが ど うな るか とい う問題 、 い ま電 話 線

の 回線が あ る し、いわ ゆ るス ピー ドの速 い、接続 時間の短 い、信 頼性 の 高

い 回線交 換 、時分割 が 出 て くる し、それ か ら時分割 多重 の専 用線 的 なサ ー

ビス も多分 適 用 され るで あ ろ う。 その後 出 て くるパ ケ ッ トに して も、 い ま

い わゆ る単 発 もの とい うか デー タグ ラム と呼 ばれ る、デー タの はが き版 と

言 わ れ る もの が あ る し、 それ か ら 、バー チ ャル ・コー ル とい うこ とでパ

ケ ッ トが前 後 の関係 を もって 出て い く。 さ らに最近言 われ てい るの は、パ

ー マ ネ ン ト ・バ ーチ ャ ル ・サ ー キ ッ トとい うものが あって
、一 定 のル ー ト

を設定 して、 それに あ とのパ ケ ッ トがつ なが って い く、 したが って順 序 は

狂 わ ない とい うこ とに な るわけ であ る。 それか ら、バ ー チ ャル ・コー ルに

な る と、 メ ッセー ジを リアセ ンブ リー して順序 をそ ろえて送 って くれ るわ

け だが 、そ のため にバ ッフ ァー を予約 す る必要 が あ る。 そ ういっ たい ろん

なサー ビスが 出 て きた と きに 、それ では い まあ るネ ッ トワー クが新 しい通

信 設備 で ど う変 わ るのか 、ユ ーザ ー に対 す るイ ンパ ク トが ど うなのか 、い

つ ごろ ど うい う料金 で 、 ど うい う機 能 でサ ー ビスが開始 され るの か とい う

こ とは技術 的 に も重大 な問題 でユ ーザー に とって非常 な関心事 であ る。 コ

ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を実 現 して い く上 に通 信網 その ものが きわめ て

重要 な役 割 りをす る。 それ で技術 問題 に入 る前 に通信 網 その もの の現状 と

将来 につ いて考 えてみ たい。一 方ARPANETに お いて も、ネ ッ トワー

クに加 入 して い るいろん なユー ザー が い るが 、通信 とい うの はほ んの特 定

の間 だけ に 限 られて行 われ て い る とい うこ とで あ るか ら、それ な らば その

特 定 の間 で必要 な時間 だけ結 ん で従量 制 に して払 えばい い じゃな いか とい

う考 え方が あ る。 その辺 も後 で議論 した い と思 う。 それ では、塚 本 さん に

電電 公社 の提供 され る コン ピュー タの 回線 につ いて 、今 後の 計画 も含 め お

伺 い した い。
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新デ ィジタル ・デー タ通信網(DDX)の 構 想

⑦ これ までの回線一特定回線 とい うもの

塚本 昔 はい わゆ る電話 回線 のベ ー スの もの を、音叉 とか交 流 発振機 と

いった もの でキ ャ リア を流 して、 それ をパ ル ス で区切 ってお った、 これ は

実 は36ボ ー 、い まは全部50ボ ー で あ るが 、36ボ ー 時代 の 日本 の電信 におけ

る機械 電信 の草分 けで あ ったわけ であ るが 、以 来 オ リン ピックでIBMさ

んが200ビ ッ ト～1,200ビ ッ トとい うもの を39年 に利用 した。 その 当時に

モデ ム とい うのが 出た けれ ども、 これ はあ くまで電話 回線 とい うものがベ

ース で あ った
。 それ 以後 デー タ通信 とい うよ うな こ とでいろい ろハ イス ピ

ー ドのニー ズが 高 まって
、現 在 では50ボ ー とい うものの数 が む しろ200ボ

ー よ りも伸 び は鈍 化 してい る
。

② 加入電信

興 味 あ るの は昔 の 話 だが 、50ボ ー のテ レ ックス とい うもの は、 当時西 ド

イ ツで た しか4万 台 、 ア メ リカのTWXが37～38年 ごろた しか10万 台 ぐら

いあ ったが 、恐 ら く 日本 では万 はい くまい、 とい うのが感 じであ った 、 そ

れ が今 日にお いて い まだに7万 台な い しは8万 台 とい うオー ダー に まで伸

びつ つ あ る とい う非常 に面 白い実態 が あ る。 これ をどう読 むか とい うこ と。

です か ら、中で はい ろ いろ議論 が あ るが 、50ボ ー とい うのは古 いか ら200

ボー とい うもの でお客 さんが何 とか いか な いか 、 あるいは国際 的 テ レ ック

ス の問題 で ど うにか な らぬか とい うよ うな話 が あ るが 、8万 の お客様 を ま

だ伸 び るの にほ って お くわけ には いか な い、 これは何 とか しなけれ ば いか

ぬ。 あ るいは また、 コンピュー タ とつ ない で い ろいろ加 入電 信 の 自営 とい

う道 が あ るの で、 そ うい うこ とで どん どん御 利用 いただ くの もあ る。 いわ

ゆ るネ ッ トワー クの基盤 に なる もの が それ だけ設 定 され た と思 うのが 、 そ

の 中で今 デ ィジ タル交換網 で一番 大 きいの はテ レックスの8万 とい うこ と

だ と思 う。_46_
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③ デ ィジタル網 の動向

つ ぎに 、本 当に そ うい う基盤 として の線路 な り伝 送路 な りとい う ものが

それ だけ そ ろってお れば 、 当然ハ イス ピー ドか ら中速 、低 速 、 いろ いろニ

ー ズ とい うのは 高 まっ てい るか ら
、専 用 の いわゆ るデ ィジタル ・ネ ッ トワ

ー ク とい うの もあ って いい
、そ うい う議論 が あ る。 あ るいは海 外 にお け る

い ろんなデ ィジ タル通信 の動 向 とい うものが高 まって い る。 この話 とい う

のは恐 ら く7～8年 ぐらい前 に総合 通 信網 とい うテーマ で研 究 に取 り組 ん

で きたわけ で あ るが 、や は りデ ィジ タル ・デー タ ・ネ ッ トワー ク とい う も

の を、ス イ ッチ ング ・ネ ッ トワー ク と して独 自に展 開すべ きであ る とい う'

国際 的 な動 向 もあ り、ニー ズ も高 まって 、 いま まで電 話 の中 のデ ィジタル

網 とい うよ り通称DDXと 言 ってい るが 、 そ うい った新 しい ものの具体 化

に今 日来 て お る。

④DDX開 発の現状

では現 在 の とこ ろ進 行 状況 は武蔵 野通 信研 究所 、そ この研 究室 と東銀座

に実験用 の交換 機 を置 いて 、名 古屋 ぐらい まで社 内にお いて実験 を進 め て

お る。

大 き く分 け て 、DDXと い うもの は とにか くデ ィジタル の 回線交 換 と、

最近 話題 に なって い るいわ ゆ るパ ケ ッ ト交換 と言 われて い るもの を一 本 に

した とい う形 に なろ うか と思 う。ユ ーザ ー ・サ イ ドか ら見 る と、中 に いろ

んなむ ずか しい議 論 が あ るが 、 まず ス ピー ドで分 け て、200、1,200、2,400、

9,600、48キ ロ ビ ッ ト、 メイ ン ・ル ー ト速度 が1.544メ ガビ ッ トで それ を

いろい ろ時分 割 で送 るよ うな形 の ものが 出て きて い る。末端 まで全 部 デ ィ

ジタルベ ー ス とい うもの でや って い く。 ユーザ ー ・サ イ ドか ら見 て一番 変

わ って くる点が 、 これは まだ い ろいろ議論 が あ るわけ だが 、従 来MODE

Mと い う もの を間 に した ものがDCEに な って 、 いわゆ るイ ンター フェ イ
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ス を整 えるための ター ミナル の箱 とい う感 じに な って くる。 コス トも今 迄

よ り経 済的 にな る。 しか し、モデム との コンパ テ ィビ リテ ィとか 、そ うい

うこ とは考 えなけ れば いけ ない とい うこ とが現 実 に あ って 、近 い うちに そ

れが ま とま る と思 う。

⑤ 回線交換 とパケッ ト交換

それ か ら、回線交 換かパ ケ ッ トか とい う話 が あ るけれ ど も、近 い将 来サ

ー ビス 開始 とい うこ とを目標 に現 在 い ろいろや って い るの で、差 し向 きメ

ッセー ジの量 が非常 に長 い とい うか 、 そ うい うもの に対 して非常 に向 くと

い う回線交換 とパ ケ ッ ト交 換 を間 に合 わせ たい とい うこ とをい ろいろ技術

サ イ ドな い しは制 度 のサ イ ドで もって詰め てお る段 階 であ る。パ ケ ッ トの

方 は国 際的 な標 準や何 か の問題 は まだ詰 まって いな い面 もあって い ささか

遅 くなる とい う見通 しであ る。パ ケ ッ トの方 が非常 に短 い電文 とい うか そ

うい うもの を単 発的 に送 るものに向 いて い る とい うこ とで あ るが 、で きる

だけ こ ういった もの を従来 の電話 とい ったベ ー スか ら、新 たにデ ィジタル

の そ うい う多様 なニ ー ズ を大 きなバ ックグラ ウン ドに してぜ ひDDXと い

うものが 大 き く普 及 して い ってほ しい。 それ か ら、電電 公社 と して も、 そ

うい う電話 あるいは テ レ ックス、 あ るいは い まの デ ィジ タル のネ ッ トワー

ク とい った ものの相 互 の関連 性 な り技術 的 な問題 とい うこ と、あ るいは 国

際会議 との対 応 とい うこ とを常 に念頭 に置 いて何 とか そ うい う もの を標準

的 な もの に してい きた い、そ うい うこ とで現在 進 めて い る。

小笠原 い まの電 話 線 とい うのは音声 を伝 え るため につ くった とい うこ

とで 限界が あ るか と思 うが 、今 後 デ ィジタル網 、交 換網 といった もの、デ

ィジ タル の専 用線 とい った もの 、そ れか らパ ケ ッ ト網 とい った ものが 出 て

くるわけ であ る。結 局 ミニ コンの処 理能 力 を使 って 回線 の割 り当 て をダ イ

ナ ミックに切 りか え る とい うこ とで 、高速伝 送 回線 を共用 して使 う、有効
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利用 が で き る とい う面が 強調 されて い るわけ だが 、その辺 につ いて ひ とつ

塚 本 さん か らお願 い したい。

⑥ ボイス ・グ レー ド網(従 来の回線)と その技術

塚 本46年 だ ったか 、公衆 法 の改正 とい うこ とで、回線開放 とい う形 で

従 来の専 用 線 とい ってお った もの が 、いわ ゆ る コン ピュー タ とつ な ぐもの

につ いて の特定 通信 回線 とい った よ うな道 とか 、 そ うい うものが 開かれ た

わ け であ るが 、現在 御 利用 いただ いて い る形 とい うのは主体 は電 話 回線 で

あ る とい うこ と。電 電公社 の ネ ッ トワー ク とい うの は、 これ は何 も国 内の

日本電 電 公社 とい うだ けで な くて 、米 国 とか ヨー ロ ッパ とか 、い ろん な先

進 国 の電信 電 話 の ネ ッ トワー クとい う もの と構 成母体 にな る もの は大体 似

てい る。 これ は い わゆ るボ イス ・グ レー ドとい うか、 いわゆ る電 話 の加 入

数 とい うもの が母体 に なって 、そ うい う線 とい うものが全 国的 に基幹 回線

か ら末端 まで構 成 されて い る。具 体 的 に平 易 にい う と、市外 とい う遠 距離

の もの につ いて は、昔 は いわゆ る有 線 とい うの は ケー ブル でつ くられ て お

った ものが 同軸 とい う ものが主体 に なっ てい る。 チューブ とい うよ うな言

葉 でわれ わ れ は言 ってい るが 、 その同軸 に さ らに外装 と言 って外側 に実 際

の針 金 が 置 かれ て い る といった よ うな形 、 これ は有線 であ る。 それか らマ

イ クロ ウ ェー ブ とい うのが いわゆ るバ イパ ス とい うか デュア ル とい うか 、

そ うい う形 で もって、 われわ れは天 と地 とい うよ うな ことで よ く言 って い

るが 、そ うい うふ うな2ル ー ト形 態 とい う形 で で きて きてい る。 日本 の場

合 も大体 そ のマ イ クロウェー ブ と同軸 とい うのが市 外の基 幹 回線 にな って

きて い る。

一 方
、都 市 とか農 村 とか 、 そ うい う末端 の方 は ど うか とい うと、 これ は

東 京 あ た りはか な り引 き込 んでや っ たが 、主 と して地下 、管 路 あ るいは架

空 とい う電柱 で構 成 され てい る。10数 年 ぐらい前 までは裸線 とい うのが一
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部 残 って いた。 その 中 でいわ ゆ る搬送 技術 とか 多重化 の技術 とい うもの を

用 いて基幹 回線 を どん どんつ くる、あ るいは大都 市の場合 に は、 日本 は地

震 国 であ るか らバ ックア ップ を考 え る とか 、あ るい はか な り大規 模 に長期

的に 、洞道 を作 りそ こに基 幹 回線 を通 して いる。

⑦ ディジタル網 の経済性 と国際性

電話 回線 とい うもの は現 在3,000万 とい う加 入者 をベ ー スに 出来 てい る。

相 当末端 まで使 え、一 番簡 易 な もの は音 結が相 当使 われて い る。 しか し、

従 来 の歴 史的発展過程 を見 る と、あ くまで音声 とい うもの が主体 であ った

し、それか らまた今 後相 当長期 にわ た って 、 これは よ くはわか らないけれ

ど も、海 外 もそ うだ と思 うの が 、や は リデ ィジタル が主流 に な って、エ ン

ド ・ユ ーザ ーがデ ィジ タル とい うこ とが主 流に なって とい うこ とはなか な

か年 月が かか るだろ うと思 う。や は り電 話 回線 とい うものが主体 に なって 、

そ こに ど うデ ィジ タル の もの を重 畳 させ たス イ ッチ ング ・ネ ッ トワー クな

りあ るいは専 用的 なネ ッ トワー ク とい うもの をつ くってい くか 。母体 はい

ま申 し上 げた よ うな もので あ るか ら、 その中 で非常 に 品質 や経 済性 を追 求

したデ ィジ タル ・ネ ッ トワー ク とい う ものが必要 なため 、私 ど も としては

デ ィジ タル伝 送網 とい うもの を計 画 しなければ な らぬ とい うこ とで 、現 在

通信 研 究所 の 中でい ろい ろ実 験 して お るわけ であ る。 これ は従 来 もそ うで

あ ったが 、サー ビスの形 として 国 内単独 です ぐや って しま う とい うわけ に

もいか な い とい うこ とで、 い ろい ろ国際会議 の動 向等 を勘 案 してや って い

く。

国際会 議 の動 向 とい うこ とに な る と、セ ンター の情報処 理装 置 ない しは

端末 の機 械 とい うこ とにつ いて は 、 これ は いわゆ るISOと い う電 気 、電

子 関係 の標準化 機構 の 中の ス タン ダー ドとい うもの と、 それか ら も う1つ

は電 信電 話 関係 、通信 関係 の 方 の 、CCITTで イン ター フェ イス 、 を合
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意 した もの でいか なけ れば な らぬ とい うのが国際 的 な動 向 で あ る。

⑧DDXの サー ビス開始時期

その間 にお い て、単 にDDXだ け でな くて 、従 来 もい ろい ろ意見 の食 い

違 いの調整 とい うこ とが行 われ て きたが 、現段 階 で はか な りそ うい う調 整

とい うの が煮詰 まって きてい る とい うこ とで 、そ うい う規格 の中 で今後 の

商 用化 とい うか そ うい う本番 の もの を出 して い こ うとい うか っ こ うであ る。

恐 ら く来年 早 々 には そ うい うデ ィジタル ・ネ ッ トワー ク とい う もの の構 想

な り何 な りとい う もの を一般 のユ ーザー さん あ るいは メー カー 等に い ろい

ろ御意 見 を聴取 す る とい うこ とが 開始 され るだ ろ うとい うこ とで現在準 備

して い る。 そ うい う結果 に基 づ いて現在 のモデ ル をい ろい ろ改善 して、 い

まの 目標 では恐 ら く52年 頃 きょ うは ここに 「情報処理 」(50年11月 号)

の森 さん の論文 とい うのが あ って、965ペ ー ジの右側 の真 ん 中 ぐらいの と

ころに 、 「電電 公社 の新 デー タ交 換網 の商 用化 は、1977年 といわれ てい る

が 、 この タイムス ケ ジ ュー ルは 回線交換方 式 にのみか ぎ られ てお り、パ ケ

ッ ト交 換方 式 の実現 を含 め て もっ と繰 り上 げ る必 要が あ るの では ないだ ろ

うか。Jとあ るが 、確 か に われわ れ もこ うい った世 論 と申 します か いろい ろ

な方 の御 意 見 とい うの は十分 承 って い るの で、一 刻 も早 くこれ は縮 め て 、

実 現 して い こ う とい うこ とで進 んで い る。 それか ら、 ここではパ ケ ッ トも

含 め て もっ と繰 り上 げ う とい うこ とであ るが 、 これ も含 め ての検 討 とい う

こ とをや ってい るの で、 回線交換 のみ に限 ってや る とい うふ うに断定 的 に

書 いて あ ります け れ ど も、そ うい う内容 に決 まって い るわ け では ない とい

うこ とをひ とつ 知 って いただ きたい。

あ と、制 度 とか料 金 とい うこ とにつ いては 、 これ は最 終 的に は郵 政省 の

御 認可 を得 てか らなの で 、現段 階 で は何 も分 か らないわけ で あ る。 で きる

限 り広 く御 要望 を聞 いてや って い こ うとい うこ とで、来年 早 々か ら早速 着
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手 した い とい うこ とで あ る。

小笠原 電電公社 の塚 本 さんの 方か ら、 「新 デー タ網 サー ビスのあ らま

し」 とい うパ ンフ レ ッ トを頂 いて い る(巻 末掲載)。この件 につ いて簡単 に

御説 明い ただ きた い。

⑨DDXの 接続構成

塚本 別 図は現在 進 め て い る実験 用 のDDXの 図 で あ る。

真 ん中 にあ る1.5と い う字 は、1.544メ ガビ ッ トとい うス ピー ドで ある。

右 、左 に モデルの交 換局 が 置 いて あ る とい う形 に な る。 その交 換局相互 間

が1.544メ ガ ビ ッ トとい う高速伝 送 路 で接 続 されて い る。 いろん な設備 が

ここに略 語 で出て い るが 、た とえ ば端 末 の方か らい う と、Tと 書 いてあ る

のが端末 を示 す。両端 のT、、T2と い うの がデー タ用 あ るいは フ ァ クシ ミリ

といった よ うな端 末 であ る。 その次 にDCEと い う箱 が あ るが 、従 来モデ

ムが あっ たけれ ども、 それ にか わ るい わゆ るイ ンタフ ェー ス用 の接続 の箱

であ る とい うふ うに御 理解 い ただ きた い。右下 に 「加 入者 線終端 装置」 と

あ る。 そ うい う もの を経 由 して集 線局 、最寄 りの電 話局 にな るが 、そ うい

うところでLC、 集線 多重 化装 置 で集約 して、直接1.544メ ガ ビ ッ トとい

う高 速路 で 中央 の交換 局 の方 へつ ないで しま うとい うパ ター ン、 これが左

と右 の それ ぞれ上 の方 に あ る形 であ る。 それか らい ま1つ は 、 この下 の方

に あ る、下 か ら3段 目 ぐらいに 、64キ ロビ ッ トとい う回線 でつ なが れてい

て 、LCと い うところにつ なが って い る、集線 多重 化装 置 の方 に直接つ な

がれ て い る、 これが も う1つ の形 。 したが って、東 京 とか大 阪 とか にそ う

い う交 換局 が仮 に置か れ た場 合 に 、都 内のエ リアの場 合 に こ うい う64キ ロ

ビ ッ トとい う もので直接 送 られ る とい うケー ス もあ り得 る。 これ は いろい

ろな トラフ ィ ックとか 回線 速度 とか 、そ うい う状 況 に応 じて こ うい う回線

の集約形 態 が とられて くる。交 換局 の 中は大体 全 部電 子化 され ていて 、こ
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うい うLC、 つ ま り各ユ ーザ ー部 に対応す る ところの集 線装 置 。 それか ら、

真 ん 中にTSWEと い うのが あるが 、スイ ッチ ングの部 分 で あ って 、それ

か らマ ルチ プ レ クサ とい うか 、 そ うい う回線 を 多重化 して い くよ うな部分 、

あ るいは それ を制 御 す るため のCPUに 相 当す るCPと い う もの 、 これ は

中央制御装 置 とい う もので 、共 通制御 型 の電 子交 換機 に使 われ て い るもの

と同 じで ある。 ここの辺 は電話 の電子 交換機 の 原理 とか方式 とい うものが

か な り大 幅 に取 り入 れ られて い る。 こ うい うもの で現在 実験 を して いて 、

杜 内用 の いろんなデ ー タ端 末 、 こ こに ある一50ビ ッ トとか200ビ ッ トとか

48キ ロ ビ ッ トの フ ァク シ ミリ、 そんな もの をいろ いろつ ないで現 在実験 を

してお る とい う状 況 で あ る。 この 図は大体 そ うい う実験網 とい う ものの イ

メー ジを、御 参考 までに ご らん い ただければ 結構 だ と思 う。

(⑬DDXに 対 する意見 調査

次に 、調査 用 資料(巻 末)こ れ は現 在 こ うい う案 で実験 網 との関連 もあ

って新 サー ビス とい うものの概略 構 想 とい う もの を練 って い る。 あ くまで

調査 用資料 として、皆 さんの御意 見 を聞 くため に こ うい う一案 を提 示 した

もので 、御 意見 をまた逆 に伺 い、最終 的 にサ ー ビス形態 とい うもの を収 敏

させ て い きた い、 そ うい うため の資料 で 、「まえが き」にその趣 旨が明確 に

出 てい るので、 こ うい う趣 旨 をひ とつぜ ひ御 活用 いた だ き、御 意見 をいた

だけ れば とい うこ とであ る。

◎ 現在の通信方法

2rNO－ ジに移 りま して 、「現在 利用 され てい る通 信方 法」と い う項 目にな

っていて 、現 在 のデー タ通信 や フ ァ クシ ミリ通信 に用 い られ て い る通信 方

法 につ いて の形 を集 約 して こ こに誓 い.9あ る。第1図 は 、電 子 計算機 を中

心 とす るコン ピュー タの端 末 が直接 あるいは分 岐 に よって特 定通 信 回線等

でつ なが れて い る形 で 、第2図 は 、 ファ クシ ミリでつ なが れ て いる専 用線
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の形 、 こ うい った もの が現在 使 われ て いる。図 の3に な る と、電 話網 等 に

よ るデー タ通信 の例 と して こ うい う網 とい う楕 円形 で表 わ した もの に端 末

と計 算機 がつ ながれ て い る。 この場 合 に、端 末 とい うの は3ペ ー ジの とこ

ろに定義 してあ るが 、 デー タ端 末装 置 とか電子 計算機 とか 、 そ ういった も

のすべ て を端末 として い る。 フ ァ クシ ミリ通信 の場合 も同 じとい うこ とで、

4図 の よ うに な る。現 在 こ うい うもの があ る。

⑫ 新 データ網のニーズ

今 度 は6ペ ー ジの 「新 デー タ網 の構 想」 とい うところに移 る。

なぜ新 デー タ網 が必要 とされ るか とい う理 由が2.1に あ るが 、 デー タ通

信や フ ァ クシ ミ リ通信 は 、従来 、専用 線等 を利用 す る ものが大部 分 で あっ

た けれ ど も、 システム の大 型化 とか 、通信範囲が広 くなるにつ れ て、通信

量 の少 な い端末 も多 くな って きて い る とい うこ と。 また 、1つ の端 末か ら

複 数 の相 手 と通信 す る とい う利用 形態 がふ えて い る。 これ に伴 って 、従量

制 料金 で任 意 の相 手 と通信 で きる電 話網 等 を利用す るケー スが最 近 多 く見

られ る よ うにな った。 先 ほ どの図 の3と か4と かが そ うい うよ うな例 で あ

る。 とこ ろが 、電 話網 等 の通信網 等 は 、 もとも と電話 または加 入 電信 に最

適 な よ うにつ くられて い るの で、 これ をデー タ通信 用 あ るいは フ ァ クシ ミ

リ用 に使 う場合 には い ろん な不便 が 出 て くる。た とえば速度 とか通 信 品質

とい う面 でい ろん な制 約 が 出 て くる。 それか ら、い ろん なサ ー ビス形態 で

もまだ まだ不十分 な点 が 出 て くる。 そ うい うため に、高度 の能 力 を発揮 さ

せ る とい うコンピュー タ間通信 、あ るいは高速デ ィジタル通 信 、 フ ァ クシ

ミリ とい った もの を効率 的 に提 供 で きる通信手段 が要求 され るため に 、新

デー タ網 とい うサ ー ビス を次 の様 な構 想で立てて いる。

⑬ 新 データ網の概要

2.2に 構 想の概 略が 書 いて あ るが 、大 き く分 けて、 回線 交換 とい うサ ー
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ビス、 これ は高速 、高 品質 で任意 の相手 とデ ィ ジタル通信 がで きる交換サ

ー ビス で
、長電文 のデ ー タ通 信や デ ィジタル ・フ ァ クシ ミリ通 信 に適 して

い る。

第2は 、パ ケ ッ ト交 換サー ビスであ るが 、高速 、高 品質 で任 意 の相 手 と

デ ィジタル通 信が で き る交換 サー ビス で、比較 的短 電文 のデー タ通信 に適

し、 さらに速 度 の異 な る相 手 との通信 な ど従 来 に ない新 しい形態 の通信 を

可能 にす る。 このパ ケ ッ トとい うのは 、一 定 の長 さに メ ッセー ジ を区切 っ

て送 るの だ とい う もの だが 、端 的 に これ を御理 解 いただ くために ははが き

とか電報 とか 、そ うい うもの に区切 って送 られ るの だ、 あるいは課 金形 態

が そ うな るのだ とい うふ うな概 念か らお考 えい ただ くと非常 に理 解 しや す

い。 したが って 、エ ン ド ・ユー ザー が長 い メ ッセー ジ を送 る場合 にパ ケ ッ

トで区切 られ るわけ で あ るか ら、 それが何 パ ケ ッ トか に区切 って送 られ る、

その場 合 に ははが きが何遍 か に分 か れて送 られ るの だ、 こ うい うふ うにお

考 えいただ く、 あ るい は電 報 を何 遍か に分 け て送 るの だ とい うふ うにお考

えいた だけ れば よろ しい と思 う。

その場合 に料金 とい うのは どうな るか とい う と、は が きを出す 人が料金

を払 う、電 報 もそ うい うふ うにな るわけ だが 、で はバ ケ ッ ト交換 でや った

場合 に は ど うか とい う と、一 般 のはが きであ る と、往 復 はが きは別 と して、

はが き を出す と向 こ うが また はが きの金 を払 っ て答 え を出す 、 こ うい う課

金形態 とい うのが1つ あ るが 、発信 者 が往復 はが きみ た いに課金 込 み で も

ってや る とい うよ うな形 も現 在 い ろい ろ議論 は されて い る。 そ こを ど うす

るか とい う問題 は い ろん なや り方 が あ る、 こ うい うふ うに御 理解 いただ け

ば いい と思 うが 、技術 的 な原理 として は 、はが き とか電報 とい う送 り方 と

い うもの がパ ケ ッ トに置 きか わ ったの だ 、 こ うい うふ うにお考 えいただ く

と非常 に理 解 しや す いの じゃな いか と思 う。
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3番 目に 、回線サー ビス とい うのがあ って 、高 速 、高 品質 で特定 の固定

され た相手 とデ ィジ タル通 信 が で きる直通 回線 のサー ビス で、端 末 当た り

の通 信量 が比較 的 多い デー タ通 信及 びデ ィジタル ・フ ァクシ ミリ通信 に適

す る もので 、新 デー タ網 サー ビスは これ らの3本 立 てで あ る。

以 下 この概略 をい ろい ろ御 説 明 して あ るが 、回線交換 につ いては 、デー

タ ・ター ミナ ルの よ うな場合 に は、図 の6に あ る ように 、交 換網 が電子 計

算機 とつ なが ってい る とい うか っ こ うで、絵 だけ 見ただけ では電話 交換網

を使 っ た場合 とそ う変 わ りは ない。 ただ し、電 話交換 の場合 には、1,200

ビ ッ トあた りが大体 品 質 の限界 だ と言 って いた わけだが 、そ うでは な くて、

48キ ロビ ッ トの ス ピー ドまで で きる とい うこ と、あ るいは回線交 換が示 し

て い るいろん なサ ー ビスが この中 に含 まれ てい る とい うこ とであ る。

8ペ ー ジに い って、パ ケ ッ ト交 換サ ー ビスで あ るが 、 これ は図の11に あ

るよ うな、パ ケ ッ ト区切 符号 、宛先番 号 、発 信者 の番号 とい った もの 、そ

れか ら通信 メ ッセー ジ、パケ ッ ト区切 符号 、 こ うい うよ うな形 の 中にパ ケ

ッ トが構 成 されて メ ッセ ー ジ を入 れて送 って い く。 したが って 、お客 さん

の メ ッセー ジが長 い場 合 に は、 このパ ケ ッ トを何 パ ケ ッ トか に して送 るわ

け で あ る。 こ うい うもの で 、特 に この場合 は蓄積 交換 とい う形 をとるか ら、

異速 度 間、つ ま り200か ら1,200と か あ るいは逆 に48キ ロか ら2,400と い

った よ うな異速 度 間の通信 も可 能 に な るわけ で、 これに対 し回線交 換 は異

速度 間 とい うこ とはむず か しい。

⑭ 回線交換 サービスの速度 、ダイ アリング、同期、イ ンターフェース

そ れか ら、「各 サー ビスの 内容 」が11ペ ー ジに 出てい るが 、12ペ ー ジに飛

び た い。

まず 、 ス ピー ドといろん な種 類 の こ とが表1に 出てい るが 、速 度 は200、

1,200、2,400、9,600、48キ ロビ ッ ト、 こ うい う速度 にな る。 ダイヤル
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で接 続す るのが 回線交 換方 式 であ るけれ ど も、 キ ャラ クタ ・ダイヤル とい

う方 法が 、13ペ ー ジの上 にあ るよ うに、 とれ る。 キー ボー ド ・プ リン タ等

の数字 キー等 を用 い て通信相 手 の番号 を送 れ る とい うこ とで ある。

それか らも う1つ は 、電話 機 の よ うに 回転 ダ イヤ ル に よって通信 相手 の

番号 を送れ る、こ うい う方法 を考 えてい る。

ダイヤル後接 続 す る時間 が きわめ て短 くな る。従来 では最 大10数 秒か か

るわけだが 、今 度 の ものは平 均1秒 以下 とい うこ とで、 ダイヤ リング して.

感覚 的にはす ぐに接 続 す る とい う感 じで あ る。 それが機 械 の相 互通 信や何

かに非常 に便 利 であ る とい うメ リッ トが 出て くる。

それか ら、表 の1に 戻 るが 、調 歩式 、同期 式 とい うのが あ って 、200、

1,200に つ いては 同期 方 式 と しては調歩 式 を とる。2,400以 上 の もの は同

期 式 とい う形 を とっ てい る。

それか ら、13ペ ー ジの下 にXシ リー ズ、Vシ リー ズ とい う言葉が 出 て い

るが 、新 し く設 計 され る端 末装 置用 の イ ン タフ ェー ス としては、 これ は国

際会議 の中 で言 って い る言葉 で あ るけれ ど も、Xシ リー ズの イ ンタ フェー

ス とい うもの を採用 す る予 定 で あ る。 それか ら、既 存 の端 末装 置用 と して

はVシ リー ズのイ ン タフェー ス を使 うとい うこ とに な る。 これは少 し技術

的 にな るが 、変復 調装 置 で25ピ ンのモデ ム とい う もの を使 った場 合 に 、現

在使 って い るわけ であ るけれ ど も、そ うい った もの を今度新 し くDDXに

使 った場 合 に は、Vシ リー ズの もの で あれば 改造 が要 らな い とい うこ とに

な るか と思 う。 そ うい うもの では な くて 、ず ば りDCEに 持 って い く場合

には 、Xシ リー ズ とい うもの をこれか ら決 め て 、それ を持 った もの で接続

す る とい うふ うに な る。現在 会議 が進 め られ て い るの で、75年 の秋 までに

は国際標 準 とい う ものが ほぼ確 定 す る と思 う。来 月の打合会 議 には こ うい

うイン タフェー スの もの も用 意 して い ろい ろ検 討 を進 め た い とい うふ うに
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思 ってい る。

⑮ 回線交換 サー ビスの新 しいサービス内容

それか ら、14ペ ー ジに いって 、こ こに は各種 の新 しいサー ビス内容 とし

ての ポイン トが 示 され て い る。

まず、閉域 接 続。 これは こ こに ある よ うに、特定 の端 末 間で1つ の グル

ープ を組 み
、同一 グルー プ 内の端 末相互 に限 り接続 を行 うとい うこ とで 、

その仕組 み は第20図 に書 いて あ るよ うな もの であ る。 クロー ズ ドしてで き

る とい っこ とで 、ほか に はつ なが らな い よ うにな る。 そ うい う公衆 交換網

の利 用形態 であ る。

2番 目に、相 手通知 サー ビス 、これはIDサ ー ビス と言 ってい るが 、通

信 開始 に先 立 って 、発信 者及 び着信者 に交換機 か ら通信 相 手の番号 を通知

す る とい うサー ビスで 、 これ に よってあ らか じめ通 信相 手 が確 認 で きて、

その準備 な りが い ろい ろで きる とい うサ ー ビス であ る。

短 縮 ダ イヤ ル 、 これは い まプ ッシュホ ンで もや って い るが 、通信相 手 の

番号 を2～3け たの番号 に短 縮 して登録 してお くと短 縮番 号 で接 続 で きる

とい っこ とで、 ダ イヤ ル の操 作時 間が短 くな る。

ダイ レ ク ト ・コー ル 、 これは通信相 手が1つ に 固定 されて い る場 合 、.そ

の番号 を一度 交換 機 に登録 してお くと、後 は ダイヤル操 作 な しで通信 が で

きる とい うサ ー ビスで 、 これ に よってダ イヤ ルの手 間 が省 け 、操作 が簡単

にな る。 また、端 末 の ダイヤ ル機 能が不要 とな る。 いわば専 用的 につ なが

ってい くよ うな概 念 で使 え る。

料 金 の着 信 人払 い 、ア メ リカでは電話 の場合 に コ レク ト ・コール とい う

のが あ るが 、要 す るに発信 者 で はな くて着信 者が 料金 を払 う、 こ うい う形

が とれ る。 それ に よ って、セ ンター で一 括支 払 い とい う形が とれ るわけ で

あ る。
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それか ら、将 来提供 したい と考 えてい るサ ー ビス として 、同報 通信サ ー

ビス、一斉 にブ ロー ドキ ャスチ ン グす る とい うふ うなサ ー ビスで あ る。

それか ら、代 行受信 サ ー ビス、 これは あ る端 末 が発呼 して 、そ の宛先 の

相手 が た また ま話 し中 とい うか通 信 中の場合 に 、交換機 が 宛先 の相手 に代

わ って受 けてお いて 、相 手 が空 き次 第 その メ ッセー ジ を届 け るサー ビスで、

発信端 末 はかけ直 しの手 間が省 け る。

⑯ パケッ ト交換サー ビスのメ ッセージ・シークェンス

その次 に、 こ こにパ ケ ッ トが 出て いるが 、 これ は さっ き申 したパ ケ ッ ト

に くるんで メ ッセー ジ を送 り届 け る とい うこ と をや ってい るが 、特 に この

メ ッセー ジの シー クェンス につ いて い う と、大 き く分 けて 、前 回、前 々 回

に もバ ーチ ュアル ・コー ル あ るいはデー タ グラム とい うよ うな お話が あ っ

た わけが、バー チ ュア ル ・コー ル とい う場合 に は読 ん で字 の ご と く仮 想的

な コー ル 、つ ま り呼 を仮 想 的 に設 定す る とい うこ とであ るか ら、先 ほ ど申

した電報 を1通1通 発信 す る とい う形 とはち ょっ と違 って 、相手 をち ゃん

と決 めて 、実質 的 に相互 で メ ッセー ジのや りと りをす る とい う形 がバ ー チ

ュアルに な る。 したが って、 それ を料 金 の課 金 まで含 め て保 障す る とい う

か っ こ うにな るか ら、 メ ッセー ジの単位 とい うか、発信 者 の送 った メ ッセ

ー ジの全体 とい うもの に対 しての シー クェ ンス とか 、 そ うい う もの をすべ

てバ ーチ ュアル ・コー ル では設定 す るよ うな形 に な る。 それ に対 して デー

タ グラム とい うの は1通1通 に対 して責 任 を持 つか ら、完 全 にはが きや電

報 と同 じにな って くる。 それが デー タ グラム とい う もの で あ る。 したが っ

て、受 信者 の方 では メ ッセー ジの シー クェ ンス とい うこ とは保 たれ な くな

って しま う、ば らば らにな って しま う。 その メ ッセー ジの シー クェンス は

受信 者側 で も う一 遍改 め て順 番 に並べ か えて も らう とい うよ うな形 にな る

のがデー タグラムで あ る。現 在 イ ギ リス とか フ ラ ンス で考 えて い る方 向 と
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い うのは 、バ ーチ ュア ル ・コー ル とい う方向が 非常 に強 い よ うであ る。

で はわが 国の方 は ど うか とい う と、先般 もどち らで もない とい う非常 に

あい ま いな こ とを申 したが 、 シー クェンスが保 て るデ ー タ グラム とい う形

を とろ う とい う考 えで い る。 したが って 、その ときに1つ の発信 者か らだ

け しか メ ッセー ジが 来 な い場合 には完全 にシー クェンスが保 て る。 しか し、

その ときに2つ 以上 の発 信者 か らメ ッセー ジが 届 いた場合 には 、 フ ァー ス

ト ・イ ン、フ ァー ス ト ・ア ウ トを入 れ たメ ッセー ジ ・シー クェ ンス で届 く

とい う形に な る。 したが って 、同 じメ ッセー ジが届 いて くるの は、A、B

とい う2つ の発 信者 か らの場 合 、A1、B1あ るいはB2、A2、 た とえば そん な

よ うなか っ こ うに な る、 こ うい うふ うにお考 えい ただ きたい と思 う。 した

が っ て、 それ をAな りBな りに直す のはユーザ ーの方 で編集 して いただ く

とい うこ とにな る。巻 末 の方 に も少 し説明 してあ るが 、 そんな こ とが現 在

の 日本 の考 え方 であ る。

⑰ パケ ッ ト交換 サービスの伝送制御年順 と新 しいサー ビス内容

あ と、 いろい ろお読 み いただ けば わか るこ とだが 、伝 送制御 手順 と して

新 し くハ イ レベ ル ・デー タ ・リンク ・コン トロールつ ま りハ イ レベ ル伝 送

制 御 手順 とい うのが用 い られ 、 また可能 に なって くる。 もち ろん従 来 のベ

ー シ ックの手順 あ るい は無手順 とい うこ とも可能 であ る
。 だか ら、非 常 に

低 い手順 か ら高 い手順 まで をひっ くるめ てで きる とい う考 えで あ る。

あ と、 さ しむ き検討 して い る各種 サ ー ビス とい うのは 、22ペ ー ジにあ る

が 、閉域 接続 、相手通 知 、短 縮 ダ イヤ ル 、ダイ レ ク ト ・コー ル 、パ ケ ッ ト

多重 通信 、料金 の セ ン ター一 括払 いサ ー ビス、 こ うい った よ うな こ とを考

えて い る。

将 来提 供 した い と考 えて い る各種 サ ー ビスにつ いては、23ペ ー ジにあ る

よ うに 、 同報通 信サ ー ビス、代 行受 信 サー ビスな どを考 えてい る。 それ ら
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の もの を利用 形態 に分 類 して概括 した ものが27ペ ー ジの第5表 に 出て い る

ので 、こ うい った もの を御 参考 に して いただ けれ ば と思 う。

⑱ 新データ綱 くの移 行形態

さ らに 、現 在 のユー ザー の方 が新 デー タ網 に移行 す る場合 の いろん な移

行形 態 とい うのが28ペ ー ジに ある。 い ろん な接 続 図が 書 いてあ る。 こ うい

う移行 が考 え られ よ う。 メ ッセー ジが 非常 に長 い よ うな場合 には 、特 に ト

ラフ ィ ック量 の最 も多 い場合 には 回線 サー ビス とい うか っこ うにな る。 そ

の次 が 回線交 換 、少 な い場合 にパ ケ ッ ト、 こ うい うふ うな概 念 で考 え られ

るので は ないか 、 こ うい うふ うに思 う。

それか ら、28ペ ー ジの下 に ある よ うに 、パ ケ ッ ト交換 サー ビスに移 行す

る場合 には 、デー タ端 末装 置は 、Vシ リー ズイ ン タフ ェー スに よ る もので

あって 、所定 の ダ イヤ ル機能 、伝 送制御 手順 等 を有 す る必要 が あ る。

電 子計 算機 及 び通 信制 御装 置 につ いて は、ハ イ レベ ル伝送制 御手順 に よ

るもの で あって 、パ ケ ッ ト通 信規 約(プ ロ トコル)制 御 機能 を有す る必要

が あ る。 この ため通 信 制御装 置 、電 子 計算機 のハー ドウェア、 ソフ トウ ェ

アの改造 等 が必要 とな る。

回線サ ー ビス に移 行 す る場 合 には 、端 末 イ ンタフ ェー スがVシ リー ズ イ

ン タフェー スに よる もの であれ ば、基 本 的に は端 末 側 の措 置 を伴 わず に移

行 で き る もの と思 わ れ る、 こ うい うこ とであ る。 したが って、 い ろん な形

が あ るの で、 それ に応 じて改 造 した りしなか っ た りとい うこ とにな るか と

思 う。

⑲ ディジタル網のメ リッ トと各国の現状

小笠 原 い ま塚本 さんの方 か ら、新 デー タ網 サー ビスの将 来計画 につ い

て御 説 明が あ ったけ れ ども、 い ままで はデー タ通 信 の ため の伝 送路 とい う

の は電話 線 が主 だ った わけで ある。1968年 ごろか ら、将 来 のデー タ通信 の

一62一



6

▲

需要 とい うのは電話 線 では賄 い切 れ ないのでは ないか とい うこ とで 、新 デ

ー タ網 とい う ものが 計画 されて い る
。新 デー タ網 を考 え る場 合 に いろん な

設計 の仕 方が あ るけれ ど も、1つ は もうす でに カナ ダあ た りでズ ター トし

てい るDATAROUTE、 専 用 線のデ ィジタル ・サー ビス 、それか ら先

ほ ど御 説 明 のあ ったパ ケ ッ ト交換網 とい うのは 、フ ラ ンスの郵 政 省 とかベ

ル ・カナ ダ とい うとこ ろで計 画 して い る。結局 、デ ィジタル網 の いい点 と

い うの は信 頼1生が非常 に高 い。電話網 に比べ て ビ ッ ト誤 り率 が10～100倍

向上 す る とい うこ と。 それ か ら、接 続 、接 断の 時間が数 秒 か ら10何 秒 かか

って いたのが約1秒 以 内 だ とい うこ と。経 済的 な網 サー ビスが で きる とい

うこ と。 モ デムの イ ン タフェー スが非常 に簡単 で、 コス トが モデム よ りも

安 くな る。 それか ら、 い ろい ろな付加 サ ー ビス 、短縮 ダ イヤ ル とか ホ ッ ト

ライ ン とかが 出 て くる とい うこ と。 したが って 、将来 自動化 され た通信 シ

ステム を組 む ときに非常 に有効 で メ リッ トが あ るわけ で あ る。 大体1978年

か ら80年 頃 にかけ て世 界各 国 で こ ういった もの が 出現 して くる。 中で も日

本 及 び北 欧4国 で計 画 され て い るノル デ ィ ック網 の二 つ は 、いわ ゆ るデ ィ

ジ タル の 回線交 換網 と しては世 界最 初 の ものに な る。専 用 線 と しては カナ

ダのINFODAT、DATAROUTEと か ア メ リカのATTのDDS

が あ るが 、 そ うい うこ とで、 日本 は技術 的に非常 にす ぐれて いて 、世 界 に

一 歩先 ん じてい る とい うふ うに考 え られ る
。今後 の コン ピュー タ通信 とい

うこ とは 、 こ うい った新 しい デ ィジタルの伝 送網 とい うのが非常 に重 要 に

な って くる。 これが 出 るこ とに よって コンピュー タ通信 とい うの は また一

段 の飛躍 が期待 で きる。サ ー ビスが 出て くるこ とに よって新 しい需要 も出

て くる とい うふ うに考 え られ るわけ であ る。利用 上 の いろん な利点 があ る

ので 、 これ を使 い こなす 上 で 、 またユーザ ーに とって非常 に使 いやす いサ

ー ビス を提供 す る とい うこ とで、 これか らサー ビスが 開始 され る までの約
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2年 間 にい ろいろユー ザー ・サ イ ドとデ ィス カ ッシ ョンが 必要 で はなか ろ

うか と考 え る。

⑳ 新 デ;タ 網 は現在使用中のTlPと 接続で きるか

なお、 た とえば い まマル チ ター ミナ ル ・コ ン トロー ラー とい うのが あっ

て 、TIPと の間 は専用 線 で張 られて い るが 、 それ がDDXに な った とき

に交換網 でそれ を置 きか える こ とが で きるか 、接続 で きるか とい う御 質 問

が あ った。端末 装 置 、制御 装 置が前 方 にあ って途 中にTIPが あ る、 い ま

専用線 で張 られて い る もの を必要 に応 じてDDXで 交 換網 で結 ぶ こ とが で

きるか 、必要 な都度 つ なげ る こ とが で きるか… …。

端 末制御装 置 が あ って、 そこに 多数 の オ ンライ ン ・タイプ ラ イ ター の よ

うな端末装 置が つ いて い る。 この制御装 置 と 自営 の通信網 との イ ンター フ

ェー ス をはか るためTIPと 呼 ばれ るノー ドが あ って 、い まTIPは 電話

型専 用線 で結ば れ てい る。DDXが 出て きた ときに それ を取 り払 ってDD

Xの 交換網 でこれ を置 きか え るこ とがで きるか ど うか 、 とい う質 問 です 。

塚本 一応可 能 だ と思 う。 だけ れ ども、何か 手 を加 えなけ れば いけ ない

問題が残 るか も知 れ ない。 イ ンター フェイ スだ とか 、 そ うい うこ とが あ る

か ら。 い まの専 用線 とい うもの はイ ン ター フェ イス をその ま まに しておい

て 、す ぽ っ と交 換網 のDDXを 置 きか え る とい うこ とは若 干 、手 を加 えな

い とで きないか も知 れ な い。 い わゆ るベ ー シ ッ ク手順 とい うか 、そ うい う

こ とで2線 式 で引 き込 んで あ る場合 や半 二重 な どた とえば そ うい う もので

末端 まで引 き込 ん で 、た とえば1,200と か2,400な どのス ピー ドでや った。

それ を同 じ規格 でDDXに リプ レー スす る とい うわけ には いか ない場合 も

考 え られ る。 イ ンター フ ェイスの 問題 な どいろ いろ御 意 見 を聞 いて 、で き

るだ けイ ンター フ ェ イス を国際標準 に しよ うとい う形 であ るか ら、 それに

合 わせ ていただ いて 、かつ ソフ ト的 な問題 で い まの短 縮 ダ イヤ ル とか 、制
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御 手順 な どの 内容 に応 じて ど うな るか とい うこ とにな る。

⑳ ポー リングの問題

小笠原 それ か ら も う1つ 、 システム 的に見 る と、専用 線 であ る とい ま

端 末ヘ ポー リン グ をか け て い る、 ポー リング とセ レクテ ィン グをや って い

る。 も しこれが 交換 網 にな る と、デー タが ないの に しょっち ゅうポー リン

グ をか け る と、 その 間電話 線 では7円 ず つ払 うこ とに な るか ら、今 度 は逆

に コンテ ンシ ョン方 式 でデー タが 出た ときに端 末か ら呼 び 出 さなければ な

らない 、 シス テム 的 に組 みか える必要が 出 て くる とい うこ とがあ ろ う。

塚本 その コー ル の起動 とい うか 、その リン ク接 続 の手順 はか えなけれ

ば いけ ない点 が残 る。 ポー リング ・セ レクシ ョン とい う ものは、 トラフ ィ

ックの少 な い とこ ろで使 うか っこ うであ る。 とこ ろが 、 その少な い ところ

で も御 利用 いた だけ る よ うにす るのが交 換 であ る、 その様 な場合 はや は り

ち ょっ とか えな けれ ば な らな い。

@新 データ綱 サー ビス`二当っての問題点

小 笠原 この新 デ ー タ網 につ いて、実際 お客 さんが それ を使 う場合 、 ど

うい う使 い方 をす るの か とい う点 は大変 な宿 題 だ ろ う と思 うが 、その辺 に

つ い てい ま抱 えて い ら っ しゃる問題 点 、技術 上 の問題 点 とか 、ユ ーザー の

動 向 な どにつ いて… … 、 これ は料金 とそのサー ビスの 内容 に よって大 いに

変 わ って くる と思 うが 、 その辺 の御 意見 をお伺 い した い。

@-1国 際的標準化

塚本 細 か いデー タにつ いては私 は直接 担 当で はな いか ら聞 いて お らな

いが 、 これか らパ ケ ッ トを急 げ とい うようなユ ーザ ー さん もあ る し、 また

回線交 換 とパ ケ ッ トをや るな ら一 緒 にや った方 が い いだ ろ う、あれ これ と

い ろい ろや るの も大 変 であ るか ら一 遍 にや った方が い いだ ろ うとい うよ う

な議 論 もあ る。先 ほ どデ ー タ ・グラムあ るいはバー チ ャル ・コー ル とい っ
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た御指 摘が あったが 、や や専 門的 にな るが 、わ れわ れ として はARPAを

初 め 、ア メ リカ、 カナ ダ 、 ヨー ロ ッパ 、 いわゆ る欧米 の い ろんな実情 とか 、

コンピュー タ間の通 信 とか 、CCITT、ISOの 両 方 の動 向 とか 、 うち

の方 も委員等 を出 した り、オ ブザー バー を出 した りして い ろい ろ動 向調査

をや ってい るが 、私 の 見 て い る感 じで は、 さっ き電電 公社 が ど う決め るか

に よって非常 に変 わ って くるんだ とい うよ うな御 指摘 もあ ったが 、標 準化

とい うものに ど う乗 るか とい うこ ともむ ずか しい点 が残 ってい る様 に思 う。

回線交換 につ いては そ うい うとこ ろはか な りク リアー に され た。パ ケ ッ ト

につ いては国際 的に見 て もまだ揺 らいでい る とい うか 、そ うい う状 況に な

ってい るか と思 う。わ れわ れ あ る ところの もの を使 えば 、今 日の こ とです か

ら技術 的には何 で もで きる。 たいて いの こ とは で きる と思 うが 、 どこか に

不 利益 を与 え、 どこか に得 をさせ る とい うこ とに出来 るだけ な らない様 に

すべ きで ある。 そ うい うこ とで、CCITTな りISOの ところの一致 点

とい うもの をで きるだ け早 く読 ん で、 そ うい った ものの レベ ルで決 めて い

くとい うこ とが最 も公平 じゃな いか とい う立場 で い る。

@-2パ ケ ットのサ イズ

したが って 、現 時点 では どうか と言 う と、デー タ グラム で もない しバー

チ ャル ・コール で もな い とい うこ とで、特 に さっ き情報 の一 貫性 とい っか 、

あるいは紛失 とか 、そ ういっ た こ とを言 われ たが 、ポ イ ン トの一つ にはパ ケ

ッ トのサ イズ とい う もの をどの ぐらいに決 め た らいいか とい うこ とが あ る。

ポ ピュラー な とこ ろで考 えれ ば 、1行 分 ぐらいが1パ ケ ッ トに入れば一 番

いい じゃないか とい うよ うな非常 に ポ ピュラー な考 え方 が あ る し、 また国

際的に もそ うい う議 論 が ほぼ 詰 まって きつつ あ る よ うで 、技術 的 に実験 レ

ベ ルでは どう変 って もいい ところ まで詰 めて お こ うや とい うこ とはや って

い る。
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⑳ 一③ ク ローズ ドネ ッ トとオー プンネ ッ ト

それか ら、情 報が 一 貫性 にな る とい うよ うな問題 につ いて、 われ われの

デー タ交換網 の 中に新 しいサー ビス とい うものが あ るが 、例 えば 閉域接 続

とか短縮 ダ イヤ ル な どが 盛 り込 ま在 るほか 、一 般 公衆用 の デ ィジ タル交 換

網 として電 話交 換や あ るい は加 入電信 の場合 な どの様 に不特 定 多数 で使 え

る とい うこ とが コモ ン キ ャ リアの前提 としてあ る。 しか し、デ ィジタル ・

デー タ交換網 とい っ もの が テ レックスのハ イス ピー ド版 とい っこ とで、 ど

ん な端 末 で もつ なが るか とい うこ とあ るいは そ うい う使 い方 に な るか とい

うこ とに な る と、実 態 的 には非常 に クロー ズ したネ ッ トワー ク とい うもの

が幾つ も折 り重 な って そ れ を コモ ンキ ャ リア として使 う、使 うか ら安 いん

だ 、そ うい うメ リッ トが 出て こなけれ ばいけ な いはず であ る。 どこで もつ

なが る とい うこ とにな れば 、反面 セ キュ リテ ィとか プ ラ イバ シー とか 、い

ろん な問題 につ い て支 障が あ っては な らない ので対策 を考 えな くては な ら

な い。 しか し、た て ま え としてはあ くまで公衆 の コモ ンキ ャ リア と しての

交換網 で なけれ ば な らぬ。 そ うい うこ とであ るか ら、 その辺 の折 衷 、 いわ

ゆ る閉域 接 続 とい うこ とが あ るけれ ども、そ れだ けで いい とい うこ とには

な らない わけ であ る。 当然 の こ となが ら、閉域 で あ りなが ら、かつ また こ

の ネ ッ トワー クに加盟 に な る方 の希望 が あれば相 互 に オー プ ン してい くと

い う形 も必要 に な る。 そ うい う両面 の こ とにつ いて は、現在 パ ケ ッ トの面

で も考 えて い る。

それか ら、 シー クェ ンシ ャル にな るか な らないか とい う問題 もあ るが 、

それ はバ ー チ ャル ・コー ル とい う場合 に、 シー クェンスが保 て る とい うよ

うな こ と、 それか らデー タ ・グラムの場 合 には シー クェ ンスが保 て な い と

い う形 に な るが 、 そ うい うものが両方 ともい いよ うな方 向 に な らないか と

い う実験 、 そ うい うこ と も現在 いろい ろ研究 してい る。
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い ろいろ こ うい う機会 を含 め て、む しろ現在 コン ピュー タは タコ足 のネ

ッ トワー クとい うシス テ ム を持 って い るか たの方が 多いわけで、コンピュー

タ間の通信 とい うの を国 内 でお持 ち な方 とい うのは非 常 に少 ないの で、で

きるだけ そ うい う御 意 見 だ とか 具体 的 な こ とをお寄せ いた だ いて参考 に さ

せ ていた だ きた い。

」
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第3章 技術的問題の大綱 と展望

要 約

技術 につ いての話題 は、 その範 囲が きわめ て広 く、 また それ ぞれの 技術

問題 につ いて深 く掘 り下 げ る こ とは、検討 会 の意 図す る とこ ろでは なか っ

たの で、比 較的 限 られ た問題 につ いて、一般 的 に取 り扱 って い る。 ただ し、

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク技術 の問題 の 多 くは、現 在 、研 究 開発 や 改良

の段 階 にあ り、今 後数 年 の 間にか な りの進歩 と変更 が もた ら され る もの と

思 われ る。 その意味 か ら、現在 課題 に なってい る技術 問題 につ いて 、平 易

な解 説 を行 うこ とを 目的 として 、技術 に関す る補稿 を付 け加 え たの で参 考

に され たい。通信 網 に 関す る技術 問題 、特 にデ ィジタル ・デー タ網 サ ー ビ

ス につ いて は、前 の第2章 に ま とめ られ てい るが 、国際通信 に関す る問題

は この章 に含 まれ て い る。

製 造工業 の分 野 にお いて は、各地 に散 在す る複数 の情報処 理 シス テム を、

互 いに結 びつ け る業務 上 の ニー ズか ら、ネ ッ トワー ク化 の傾 向が他 業種 に

さ きがけ て 、早 くか ら計 画 、実 用 され た ようにみ られ る。通 信 制御 機能 を

ホス トCPUの 一部 に 負担 させ るか 、独 立 の専 用機 で行 うか の議論 は、 コ

ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを考 える際の 、基 本的 なテーマ の一 つ で あ り、

興 味深 い。現在 では、通 信制御 まわ りの機能 をホス トCPUか らで きるだ

け分 離 し、 ネ ッ トワー ク ・ノー ドといった方 式 を採 用す るの が常 識 とされ

て い るが 、 そ こまでに 至 る経 緯 とい った ものが感 じられ る。

通信 関係 の機能 をソフ トにす るか 、ハー ドにす るか とい った点 につ いて

も、 ファー ム ウ ェアや マ イ クロ コー ド化 な どの 技術 の 出現 に よ り、 その境

界 をは っ き り分 け るこ とが で きな くな りつつ あるが、 ソフ ト即 ち融通 性 と

は単 純 に行 か な い点が指 摘 されて い る。
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実務 的 な面 か らの最 大 の問題 は 、マル チベ ンダー とイ ンター フェー ス条

件 であ ろ う。技術 革新 の は げ しい コン ピュー タ とデー タ通 信 技術 の分野 に

おいて、 異な った メー カー の機 器 を組み合 わせ る場合 、物 理 的 、論 理的 イ

ン ター フェー ス の整合 をはか るこ とは 、難事業 と言 わ なけれ ば な らない。

CCITTや 、ISO、JISの 標 準が 決 まった ものにつ いて も、具 体 的

な機器 での イ ンプ リメンテー シ ョンの仕 方 で微妙 な差 異が 生 じて くる し、

まして コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク技術 にお いては 、標準化 活動 が現実 を

か な りお くれて追 いか け て い る状 態 で 、その苦労 の程 が しの ばれ る。 コン

トロー ル ・プ ロ グラムのバ ー ジ ョンア ップ も含 めて 、稼 動 後 の拡 張 ・変 更 ・

追加 ・保 守 な どに関す る責任 の所 在 、分 担 、 コーデ ィネー シ ョンの問題 が

クロー ズア ップ され て いる。

その他 、運 用上 の問 題 もか らめ て、各種機 器 の障害 と保 守切 り分 けや 、

ネ ッ トワー ク ・テス トな どの 点が論 じられてお り、 また国際 オ ン ライ ン ・

システム を計 画 し、運 用す る際 の国 際間協 調 のむずか しさにつ いて も、G

E、 電通 の経 験 をも とに述べ られ てい る。
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小笠原 ネ ッ トワー クの形態 とい うの はいろい ろな もの が あ り、 また事

業体 の性 格 に よって い ろい ろ違 った技術上 の問題 、運用 上 の問題 といった

のが あ るよ うに思 われ る。 コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい うのは一体何

なのか 、定義 とい うこ とに なるわけ'だが 、い ままで オ ンライ ン ・システム

とい うのは いわゆ る コ ン ピュー タが あ って 、 コンピュー タの 中には とん ど

の処 理機能 が全部 入 って お った、 回線 の制御 までや ってお っ た、端 末 の制

御 もや ってお った 、そ れが適 用業務 が ふ えて複雑 に なって くる と、 コンピ

ュー タに全 部 そ うい うもの をかぶせ るわけ にいか な い。 と同時 に、 ミニ コ

ン、 インテ リジ ェン ト ・ター ミナル 、フ ロン ト ・エ ン ド ・プ ロセ ッサー と

い うのが 出て くる と、 ネ ッ トワー ク側 の仕事 はそ うい った もの に任せ よ う

では ないか とい うこ とに な る。 こ うな る と、 いわゆ る適 用業務 の存在す る

エ ン ド ・ユ ーザ ー とエ ン ド ・ユー ザー の 中間 にいろい ろな ネ ッ トワー クを

制御 す る判 断機能 を もっ た ミニ コンが 出て くるわけで使 い方 に はい ろい ろ

の形 態が あ る。 メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ングな り複数 の適 用業務 の処 理 にア

クセス をす るこ とに な って くる と、 それ ぞれ使 い方 に よっ ては い ろいろ運

用上 の資源 を どうす るか とい った問題 が 出て くる と思 う。

次 の技術 問題 、IMPだ とかTIPだ とか 、その伝 送制 御 手順 のハ イ レ

ベ ルだ とか 、い ろいろ な事 柄 が あ る。 その 中でパ ケ ッ トをや る といわゆ る

ロ ッ クア ップ とい うよ うな現 象が 起 きて その ため に フロー ・コ ン トロー ル

や 、エ ラー ・チ ェ ックが 必要 であ る。 パ ケ ッ トその もの の 中身 は正 し くて

も間違 って どこか に行 って しまった とか 、そ うい う議 論 は い ろい ろあ るが 、

一 応 そ うい うこ とは学 術 研 究 に 任 せ る と しま して
、実 際 コン ピュー タを

ネ ッ トワー ク化 してい っ て、符号体 系 の違 いであ る とか 、 プ ロ トコル、す

なわ ち通 信規約 や コン トロール の問題 で ある とか 、ハ ー ド上 、 ソフ トウェ

ア上 不備 な点、要望事 項 といった ものが あるか と思 う。

-73一



それか ら も う1つ は 、い まの コンピュー タ ・ネ ッ トワー クの議論 とい う

のは どち らか と言 う とメ ッセー ジ をど うや って、先 ほ どい った ミニ コンだ

とか高速伝 送路 をつ なげ た通信 サブ ネ ッ トの 中に通す か とい うこ とが主 な

議論 で あって 、フ ロー ・コ ン トロー ルだ とか 、エ ラー ・チ ェ ックをど うす

るか とか 、 イン ター フ ェ イス をど うす るか とい うふ うな こ とが主 な話題 で、

エ ン ド、エ ン ドでは ど うい う資源 が どこに あ って、実 際 に運 用す る上 では

どっい っプ ロ グラムが 、 ソフ トウェア が あ るのか とい うとこ ろまでは行 っ

て いない よ うな気 がす る。 それが 技術上 の い まの 問題 は一応解 決 され た と

して 、技術 的 に は使 え る ものだ とな った と きに 、それ を実 際 に効率 的に運

用 して い くために は ど うい う問題が解 決 され なけ れば な らないか 、い ろん

な議論 が あ るか と思 う。 そ うい った面か ら技術上 の要望 点、 い ま当面 して

い る問題 といった こ とにつ いて実際 に直面 してお られ る企 業 の方 々 に御 意

見 を伺 いた い。 これ は メー カー に対す る要望事 項 とい うよ うな こ とも含 む

か と思 うが 、名和 さん の ところか らお願 い したい。

ACT

名和 では技術 的 な こ とで私 どもい ままで どんな こ とに困 って きたか 、

あるいは どん な こ とを考 えて きたか とい うふ うな こ とにつ いて 申 し上 げ る。

① 通信制御 は汎用機 で両用 させるか独立機 で専用 に行 うか

現在私 ど もは最 終 的 には通信制御 用 の コ ンピュー タ を置 いて 、パ ケ ッ ト

交換 で運 用す る とい うふ うな こ とを考 えて い る。 しか しなが ら、当初 か ら

この よ うな は っ き りした 目標 が あっ てや って きたわけ で ない とい うこ とは

前に 申 し上 げ た とお りで、当初 はデ ィス ク また は ドラム を利用 した蓄積交

換方式 でや ろ うとい うふ うな こ とで考 えて いた。

まず 、一番初 め に技 術的 な問題 と して当初議 論 に な ったのは 、 これは大

型汎 用機 で処理 す るのか 、ある いは独 立 の通信 制御 プ ロセ ッサー を使 った
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方 が いいの か とい うふ うな判 断が あ って、 当時われ われ検 討 したのが46年

と先 ほ ど述べ たが 、46年 ごろは そ うい う情 報 もなか った。 われわ れ もほ と

ん ど勉 強 も足 らず とい うふ うな こ とで、私 どもが御相談 で きるメー カー さ

ん に いろい ろ と御 相談 した。 た しか8社 の メー カー さん とい ろいろ勉 強 さ

せ て もらったが、 い ろい ろ案が 出て きて、1年 ぐらいか か って、結局専 用

機 を使 ってや った方 が いいの じゃな いか とい う発 想に な った。 どち らか と

言 う と、国産 メー カー さんは専 用機 方式 を御 推 薦に な り、外 資系 の メー カ

ー さんは汎 用機 を利用 してや った らいいの じゃな いか とい うふ うなお話 だ

った。専 用機 を選 んだ理 由は2つ あ って、1つ は コス トの問題 、1つ は い

わ ゆ る開発 の 際の ある いは保 守 といい ます か運用上 の障害 といい ます か 、

そ っい っ問題 であ る。

まず 、 コス トの方か らい うと、 当時の試 算 では、専用機 を使 った場合 で

ハ ー ドウェア の費用が 多分40～60%ぐ らい、 ソフ トウェアが%ぐ らい とい

うふ うな試 算が 出て きて 、汎 用機 をその ままスイ ッチ ン グに使 うとい うこ

とはや め た。

もう1つ 、保守 上の 問 題 とい うの は 、現実 に通信 機能 あ るいは処 理機 能

をそれ ぞれ運用 して いて 、それ を単一 の プ ロセ ッサ ーの 中で テス トしなが

ら開発 して い くとい うこ とは 、テ ス ト時 の各種 の障害が現実 にルー チ ンで

動 いてい る仕 事 に影 響 を及 ぼす の じゃないか とい うふ うな判 断が あって 、

や は り専用 機 で もって開発 しなが ら進 め た らいいだ ろ うとい うふ うな問題

があ っ た。 これが技術 的 な問題 で われ われが非常 に時 間 をか けて 内部 で議

論 した第1点 であ る。

② 通信関係の機能 をソフ トにするかハ ー ドにするか

第2点 は 、いわ ゆる必要 とす る機能 をハ ー ドウ ェア で持 たせ るのか 、 ソ

フ トウ ェア で持 たせ るの か とい う問題が あ った。 これ は最 終 的に は コス ト
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の問題 に絡 ん で くるが 、 これにつ いて は実 は私 ど もい ろいろ仕事 をこの数

年 間進 め て きて い る間 に判 断が揺 れて い る。 第1期 とい うか 当初 の考 え方

は 、 どち らか とい う となるべ くソフ トに機能 を持 たせ る とい うふ うな こ と

で、ハ ー ドは安 か った とい うふ うな こ とだ った と思 う。 た とえば い わゆ る

CRCチ ェ ックな どは全部 ソフ トでや って 、ハ ー ドは使 わぬ とい うふ うな

判 断 を した わけ で あ る。 第2期 、第3期 に な るに従 って ソフ トの費用 は ど

ん どん高 くな る、ハー ドの費用 は圧倒 的 に安 くな る とい うふ うな事 情 が あ

って 、で きれば な るべ くハ ー ドに置 きか えて し まう とい うふ うな判断 に な

って いて 、最 近 は で きるだけ機能 はハ ー ドに入れ込 ん で しま うとい うふ う

な考 え方 に な って い る。

も う1つ 事 情 が あ って、 ソフ トで置 いてお くと後 の変 更が楽 では な いか

とい うふ うに私 ど も当初思 ってい た。 ところが 、現 実 に運 用す る と、ルー

チ ンの仕 事 を持 ってい るの で1日 だ りとも運 用 を中断す るこ とが で きない

よ うな状 況 な ので 、 ソフ トの変 更 とい うふ うな こ とは、言 ってみ れば 、 ト

ラブ ル発生 の トリガー をつ くる何 もの で もな い とい うふ うな こ とが あ って 、

一 たんつ くった もの はその ままに置 い てお い て
、 どん どん ソフ トを変更 す

るのでは な くて 、ハ ー ドを継 ぎ足 して い くとい う判 断の方が い いの では な

いか とい うふ うな こ とで 、 コス トの問題 、変 更 の問 題につ きま して は実 は

私 ど もが一 番 悩 まされ た問題 であ る。

結局 現 実 に現 時点 で私 ど もが とってい る判 断 とい うのは、 もし新 しい機

能 を拡 張 す る場合 に は 、新 し くハ ー ドを1つ 買 って きて、そ こに そのハー

ドを利用 して新 しい機 能 を開発 して 、開発 した 時点 で システム を組 み込 む

とい うふ うな こ とで考 えて い る。前 にOCTOPUSを 見 学 した ときに担 当

者か ら、実 は初 めOCTOPUSも そ うした イ ン ター フ ェイス ・プ ロセ ッサ

ー1つ で タ コの足 み たい な形 で考 えてい たけれ ど も、実 はや ってみ る とと
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て もそれ では 開発上 ぐあいが悪 いの で結局 タコの頭が 幾つ に もふ えてしま

う、私 ども もち ょ うどそれ と同 じよ うな経験 を した とい うふ うな こ とで あ

る。 この2点 が私 ども として は非常 に悩 まされ た問題 で 、 それ以 外 は、 た

とえば コー ド変 換 の問 題 で あ る とか 、 あるいはネットワー クの形 をどうす る

か とか 、回線 の速度 を どうす るか とい うふ うなこ ともあ っ た し、 これ は一

般論 として いろい ろ言 え る程 度 の こ となの で、省略す る。

それか ら、信 頼1生につ いて は、企業 内 シス テム とい うこ とで 、仮 に障 害
ぷ　

が起 きて もユー ザー に負担 させ得 る とい うふ うな ことで 、MTTRさ え

ぷ 　

満 足すれ ばMTBFは 世 間並 み で結構 で ある とい うふ うな こ とでか な り

簡略化 して あ る。(・1… 平均復旧時間 ・2… 平均無障害時間)

③ マルチ'ベ ンダーとメーカーのインター フェース情報

問題 はマ ル チベ ンダー とい うこ とで 、い ろいろな メー カー さんの機械 を

利用 させ て もらっていて 、 この辺 が3番 目の心配 とい うか問題 に なって く

る。私 ども として は、 いわゆ るイ ンター フ ェイス情報 を関 係 のベ ンダー さ

んか らどの くらい出 してい ただけ るか とい うふ うなこ とにか か って くるわ

けで あ る。特 に い ま私 ど もの 力 といわ ゆ るメー カー さん との力 の関係 に な

る と思 うが 、特 に相手 が汎 用機 の場 合 には 技術進 化が非 常 に急 速 であ るの

で、 さ らに どの水 準の 技術 を標 準 として選 択す るか とい うふ うな 問題が 必

要 となって くる。IBMさ んのユ ーザ ー で もあ るわけ だが 、私 ど も として

は た とえばBS』Cを 使 うとか 、SDLCを とるか とい うふ うな問題 もあ る。

結 局 あ る時期 に 必要 な情 報 を どこまで提供 して くれ るか とい う事情 と、 あ

る水準 で 固定 した イン ター フ ェイ スが その後に発表 され た新 しい水 準 に ど

こまで追 いつ いて いけ るか とい う問題 が あ る。

それか ら もう1つ 、た とえばBTAMと い うもの を利用 した場 ・合に 、 いわ

ゆ るパ ッケー ジで あ るので 、エ ラー ・リカバ リー につ いて 、最 初 ルー チ ン
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とい うものにつ いてユ ーザー が どの辺 まで手 を出 した らい いのか 、いわゆ

るブ ラッ ク ・ボ ッ クスで あって よ くわか らぬ。現実 に テス トをや るな り、

メーカー さんにいろいろ聞 きただ してみて初 めて わか る とい うふ うな こ とで、

その辺 がマ ルチベ ンダー を とい うこ とでい ろいろ メー カー さん とつ き合 っ

て い くの に心 配 な とこ ろで ある。

④ 分散型 プロセ ッサーのネ ッ トワークテス ト

それか らも う1つ 、全 国各 地 にプ ロセ ッサー が分 散 して い るので 、テス

トが非常 にむず か しい とい うふ うな こ とが ある。 あ らか じめ工場 テ ス トあ

るいは インハ ウス でテス トは十分 や ってい くわけだが 、最 終的 には 日本全

国 に またが る各地 にプ ロセ ッサー をば らまいてテ ス トをや る とい うふ うな

こ とで、 時間 に追 われ て くる と、 なか なか いわゆ る ソフ トウェアの作 成者

あるいは検 査者 同士 の タイ ミン グが むずか しい とい うふ うな こ ともあ って 、

同 じバー ジ ョン、 同 じパ ッチ の当 たった ソフ トウェア を常 に用 意 しなが ら

リンク ・テス トをや る とい うふ うな こ とがか な り困難 だ とい うふ うな こ と

が あっ て、 この点 につ いては メー カー さんが複数 であ る とい うふ うなこ と

も絡 ん で、私 ど もが 当初予 定 した約2倍 の テス ト期 間 を要 した とい うふ う

な こ とが あ る。大 ざっぱ に い う と、技術 的 な問題 点は そ うい うこ とで あ る。

⑤ 長電文 で もパ ケ ッ トのメ リッ ト

ただ 、 も う1つ 、先 ほ どなぜ パ ケ ッ ト交 換 に したか とい うふ うなお話 が

あ った。われ われ と しては 当初普 通 の蓄積交 換 に したわけ で あ るが 、パ ケ

ッ ト交換 に した理 由 とい うのは 、いわ ゆ るア クセ ス ・タイム とい うか伝 送

時間 とい うか 、待 ち時 間が非 常 に短 くな る とい うこ とがね らいだ ったわけ

だが 、実 は教 科書 に書 いてい ない よ うな特殊 な事 情 が あって 、 いわゆ る巷

間 の判 断 と逆 じゃないか と思 うが 、私 ど もの トラ ンザ クシ ョンの メ ッセー

ジの長 さは非常 に長 い。長 いのは どち らか と言 うとパ ケ ッ ト交換 に向か ぬ
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とい うふ うなお話 もあ る。長 い ものだか ら、 いわゆるフ ァー ス ト ・イ ン、

フ ァー ス ト ・ア ウ トに してお くと、仮 にプ ライオ リテ ィをつ け てお いて も、

極端 に長 い メ ッセ ー ジの後 に入 った ものはか な り待 たされ る とい うふ うな事

情 が あ って 、 これ を全 部 パケ ッ ト化 して メ ッセー ジ多重通 信 を行 えば その

辺 の 難点 は解消 され るので はな いか とい うふ うな判断が あ って 、パ ケ ッ ト

交 換 に踏 み切 った とい うふ うな事 情 が あ る。

⑥ 電電のパケ ッ ト・サー ビス どの競 合

それか ら もう1つ 、 い ま私 ど もと してア ン ノウン ・フ ァ クター と して非

常 に心 配 で あ り、社 内 で も常 に議 論 が あ るのは 、電電公社 さんのパ ケ ッ ト

交 換サ ー ビスが いつご ろ ど うい う形 でサ ー ビス され て、私 どもが それ を ど

うい う形 で利用 させ て いただ け るのか 、 も し万一つ なげ られ な い場合 に は

一体 競争 力 とい うのが あ るのか どうか とい うふ うなこ とが実 は一番 大 きな

心配 であ る。

赤司 最 後 の心配 はぼ くらも持 って い るが、 それにつ いて ど うい う形 で

踏 み切 られ たか 。

名 和 結 局 、 内部 で は4～5年 で償 却 で きる とい う勘 定 に してい る。仮

に重 な って も数 年 間が まんす れば とい うこ と もあ るし、電電 さんでア ナ ウ

ンス が あ ってか ら実際 に踏み切 る までには ど うして も2年 や そこ い らかか

るだ ろ う、 だか らまあ まあその辺 は心配 は心 配 なんだけれ ど も、償 却 して

しま うの で 、い よい よだめ な らス クラ ップ して もいいん じゃないか とい っ

感 じは あ る。

⑦ 端末機(含 テレックス)の 選択、取 ηか え

赤司 た とえば専用機 にす る とか 、 ソフ ドを変 えな いでハ ー ドを どん ど

んつ け加 えて い くとい うふ うな こ とか ら推 察す る と、恐 ら く経営 的 に は機

械 は買 い取 りに してい る とい うふ うな こ とで は なか ろ うか と思 う。 た だ、
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先 ほ どのお話 でユー ザー ・オ リエ ンテ ッ ドで端 末の方 に フレキ シ ビ リテ ィ

を持 た して いる 、そ うす る と、 シス テム を経営 的 に見 た場 合 、償 却年 限 と

い う形 で踏み切 る、ある いは割 り切 って い らっ しゃる とい うふ うに考 えて

よ ろ しいか。

名 和 そ うい うふ うに考 えて い る し、端 末の方 は別 に変 えな くて もいい

の じゃないか。 問題 に なるのは 、私 どもで完成 にな ります パ ケ ッ ト交 換 を

や って い る部 分 だけが 問題 に なるの じゃ ないか と思 う。

それか らも う1つ 、先ほ どテ レ ックスの お話が あ ったが、私 ど ももテ レ

ックス を非常 に利用 させ て もら うつ も りでいて 、全 国 どこで も安 い費用 で

メンテナ ンス を して いただけ るの はテ レ ックス しか ない。た とえば私 ども

IMSと い う非常 に りっぱ な ソフ トウェア を利用 させ て もらってお るが 、

あれ を利用す るため にはIBMさ んの提供 され る高価 な端 末が要 るが 、わ

れわ れ としては何 もデ ィスプ レー でな けれ ば、IBMさ んの機械 でなけ れ

ばIMSに ア クセス で きな い とい うの は非常 に 困 る、 テ レッ クスか らIM

Sに ア クセ スす る とい うふ うな形 を考 えて い る。 それは この ネ ッ トワー ク

を改良す れば い い とい うふ うな こ とに して 、電 電 さん との競 合 は 多分 パ ケ

ッ ト交換 の ところだ と思 う。

⑧ マッチ・ベーダー`二お ける保守の切 η分 け、電電公社 との保守区分

赤 司 マル チベ ンダー の問題 もい ろい ろ頭 の痛 い問題 だが 、その辺 の保

守上 の切 り分 け とい った ところは 、 きち っ とおつ きに なって い るわけか 。

名 和 これ は私が 当初考 えてい た以上 に友好 的 でい らっ しゃ るの で 、保

守上 の問題 は全 然 ない。皆無 と言 って よ ろ しいか と思 う。

赤 司 た とえば どこか らどこ までの もの は こち らの責任 で あ る とか 、 こ

れ は恐 ら く電電 さんの 回線 を使 う場合 に も、 また一 番最後 に電 電 さんの と

こ ろに文 句 を言 いに行 か なけれ ば いかぬ 。 その場合 の基準 を きちっ として
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おか ない と…… 。

名 和 む しろ電電 さん側 とわれわれ側 の切 り分 けが よ くわか らぬ 点が あ

った。 われ われ の 中で のベ ンダー さんの分 担 、一 番初 めの設 計段 階が一 番

やや こ し くて、 これ は非 常 に難儀 した 。 それか ら、 テス ト段 階が 大分 減 っ

て、運用段 階 に な ってか らは皆無 で ある。

小笠 原 い ま までの 技術 的 な問題 点 につ い て、三 洋電 機 の井 上 さんの方

か ら・・… ・。

三洋電 機

① 集配信 の時間 帯分離 方式か ら全二重化方式への切換

井上(正)私 の とこ ろは、先 ほ ど申 し上 げ た よ うに、販売 会社 の販売 状

況の把握 とい うこ とを直接 の 目的 に して、 とにか く販売 会社 に も何 らか の

メ リッ トの あ る システ ム を、早 く回線網 を敷 いて しまお うとい うこ とでや

って きて、一 応 それ は メ リッ トも所 定 どお り上 が って お るが 、現在 大体%

ぐらいは 販売会 社 か ら入 って きた注文 を今度 は商 品セ ン ター の 出荷 指示 に

す ぐに置 きか えて 出そ う とい うこ とでや ってい る。 た だ、 これは まだ全 国

的 にや って い るわけ で はな いので 、そ うい うふ うな1つ の集信 エ コー とい

う形 で現在 使 ってい るが 、 それ とや は り販売会社 に対 す る配信 量が 非常 に

大 きい。 い まの ところ集信 、配信 とい う もの を二重 でや っ てい ないで 、 こ

れ はUNIVACの1108で 通信制 御 をや って い るが 、や は りスケ ジ ュー ル

を決め て 、 この時 間帯 は集信 エ コー をや る、この時 間帯 は配信 をや るん だ

とい うわ け で、1日 の うちで大体4時 半 ぐらいか ら時間 中 ぐらい までは在

庫 調書 の送 り返 し、 それ か ら翌 日朝一番 か ら9時 半 ごろ まで は前 日の販売

状況 の送 り返 し、 こ うい うふ うな使 い方 を して、 その間が いろ い ろ販 売会

社 の スケ ジ ュー ル もあ って集信 エ コー に使 ってい る。私 た ちは今年 の初 め

に1110を 入れ ま して 、通信 を08か ら10に 切 りか え なけれ ば いけ な い、 こ う
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い うこ とが あるので 、 その折 にで きれば集信 、配信 を分 け な いでそれ を全

二重 に して いこ う とい う検討 を現在 進め てい る。 そ うい う新 しい通 信 シス

テム網 の 開発 をい まユ ニパ ックさん と共 同で 当た って い る。

② 各種機器の障害

次に こ うい うふ うに縦 につ なが って い る回線網 だ とい ろい ろ とダウ ンす

る要 因が 出て くる。主 要 コン ピュー タ、それか ら回線 、回 線 は細 い線 が 多

いが、 それか ら中継分 割機 、それ か ら端 末機 、末端 に した らどれか らどれ

にな って も全部 だめ に な る。現 実 には そ うい うこ とは い ろい ろな段 階 で と

きどき起 こってい るが 、私 の ところ は銀行 さんみ たい にお客 さんがす ぐ目

の前 に来 て ど うこ う とい うこ とが な いので 、現 在 の ダウ ン対 策 の時 間は大

体30分 ぐらいだが 、そ うい う もの は何 とか それ ぞれのサ ー ビスス テー シ ョ

ンで手 を打 ってや って い るが 、MTBFを 高め る とい うこ とが 一番 の問題

だ と思 う。 それ は な くなれば な くな った方が い い とい う程度 で あって、 そ

いつが とまって しま った ら全 然機 能 しな い とい うこ とで はな い。 そ うい う

意 味 での ダ ウ ン対 策 とい うのは い ま非常 に い ろい ろ手 を打 って い るが＼ そ

の2つ が私 の ところに とって大 きな 技術 上 の問題 だ と思 う。 j

③ 異メーカー機関の インター フェース

赤司 端 末 にOKITAC-4300な りを使 って、 中央 はUNIVACで

や ってお る、 この辺 は先 ほ どのマ ル チベ ンダーみ た い な形 でイ ン ター フ ェ

イス情報 を とれ ない と困る とか 、 そ うい うこ とが 主要 な原 因に な っていた

わけか 。

井上(正)大 体 そ うい うこ とで あ る。

赤司 経 済的 には もっ とほ かに選 び たい ものが あ ったけ れ ども とい う感

じか 。

井上(正)い え、変 な話 だが 、私 たちは余 り迷 うこ とな しにそ うい うふ
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うに なって しまった。私 はず っ と以 前か らそれ まで、販社 オ ン ライ ンをや

る110回 線 ほ ど とい うこ とを申 し上 げ たけ れ ど も、それか ら も大体 そ うい う

基礎 ライ ンが決 まって いて 、別 に それ を強 いて変 え よう とい うふ うな こ と

は なか ったわけ 。

赤司 小笠 原 さん に伺 い たいが 、ア メ リカあた りではIBMと の イ ンタ

ー フェ イス というのが余 り問題 に な らないで
、 日本の場合 にはIBMと の

イ ン ター フ ェイスが 大分 問題 になっている。そうい うインター フェイス情 報

を余 りIBMが 出 さな い とい うふ うな こ とが巷 間言 われ て い るが 、 ア メ リ

カへ 行 ってい ろい ろ聞 いてみ る と、結 局 人間的 な交流 で、公表 され て いな

いけれ ど も実 は知 ってい るんだ とい うふ うな こ とだ とい う説 明 をあ る人か

ら受 けたが 、そ うい うイ ン ター フ ェイス情報 をた とえばIBMさ ん な り、

ユ ニパ ック さん な りが抱 えて いて、 国際的 に見 て、世 界 的 な水 準 で見 て、

日本 では十分 な ほ どに 明 らか に され てい ないのが実情か 。

小 笠原 ア メ リカに はOEMメ ー カー とい うのが あって、 い ろい ろ10

だ とか そ うい うもの を メイ ンフ レー ム につ け る とい う会社 が い っぱ いあ る。

その間 でや は り技術 者 の流動1生が あ って 、IBMに 勤め てお っ た技術者 が

そ こに行 って仕 事 を して い る とい うこ とであ るか ら、知 って い る とい うか 、

そ うい うこ と もあ ろ うし、1つ には そ うい う実 績 、市場 が非常 に大 きい と

い う ところにあ る よ うな気が す る。 日本 において もイン ター フ ェー ス条件

につ いて ご要望 が あれ ばOEMIと い うマ ニアル を提供 してい る。 ただ問

題 は 、最 近 、マ イ クロ コー ド化 とい うこ とで、新 しい方 式が 出 て くる と、

それ をマ イ クロ コー ド化 して入 れて い る。マ イ クロ コー ド化 す る と、か な

りフ レキシブル な わけ で、バー ジ ョンの幾つ とい うこ とで どん どん変 わっ

てい く。 そ うい うこ とで、 そのフ ォ ローが大切 である。 これ が イ ン ター フ

ェ イスです とい うこ とは言 えない とい うところに問題が あ るん じゃな いか ,
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と思 う。

赤司 その イ ンター フ ェイス情報 に関 しては 、た とえばア メ リカの水 準

と日本 の水 準 を比 べ る と、 日本 の水準 の方が下 であ る、 これ は問題 で ある

と言 ってい いか 、 そ う言 って はいけ ないの か。

小笠 原 バー ジ ョンが どん どん変 わ って い くんで 、それ では いつ の時 点

でそれ を固定す るか 、合 わせ るか 、その辺 が非常 に問題 なわけ であ る。

国際 オ ンライ ン(GE)

ン 小笠原 ひ とつ 国際 オ ンラ インにつ いて
、 これは柳井 さん にお伺 い した

方 が いいのか 、井 上 さんにお伺 い した方が いいのか わか らないが、 ひ とつ

国際 オ ンライ ンをや るにつ いて未解 決の 問題 、技術上 の 問題 、い ろい ろな

運 用上 の問題 、この辺 の問題 につ いて柳井 さんか ら御 意 見 をお伺 いで きれ

ば と思 う。

柳 井 全域 にわた って の御 質 問 で全部 お答 えで きるか どうか わか らない

が 、実 際運 用 して い る上か らい ろいろ感 じた点 を申 し上 げた い と思 う。 ま

ず 技術的 な問題 よ り運 用上 の 問題 を聞い ていた だ きたい と思 う。

① 人間の コ ミュニケーシ ョンー言語問題

国際 オ ンラ イン とい うの は これか らの1つ の 方向 だ と思 うが 、ほか の問

題 と同 じよ うに 、 この 国際 ネ ッ トワー クを解 決 してい くため に、一番 ばか

ら しい問題 だが 、 まず 言語 が 、 日本語が 非常 に国際性 が な い とい うこ とで、

この 国際 ネ ッ トワー クは 日本 を除 く国は全部英 語 が 自由 自在 なわけで ある。

したが って、運用 上 の問題 点 で 日本が これか ら一 番 困 ってい くのは言語 の

問題 だ と思 う。た とえば 日本 の国 内で東京 と九州 との間 で何か事故 が起 こ

った場合 に 、お互 いに 日本 語 でや りと りして もなお かつ オ ン ライン上 で問

題 が起 こるのに 、ア メ リカ と 日本 でオ ン ライ ン上 で問題 が起 こった ら言葉

が通 じな いで問題の 焦 点が クロー ズア ップ され ない とい うのは非常 にむず
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か しい とい うこ とで、す べ て に先 立 って まず使 用 言語 、 コン ピュー タの言

語 でな くて、 日常 の 言語 が 日本 の場合非常 に不利 だ とい う問題 が1つ あ る。

これ は将来非常 に大 きな問題 にな ってい くと思 う。現在 われ われ も1週 間

に1回 、13ヵ 国 です か 、電話 に一斉 に出て国際会議 電 話 をや るが 、 日本 の

国 を除 い てほか の国 は全 部英 語が 自由 自在 で あ る。 日本 の問題 に なって く

る とひ っかか る。 もっ と も英 語 の強 いのが私 どもに い るか らい いが 、非 常

に細か い点 で引 っかか って しま う とい うので 、これは 非常 に 問題 だ と思 う。

これ はイ ンハ ウスで 国際 ネ ッ トワー ク をな さって も、相 手 方 は 、 自分 の営

業 所 のオペ レー ター とい うの は ほ とん ど外 人の ケース が われ われの お客 さ

ん、末端 のユ ーザ ー は その国 の人 なの であ る。 それ で、 イ ンハ ウスのネ ッ

トワー クの とき もコ ミュニケー シ ョンでまず 困 って い らっ しゃ る。 コ ミュ

ニケー シ ョン とい うのは非 常 に技術上 の問題 で 、た とえ ば説 明書 は全部 英

語 で なければ な らぬ とか 、 ドイツ語 とか 、そん な まず一 番初 歩の ところで

詰 まって しま う、 これが 日本 の非常 に不利 にな る点 であ る。

② 国際間の協調一 国内 の問題 が直 ちに他国 にひび く

それか らも う1つ は 、技術上 の 問題だが 、幸 いわれ わ れのや ってい るネ

ッ トワー クは、 どち らか と言 えば セ ンターが 集 中 して タ コの よ うに線が 出

て い るネ ッ トワー クなの で、 コンピュー タ同士 のネ ッ トワー ク とい っの と

ARPAな んか と少 しか っ こ うが違 うが 、将 来 これが コン ピュー タ同士 に

な る と、 い ま言 った よ うな問題 と運用上 の問題が 絡む とい うのが 国内の シ

ス テム よ りも非常 に比重 が かか って くる。セ ン ター の運用 上 の問題 が非常

な問題 として クロー ズア ップ され る とい うのが皆 わ りあ い にお気づ きにな

らない点 だ と思 う。ア メ リカの国 内の線上 で起 こった問 題 を幾 ら東京 で ど

なって もサ ンフ ラ ンシス コまで しか行 かな い。 サ ンフ ラ ンシ ス コ とワ シン

トンの間 の問題 は 日本 で 幾 らどなって も何 の しよ うもない 。 た とえKDD
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さんで も、サ ンフ ラ ンシス コ とニ ュー ヨー クの 間 で起 こ って い る問題 につ

いて非常 に クレー ム をつ け て何 とか しろ と言 って もなか なか解 決 しな い と

い う問題 が この ネ ッ トワー クに あ る とい う前提 は非常 に心 得 る必要 が あ る

と思 う。

このため には 、国 内 で考 え られ ない国際協 調 とい うよ うな問題が1つ こ

れ は非常 に出て い る。 これ は将 来デー タ ・バ ン ク ・サ ー ビス をや るに して

も何 に して も、 国際 間 の技術上 以外 の問題 の協 調 とい うものがベ ー ス に立

た ない と、 これ は まず言語 の違 う日本 は非常 に むずか しい。 カナ ダ とア メ

リカでは ほ とん ど問題 が なか ったの に、 日本 とア メ リカでは 問題 が起 こっ

て くる と思 う。

先ほ ど出たIBMの ポ リシー とかIBMの1つ の行 き方 を も しして国際

ネ ッ トを形成 して い くとい うこ とは非常 に危 険性 が あ る。IBMを その ま
　

ま利用す るわけ では な いが 、IBMも 自由 自在 に吸収 し得 る とい う態度 を

とらない と、 この国際 間 のネ ッ トワー ク とい うのは非常 に危険 だ。小 笠 原

さんが ち ょっ と申 され た よ うに、バー ジ ョンが変 わ って いつ何 が あ らわれ

るかわか らない 、絶 えず吸収 タイプでない とい けな い とい うのが今後 の1

つ の大 きな問題 だ と思 う。

最初 その辺 ぐらい で 、核心 に触れ ていな い よ うで 申 しわけ ないが 、周辺

だけで 申 します とそ うい うよ うなのが い ま国際 ネ ッ トワー クにつ いて われ

われが経験 して い る こ とで あ って 、勉 強 した い と思 って い る こ とで あ る。

国際通信 技術

小笠原 国際 ネ ッ トワー クをや る ときに通 信 問題か ら見 て 、純粋 に技術

的 な問題点 、 これか ら解 決 しなければ な らない とい うよ うな問題 点 につ い

て 、国際電電 の井 上 さんの方 か ら御 意見 が あれば お伺 い した い。

① 伝送路一 アナ ログか らディジタル〈
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井 上(誠)い ろい ろあ るか と思 うが 、 まず伝 送路 とい う問題 が あ る。 い

まは国際間 の デー タ伝 送 はすべ てほ とん どアナ ログ伝 送 方式 とい うか アナ

ロ グ回線 でや られて お るわけ だが 、将来 ど うい う動 向に な るか とい う私 な

りの個 人 的な見通 しで あ るが 、や ぼ りデ ィジタル網 とい うよ うな ものが だ

んだ ん形成 され て い くこ とに な るの じゃなか ろ うか と思 う。 これはニ ー ズ

の増大 に応 じて とい うこ とで あ る。 さ らに それが先に進 む と統合 デ ィジタ

ル網(ISDNな ど と呼 ば れ てい る)す な わち各種のサ ー ビスがすべ て統

合 化 され たデ ィジ タル ・ネ ッ トワー クの 中 を通 って い く、 そ うい う時代 に

だん だん向か って い くもの と思 われ る。

② 障害の技術的解決

それ で、 い ま柳 井 さん の方か ら国際ネ ッ トワー クの運用 等 に関 して特 に

国 際協 調 の問題 が必要 だ 、ア メ リカのサ ンフ ラン シス コ とニ ュー ヨー クの

間 で何 ご とか起 こって いるの に 日本 か らよ くわか らない とい う御 指摘 が あ

った。 これは われわれ 国 際 コモ ンキャ リア と しては絶 えず 身に しみ て感 じ

て い るこ とで あ る。お客 さん か ら障害 の 申告 が あった場 合 、わ れわ れは全

力 をあげ て障害復 旧に努 力 す るが、国際 通信事 業者 の保 守責任 範 囲 で あ る

国際 回線 区間 での障害 よ りはむ しろ、外 国側 国 内回線 の障害 が きわめ て 多

く、 この場合 、相 手側 国際 キャ リア を通 じて国 内キャ リア が障害処 理 を行

な うため 、連 絡等 に関 す る相 手側 の事 情 に よ り往 々 に して迅速 な障害処 理

が で きな くな る、 とい った技術以 外の問題 が あ る訳 であ る。 けれ ど もこの

問題 は先 程 申上 げたネ ッ トワー ク技術 の進 展 を通 じて技術 的に解 決 され る

もの と考 え られ る。

国 際 コモ ンキ ャ リア が い ま提供 して い るデ ー タ ・サー ビスの 中に は メ ッ

セー ジ ・スイ ッチのサー ビスが あ る。KDDは オー トメ ックス とい う名 前

でお客様 の専 用 線の交 換サ ー ビス を してい る。同 じよ うな システ ム として
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ア メ リカではRCAの エ ア コン、ITTのARXが あ り、 イ タ リア に もイ

リコンシステムが あ る。最近 、この種 のサー ビスに加 入 してい るお客様 が

1つ の キ ャ リア の シス テムだけ でな くて 、2つ 以上 の 同種 の キャ リアの シ

ステム に加 入す る傾 向が あ る。 そ うす る と、そ れ ぞれ のセ ン ター 間 を結ぶ

リンクが で きてい く。 そ うい う リン クの間 では あ る程度 進 んだ リンク制 御

手順 が使 えるか ら、デー タ伝 送 の高信頼 化 と ともに 、障害 の切 り分 けが非

常 に簡単 にな る。

③ 品質、障害 などの将来の可能性

将 来 は この よ うなセ ンター を結ぶ網構 成 と統 合 化 が更 に進み 、、ハ イ レベ

ルの ネ ッ トワー ク を形成 し、 グローバ ル なネ ッ トワー クに発展 す る。ハ イ

レベ ルのネ ッ トワー クにはパ ケ ッ ト交換が導 入 され るであ ろ う。 この よ う

な新 しいデー タ網 の開 設に対 して 国際 コモ ンキ ャ リア の責 務が ある とい う

のが私 見 であ る。 そ うい う時代 にな る と、先 ほ ど御指 摘 が あっ たよ うな問

題 はか な りな くな って くる と思 う。 オー トメ ッ クスの経 験 に よれ ば、セ ン

ター の保 守 ・運用作 業 の40%は 回線障害 に関す る作 業 で ある。 回線 の障害

が あ って もす ぐそれ に対処 で きる システム 、あ るい は将 来 もっ と回線の 品

質が よ くな るこ とが想 定 で きるか ら、回線障害 が殆 ど起 こ らな い シス テム

とな り、お客 様 に品質 の いいサー ビスが提供 で きる方 向 に技術 が進 歩す る

もの と考 えて い る。

④ オー トメ ックス`二ついて

赤 司 い まお っ しゃ った 回線障害 とい うの は 、オー トメ ックスが あ ちこ

ちに現 に リン ク して い る、 その リンク上 に 出て い る問題 を除 いた とい う意

味 なのか 、 ど うい う感 じなのか。

井上(誠)結 局 、 ア メ リカに お客 さんの ター ミナ ルが あ る、それ と直接

オー トメ ックス を結 ん でい る。
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赤司 直接 結 ん でい る場合 の こ とか 。

井上(誠)主 に そ うい うとこ ろで発 生す る。そ うい うもの が だん だんな

くな って くるであ ろ う。 向 こ うの セ ンター とこち らのセ ンター との 間の リ

ン クが で きてい く、そ うす る と今 度 は向 こ うの責任 で解 決す る、ア メ リカ

側 で解 決 してい く。

赤 司 た とえば最近 のニ ュー スで 、 日興証 券が デー タケ ア と契約 して 、

これ はオー トメ ックス と接 続 してい る。 そ うい う場 合 の リン ク上 の問題 と

い うのは余 りないのか 。

井上(誠)そ れ は最 初 に その 当事 者 間 で リン ク制 御 の方 法 を決 めてア プ

ライす る とい うこ とで 、最 初 に決 め て しまえば、後 は運用 上 の問題 とい っ

の は余 りな いの じゃな いか と思 う。

赤 司 そ うす る と、世 界的 に見 る とあ ちこちにデ ー タ ・ネ ッ トワー クが

あ るが 、 そ うい う もの とた とえば オー トメ ックス と、 これ とこれ を リン ク

させ て くだ さい とい うふ うな こ とを言 って 、それ を きち ん と取 り決 めて い

ただけ れば一番 有利 な もの を選 択 して いけ るとい うこ とか 。

井 上(誠)そ うだ と思 う。

赤司 そ うしたや り方 を とった場合 、KDDが これか らオー トメ ックス

を世 界にず っ と拡 げて い くとい うの に対 して経営 的にマ イナ スに な るのか。

井上(誠)私 は な らな い と思 うが… …。

赤 司 た だ、 それは どの くらいや って いただけ るか の メル クマー ルに な

る。

井上(誠)公 衆電 気 通信 法 の枠 で規制 され る問題 とい うの は あ る。制度

上 の条件 に合 って いれ ば どん どん そ うい う接 続 とい うの をや った方 が いい

の じゃな いか とい うふ うに私 は思 って い る。
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第3章 技術的問題の大綱と展望

補 稿

技術 を論ず る場合 、 問題 を二つ に分 け るべ きだ と思 う。一 つ は通信 サ ブ

システムの 問題 であ り、一 方 は コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク全体 としての

問題 であ る。

世 界 各国 で、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに 関す る研 究 開発や 、その試

みが盛 ん であ るが 、 そ の多 くは前 者 の通 信 サ ブ シス テム に関係 した ものが

多い。 も う一 つ の分類 の仕 方 でみ る と、通信 サ ブ シス テムにつ い て も、い

わゆ るコモ ンキャ リア(VANを 含 む)に よる もの と、個別 目的の ものが

あ り、それ らの 間に は 当然の事 なが ら、その 内容 に大 きな ちが いが あ る。

コンピュー タ ・ネ ッ トワー ク開発 の経緯 か らみ て、異 な った い くつか の

地点 に分散 す る シス テ ム ・リソー ス とデー タベ ー ス/プ ログラム を有効利

用 しよ うとす る場合 、 それ らの間 を結びつ け る通信 メデ ィアが極 め て重要

な要素 で あ る点 は理 解 で きる。 しか し、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クす な

わちパ ケ ッ ト交換 と言 うこ とは、 い ささか短 絡 的思考 の きらいが あ る。 コ

ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を実現 す る際 の通信 手段 としては 、各種 の通信

施 設 を利用す る こ とが で き、 目的や 経済性 な どの観 点か ら使 い わけ るこ と

が必要 とな ろ う。

極端 な話 をす れば 、例 えば 高速専 用通信 回線の長 距離料 金 が 、現 在 よ り

数倍 に値 上 げ され た とす るな らば 、企業 内お よび系 列企業 間 な どにお いて 、

自前 のバ ケ ッ ト網(通 信 サ ブ システム)を 組 む ところは無 くな り、回線交

換 な り、電電 公社 の提 供 す るパ ケ ッ ト交換 サ ー ビス を利 用す るな り、 また

は新 幹線 で磁 気 テー プ/デ ィス クパ ックを運 ぶ こ とに もな りかね な い。 し

か し、電電 公社 の提供 す るバ ケ ッ ト交換 サー ビスが 、全 ての適 用業務 目的
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に、最 適 の効果 をもた らす こ とは考 え られ ないので 、その よ うな状 況の も

とで は、我 が国の コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク技術 は不具 的形 態 の発 展 を

す るこ とに な り、諸外 国に比較 してハ ンデ キャ ップ を負 うこ とに な る。

コモ ン キャ リア ・サ ー ビス と して、 また個別 システ ムの通信 サ ブ シス テ

ム として、パ ケ ッ ト交 換 技術 を利用 す る場合 、 いず れの場 合 も、伝 送 リン

ク制御 、パ ケ ッ トの順 序 制御 、ネ ッ トワー ク内の閉塞 防 止の ため の フ ロー

制御 、送受信局 間 の タ イ ミング ・マ ッチ ン グ制御 、エ ラー ・パ ケ ッ トの た

め の 回復 手順 な ど多 くの制御 技術 が必要 である。 これ らの技術 は 、各 国の

研 究 機 関 な どに よって 開発 がすす め られてお り、 いず れ 多 くの技術 問題 も

解 決 され る もの と思 われ る。 しか し、ネ ッ トワー ク設計 の アー キテ クチ ャ

ー の差 異に よ り
、 また網制 御 プ ロ グラム(NCP)の 組 み方 に よ り、 い ろ

い ろな特性 の ネ ッ トワー クが実 現す る。ユ ーザー とネ ッ トワー クの イ ン タ

ー フ ェー スの観 点 か らす れば
、 そこに は基本 的 に三種 類 の イ ン ター フ ェー

スが あ り、それ らはDTE/DCEレ ベ ル、 リン ク ・レベ ル 、パ ケ ッ ト ・
o

レベ ルに分類 され 、そ れ ぞれ の制御 レベ ル につ いて階 層性 の プ ロ トコル(通

信規 約)が 関係 す る。 これ らの制御 技術 や通信規 約 は、 多 くの異 な るユー

ザー が 資源 を共有 し、 シ ェアす る とこ ろか ら必要 とな る もの であ り、 これ

らの組 み合 わせ ばか な り複 雑 な問題 を含 ん でい る。 したが って、現 在世 界

各 国で稼動 中または計 画 中の、個別 システム をながめ てみ る と、形 態 、特

性 、利用 、運用 な どの面 で 、か な りの 多様性 を呈示 してい る。 それ らは、

いわ ゆ る手作 りの シス テム であ り、手本 もなけれ ば標 準 もな い開拓 時代 の

苦労 の所 産 であ る。 その 中に あ って、IBMのSNAの 考 え方 は、一 つ の

レデ ィメー ドを指 向す る方 向 として注 目され よ う。

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クにおけ る伝送制御 手順 につ い てみ れ ば、何

もHDLCで あ る必要 は ないが 、 これ もHDLCの 方 が従来 の 基本 モー ド

ー91一



伝送制御 手順 に比較 して 、多 くの面 で優 れ てお り、ISO標 準 で もあ るH

DLCを 利用 した方が効 率 的 であ る。

コモ ンキャ リアに よ るパ ケ ッ ト交 換網 計 画 と しては 、 その代 表的 な もの

として 、ア メ リカのTelnet(サ ー ビス開始)、 カナ ダのTCTSのDatapac、

フランスPTTのTranspac、 イギ リスBPOのEPSS、 日本電 電公社

のDDXパ ケ ッ ト交換 サー ビス を挙 げ る こ とが で き る。現在CCITTに

お いて、公衆 パ ケ ッ ト交 換網 におけ る端 末 と網 との イ ン ター フェー ス条件

につ いて 、勧 告 案X.25が 検 討 されて い る。X.25は パ ケ ッ ト ・イ ンター フ

ェー ス に関す る原案 、す なわ ち一種 の"叩 き台"で あ り、技術的 には未 だ 多

くの未解決 問題 を残 してお りFurtherStudyを 必要 とす る。1976年 秋 の

CCITT第6回 総 会 にお い ては、可 決 され そ うもな いが 、次 の総 会(1980

年)を 待 たず に 、今 年 秋 か ら1～2年 内 に実用 的 な線 まで固め るこ とが予

定 されて い る。

コモ ンキ ャ リヤ の提供 す るパケ ッ ト交換 サ ー ビスが ニ コンピュー タ ・ネ
o

ッ トワー クに使 わ れ るか ど うかは 、一 にかか ってユ ーザー に とっての 経 済

性 と、使 い易 さに よって決 まる と思 われ る。経 済性 の 中には 、通信 料 金 の

み な らず 、結合 す る際 のハ ー ド/ソ フ トの開発 費 まで含 め た総合 コス トと

して評価 すべ きであ ろ う。次 のユーザ ー に とっての使 い易 さは、網 閉塞 現

象や その他 の制御 に よって起 こる利 用 シス テム に対 す る制 約が 、 で きるだ

け少 な い事 と、 システ ム効率 の低下 が もた らされ な い事 、それ に網 内遅 延 、

応答 時間 が一定 のパ ラ メー タ内に保 証 され るこ とを含 ん でい る。 またユ ー

ザー の必要 に応 じて 、各種 の通信 サー ビスの選 択 が 自由 であ り、 回線 交換 、

パ ケ ッ ト交換 、回線サ ー ビス の間 の切 り換 えが容 易 で あ るこ とが望 ま しい。
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第4章 ネッ トワークの経済性、その将来

要 約

第1章 で報告 され た よ うに、 コンピュー タ ・ネ ッ トワー クのニー ズはい

ろい ろで あ るが 、経済 性 の追求 は現 在 では もっ とも重 要 なフ ァ クター であ

る と考 え られ る。

この問題 を追求 す るため に、種 々の側面 リソー スの分散 ・集 中や プ

ロセ シン グ ・ア ビ リテ ィの分散 ・集 中に よる経済 的効果 、処 理や レス ポン

スのパ フォー マ ンス、ハ ー ドウェアお よび ソフ トウ ェアの コス ト分 析 、回

線料金 の節減効 果 とい った種 々の側 面か ら理論 的 ・体 験 的 な報告 が行 われ

た。 また これに 関連 して、情報処 理 業 にお け るコ ンピュー タ ・ネ ッ トワー

クの戦略 的位 置づ けが レポー トされ、 その ネ ッ トワー クの需 要 を決 定す る

要 素 、ネ ッ トワー ク供 給面 か らの ニー ズが明 らか に され た 。 これは 、 コン

ピュー タ ・ネ ッ トワー ク ・サー ビス とい うものの産業 社会 の場 におけ る経

済性 を決 す る問題 で、単 に情報 処理 業のみ な らず社会 全体 の コ ンピュー タ

利 用 の将 来 に も関係す る。

企業 内 あ るいは縦系 列事 業体 間(特 に製造業)に お いて は 同一 の ジ ョブ

が各地 に散在 す るこ とが 多い。工程 管理や数値制 御 の よ うに その事 業場 内

で処 理 しなけれ ば な らな い、 そ して当然 その方 が遙 か に経 済的 な処理 もあ

るが 、販 売在 庫管理 に代 表 され る よ うに一元化 して こそ効 果 も上 が りコス

トも下 が る場合 が 多い。 これ らの処理 を製 品や機 能 ご とに そ の活動(従 っ

て それに携 わ る人間)の 最 も多い地 区 に集 中 し、その比 較 的少 な い場所か

ら遠隔 共同 利用す る とい う考 え方 は最 も自然 で あ りす ぐれ て い る。 さ らに

ター ンア ラウ ン ド ・タ イムに よる集 中の遠近 階層化 を行 い、 ジ ョブに よる

マ シンの時間帯分 割使 用が で きれば一層経 済性 は高 まる。 そ してACTに
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お いて は これ らの コ ン ピュー テ ィン グ ・リソー ス とユーザ ー とのデ ー タの

送受の ため 、独 立 の コ ミュニ ケー シ ョン ・サ ブ ネ ッ トが形 成 され てい る。

リソー スや プ ロセ シ ングが分散 してい てかつ デー タ量の 多い場合 、 この

よ うなサ ブ ネ ッ トは威 力 を発揮 す る。旭化 成の名 和氏 の このネ ッ ト化 に関

す るハ ー ド、 ソフ ト、 回線料 の コス ト分析 の報告 は大 へ ん貴重 な もので あ

る。 さらにサ ブ ネ ッ トの存 在 はホス トや端 末 の増設や選 択 の 自由 を拡 大す

る。端 末機 は数 が 多いか らシステム全体 の価格 に 占め る比 重が 大 きい。 目

的に応 じた端 末機 が 自由に選 択 で き、その上 そ の単価 が大 き く引 き下 げ ら

れれば全体 的 な経 済効 果 は非常 に増大 す る こ とが報告 され た。 これ に関連

して、端 末機 自体 の価 格 、選 定 、障害対 策 と保 守 、能 力の 向上 、テ レ ッ ク

スの利用 等が議論 され た。

通信 回線 に関 しては 、 シス テム全体 に 占め る 回線 コス トの割合 、料 金制

度 ・料 金体 系 、共 同利 用 に よ るコス ト ・セー ブ 、障 害 の発 見 のため の技法

と回復 等 に関 して意見 の発 表や 報告が行 われ た。

デー タ ・ベ ー スにつ いて は、 フ ァイルの集 中 ・分散 、分 散 され た フ ァイ

ルのア ップデー ト、テ ス ト用 ファイル、デー タ・バ ン クを利用す るデー タ ・

ベ ー スの問題等 がデ ィス カス された。

`

●
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小笠 原 それ では前 回に続 き、4の 「ネ ッ トワー クの経 済性 、その将 来」、

その辺 か ら入 りたい。

コンピュー タ ・パ ワー の分 散 とか リソー スの分散 とい う よ うな こ とは 、

一 昔前 は グロ ッシュの法 則 とい うのが あ って
、値段 が倍 に なれば コ ンピュ

ー タ ・パ ワーは4倍 に な るん だ、値段 が3倍 になれば コン ピュー タ ・パ ワ

ー は9倍 にな るのだ
、 自乗 で きい て くるのだ とい う法則 が あ った。 そ うい

うこ とで集 中化す る、特 に タイム シ ェア リング とい うよ うな こ と、 それか

ら大 型 コン ピュー タに遠 隔地 の端 末 の10を つ けて、遠 隔情報 処理 をや る

とい うよ うな こ とが言 われ て いた。 ところが 、 ミニ コンで あ る とか 、大 型

計算機 その もの のいわ ゆ るプ ロ グラム上 のい ろい ろな難 点 、オー バーヘ ッ

ドが ふ える とい うよ うな問題 、それ か ら実 際上すべ て の情 報処 理 のニ ー ド

を集 中 してや る とい うよ うな こ とには実際 問題 としてむ ずか しい点が 出 て

きた とい うこ とで、 これ は 自然 な形 で分散 とい う形が 出て きた と思 う。特

に製造 業 にお いては、個 々に工場 で発 生す る情報処 理 のニー ドが あ る。大

型 セ ンター1つ で もって それが 賄 い切 れ ない とい うこ とで,や は り各工 場

に そ うい った機能 が分散 され て きた とい うこ とが言 える と思 う。 た だ、業

種 に よって 、それか ら利用 の形 態 、た とえば科学 技術計 算 と商業 計算 で は

大 いに違 うであろ うし、業種 に よって も利用 の態様 に よって も違 うと思 う。

ど う して分散 化 され ざる を得 なか ったのか とい うよ うな ところ、それ か ら

携 わ ってい らっ しゃる業 種 につ い て、分散 とい うこ とにつ いて ひ とつ御 意

見 をお願 い したい と思 う。手始 め に旭 化成 の名和 さんか ら御意 見 を伺 い た

い。 ど うして分散 とい うこ とにな って きたか 、や は り自然 に分 散せ ざるを

得 なか った とい う背景 が あ る と思 うが… …。

ACT

⑦ リソースの分散 とア ビ リティ(ジ ョブ)の 集中
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名和 私 どもの シス テム につ いては 、 この前 皆様 に お渡 しした 図1を

参 照 され た い。 こ うい う形 で 集 中化 と分 散 化 とが な され てい る。詳 し く

は前 回 に述 べ たの で簡 単 に説明す る。 まず 、集 中化 につ いて。 これは私 ど

もの会 社 の体 質 に絡 ん でい る。営業 あ るい は製造 関係 の事業所 が全 国 にわ

た って 、い ろい ろ仕 事 を して いるので それ ぞれ の事 業所 において分割 処理

す る と、ハ ー ドウエ アの費用 、ソフ トウエ アの 費用 、その周辺 の人 間の 費用

が重複 して発生 す るこ とにな る。 これ を統合 して利用 す る と、 その重 な っ

た費用が 除去 で きる。

と同 時に 、業 務 を一 元 的に見 る とい うこ とに よ リフ ァイル を一 元的 に管

理 す る こ とが で きる。 そのため に、 フ ァイルの メイ ンテ ナ ンス要 員 を省 力

で きる とい うこ とが あ る。 フ ァイル を一 元化 す るこ とに よって 、た とえば、

在 庫 を一 元 的に把 握す る こ とが で きあ るいは 、全 国 に散 在 す る同種 の工 場

に対 す る生産 計画 を同一 の方式 です る とい うこ と もあ る。

次に 、分散 につ い て。

工 場側 につ いて い う と、 この図に あ るほ かに 、 プ ロセ ス用 コンピュー タ

が20セ ッ ト以上 あ る。 プ ロセ ス用 コン ピュー タは 、対 象 が特定 の プラ ン ト

とい りこ とで ロー カル に限定 され るの で 、工 場 ご とに分散 化 されて い る。

そ して、特 に必要 の あ る もの に限 って この シス テム につ な ぐとい う考 え方

を とって い る。 図1のTOSBAC40と かFACOM270/20と かが そ う

したプ ロセ ス用 コン ピュー タであ って、 そのデ ー タが た とえば物 流 につ な

が って くる場合 には ネ ッ トワー クに よ り本社 に 流れ て くる形 にな って い る。

② ターンアラン ド・タイムによる集中の階層化 と機能別集 中化

この集 中 と分散 との配分 を、 ター ン ・ア ラウ ン ド ・タイム に よ り判 断 し

て いるのが 、私 ど もの方 式 であ る。す な わ ち,リ アル タ イム とい うか秒 あ

るいは分 単位 でア クセ ス を要求 され る もの は 、 ロー カル な形 に限定 し、分
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つ

や

散 化 す る。 それ以上 で、 ター ン ・ア ラウ ン ド ・タイムが数10分 以上 とい う

もの は 、月単位 、期 単位 に及 ぶ もの までその地 区 の主 力 コンピュー タ、あ

るいは 、全社 の主 力 コ ンピュー タに流 して運用 す る形 に なって い る。 なお 、

3台 に分 散 してい る主 力 コン ピュー タの使 い分 け につ いては、 た とえば 、

東 京 に大部分 のユー ザー が い るよ うな システ ムにつ いては東 京 に集 中す る

とい う考 え方 であ る。す な わち全 社 レベ ルの経理 、会 計関係 の仕 事 は 、東

京 に集 中 して い る し.繊 維の営 業関係 の もの は大 阪に集 中 して いる、あ る

いは 、人事 関係 の処理 は、一番従 業員 の 多い延 岡地 区です る とい うこ とで、

機能 別 に集 中 して い る。

③ ロー ドシェアか らフ ァンクションシェア〈

次 に、 コス ト面費用 につ いては、大 ざっぱ な見 当であ るが 、処理 コン ピ

ュー タ系65～75%、 通信 系 に12～20%を 、端 末系 に それ以 外 をかけ てい る

わけ であ る。 通信 系 の うち、 回線部 分 と、パ ケ ッ ト ・スイ ッチ ングの制御

系 とは 、半 々 とい う勘 定 にな る。 これ をロー ド ・シェア リング とい う観 点

か ら機 能 的 に整理 して、 た とえば 、 リアル タ イムの ファイル ・ア クセ ス を

特定 の コン ピュー タに集 中す る。 あ るいは 、RJEは 別 の コン ピュー タに

集 中す る とい うこ とを考 えて、セ ンター ・コン ピュー タ を機 能分化 す る と、

(現在 の ホス ト系 の形 は158、158、145と 、グ ロ ッシュの法則か ら します と

一 番 まず い使 い方 を して い るわけ だが
、)処理 コン ピュー タの コス ト負担 を

も う10%ぐ らい減 らせ るの では ないか と考 えて い る。 ただ、通信系 の値 段

との絡 みが あ るの で、電 電 の御判 断 、 さ じ加 減 で私 ど もの考 え方 はゆれ ざ

る得 な い。 この辺 をど うす るか とい うこ とにつ い ては、私 どもは慎重 に な

らざる を得 な い。様子 を見 なが ら、全体 の配 分 を見直 して い きたい と考 え

てい る。

小 笠原 製造 、 それ に伴 う販 売 システム 、製造 業 にお いては こ うい った
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補 助 にお け る分散 と、 それか らそれ をネ ッ トワー ク化す るこ との メ リッ ト

とい うのは顕著 に あ らわれ る代 表 的 な例 じゃないか と思 うが 、 日本 におけ

るオ ンラ イン ・システ ムの普 及 の度合 い 、 これは どう して も銀行 とい う も

のが第1に 挙 げ られて 、 その次 に製造 業 じゃな いか とい うふ うに考 え られ

るが 、銀行 におけ る分散 と集 中 とい うふ うな こ とにつ いて、水 谷 さんの方

か ら御意 見が あれ ば伺 いたい。

銀行 および全銀 協

(工)銀 行の規模 によるオ ンライ ンシステムの特性

水谷 金 融機 関 の場 合 には 、個 別 金融機 関 として預 金 オ ン ライ ン ・シ ス

テム あ るいは為 替 オ ン ライ ン ・システ ム とい うもの を自行 で経営 して い る。

そ のほか にた また ま私 が い ま担 当 して い る全 国 の銀行 を相互 に結 ぶ為替 の

オ ンライ ン ・ネ ッ トワー ク と2つ あ るの で、 それ ぞれにつ いて一 応御 説 明

させ て いただ きた い。

まず個 別 金融機 関 の オ ンラ イン ・シス テム につ いて であ るが 、都 市 銀行

と地 方銀行 あ るいは相 互 銀行 とい うよ うな金融 機 関の規模 に よって コ ン、

ビ ュー タの ネ ッ トワー ク とい うのはか な り違 って くる、都 市銀行 の よ うに

支 店が全 国的 に存在 す る場合 には 、 これ は非常 に大 きなネ ッ トワー クにな

るが 、地 方銀行 ある いは相互 銀行 、信 用金 庫 の よ うな金 融機 関に おい ては 、

店舗 網 の配置 は同一 地域 が 原則 に な って い るの で比較 的簡単 に ネ ッ トワー

クがつ くりや す い。 これは通 信 回線 の料金 の 問題 も絡 んで くるが最近 は遠

距離が安 くな ったが 都 市銀行 に とっては 大変 な負 担 にな る。そ こで都 市 銀

行 では、経 費合 理化 の 観点 に さ らに危険分 散 とい う趣 旨 も加 えて大体 東京

と大 阪にセ ンター を2つ つ くって い る。 それ ぞれ、 た とえば名古屋 以 東 の

支 店 は東京 のセ ンター に くっつけ る、それか ら関西以 西 であ る と大 阪の セ

ンターにつ け る とい うふ うな形 でネ ッ トワー クを構 成 して 、東 京 と大 阪 の
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セ ンター を高速 回線 でつ な ぐとい うこ とに な る。御 承知 の よ うに、金融機

関の業務 とい うのは 、最 近 オ ン ライン ・ネ ッ トワー クを通 じて預 金者 の皆

さん に どこの支 店 で も預 金 の 出 し入れ がで きる とい うこ とを うた い文 句 に

して い る と、 どう して もそ こは回線 でつ なが ざる を得 ない。 それか ら、 フ

ァイルにつ い て も、所属 店舗 は一 応 は 自分 の方 の所 轄の セ ン ター の方 で フ

ァイルは持 ってい るが 、他 の地 域か らの照会 も当然 あ る とい うこ とで 、す

べ ての点 で対 応 で きる よ うな システム を とってい る。

② 銀行システム`二おけ るファイルの分散

それ とも う1つ は 、 フ ァイル を分散 す る とい うこ とに は金 融機 関の安 全

対策 とい うこ とにな り、 い ざ大震 災 とい うよ うな ときで も、東京 と大 阪の

どち らか が生 き る。過 去 の ケー スか ら言 って、関 東が 地震 に遭 って も関西

は助 か るの で 、そ うい う関 係 で ファイル を分散 して お く。 しか もそのフ ァ

イル は帳 票 で持つ 場合 と磁 気 テー プあ るいはデ ィス ク等 で持つ場 合 とい ろ

いろあ るけ れ ど も、すべ て ダブル ・チ ェ ック をしてい る とい うこ とで 、危

険 につ いてはか な りの抵 抗 力 を持 たせ て あ る。 これ が金 融機 関の フ ァイル

の分散 とい うこ とで あ る。 これ に対 し、小 さい金 融 機 関 では それだけ の余

力は ない し、それ をや る こ との メ リッ トもない。特 に ほ とん どの支 店 は市

内回線 で結 んで しま うの で、 そ うい う関係 ではセ ン ター は大体1つ であ る。

ただ 、その場合 に は危険 度 が非常 に高 い わけで 、 それ に対 して必ず 当 日の

トラン ズア クシ ョンは紙 で イ ンプ ッ トして支 店 に分散 して お ぐとい うこ と

の措 置は講 じて い る。 この よ うに金 融機 関 で は、 この よ うな形態 で ファイ

ル を分散 した りシス テム を分散 してい る。

③ 全銀 システムのアウ トラインと障害対策

一 方
、私 どもの全銀 シス テム とい うのは 、全 国87行 を結 ん でい る為 替 の

オ ンライ ン ・シス テム で あ って、典 型的 な メ ッセー ジ ・スイ ッチ ン グあ る。
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したが って、 これ は フ ァイル とい うのはな いわけ であ る。為 替 はた とえば

100万 円の金額 を送 る とい うこ とで 、A銀 行 か らB銀 行 に行 って しまえば

それ は それ で終 わ りとい うこ とに なって、セ ン ター の私 ど もでは ファイル

を持 って いない。 また計数 を集 中 して決 済す る関係 か ら言 う と、 システム

を分散 す る とい うこ とは まず で きない。必ず1ヵ 所 を通 らな くては いけな

い とい っこ とに な って い る。 また コス トの関係 で も私 どもの全銀 システム

は1セ ン ター とい っこ とに な って い る。 ただ し,そ れ では シス テム は非常

に危 険が あ るの で、 セ ン ター は オ ン ライ ン2セ ッ トの ほか にバ ックア ップ

用 として1セ ッ ト置 き、 さ らに必 ず最低1銀 行 に2タ ー ミナ ル 、2回 線 と

い うこ とで、万一 ター ミナル が1台 ダウ ン した場 合 で もも う1つ が生 きる

とい うこ とで対 応 させ てい ただ いて い る。

その ほか 、私 ど もの シス テム は電電公社 の直営 であ るが 、 回線 につ いて

は必 ずバ ックア ップ を とる。 したが って 、南 回 りの 回線が ダ ウ ンす れば北

回 りの 回線が生 きる とい うこ とで 、全 国的 なネ ッ トワー クで あ るの で、必

ず 回線 のバ ックア ップ もや って い ただ くとい うこ とに な って い る。

したが って 、あ と問題 に な るの は、私 ども全 銀 セ ン ター の あ る東京 で大

災害 が発生 した場合 の 問題 が 出て くるが 、これは 完全 に お手上 げ とい うこ

とに なって いる。 ただ 、幸 い な こ とに フ ァイルが な いの で、 その 日の取 引

は全 部 その 日で終 わ って い るの で 、お客 様 に御迷 惑 をか け るこ とはない と

い う感 じがす る。 多少電 文 で た まる もの はあ る と思 うが 、 それは そ うい う

災害 時 であ るか ら、支 払 い猶 予令 も公布 され、お客 様 に お金 を払 わな くて

いい とい うこ とに な るの で、 シス テム的 にはそ こは カバー しな い とい うこ

とに なって いる。

④ すべての金融機関 くのネ ッ トの拡大

ただ、実 は今度 私 ど もの システ ム をレベ ルア ップす る過程 で 、私 ど も全
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国銀行 だ けで な くて 、相互 銀行 とか信 用金 庫あ るいは農林 中央 金庫 、そ う

い う団体 か ら一緒 につ ながせ て くれ 、参加 させ て くれ とい う御要 望 が あ っ

て 、 これ につ いては こ こに あ るセ ン ター の分散 とい うこ とが 出て くる。現

に為 替 の オ ンライ ンに つ いて は信 用金 庫の シス テムがや は り電電 公 社 の直

営事 業 に な って い る。 そ れか ら、農 林 中金 は 自営 でや って いる。相 互銀行

はセ ン ター はな く、直 接各 銀行単位 で私 どものセ ン ター と結ばせ て くれ と

い っこ とに な って い る、信 用金庫 の システ ム と農 林 中央金庫 の システ ムは

それ ぞれセ ン ター を持 っていて 、それ と私 どものセ ンター と結ぶ 。 それ か

ら、相互 銀行 につ いて は 、現 在 の ところ先 方 の ご希 望 で は、個 別 の銀 行 が

ダイ レ ク トに私 ど もの セ ン ター に通信 回線 を結 ぶ とい う形 にな って い て、

これが で きる と全 金 融 的 な為 替の オ ンラ イン ・ネ ッ トワー クに な る。 その

場合 には セ ンターが3つ で きる とい うこ とに な る。 これは それ ぞれ の団体

の御都合 で そ うい うセ ン ター をおつ くりにな って いる。た とえば信 用金 庫

では預 金 のオ ン ライン ・システム を、 これ もや は り電電公社 に委託 を して、

各地嫁 ご とに8つ つ くって い る。 したが って 、信用金 庫 の業界 で は それ ぞ

れの預金 オ ンライ ンの ネ ッ トワー クが で きたベ ー スの上 に為 替 シス テム を

つ く り上 げ て私 ども とつ な ぐとい うや り方 をつ くって いるの で、 その シス

テム をつ くる とい うこ との必然性 は その業 界 と してあ るわけ であ る。 そ う

い う形 で信 用金 庫 と農 林 中金 の 団体 はつ くるが、相互 銀行 さん につ い ては

私 ど もの方 では業 界で セ ン ター をおつ くりにな っては ど うですか とい うこ

とを申 し上 げ たが 、 こ こに もあ る よ うに、非常 に コス トがか か る。 月額 で

大体5,000～8,000万 ぐらいかか るので は ないか。 それ だけの もの をつ くっ

て私 ど もとつ ない で も、為 替 のオ ン ライ ン ・システム だけ であれ ば 、他 に

流用 す るシステ ム でな い もの であ るので 、 それ だけ全 くむだ に な って しま

っ。 それ よ りは全 銀セ ン ター の方で大 きい コン ピュー タ を入 れて 、 そ こに
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ダ イレ ク トに通信 回線 をつ ない だ方 が コス ト的 にはず っ と安 くなる。 そ う

い うこ とで システム 的 には セ ンター をつ くらな い方が いい。特 に私 ど もの

よ うな為 替 の メッセー ジ ・ス イ ッチ ングの場合 には絶 対 に安 い とい うこ と

は 申 し上 げ られ る と思 う。た だ、業 界の都合 でそ うい うセ ンター をつ くる

とい うこ とにな る と、 それ ぞれセ ン ター をつ くって分散 を して、 それ を最

終 的に私 ど ものセ ンター で計算 をす る とい う方 式 も とれ る。 ただ 、それは

そ うい う事情 が あ るため にや って お るわけ であ って 、 そ うい う事 情 のな い

場合 に1つ のセ ンター で な くて 、2つ のセ ンター あ るいは3つ のセ ンター

をつ くる とい うこ とは 、私 ど もの システム の場 合 に は全 くむ だ とい っこ と

に な る。 そ うい うこ とに な る と、先 ほ ど もち ょっ と申 し上 げた危険 の分散

とい うこ とか ら言 えば非 常 に弱 くな るが 、為 替 とい う特 殊性 か ら申 して、

その点 はあ る程 度免責 され るの では な いか とい うふ うに考 えて い る。

小笠 原 代表 的 な製 造業 の例 と、それ か ら銀行 、特 に都銀 とい った個 々

の銀行 につ いて はず いぶ んニー ドが違 うのだ 、 それか ら分散 、集 中に対 す

る考 え方 が ず いぶ ん背 景 として違 うの だ とい うこ とが よ くわか る と思 うが 、

さらに銀 行 間 を結 ぶ い わゆ るメ ッセー ジ ・ス イ ッチ ン グを中心 とした相互

の機 関の 間の ネ ッ トワー クとい うこ とで また別 の問題 が 出て くる とい っふ

うに理解 で きる。

証 券業

小 笠原 金 融機 関 とい うこ とでは 、証 券 業界 とい うの は銀行 と非常 に似

た とこ ろが あ るの で は ないか と思 うが、 副委員長 の御 意見 を…… 。

の 証券取 引システム のアウ トライン

大野 証券 業 界は株 式 、公社債 、投資信 託 な どを扱 うわけ です が 、 と く

に株式 の取 引で は 、注文 が取 引所 に伝 達 され取 引所 での売 買値段 の決 定が

あ って初 め て取 引が 成立 し、 それ か らす べ ての デー タプ ロセ シン グが始 ま
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る。取 引は東京 と大 阪 の2つ の取 引所 に集 中 して るか ら、 当然 これ は東京 、

大 阪の集 中処理 システ ムに な る。 それか ら、東西取 引所 の集 中割合 は、従

来 は東京7割 、大 阪3割 とい う見 当だ ったが だんだん と東 京集 中の傾 向が

強 くな って 、現 在 は8対2ぐ らい にな って いるの じゃないか 。 そ っい っこ

とで、各証 券会 社 のデー タプ ロセ シ ン グは東京集 中主義 に な ら ざる を得 な

いo

それ か ら、取 引所 の 中 での取 引 の コ ンピュー タ化 の 問題 は、理論 的に は、

要す るに売 りと買 いの マ ッチ ン グで あ るか ら、機械 でや れ る。 そ うい う計

画 も取 引所サ イ ドで過去 に もな され た こ とが あ るが 、これ は技術 とか コス

トとか システム とか い った こ と以 外の 問題 でい まだに で きな い。 いわゆ る

クイ ック ・システム な どに対 す る相 場 の動 きの状 況の提供 あ るいは 関連 デ

ー タの提 供 とい うよ うな こ とだけ は取 引所サ イ ドの機械化 と して行 われ て

い る。 そ れ以上 は恐 ら くむつ か しい と思 わ れ る。

それ か ら、各証 券会社 では 、 コ ン ピュー タを持 って シス テム を 自営 す る

とい う立 て前 の ところは 各社独 自の シス テムでや ってお られ る し、そ っで

な い ところは われ われ専 門業者 の提 供 す る システムサー ビス を共 同利用 さ

れて い る。

それか ら、オ ンライ ン とバ ッチ とどち らが 多いか とい うと、 これは大 手

はだ んだ ん オ ンライ ン化 して きてい る。 中堅 どころで もわれ われ の共 同 オ

ンラ イン システム を利用 され て い る ところがか な りあ る。 そ の他 の ところ

は まだバ ッチ が 多い。

② 危険分散

小笠 原 災害 に対 す る危険分 散 とい うよ うな面 で… …。

大野 問題 は そ こで 、取 引が ほ とん ど東 京に集 中 して い るので 、 シス テ

ム も東 京集 中に な って い る。 そ うい う実情 と危険分散 の見合 い を ど う考 え
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てゆ くか 。各 ユー ザー で研 究 してお られ る と思 う。 われ われ専 門業者 は対

策 を用意 してい る。'

小笠 原 金 融業 とい うこ とで、銀行 と証券 は大 分似 か よ った点 が あ るの

じゃないか とい うふ うに素 人 目には見 て いたが 、伺 ってみ る と大分 違 う と

い っこ とが わか った。

製 造業 とい う立場 か ら、三 洋電機 の井 上 さんの方か ら御 意 見が ござい ま

した らお願 い したい。

三洋電機

① 製造業 システムの特性一販 売流通 は集 中、製造 は分散型

井 上(正)'ネ ッ トワー ク図 を ご覧 願 い た い。 私 ど もの とこ ろ で は 、

非常 に極 端 な集 中主義 を とって い る。実 は オ ン ライン と しては こ うい うネ

ッ トワー クに な ってい るが 、例 外が あ る。 それ は全 国 に、 ち ょ うど図 の右

下 にあ る よ うに、1つ は中央研 究所 か ら始 ま って、◎ の とこ ろ、東京三 洋

までず っ と実 は私 た ちで製 造 システム と称 しま して 、その生産 工場 特有 の

い ろんな情報 処理 を中型 な い し小型 コン ピュー タ を入 れてや って い る。 中

央 は全部 ユ ニパ ック さんで 占め て い るが 、 こ うい う製造工 場 では 、 中型 、

小 型 の コン ピュー タ を全部 でIBMさ ん6台 、 フ ァコム さん2台 、ユニパ

ッ クさん2台 とい っこ とで;合 計10台 の機 械 をオフ ライ ンで使 ってい る。

なぜ こ うい うふ うに なって きたか と言 う と、私 た ちの会社 で情報処理 の

仕事 が起 こっ たのは 、何 と言 って も本社 が 中心 とな って進 め て きた、実 は

その段 階 では余 り各事 業場 とい う ものは コン ピュー タを使 って情報処理 を

す る とい う意 識 は高 くなか った。 当然 本社依 存 の形 に なって 、だ んだん と

こ っい っふ っな ネ ッ トワー クが 、実 は この半分 ぐらいが ここ4年 ぐらい前

まで に形 成 され たが 、すべ て集 中で あ る。 それ は なぜ か とい うと、集 中 し

た ら得 だ とい うこ とで ある。 それ と、各事 業場 で その面 の 自主性 はむ しろ
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低 か ったの じゃないか とい うふ うな こ とで進 んで きた。私 た ち も他社 さん

と比べ て よ く検討 して い るが 、 こ うい う集 中主義 を とる こ とが果 た して コ

ス ト的に得 か ど っか とい り問題 につ いて は、私 た ちの社 内 の情 報処 理 コス

トすべ て の面 を考慮 して、非常 に はば か る ことなのだ が、電電 公社 さん に

お払 い してお るのが全 コス トの約7%ぐ らい とい うこ とで、考 え よ うが あ

る と思 うが 、私 どもは この 回線料 は決 して高 くな い とい うふ うに思 って い

る。 したが って、 これ は これで コス ト的 には相 当 メ リッ トが上 が ってお る

とい うふ うに考 えて い る。

加 えて 、 このネ ッ トワー クでわか る よ うに、 あ くまで営 業 、物流 面が主

体 で あって 、 これは集 中化 して いな い と各段 階のデー タが と りに くい 、全

体 の情報 の収集 は個 別 にや ったの では絶対 だめだ 、二 度手 間 、三度 手 間 を

や らない といけな い とい うこ とで、 そ うい う目的 には比較 的 自然 と沿 った

よ うな形 で きた。

② 分散一企業内競争

た だ、そ の中で製造工 場 だ けが なぜ そ うした ら中小 型機 を別 途 に入 れて

お るか とい うこ とだが 、これ には先 ほ ど申 し上 げた理 由 とち ょ うど逆 の現

象 が ある。 い まか ら4年 ほ ど前 に本社 の コン ピュー タが物 理 的 に満 ぱ いに

な って きたので、入 れ た くて も入れ られ な い ような状態 で あ った とい うこ

とが起 こって きた。本社 は コンピュー タは 入れない 、われ われ も情報処 理

をや らな ければ いけな いけれ ど も、それ は本社依 存の形 で はで きないか ら

わ れわれだ けでや ろ う とい うこ とで、 またよ く考 えてみ る と、工場 独 自の

各 製 品の事 情 もあって 、必ず し もその情 報 は経理 関係 を除 いて本社 に集 め

る必要 は ない。要 らぬ もの は回線 を通 さないで そこで処 理 して しまお う と

い う発 想 に基づ いて、分散 を許 可 して てん でに入れ させ た。 それが先 ほ ど

の各工場 の 中小型機 とい うふ うにな って いるわけ であ る。私 たちの 各工場
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とい うの は各工 場 間の競 争 が非常 に激 し くて 、従 来本社 が しつ らえて、本

社 が い ろい ろめ ん ど うを見 て あげ る とい う形 であ る とや りた くな い ような

顔 をす るが 、 さあや れ とな って号令 をか け る と、隣 の事 業場 に負け た くな

い とい う競 争 意識 が働 いて 、それ ぞれが 自分 の とこ ろに独 自の シス テム を

つ くって い く、それ を本社 が 間接 的 に リー ドして い ってあげ る とい うこ と

が 、 自分 の 口で言 うの は何 です けれ ど も、非常 に成功 的 に進ん で きたの で

はな いか 。 です か ら、私 た ちは集 中、分散 に 関 し ま しては、将来 方 向 もず

っ とこれ を踏襲 してい くつ も りであ る し、 また現 在 までの行 き方 も決 して

まず い行 き方 では なか っ た とい うふ うに考 えてい る。

情報処 理 業

処理 セ ンターの二一ズーグループ各企業間のデータ互換性

小笠原 ひ とつ処理 セ ン ター とい うよ うな形 で御意 見 を賜 りたいが 、 ひ

とつ セ ン ター とい うか系 列会社 の集 中 、分 散 、ネ ッ トワー ク化 とい うよ う

な こ とにつ いて御意 見 をお願 い した い。

小林 現 状 を申 し上 げ る と、三井 グル ー プ としての事 情 が ある。現在 の

とこ ろは、 オ ンライ ン化 は各 企業が個 別 にや って い る。 た とえば三井物産 、

三井 銀行 、三井 造船 、東 レ、 その他 いろい ろあ るが 、機種 が それ ぞれ若 干

違 って い る。'大き く分 け ればIBMと ユ ニパ ック、国産 とい うふ うな こ と

でそれ ぞれや ってお るが 、機種 が違 う。 それ か ら、同 じIBMで もそれ ぞ

れ スケー ル が違 う。 したが って互換性 とい うのは余 りない とい うこ とで、

それの互 換1生を持 たせ るこ との研究 をい ま進 めて い る。 オ ンライ ン化 は各

大企 業 ご とに それ ぞれ や って い る。将来 的 に言 えば 、結局 は ソ フ トウエア

の問題 に な る と思 うが 、そ うい うデー タ ・ネ ッ トとい うか 、 そ うい うもの

が 自由 に交 換 で きる よ うなア メ リカ式 の方式 が とれ れば 、 これ もコス トの

問題 にな るの で、最終 的 には その次の需要 の問題 とコス トが合 うか ど うか
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とい う問題 、 この2つ にな るの じゃな いか と思 う。 それ ぞれ の企業 で は採

算に乗 ってい る とい うこ とは 間違 いな い と思 う。

情報処 理 業 にお け るコ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの戦略 的位 置づ け

小笠原 同 じよ うな立場 か ら梅 田 さん 、

梅 田 集 中 、分散 とか とい うこ ととは無 関係 に、 ネ ッ トワー クの総論 み

たいな もので よろ しいか。

小笠 原 結構 です。

① 情報処理業一ネ ッ トワーク ・インフォメーション・サー ビス業

梅 田 私 どもが通信 回線 とコン ピュー タ とを結合 したサ ー ビス とい うこ

とで考 えて い るのは 、結局 欧米 で ネ ッ トワー ク ・インフ ォメー シ ョン ・サ

ー ビス とい う専 業形態 でや って お る もの が果 た して 日本 で ど うい うふ うな

形 で成立 し得 るのか とい うこ とが基 本的 な考 え方 で 、 とにか くネ ッ、トワー

クを ど うい うふ うに組 むか とい うこ ともさる こ となが ら、ネ ッ トワー ク と

い うものが専 業形態 で成 立 し得 るか ど うか とい うこ とをデ ィマ ン ドの面 、

サ プ ライの面 で まず突 き詰め て考 え てい る。それで 、私 どもの判 断 では 、

なには ともあれ米 国の いわ ゆ るネ ッ トワー ク ・インフ ォメー シ ョン ・サー

ビス とい うのは 、淘 汰再 編の 時期 を終 わ って、現在 非常 に繁 栄 してい る と

い う判 断 をしてい る。要 す るにCDC/SBC、 それか らGE、 さらに業

界 第三位 の タイム シェア 、いずれ も業 績が 非常 に良 くな ってい る。特 に私

どもが一番 関心 を持 って い るの は タイム シェア であ る。 とい うの は 、CD

C/SBC、 あ るいはGEの 場 合 は デ ィ ビジ ョンが会社 全体 の一部 であ る

か ら、 中に入 ってお って採算 が よ くわか らな い。 とこ ろが 、 タイム シ ェア

社 の場 合 は インデ ィペ ンデ ン トで 、資本 的に もイ ンデ ィペ ンデ ン トであ り、

ハ ー ドウエア 的に もイ ンデ ィペ ンデ ン トで あ り、 コン シュー マー 的 に もイ

ンデ ィペ ンデ ン トだ とい うこ とで 、なお かつ オーバー ・ザ ・カウ ン ター に
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上 場 して い るか ら、 フ ァ イ ナ ソ シ ャ ル ・レ ポー トが 簡 単 に とれ る とい うこ

と も あ る の で 非 常 に 関 心 を持 っ て い る。 タ イ ム シ ェ ア 社 が ど っ い っふ っに

な っ て い るか とい う こ とが 米 国 も し くは 日本 で もNISが ど うな るか とい

う方 向 を示 す もの で は な い か とい うふ うに考 え て い る 。タイ ム シ ェ ア社 の 現

状 を見 る と猛 烈 に繁 栄 して い て 、 売 り上 げ に して も200億 円 ぐ ら い 、 利益

に して も20億 円 とい うふ う な 内容 で 非 常 に繁 栄 して い る。 そ れ か ら も うあ

と1つ は 、UCC、 それ も イ ンデ ィペ ンデ ン トで あ りT社 と若 干 似 て い るけ

れ ど も、 た だ 問 題 は 、 こ れ は ウ イー リー とい う一 種 の コ ン グ ロマ リ ッ トの

ワ ン ・パ ー トな の で 、 は っ き りわ か ら な い とこ ろ が あ る と い っ よ っな こ と

が あ る 。

そ れ か ら、 前 に郵 政 省 の 方 の 研 究 会 で小 笠 原 さ ん に お 出 しい た だ い た ユ

ー ロ ・デ ー タ を綿 密 に も う一 遍 読 み 直 して み る と
、 ヨー ロ ッパ の 市 場 に お

い て もNISと い う もの は 非 常 に 伸 長 率 が 高 く、 利 益 性 も高 く、要 す るに

サ ー ビ ス ・ビ ュー ロー とい うの は こ うい う方 向 に行 か な い と、 ミニ コ ン と

マ イ クロ コン及 び イ ンハ ウ スの コン ピ ュー タの コ ス トダ ウ ン の 狭 撃 に 遭 って

存 在 し得 な くな る可 能 性 が あ る。 そ うい う よ うな こ とで 、 私 ど もは 日本 だ

け が 例 外 で は な い だ ろ う とい うふ うに 思 って い て 、 そ ち らの 面 か らNIS

とい う も の の考 え 方 が 絶 対 必 要 だ と い うふ うに 思 って い る 。

② コ ン ピュ一一タ ・ネ ッhワ ー クの需 要 の3フ ァクタ ー一'0デ ー タ量 、

ター ン・ア ラウ ン ド・タ イム 、ア ウ トプ ッ トの経 済 価値

そ れ で 、今 度 は別 の 面 か ら、 なぜNISと い う もの が 必 要 か と い う こ と

は 、こ れ は タ イ ム シ ェ ア の ヴ ァ イ ス プ レ ジデ ン トの ミス ター ・ハ イ ン ツ とい

うの が 論 文 を 出 して い る が 、ハ イ ン ツ の意 見 に よ れ ば 、 要 す る に コ ン ピ ュ

ー タ ・サ ー ビス と い う もの は3つ の フ ァ ク ター に よ っ て 決 ま っ て く る。

1つ は 、10の デ ー タ 量 の ボ リュ ー ム 、 す な わ ち ボ リュ ー ム ・オ ブ ・・1
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0デ ー タ とい うこ とか らコン ピュー タ ・サー ビス とい う ものに対 しての期

待 が1つ 出 て くる。 それ か らあ と1つ は、 ター ン・ア ラウ ン ド・タイムであ

る。最後 の1つ は 、バ リュー ・オ ブ ・ア ウ トプ ッ トであ る。要 す るに これ

は コス トとも関連 して くるけ れ ど も一、 出て くるア ウ トプ ッ トの価値 とい う

もの、以上3つ の フ ァ クター でお客 さんは ど うい うよ うな コン ピュー タ ・

サ ー ビス を求 め るか とい うのが 決 って くる とい うこ とを彼 は言 って いる。

これは私 ど もが い ま まで考 えて きた こ と と非常 に似 て いて 、簡単 に 言 えば1

/0の デー タの量 が非 常 に 多 くて 、ター ン・ア ラウン ド ・タイム 、が遅 くて、

それ でア ウ トプ ッ トの価値 が低 い。 た とえば電 力会社 の 料金 の認定 羨み た

いな ものの処理 とい うのは 、 これ は当然バ ッチだ。 とこ ろが 、1/Oの デ

ー タ量 が少 ない
、ター ン・ア ラウ ン ドが短 くなけ れば いか ぬ 、極端 な場 合 は

カ ンバ 七 一 シ ョナ ル でや りた い 、 そ れ か ら 出 て くるア ウ トプ ッ トの質

とい う もの が 非 常 に 高 い。 た とえ ば橋 梁 計 算 を シ ミュ レー シ ョンでや

るが ご と き例 の場 合 は 、入 れ る1/0の 量 とい うの は 少 な い け れ ど も、

カ ンバ セ ー シ ョナ ル な 形 で速 くア ウ トプ ッ トを 出 して い く、 出 て きた

ア ウ トプ ッ トの質 とい う もの は非 常 に 高 くて 、橋 が 落 ち るか 落 ち な い

か とい うよ うな シ リア スな もので あ る。 こ うい う処 理 は イ ン タラ クテ ィブ

のTSSで や るの だ。 そ うい うよ うなかみ合 わせ の 中 で、 た とえば リモー

ト ・バ ッチ な リモー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリー な りあ るいはオ ンライ ン とい

うものが 出 て くるの で 、 コン ピュー タ ・サー ビスの業 者 とい う もの は これ

をマ ル チ ・サー ビス ・ベ ンダー とい うよ うは形 で救 済 していか なけ れば存

在意 義が な くな る とい うのがハ イ ンツの考 え方 であ って 、私 ども もその論

文 を読 んだのが5～6年 前 だが 、 そ うい う考 え方 で い こ うとい うこ とで頑

固にや ってお る。感 じ として 、 日本 も遅 々 なが らこの よ うな方 向 に向か っ

てい るの では な いか と思 う。とい うの は 、私 ど もで は い まオ ンライ ン ・シス
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テム を開発 中、 あるい は既 開発 を含 め ま して5シ ステム ぐらい持 って お る

が 、 そのほ とん どが既 存 のバ ッチの お客 さんの業務 の一 部 で、 さ っ きの3

つ の フ ァ クターに照 ら して オン ライ ンをや らなければいけ ない もの をオ ン

ライ ン化 して いるわけ であ る。バ ッチの ところはバ ッチ で残 してい る。要

す るにバ ッチのお客 さん が育 って きてい る とい う感 じで 出て きてい る。 し

たが って、バ ッチ市場 、オ ンライ ン市場 とい うものは別個 の もの で はな く

て、非常 に重 な ってい る関係 にあ る とい うこ とを私 ども考 えて い る。 だか

らそ うい うこ とで、デ ィマ ン ドか らい って、 とにか くそ うい う リアル タイ

ム とい う もの もや って いか なけ れば 、バ ッチだけ では ど うして もだめ だ 、

お客 さんは潜在 的 にそ うい うニー ズ をお持 ちだ とい うこ とが一 方 で は言 え

る と考 えて い る。

③CN供 給面からのニーズー1.バ ッチの1/0コ ス ト合理化

2.リ ソースの利用率 の改善

3.ピ ークの解消

今度 はサ プ ライ面 で 、言い換 えれば供 給 サ イ ドで、サ ー ビス を提 供 す る

とい う面 で計算 セ ンター を考 えた場 合 に 、や は りネ ッ トワー クみ た いな も

の で救 済 して いか ない とコス トが下 が らない とい うこ とが一 方 では考 え ら

れ る。 とい うのは 、い ま計算 セ ン ター とい うの は、 もちろん計算 セ ンター

と言 って も二重構 造 にな って いて、 中型機 を1台 ぐらい持 って お られ る と

ころ と、大 型 コンピュー タを何 台 も持 ってや ってお られ る ところ との ギ ャ

ップが 非常 に大 きいが 、 その ギャ ップは ち ょっ と置いて 、一 応 い ま大 きい

ところに焦 点 を当て てお いてマ ルチ ・サ ー ビス ・ベ ンダー とい う ところで

い き ます と、特 にバ ッチの場合 一番 コス トがかか るのは1/0に まつ わ る

コス トで あ る。要 す るにデー タ ・プ レパ レー シ ョンとい い ますか 、計 算 セ

ンター の場合 は非 常に レベ ルの低 いお客 さん です と、伝 票 だけぽ ん と持 ち
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込 ん で 、それ を全 部帳 票化 して、パ ンチ して、 もうま るご とや って しま う

とい うの がず いぶん あ る。 しか し、 そ うい うコス トは回収 で きな い こ とが

多い。 それか ら、ア ウ トプ ッ トの チ ェ ック とか 、 そ うい う処 理 の周 辺 の コ

ス トとい うものが非常 にかか る。 ぞ うい うコス トは 、オ ンライ ンにな る と

お客 様 の犠 牲 な しに 自動 的に端末 サ イ ドで カバ ー していただ け るわけ であ

って 、 これ は昨年 私 が ネ ッ トワー クの調査 でア メ リカに行 った とき、 グ レ

ーハ ウ ン ド・コン ピュー タ・サー ビスの ヴ ァイス プ レジデ ン トもそ う言 って

いた。要 す るに うちが オ ンライ ン化 す るの は、1/0の コス トとい うか付

随 コス トとい うの に企業 と しては とて も堪 え きれ ない、だか らや るの だ と

い うふ うに言 って い ま したか ら、 これ はや は りうち と同 じ考 え方 だ な とい

う こ とで あった。 とい うこ とで、NIS化 して い くこ とに よって こ うい う

コス トが 下 げ られ る。

それ か らも う1つ は 、ハ ー ドウエア ・リソー ス の完全 利用 とい う面 が あ

って 、結 局 い まの コン ピュ ー タの場合 はCPUの 稼働率 が きわめ て低 い。

1/0リ ミッ トとの関係 で手 足は猛 烈 に動 いて お るけれ ども、頭脳 とい う

の は ブ ラブ ラ して い る とい うのが実 情 で あ って 、 これ を何 とか完全 に使 え

ないか 。極端 に言 うな らば 、イ ン タラ クテ ィブ のTSSと い うの は 、その

脳 み その 中に 回線 を引 っ張 り込 ん で リソー ス を使 うとい うこ とであ るか ら、

それ だけ全体 的 な コス トが下 が るで あ ろ うとい うよ うな非常 に大づ か み な

考 え方 を して いる。

それ か らも う1つ は、 ピー クの解 消 とい うこ とで、計算 セ ンターの最 大

の 泣 きどこ ろ とい うのは ピー クであ って 、一 定 の期 間 を、た とえば年 次 で

もピー クが あ る。市 町 村関係 の業 務 をや って い る ところは市 町村 の税 の 時

期 の3～4月 、 こ こ ら辺 が ものす ご くピー クで、一般 的 には遊 ん でい る と

い うこ と とか 、 あ るいは経営計 算 をや ってい る場合 は企業 の締め の 時期 に
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ばか り集 中 して それ以 外 は遊 ん で い る、 こ うい うことが あ るの で 、 これ を

た とえば科学 技術計 算 を入れ るな りい ろんな形 で、い ろん な企 業 の特性 が

あ るので 、それ を大数 の法 則 で組 み合 わせ るこ とに よって処 理 原単位 コス

トを下 げ る とい うこ とを考 えるため には ます を大 き くす る とい うこ とで回

線の 力 を利用 しなけ れば いけ ない とい う命題 が あ・る。現 実 に タ イム シェア

社 の場合 なんか は40台 ぐらいの コン ピュー タをカ リフ ォル ニア の方 に集 中

して いて 、その40台 ぐらい 厳密 に言 えば30台 、 しか もコン ピュー タ も

XDSの940か ら、PDP10、IBMさ んの370な どを組 み合 わせ てい るが 、

それ が全部 回線 で結 ばれ て いて、30台 の コンピュー タが1つ であ るかの ご

と く作動 す るよ うに な って いる。 それに ナ シ ョナ ル ・ネ ッ トワー ク とイ ン

ター ナ シ ョナル ・ネ ッ トワー クが くっつ いてい る とい うこ とで、本 当の装

置産業化 の方 向 に な ってい る。結 局 は我 々の場合 で もそ うい うふ うに しな

けれ ばだめ だ ろ う。 とい うこ とは 、い ま までの よ うな考 え方 よ りも、 もっ

と装 置産 業 的 な考 え方 で情 報処理 の 原単位 の コス トを下 げ る とい うこ とで

考 えて いか なけ れば な らな い。 た とえば これは1974年 に ダウ ・ジ ョー ンズ

がTime-SharingMarchesonと い う記事 の 中で、 コン ピュー タ ・ユー

テ ィ リテ ィーの到 来 は非常 に近 くな って きてい る とい う論評 を してい るが 、

その 中にた とえばGEと い うのは1972年 か ら73年 ぐらいの ときに は2,520

ワー ズの処 理 コス トが1.34ド ル、1ド ル34セ ン トであ った。 しか し、1974

年現 在1セ ン トに下 が った、 こ うい う考 え方 が私 どもは絶対 にイ ンデ ィス

ペ ンサ ブル ではな いか と思 ってい る。 こ うい う考 え方 とい うの は米 国のN

IS業 者 の 中では非常 に強 く、今 年 の3月 ごろボー イ ン グが来 て話 し合 っ

た ときに も、や は り情報処 理 原単 位 コス トとい う考 え方 を導 入 してい る。

したが って 、私 ど もは デ ィマ ン ド面 か らもサ プ ライ面 か らも、両建 てでN

ISの 方 向 に向 う必 然性 とい う もの が情報処理 業者 の中に はあ るの では な
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いか と考 えて いる。

④ 計算 セ ンターの将来像一2極 分化

最後 に 、産構 審 で もあ るい は ビジ ョン ・ワー キン グ報告 書 で も、要 す る

に特化 、専 門化 と大規 模 化 、 その2つ の生 きる道が あ る とい う結論 が出 て

い るが 、 これは その とお りでは ないか と思 う。 現実 に見 て いて、 た とえば

市 町村 に完全 に特 化 して いる ところが計算 セ ン ター の 中で もあ る。 そ うい

っふ っに な る と、 これ は言 って いい こ とか悪 い こ とか わか らないが 、市町

村 の徴 税 担 当者 よ りも シス テム を計 算セ ンター 担 当者 の方 が よ く知 ってお

る。 ある いは、事務 計 算 に お いて、給与計 算 をや って い る場合 なんか で も、

お客 さんが私 どもの方 に給与 計算 の システム を聞 きに くる とい うケー ス も

ず いぶ んあ るので それ はむべ な るか な と思 うが 、 そ うい うふ うな形 で計算

セ ンター としては特化 し得 る し、結局2極 分 化 す る。 その1極 の方 の行 き

方 とい うの は こ うい う もの であ ろ う とい うのが私 ど もの考 え方 で ある。

ネ ッ トワー ク化 の コス ト(ハ ー ド、 ソフ ト、 回線)

小 笠原 先 ほ ど小林 さん の方か ら、 システム の ネ ッ トワー ク化 とい うの

は、結局 システムの互 換1生とソフ トウエ アの問題 、それ か ら コス トの問題

とい うのが大 きな点 として 浮かび上 が って くる とい う御 発 言が あ った。 そ

れ か ら名 和 さんの方 か ら、電電 公社 の 回線料 金 が ち ょっ と変 わればCPU

でや るべ き仕事 の割合 が違 って くるのだ とい う御 発 言が あ った。 その辺 に

つ いて 、金物 その もの 、す なわ ちハ ー ドウエ ア とい うの は これか らどん ど

ん下 が って くるだ ろ う と思 う。一 方 、 ソフ トウエア の規模 とい うの は大 き

くな る し、人件 費 とい うの は上 が って くるわけ で、 ソフ トウエ ア ・コス ト、

それか ら ソフ トウエ アの複 雑 さ とい った面 、そ の両 方 、 いわゆ るソフ トウ

エ ア ・コス トと回線料 金 、 それか ら全体 に 占め る回線料 金 といった こ とに

つ いて御 意 見 を伺 いた い と思 う。
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図6ACTコ ス ト分 析
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名 和 図6を 参 照 さ れ た い。

ACT

l.コ ス ト分析

これ は 私 ど もの 通 信 シ ス テ ム の コ ス ト分 析 を した 表 で あ る。 私 ど もの通

信 シス テム は 、ARPAと か 、TYMSHAREと よ く似 た 形 を とっ て い

る 。 中央 にIMPと 称 す る プ ロ セ ッサ ー を置 き こ れ か らTIPとHOST、

(い わ ゆ る処 理 コ ン ピ ュ ー タ)が ぶ ら下 が る。 こ うい う コ ン ピ ュー タ群 が横

につ な が る形 に な っ て い る 。 実 は 、 初 め か らこ うい う こ と を計 画 し た わ け

で は な い。 当初 は 、TIP(1)を 先 に つ く りこ れ を全 国 に 張 りめ ぐら した 。

そ の 後 、 シ ス テ ム の 拡 張 とい う こ とで 、IMP(IDとTIP(IDと い う もの を

つ ぎ足 した。 し たが っ て 、 時期 的 に は2段 階 に 分 け て 開 発 され て い る 。

1-(工)ハ ー ドの 能力 の ア ップとコス トダ ウ ン

図6は 具 体 例 で あ る が 、 この 例 か ら一 般 的 な 結 論 が 導 き 出せ る か と思 う。

こ れ は 、総 コ ス トを100%と しそ れ ぞ れ の 費 用 が 幾 らか か っ た か とい う も の

で あ る。 第1次 シ ス テ ム は左 下 のTIP(1)で ハ ー ドウ エ ア が37.6%、 ソ フ

トウ エ ア が3.7%を 占め る。 第2次 シ ス テ ム は 上 のIMP(IDと 右 下 のTI

P(IDで あ る。

1一 ② ソフ トの コス トア ップ

そ れ か ら も う1つ の 特 徴 は 、 第1期 と第2期 を み れ ば わ か る と思 うが 、

第1期 のTIP-Sが3.7%で あ るが 、 これ が 第2期 に な る と、IMPの 方

で は6.1%あ る い はTIPは 右 下 の方 に0.8%と5.9%と い うの が あ る。こ れ

を別 に し たの は 後 で 述 べ るが 、 こ うい うふ うに ソ フ トの 比率 が 第2期 で は

ふ え て きて い る とい うふ うな こ とで 、 い まお 話 が あ っ た よ うな傾 向 が こ れ

か ら も うか が わ れ る の で は な い か 。

1一 ③ ネ ッ トワー ク ・シ ス テム の拡 張 コス ト
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こ こで着 目して いただ きた い もの は、 第1期 のTIPと 第2期 のIMP

の間 に、 第1期 のTIPに 含 ませ て とあ ります が 、この イ ンター フ ェイス

に関す る もの であ る。第1期 に将 来 の拡 張 を考 えては いたが 、実 際 に第2

期 に拡 張す るに当 た り、 第1次 シス テム の変更 あ るいは追加 分 が あ った。

これがハ ー ドウエ アで4.6%、 ソフ トウエ アで7.8%を 占め て、無視 しえな

い量 にな って い る。要 す るに拡 張 とい うときに拡 張の見通 しが不 十分 であ

る とこ うい うこ とにな って しま う とい う実例 として紹介す るわけ であ る。

実 は、 い ろい ろな方 式 を考 えたあ げ くにや っ とここまで追 い詰 め た とい

っこ とで 、当初 の見積 りは もっ とソフ トウエア の変更に対 す る コス トのパ

ー セ ンテー ジが もっ と高か った
。

1一 ④ ネ ッ トワークの設計計画一各種代替案の検討

表1方 式 検 討

方 式
ハー ドウエア

費用

ソフ トウエア

費用
回線費用 費用 計 評 価

A 3一 制御機 0.49 0.09 0.42 LOO 採用

B 〃 2重化 2.13 0.09 0.42 2.64 冗長性大

C 3一 ミニ コン 0.42～0.57 0.03～0.09 0.44～0.71 0.95～1.31 能力低

D 3一小型汎用機 中古機 0.87 0.08 0.55 1.50 費用大

E 1一 中型 〃 1点交換、分岐回線 0.46 0.02 0.74 1.22 回線費大

F 3一 大型 〃 他業務と併用 1.22 0.41 0.49 2.12 費用大、運用性劣

G 3一電子交換機 0.34 0.00 0.55 0.89 拡張性低

ここで方 式 の 選 択 に つ い て 、前 回 に迷 べ た こ とを補 足 した い と思 い ま

す 。表1は 当初 われわれ は システム をいろ いろな方式 で考 えてみ た。採用

シス テム の費用 の合計 を100%と して、それ に対 す るい ろい ろな代 替案 を考
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え た。 それにつ い て費用が ど うな るか 示 した表 が 表1で す 。3台 の制 御

機 を使 ってや る場 合 、それ を二重 化 す る場合 、あ るいは制 御機 を ミニ コン

に置 きか えた場合 、 あ るいは 中古 の小型 汎用 機 を使 った場 合 、 あ るいは 中

型 の汎 用機 を専 用 で使 い、 ただ し一 点交 換 で 、 回線 は集 中方 式 、必要 な と

ころは分 岐 回線 を使 うとい う方 式 を とった場 合 、3台 の大型 コ ンピュー タ

を他 業務 とコンカ レン トに使 う場 合 、電 子 交換 機 を使 う場合 とい うよ うに

い ろい ろ と算 定 した。 これか ら何 を読 み取 るか とい うこ とは こ こに書 いて

あ るので 、特 につ け加 えな い。

最 後 に 、HOSTのNCPが あ る、 これに また費用がか か る。IMPの

ソフ トウエア の費用 に ほぼ コンパ ラブル で あ る。

2.コ ンピュータ・ネ ッ トワークと端末機

2一 ① 端末機 は高 い

大野 中央 だけ考 えてい る と、 これ はだ んだ ん安 くな るか も しれ ないが 、

オ ンライ ンの システムが拡 が るにつ れ て ター ミナル の費用 とい うのが 非常

に高 い もの にな る。現 実 に全 国的 な大 きな システム をや ってお られ る とこ

ろはお感 じにな ってい られ る と思 うが 、CPUだ け とい う概 念 では実 情 に

そ ぐわな い。要 す るに端末機 器 とい う、別 の表 現 をす る と10の 問題 であ

る。端末 器器 で も単 純 な メ ッセー ジ交 換 とか 、 インフ ォメー シ ョン を打 ち

出す とか 、 といった もので な く、た とえばOCRで 入れ る とか 、 フ ォー マ

ッ トで出す とか そ うい うもの を考 え る と決 して安 くな い。 オ ン ライ ン を計

画 す る場 合 に 中央 に 中央 コ ンピュー タだ け考 えて い る と大 きな誤算 に な る

とい うこ とを私 ど もは実例 で幾つ も見 て きてい る。 もっ と10と い うもの

が発達 しなけ れば いけ ないな とい う感 じを非常 に強 く持 って い る。

2一 ② ネ ットワーク化によって端末単価 は下が る

名 和 は い、 そ うです 。 ただ しTIP(IDか らは、 テ レ ックス以 外 に、任
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意 の端 末 を接 続 し う る。 こ こ で ソ フ トウ エ ア に は 金 をか け る こ とに な

るが 、一 方 、安 い端 末 を任 意 につ け る こ とが で き る。 したが っ て総 費

用 を相 当低 減 で き る こ とに な る。 端 末 費 節 減 に つ いて は メー カー の お

仕 着 せ の端 末 で は な くて 、任 意 の端 末 を使 うこ とに よ っ て節 約 で き る

分 で あ る。

小林 い ま大野 さん の言 われ た端 末 の費用 とい うのは 、機種 が違 って く

ると大変 な問題 であ る。 したが って 、機種 間の交 換 は端 末 に も大 きな影響

が あ る。 そ こで 、集 中型が絶 対 にい い とい うこ とはなか なか言 え な くな っ

て くる。 あ る とこ ろ まで集 中、それか ら先 は端 末か ら別途 に使 える とい う

よ うな こ とを考 え ない と、端 末 の費用 とい うのは安 くな らな い。

2一 ③ 端末機 の選定 とコス ト

大野 それは その とお り。セ ンター マ シ ンは い まどん どん進 ん でい るの

だけれ ど も、 日本 では オ ンライ ンが遅 れ ていたせ い もあ る と思 うが 、非常

に端 末機 器 が遅 れ てい る。値 段 も高 い。 もっ ともオ ンラ インの普 及 が進 ん

で端 末需 要 がふ え る と、 自然 に大 量生産 で下 が って くるか もしれ ないが 、

初期 は まだ初 期 だ と思 うが 非 常 に高 い し、本 当にニー ズにかみ合

った イ ンテ リジェ ン トな ものが 少 ない。 どう もそ うい う感 じがす る。旭 化

成 さんの場合 で もや は り特 注で し ょう、一般 汎用 の端 末 で はな くお た く用

の端 末 を発 注 され た よ うな こ とでは あ りませ んか 。

名 和 まず 、古 い端 末 を捨 て るのが 惜 しいの で、 それ を使 う とい うこ と

があ る。次 に 、 ジ ョブ に応 じた端 末 を選 ぶ とい う発想 で ある。 も う1つ は、

前に も述 べ たが テ レ ッ クスか らIBM社 のIMSに ア クセ スす る とか い う

よ うにい ろい ろな こ と を自由 自在 に で きる よ うにした いわ けであ る。

野 垣 内 そ うす る と、前に示 され たネ ッ トワー ク図 の一－ts右の方 にOK

ITAC4300か らNEACM4、 その他 ず っ とあ るが 、 これに さ らに ター
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ミナ ルが くっつ い てい る とい うふ うに理 解すべ きですね。

名和 そ う見 て いた だい た らよい と思 う。

2一 ④ 端末機の障害対策 ・保守一 コモ ンキャリアか ら

塚本 い ま大野 さんか ら端 末 が 高 い とい う、 まあ回線の問題 もい ろい ろ

あ りま したが 、端 末 の経費 とい うのは 、要 す るに全体 の端 末か らセ ンター 、

回線 を含 め て 占め る比率 とい うの はばか に な らない金 であ る。電 電 公社 の

デ ー タ通 信 の場合 には 、農 山漁村 とい うふ うな非常 に いなか の方 に も局 が

あ る とい うこ とで端 末 の保 守 とい うこ とをや れ る、非常 にや りや す い とい

う立場 だが 、た とえば銚子 や下 田の よ うなみ さ きの よ うな ところ まで も、

場 合 に よ って は瀬 戸 内海 の 島、 そ うい うよ うな とこ ろで も一律 にや りま し

ょ っとい っこ とで 、 き ょうは全 銀 の水 谷 さんい らっ しゃってい るが 、沖縄

は昔 は琉 球電 電 だ ったわ け で、合 併 して、沖縄 の方 に も気象庁 さん とか全

銀 さん とか が端 末 を持 って いって 、 そこで いろい ろ保守 をす る。 これ はあ

とのMTBFと か端 末 の 品質 の 問題 ともかか わ るわけ だが,オ ンラ イン と

い う ものが本 当に オ ン ライ ン らし くあ るべ き とい うこ とのため に は障害 が

あ っては まず いの で 、端 末 の障害 が あれ ば シス テム ・ダウ ン と等 価 に なっ

て しま うの で、結局 予備機 を配 備 す る とい うこ とにな る とが な り大 変 なこ

とに な る。2台 置 いた方 が いいのか 、 それ とも従来 以上 の非 常 に シ ビア な

規格 で部 品 を置 けば い いか。 しか し、い なか に行 くほ ど保 守 レベ ル とい う

の は、 これは率 直 に 言 って私 ど もの 中で も、家庭 の事情 で あ るけ れ ど も、

恐 ら くメー カー さん も同 じだ と思 うのが 、置 きた くない、 もし くは レベ ル

の維持 が難 しい。 しか もい ま 自前 の とい う御 指摘 が あったが 、古 い ものに

な る と部 品の互 換 性が きか な くな って くる。

2一 ⑤CPUコ ス トと'/0・ ペ リフェラル'コ ス ト

端 末 の問題 とい うこ とでな くて 、大 き く見 て入 出力 とい うこ とを考 える
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と、ハー ドウェア の コス トは3割 で 、 ソフ トが将 来7割 にな る とい っよ っ

な文 献 が いろい ろ出て い るが 、確 か にそ うい うふ うにな って くるだ ろ うな

とい う反面 、あ る銀行 さんのお話 では、局舎 とい うか事 務 セ ンターの ビル

の中 にパ フォーマ ンスの上 が ったハー ドウエ ア を入 れて みた とこ ろが 、非

常 に 小 さ くな る とい う話 が 、実 際 は1割 ぐらい しか小 さ くな らな い じゃ

ないか 、結局 は 人間の い る とこ ろ とか磁 気 テー プの 置 き場 で食 って しまっ

た、 け しか らぬ とい うふ うに重役 さんが怒 られた とい うふ うな こ とをあ る

方 か ら聞 いてい る。 よ く見 る と、CPUと か メモ リー とか 、 そ こは減 る。

それ は確 か に現 在 の 第4世 代 に近 づ い た もの とい うの は1/3と か1/5ぐ ら

いに減 らす可能 性 が あ る、 しか もメモ リー は格段 にア ップす る、パ フ ォー

マ ンス も早 くな る。とこ ろが 、ペ リフ ェラル とい う磁 気関係 あ るいは紙 関係

の入 出力 とい うもの は 、密 度 が上が った りス ピー ドが上 が っ た りしてい る

わ りに柄 はむ しろ大 き くな って しまってい る。 コス トは、密 度 が上 が って

い るけれ ども、 そ うい う意味 で ビ ッ ト単価 は下 が った よ とい うこ とだが 、

や は り必要 な台数 だ け要 るこ とに な る。要 るよ うな またニー ズに な って き

てい る。 だか ら、全体 と して フロア縮小効 果 は出て こない。た とえば高密度

の磁 気 テー プ とい うのが 出て きた とい うこ とに な って も、その使 い方 とい

うのが実 際進 ん で来 な い場 合 もあ る。 セ ンター では周辺 機器 とい うものが

余 り縮小 化 され てい な い とい う現象 が あって 、真 ん 中ばか り減 ってい る。

だか ら、 それに見合 っ て周 りも ぐっ と縮 まれば いいの だが縮 まってな い。

一 方
、 ミニ コン とい うもの を見 る と1,000万 以下 、数百 万 とい うのが どん

どん 出て きてい る。 それ を見 て も、 その値段 の大部 分 は少 な くともタイプ

ライ ター1台 くっつ け な い と ミニ コンにな らぬ 、下 手 す る とその値段 の6

～7割 食 って しま って
、近 い うちにマ イ クロプロセ ッサ ー で も出 て くる と、

タイ プラ イ ター の 中 に電 卓が 入 った よ うなか っこ うでオ フ ィス ・コンビュ
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一 タ とい っの が あ らわれ て くる
。ROMと かRAMと か くっつ けて 、パ ネ

ル をぽ ん とはめ て、電 源 は一 緒 に して しまって 、結局 は い まお っ しゃった

入 出力 とい う ものの 問題 とい うのが ネ ックに な ってい る。

2一 ⑥ テレックスの問題

塚本 ア メ リカの場 合 で言 う と、ATTの ケー スで あるが 、テ レ タイプ ・

コー ポ レー シ ョンのつ くったM33と い うの が あ って 、 これは イ ンター フェ

イス も非 常 に よ くで きてい る し、 ミニ コンの いわ ゆ る標 準 イン ター フ ェイ

スみ たいに な って非常 に流通 した。今年 た しか50万 台 目とい うこ とで金箔

の テレ タイプが展示 会 に並 ん でい た とい うの はか な り有名 な話 な のだが 、

ア メ リカのTWXと い うのが どの ぐらい 出て い るか とい うこ とを最近 調べ

てみ た ら、7～8年 前 と余 り変 わ って いな い、約10万 台 ぐらい、 その ころ

の電電公社 にお け るテ レッ クス とい うの は数 千 台 、西 ドイツが5万 台 ぐら

いあったの で、 日本 み たいに カナ タ イプの非常 に普 及 し難 い ところは そん

なに伸 び ないだ ろ うとい うよ うな議論 が あ った。 ところが 、昨今 見て い る

と、頭 打 ち とは 言 いなが ら とにか く8万 台 ぐらいのお客 さんになって きた。

現在 、別 に ど うこ う とい うの では な いが 、一番 テ レ ックスが安 い こ とは安

い。 は っ き り言 え ば 、非 常 に 陳 腐 化 して い るか ら もうそ ろそ ろ何 とか し

たい とい う議 論 は あ る。 そ うい うもの を恐 ら く旅館 とか そ うい うところで

も御 利用 にな って い るので あ ろ うが 、何 とか な らぬか いな とい う気持 ちが

あ る… …。

野垣 内10の 遅 い とい うこ と… …。

塚本 い え、テ レ ッ クスが50ボ ー だか ら、200とか300と か 速 い ものが 出

て きて い るか ら古 い じゃないか とい うお客 さんの意 見 もあ るが 、非常 に障

害 は少 ない し安 定 して い るか ら、ア メ リカの33並 みの もの を 日本 でつ くっ

た とい うこ とにな る。昔 の電 報 の符号 を使 い、パ リテ ィ も何 に もな い、無
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頃

手順 の機 械 なの であ る。

野 間 内 普 通 の旅館 で は50ボ ー で い い と思 う。

塚 本 よ ろ しければ どし どし御 利用 いただ いて結構 と思 う。

野 垣 内 加 入電信 協 会 の方 の仕事 も してい るが 、何 か聞 くたび に、特 に

コン ピュー タ との イ ンター フ ェイス を考 えて い らっ しゃる とこ ろは 、オ ン

ライ ンに しろオフ ライ ンに しろ もっ と速 くな らないか とい っ こ と と、8ビ

ッ トに な らないか とい うふ うな御 意 見 は毎 年 出てい る。

塚 本 日本 には カナ文 字 とい う問題 が1つ あ るが 、それか ら も う1つ は、

そ うい うタイプ ライ ター とい うものに対 して現在 のマー ケ ッ トとい うの は

過 渡期 にあ る とい うふ うに私 は認識 して い る。 したが って 、端 的 に言 えば

インパ ク ト型で ワ イヤ ー ドッ トとか 、あ るいはモー ター 制御 、あ るいはベ

ル ト式 とか ドラム式 とか とい うのが幾 つか 出て いるけれ ど も、い ろい ろな

従 来 の端 末機 の メー カー 以外 に新 しい メー カー とい うのが誕 生 してい る と

い うこ と。 そ して 、そ うい う非常 に 激 しい競 争の 中で暗 中模 索 しなが らみ

ん なや ってい る。 したが って 、カス トマ ーのニー ズ とい うの は非常 に高 い

そ れ に 対 して端 末 の 要 望 、 言 う こ と を聞 くとい うこ とが一 番 の ポイ ン ト

であ る。 それ は鍵 盤 に お いて も方 式 に おいて もすべ て そ うだ と思 う。

2一 ⑦ 端末能力の向上

大野 事 務処理 のオ ンラ インで は まず インプ ッ トが非常 に ネ ックに なっ

てい る。将 来可 能 であ ってほ しい と思 うの は、結局 は手 書 きの原 デー タが

その まま インプ ッ トされ る もの で ある。 そ うな る とすべ て変 わ って くる。

塚 本 それ はLSrと か 、そ うい うもの の恩 恵 に よってか な り向上 す る

と思 う。OCR… …。

大野 で きま しょ うか な。

塚本 将来 は で きね ば な らな い と思 う。
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大野 ルー ティン ・ワー クで大量 のデ ー タ処 理 をや って い る ところは全 く

インプ ッ トが ネ ック とな って いる。 どのユ ーザ ー さん もそ うだ と思 う。

梅 田 い まの お話 で 、会話 型 のTSSが 日本 で普 及 しない最大 の原 因 は

や は りそ こに あ るの じゃないか 。だか ら、手 書 きOCRで 、ベー シ ックか

何か で さ らっ と書 いて すぽ ん と入れ られ れ ば… …。

大野 文字 の問題 と、それか らタ イプ なれ を しな い体 質が あ る。

梅 田 会 話型 のTSSが 普及 す るか しないか に よって ネ ッ トワー クの コ

ス トはめ ち ゃめ ち ゃに違 う と思 う。 本 当の こ とを言 う とあれ が一番 経営 的

には メ リッ トが あ るの で、 そ こがや は り… …。

3.ネ ッ トワー クの設 計評価 ・設計技法

3一 の 目的関数=コ ス トの経済化、変数=セ ンターコス ト・

ネ ッ トワーク コス ト

井上(誠)広 域 の ネ ッ トワー ク ・シス テム等 を考 え る場合 に 、ネ ッ トワ

ー クの 設計評 価 とい うか
、 そ うい うこ とをや ってみ る必要 が あ るの で はな

いか。 それ に よって 、集 中型 のネ ッ トワー クが いいの か、 あ るいは分 散 型

のセ ンター を分散 させ たネ ッ トワー ク構 成 が い いのか とい う結 論が 、 シス

テム ・コス トの経 済化 とい うよ うな1つ の 目的関数 とい うか 、そ うい うも

の に対 して うま く求 ま るこ とは求 め られ る。 システ ム設計 技法 と して役 に

立つ の じゃないか とい うよ うな気 が して い る。 これ は うま くいっ た例 が あ

るか ど うか とい うの は まだ わか らないが 、少 な くともそ うい う考 え方 は世

の 中に あ る。つ ま りネ ッ トワー クをセ ンター と回線網 とか らな る もの とし

ま して、 セ ン ターの コス トあ るい は通信 の コス ト、 その2つ で もって シス

テム ・コス トを定義 して い ろい ろ設 計 をや ってみ る とい うよ うな考 え方 だ

と思 う。

3一 ② 目的関数==ec能 メ リッ ト、変数=危 険分散 ・機能拡張性
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それか ら もう1つ 、 い まお話 が 出 た し、先 ほ どか ら もい ろい ろ出てい る

が 、 シス テム を分散 す る こ とへ の要求 あ るいは メ リッ トとい うこ とを考 え

る と、確 か に危 険分 散 の 問題 とい うのは非常 に重 要 では ないか。 その 点に

つ い ては私 どもキ ャ リア として もそ うい うケー スが い ろいろ最近 出て きて

いるの で、 そ うい う意 味 で分散 の メ リッ トあ るいは要求 が あ る
。 それか ら、

需要 増 に対 す るセ ン ター機能拡 張 とい う面か らの フ レキシ ビ リテ ィもや は

り分 散 した方 が あ るの では な いか とい う気が して い る。

私 ど もが現 在や って い る仕 事 は 、デー タ通信 サ ー ビスの計画 を立 て る と

い う仕事 をや ってい る。 お客 様 の需要 とい うの は 、成長 曲線の よ うななだ

らか なカー ブ を描 い て上 に上 が って い く、シス テム を設計 し、設 置 し、サ

ー ビス を開始す る
。途 中で拡 張す る とい うこ とは階段状 に上 が って い く、

これが うま くかみ合 わ ない と、 どこか で キ ャパ シテ ィが遊 ん でい る、遊休

機 関が 出 る、 これが コス ト的 に ものす ご く響 くとい うこ とが だん だん試算

を してみ てわか っ て きた。 とい うこ とは 、需要 に うま く追 随 で きて、 しか

も容 易 に拡 張 で きるような シス テム ・アー キテ クチ ュア を ど う定 め るのか

とい っこ とを考 え る と、 その辺 を うま く追求 す る技術 とい うか 、 これ も設

計 技法 の点 、 お金 を絡め た設 計技法 、 これが ものす ご く重 要 に な って くる。

そ うい う面 で あ る程度 分散 型 に してお くと、か な り無理 を して で も1つ の

システ ム を長 い間使 っていて 、一 方 の方 で ロー ド ・シェア を して救 済す る。

両 方 ともだめ に な った ところ一方 をが ちゃっ と上 げて くるととい うよ うなこ

とで 、恐 ら くコス ト的 に は非常 に経済化 が 図れ るよ うな シス テムの設計 が

で きるの では ないか とい うよ うな こ とを最 近少 し痛感 して い る
。 メ ッセー

ジ ・ス イ ッチ ・システム の よ うな場合 で も、 た とえば セ ンター を2つ 以上

置 いた ネ ッ トワー クにす る と、い わゆ るフ ロー ・コン トロー ル とい うか 、

あ るいは ルー テ ィ ングの制御 とい うよ うな考 え方 で、 トラ フ ィックの急 激
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な増加 とか 、そ うい う もの を うま くさば くこ とが で きる し、全体 で ロー ド

をバ ラ ンスで きる。 強 いて言 う と、ネ ッ トワー ク技術 とい うか 、そ うい う

ものが使 え る、その辺 の メ リッ トもあ る。

4.回 線 コス ト

小笠 原 全銀協 の水 谷 さんは 回線料 は10%以 内 と言 われ たが 、 それは市

況情 報 とい うような所 は全 国的 にネ ッ トを張 ってお って 、回線料金 とい う

のは もの す ご く大 きいの だ とい うこ とをお っ しゃってお られ たが 、全 銀 シ

ステム あた りで 回線料 金 とい うのは どの程 度 を希望 して お られ るのか とい

う点 をお聞かせ 願 いた いが…… 。

4-(工)全 国的システムの回線 コス ト

水谷 い ま公社 さん に 月額2億4,000～5,000万 お払 い して い るが 、 その

うち通信 回線料が6,000万 ぐらい であ る。 したが って 、24～25%で 、 ウ ェー

トとして はか な り大 きい と思 う。 それ か ら、 この間料金体 系 の改定 で 月額

1,000万 安 くしていた だ きま して か な り助 か って い る。 ただ 、これ が また料

金 が値 上 げ され る とい うこ とで、4～6割 高 とい うこ とに な る と私 ど も と

して は大 変脅 威 であ る。私 ど もの シス テム は皆 さん と違 って全 国 的にや っ

て い るの で、 回線料 の ウエ ー トが高 いの じゃな いか とい う感 じがす るが …。

4一 ② 料金制度 、料金体系一 コモ ンキ ャ リアか ら

塚 本 い まの御 意 見 で、ユー ザー さんの立場 か らす れば もう1円 で も安

い方 が いい とい うのは 当然 であ ろ うが 、私 ど もも電 話度数 料7円 を10円 ぐ

らいに して いただ きたい とい う気持 ち もあ るが 、 それ は それ として 、企業

採 算 の問題 と、 それ か ら国 際的 に見 て見合 うとい うこ とと、 それか ら もう

1つ は、大 き く料金 体 系 とい うこ とで見 た場合 に 、定 額 と従 量 とい うか 、

そ うい う形 とい うのが ある。 またサー ビス機能 として従来 の公衆 の電 話 回

線 を御 利用 い ただ く場合 と、着信 までに 至 る時間が長 い場合 だ と10秒 ぐら
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いか か る。 そのため に従 量制 とい うもの を使 お うとす る と、す ぐそ うい う

いわゆ る レス ポンス とか 、そ うい うところで不 自由 さは否定 で きなか った

が 、今度 のDDXは 少 な くとも機 能面 にお いて は平 均1秒 以下 の レスポ ン

ス ・タイム で もって接 続 で きる、あ るいは短縮 ダ イヤ ル とか 、特定 の クロ

ー ズ した シス テム での 閉域 接 続 とか 、そ ういった点 の従 量制 に よ るメ リッ

トとい うのは大 いに 出 して い きたい とい うこ とで あ る。

大 野 安 け れば安 いほ どあ りが たい とい うこ とは当然 で あ る。

塚本 それ は もう採 算見合 いで そ っい っこ とで あ ろ っ。

4一 ③50年7月 の料金改訂

大野 料金 は もうア ップ され たの で したね。 この 間。

小 笠原7月1日 。

野垣 内 ア ップ とい うよ り改 定 であ る。

塚本 ア ップ とい うのはや ってい ない。ア ップが あ る とこ ろ とダ ウンの

ところが あ る。

大 野 全国 的にや って い る ところで総 計 として変 わ らないか あ るいは安

くな って い る とこ ろ もあ るよ うだが 、近 距離 に集 中 して い る ところはて き

めん に費用 がア ップ してい る。か な り不 満 を言 ってい る。

塚本 とにか く一度 決 まった もの を、これは国鉄 の料金体 系 も似 た とこ

ろが あるけれ ども、必 ずだ れかが 損 してだれかが得 す る とい っか 、 そ っい

うか っこ うに な って しま う。だ か ら、身動 きが とれ ない とい うわけ では ま

ず いの で、や は りで きるだけ少 な い不満 で、 で きるだ け た くさんの方 に合

理 的 な料 金体 系 とい うこ とを、徐 々 にではあ るけれ ど も追求 して いかなけ

れば いけ ない と思 う。 特 に大都 市化 とい うこ とに な って 、現 在 非常 に都 市

の 中の工 事 とか がや りづ ら くな って きて いる。や は り日本 の 国土 の実情 と

い うこ とが あ って、 そ うい う面 で近 距離は原価 に比べ て安 い とい っこ とは
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確か に否定 で きな い。 だか ら、そ うい う全体 の収支 や何 か とか採算面 を見

て 、で きるだけ少 な い御 不満 で料 金 の合理 性 とい う もの を追求 してい こ う、

そ うい う姿勢 でや って い る。

野垣 内 ただ 、体 系 自体 か ら言 うと、 日本 の場 合 には遠 距離 につ いて は

外国 よ り割 り高 とな ってい る。一 挙 に これ をや られ る と、逆 に今度 は近 距

離がべ らぼ うに高 くな るだ ろ う とい うこ とで、暫 定 的な形 をお と りに なっ

たのだ ろ うか と思 うが。

4一 ④ 情報処理業者 にお ける回線のイニシャル コス トーユーザー負担の

問題

梅 田 オ ン ライン化 とい うもの の実 際 のニー ズ とい うもの を見 て いる と、

本当の こ とを言 うと、 中小 企 業 で貧 しい ところほ どオ ン ライン化 のニー ズ

は高 いよ うな感 じが す る。 た とえば在庫管理1つ とって も、金持 ちよ りは

貧乏な とこ ろほ ど在 庫 を薄 く持 ちた い とい うのは 当然 であ る。だか ら、 こ

うい うことか ら考 え ま して 、非常 に コス ト ・コンシ ャスな ところほ どオ ン

ラインを希望 して くる とい う とこ ろか ら見 て 、私 ど もの場合 、一 番最初 の

イニ シアルのユ ーザ ー に 回線 費用 を負担 させ るか、 それ と も自分 の ところ

でアブ ソー プす るか とい う問題が あ る。 そ うい うところか ら見 る と、い ま

の絶対水準 が高 いか低 いか とい う問題 につ いて は 、余 り積極 的な主張 は し

た くないが 、新規 の 需要 をイ ンデュー スす る とい う意味 では も うち ょっ と

何 か措置 が あって しか るべ きだ とい う感 じが非常 に す る。 ところが 、た ま

って くる と、 お客 さんが1つ の特定 回線 の 中で2ユ ーザ ー 、3ユ ーザ ー と

い う形 で利 用 で きれ ば比 較 的 コス トは下 が るが 、一 番初 めのユ ーザー が高

くつ く。 よ くなれば どん どん よ くな る、 しか し、悪 い場合 は どん どん悪 く

な る とい うよ うな感 じが す る、そ こら辺 が私 ど もの一 番 の悩 み とな って い

る。
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4一 ⑤ 潜在需要 と料金体系

塚 本 クロー ズ され た とい うか 、 あ る程 度小 さなエ リア ご とに オ ン ライ

ン とい うもの を御 利 用 い ただ くとい う面 で 、われ われは む しろ これ を推 進

す る側 に立 つ ので 、前 に も高速 度 回線 のサー ビス とい う場合 に もあ ったが 、

鶏 と卵 の現 象が あ る。潜 在 ユー ザー とい うものが ある とい うこ とか ら設備

す るのか 、 それ ともまだ ない じゃな いか 、だか らこ うい うエ リア に してお

けば い い じゃな いか とい う議 論 とい うのが あ るわけ で、 で きるだ けそ うい

う需要 が広 くあ る とい う実 質 的 なムー ド、 そ うい うもの をバ ック グラウ ン

ドに して北 か ら南 まで で きるだけ早 く充 足 させ た い。

梅 田 最初 に え さま きはで きないか。(笑)

塚 本 設備 投 資 の計 画 とい うものに どこまでそれ を盛 り込 む か とい うこ

とで あ る。だか ら、ネ ッ トワー ク リソー ス としての 回線 とかマ イ クロウエ

ー ブ のルー トとか
、そ うい うもの はか な りそろ って い るわけ で、3,000万 加

入か ら年 々2百 万 以上 のお客 さんが電 話機 をつ けて い くとい う中 にあ るわ

け なの で、 そ ういった デ ィジ タル通信 のネ ッ トワー ク とい うものの使 用 を

末端 に まで普 及 させ て い くとい う努 力 を公社 もや らなけれ ば いけ ない し、

需 要 を大 いに喚 起す る とい うかお願 い しなけ れば いけ ない面が あ る。 とこ

ろが 、呼 び声が な い じゃない か と言わ れれば 、せ っか く電話 線 は あ って も

その 設備 とい う もの を末 端 に届 かせ るこ とは不 可能 だ。 そ うす る と、非常

に ち ぐは ぐな もの を御 利用 い ただ くか っ こ うにな って し ま うと思 う。セ ン

ター は あ って も、 これ は従 来 の公衆 回線 で 、こ ち らの方 はDDXで とい う

ふ うなか っこ うに な って しま うの で、 それは なか なかや りに くい とい うか

使 いに くい とい うこ とに な る と思 う。

4一 ⑥ 共同利用 によるコス トセーフ

名 和 梅 田 さん のお話 の よ うな こ とは私 ど もに もあ る、共 同利 用が で き
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れば コス トが 非常 に安 くな る。私 ど もの場合 には シス テムの拡張 は ソフ ト

ウエア は完成 してい るの で、 あ とは安 いハ ー ドウエ ア を付加 してい くだ け

であ る。規模 の効果 で どん どん安 くな る。私 自身 も一 番 注 目してい るの は、

先 ほ どお話 のあ ったTYMSHAREで 、 システ ムの形 といい、や ってい

る内容 といい、か な り似 て いる。 い まの制度 の 中で考 え る と、同種 の企業

はあ る程 度 、相 互 に乗 り入れが で き るが 、同種 の企 業 とい うものは リソー

スの使 い方か ら言 うと、負荷 の ピー クが大体 一 緒 で あ る。 あ るいは 、同種

企業 ほ ど企業秘 密 が ぶつか る。 われ われ の立場 か らい くと、全 然関係 な い、

企業 と相 乗 りした ら、企業秘 密 の問題 もな い し、 ピー クの解 消に もな る。

だか ら、 あわ よ くば全 然無 関係 な企業 と相 乗 りして 、大 規模 な システム を

共同利 用 で きれ ば よい わけ であ る。 多分 、 それ はむず か しい。全然 ダ メ と

い っこ とにな って い るのでは ないか 。

大野 法律 が あ るか ら立 て前 として はむず か しい と思 うが、電電 さんの

方 の御 意 向 とい うか 姿勢 として、 で きるだけ ユー ザー に便 利 なよ うに広 く

解 釈 して運 用 して くだ さるそ うい うふ うに 了解 して い るが 、

塚本 ア メ リカの よ うに具体 的 にや って い る場合 には非常 に明確 で あ る。

ただ、 そ うではな くて、た とえば何 々県 の何 々地 方 、 た とえば 山陰地方 を

考 えて そ こでや る とい うこ とに して も現 在 そ うい うの は非 常 に現実 的 でな

い と思 う。 そ こへ交 換機 を置 いて 本 当にペ イす るか とか 、 そ うい う設備計

画上 の悩 み とい うの は、 これか ら全 国に充 足 して い く上 で、 当分や は り残

るだ ろ う と思 う。

4一 ⑦ 障害 の発見の し方 と回復

大 野 全 国 ネ ッ トで オ ンライ ン ・シス テム を運 営 してお られ る皆 さん 方

に教 えて いただ きた い と思 うのは、 リア ル ・ダ ウン、 オ ンライ ン ・ダ ウン

のあ った場合 に 、 ど こに故 障が あ るのか 、ハ ー ドか 、あ るいはEXECか 、
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ユー ザー ・プ ロ グラムが悪 いのか 、あ るいは回線 なのか 、そ うい う障害 の

短時 間発 見に苦 労 して い る。 まず 、経 験 とカ ンで見当 をつ け てや ってい る

が 、何 か ズバ リと発 見 で きる診 断 ツール とい うよ うな ものは な いかつ ま り

故障 発見 の時 間 をで き るだけ短 縮 したい。私 どもでや って いるの は金融機

関 の 銀行 さんで は ないが 、証券 を含め て であ るが 、非常 に リアルの必

要性 の高 いオ ンラ イン であ るの で、 ダウ ン時 間の短縮 、 これは 当然す ぐ予

備機 に 自動切 りか え をす るけれ ど も、それ に して も何 か診 断 ツール とい っ

か診 断 システム とい う ものは ない ものか。小笠 原 さん いか が で し ょっか 。

小笠原 い まモデ ム と端 末 との切 り分 け とい うこ とをは っ き りや って い

る。 それ で ラ ップ ・テ ス トとい うこ とで 、ユ ーザ ーの故 障 であ るのに電 電

の補 修 員 を勝手 に呼 ん で はいけ ない とい うこ とで、 その切 り分 け をは っ き

りしな ければ いけ ない 、 それは全 二重 にな る とは っ き りラ ップ ・テ ス トと

い う機能 でこれは で き るが 、 それで はシステム全体 として どこの部分が壊

れたか とい うの は、 これ は ダイア グノシスの プ ロ グラム で流 して診断 をす

る。 ただ 、それ も従 来 の オ ンライ ン ・システ ムの形 だ と運転 をとめ なけれ

ば診断 で きな い とい う問題 もあ ったが 、 これ は技術 的 にな って恐縮 だが 、

新 しいハ イ レベ ル伝 送 制御 手順 に な ると、通常 の業務 を流 してい る と同時

に診 断用 の メ ッセー ジ を送 り出 して、それ で操 作 を とめ な いでで きる とい

うよ うな形 に な って きて いるの で、 これか らの新 しいいわ ゆ る通信制御 装

置だ とか ノー ドとか とい った もの で 、 しか もハ イ レベ ル伝 送制 御手順 を使

ってテ ス トの メ ッセー ジが 同時 に送 れ る とい う よ うな こ とに な って くる

と、 その辺 の診 断 プ ロ グラムが非常 にスムー ス に流れ るの じゃないか と思

う。

井上(誠)い ま小 笠 原 さんが お っ しゃったのは主 と して回線 関係… …。

小 笠原 もあ ります し、 ノー ドが 壊れて どこの端 末 が い まダ ウンで、だ
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か ら、い ま どのオ ン ライ ン ・ノー ドで動 け とい うよ うな切 りか え ですね 、

これは そ うい ったハ イ レベ ル制 御 を使 った シス テム ・アー キテ クチ ュアで

なければ で きないの じゃないか とい う気 がす る… …。

井上(誠)オ ンラ イ ン ・システム は大抵 の場 合 、デ ュア ルか デ ュー プ レ

・ックスの冗 長構 成 にな って い る
。ス タンバ イの形 式 に して もホ ッ ト ・ス タ

ンバ イ とコー ル ド ・ス タンバ イが あ って 、ホ ッ ト ・ス タンバ イ とい うのは

非 常 に慎重 に オ ンライ ン ・シス テム を監視 して いて 、いつ で も切 りか えが

可 能だ とい う ぐあ いに常 に待機 してお る、そ うい うシス テムで あ る と自動

切 りか え とい うこ とが簡 単 に で きる。 自動切 りか えが 済 んでか ら、 では ど

こが悪か ったのか 、ハ ー ドか ソフ トか 、それ とも回線 か 、そ うい うお話 じ

'やな いか と思 うが… …
。

大野 切 りか'え後 で あ る。

井上(誠)わ れ われ の経験 では 、 システム ダウ ンの後 、その まま立 ち上

げて も大抵 の場合 回復 で きる とい う経 験が あ る。 それ でだめ だ った ら順 次

複雑 な回復 手 続 きに移 って い く。 その ときにや は りソフ ト的 にい ろん な種

類の ダイア グノス テ ィ ックな プ ロ グラム がな ければ いか ぬ。 それ は必須 条

件 として オ ンライ ンの ダイア グノステ ィ ックスが ない といけ ない。 これは

メー カー が提供 す るオ フラ インの ダ イア グノステ ィ ック ・プ ログラム では

な くて、や は リユ ーザ ー さん が メー カー さん と一 体 に な る等 の方法 でその

システム をオ リエ ンテ ッ ドな もの と して開発 され る必要 が あ るの じゃない

か とい うのが私 の意見 であ る。 まず それ で調べ て 、そ れ で システ ムの 中が

ハー ドが おか しい とい うこ とに な る と、今 度 は オフ ライ ンでゆ っ く りハ ー

ドのテス トを診 断 プ ロ グラム を使 ってや る とか 、回線 の方 はい ま小 笠 原 さ

んがお っ しゃ った よ うに 、ハ イレベ ル の伝 送制 御手順 をや る とその辺 が非

常 に うま くい くし、モ デム も全二重 であ る とルー プが つ くれ るか ら切 り分
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け試験 が で きる。 この よ うな方 法 で大 抵 の場合 は どこに障害 が あ るのか と

い っこ とが わか る。

大 野 もち ろん シス テムの運 営 に支 障 が あ って は大変 なの で、 自動切 り

か え をす るが 、 その後 で きるだ け早 く発見 す る方法、何 かそ うい うツー ル

が な いか とい うこ とを非常 に望 ん でい るわけ であ る。何 しろ商売 道具 なの

で時 間 を縮 め な い と… …。

塚本 いわ ゆ るダウ ンの 回数 を減 らす こ とも大切 で あるが 、む しろ リカ

バ リー タ イムは 更 に大切 で、MTBF大 とい うこ とよ りも更 にMTTRで

小 とい うこ とが大切 だ と思 う。や は り分 以下 とか 、そ うい う面 では い ま井

上 さんお っ しゃ ったホ ッ ト ・ス タ ンバ イが 非常 に有効 だが 、た だ、 ホ ッ ト

ス タ ンバ イ をや る と機械 を遊 ばせ るの で 、その辺 が経済的 に成 り立 つ か と

い っこ とが あ る。

それ か ら も う1つ は 、ダ イア グ ノス テ ィ ック もあ り、や さ しい もの は診

断 で きる。 む ずか しい 、た とえば1割 残 った問題 とい うのが知 りた い とい

うこ とに な って来 るの で結局 経 験 と技術 に よって非常 に変 わ って くる と思

う。

小笠 原 い わゆ る リライア ビ リテ ィ とい う問題 だが 、オ ンラ インの場合

ダ ウ ンす る と多数 の オペ レー ター が遊 ん で しま う、同時 にお客 さん のサ ー

ビスが で きな い とい うこ とで大変 な問題 が 起 きる。バ ッチの場 合 は何 時 間

遅 れ た とい う ぐらいで救 われ るが 、オンラインの場合はリラアイ ビ リテイ と

い う問題が 出て くる とい うこ と。 ただ 、回線 のバ ックア ップ とい うこ とに

つ い ては 、専用 線 で使 ってい る場 合 ダ イヤ ル ア ップのバ ックア ップ を設 け

る。 ただ 、 これ もそ うな る と、あ る システム の中に専用線 と交換網 との相

互乗 り入 れ 、相 互接 続 とい うよ うな法 律 的 な問題 も多少 出て くるか と思 う

が 、 それ と同時 に設備 が二 重 にな る とい う問題 が ある し、い まの状態 では
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か な りむ ずか しいの で はな いか 。 ただ 、 これが デ ィジタル網 とい うよ うな

こ とに な る と非常 に接続 時間 が早 くな る し、信 頼度 が上が って くる し、そ

れか らモデム の イン ター フ ェイ スが非常 に単 純 化 され て共 通化 され て くる

とい うこ とで、切 りか えが非常 にス ムー スに い くとい う見通 しが あ る。 し

たが って 、 これか ら新 しい そ うい った シス テムの 設計思 想 とい うか新 しい

技術 が 出 て きて初 め てそ うい うとこ ろが カバ ー され る よ うに考 え る。

5.デ ータ ・ベース

き ょ うはハ ー ドウエ ア とい うか 、実際 の シス テム の内部 につ いて詳 細 な

討 論 が あ ったが 、 まだ大分残 って いて 、制 度 面 とか環境 面 とか政 策面 とか 、

いわ ゆ る周辺 問題 とい うこ とにつ い ては今 後 に残 るか と思 うが 、 ひ とつ デ

ー タ ・ベ ース とい うこ とにつ いて 、 い まそ うい うふ うに分散 した場合 に デ

ィス トリビュー テ ッ ド ・デー タ ・ベ ー ス とい うよ うな こ とは実 際 に技術 的

に可能 なのか ど うか 、 ソフ トウエ ア 的に可 能 なのか 、 問題 は どこに あるの

か とい うよ うな こ とにつ いて 、御 意 見 を伺 えれば と思 うが 、名和 さん 、い

かが です か。

5一 ① ファイルの集 中 と分散 －ACTの 場合 一

名 和 端 末側 につ いて であ るが 、 ここに は ミニ コンが 置 いて あ る。 ミニ

コンにはデ ィス ク容 量 の限 界が あ るの で、 おの ずか らその場所 で処 理 し得

る仕 事 に も限界 が あ る とい うこ とにな る。 ただ 、端 末側 に フ ァイル を置 く

とい りこ とは 、ア クシ ョンが早 い とい りこ とに なるの で、 ター ン ・ア ラウ

ン ド ・タイム あ るいは リス ポ ンス ・タイムの短 いこ とが要 求 され る ジ ョブ

に つ いて は、端 末側 にフ ァイル を置 いて あ る。 ター ン ・ア ラウ ン ド ・タイ

ム が直 ご とあ るいは もっ と長 い処理 につ い ては 、デー タ ・ベ ー ス を集 中 し

た ら よい とい うこ とで考 えてお り、現 実 に そ うい う形 で動 いて い る。 ただ

し、 フ ァイル として は、私 どものデ ー タ量 は銀行や 証券会 社 か ら見 る と、
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非常 に少 ないの では な いか と思 うが 、それ に して も、全 社 のデー タ を1ヵ

所 に集 中す るこ とは現 在 まだ むずか しい と思 って いる。最近 、大容 量記憶

装 置 な ども出 たの で、 そ うい う ものが 使 える よ うになれば 、全社 の もの を

1ヵ 所 に統合 す るこ とも可能 では ないか と判 断 してい る。

5一 ② 分散 され たファイルのア ップ・デー ト

小 笠原 デー タ ・ベ ー ス を分散 した ときに、その ア ップ ・デ ー トの時点

をど うす るか 、 タイ ミン グのず れ を どうす るか とい う問題が 出て くるか と

思 うが 、その辺 につ いて は これか ら どうい う問題 が… …。

名和 現場 に近 いほ どア ップ ・デー トの頻度 が高 いわ けで あ る。一 方 、

集 中 され た もの ほ ど、直 ご とで もよろ しい 、 日次 で よろ しい とい う形 にな

ってい る。要 す るに 、前 日の情報 が入 って いれば十分 とい う形 に な るわけ

であ る。

小笠原 これ は三 洋電 機 さん も同 じですか 。

井上(正)ほ とん ど同 じで あ る。今 後 も集 中化 をその まま進 め て い く予

定 で、分散 す る意 図は持 って いない。 とい うこ とは、一応 そ うい うふ うな

体制 、ネ ッ トワー クをつ くって しまって、今後個 々に必要 とす る情 報処理

は端 末 でや らせ て い こ う とい うふ うに 、先 に場 所 をしつ らえて後 で仕 事 を

進 め てい く、そ の先 に仕 事 を進 め て い くに は、 ど うして も集 中 しなけ れば

いけ ない こ とだ け進 め て い くとい うふ うな方針 でや って い る。

5一 ③ テス ト用 ファイルの問題

名 和 ひ とつ だけつ け加 えてお きた いが 、ルー チ ンの仕事 以 外 に新 しい

シス テム をつ くる とい うこ とが あ る。事務処 理 につ いて は、新 システム の

開発は大 きなフ ァイル を使 って テス トをや るこ とにな る。遠 隔地 か ら大 き

なフ ァイル を使 うテ ス トを考 えた場合 に 、現 在 のハー ドウエ ア では むずか

しいの では ないか とい うこ ともあって。将 来大容 量記憶 装置 が 入 る と、テ
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ス ト用 フ ァイル も直接 ア クセ ス し うる とい う形 に な るの ではな いか と思 う。

これ が現在 システム を分散 化 して い る もうひ とつ の理 由 で あ る。

5一 ④ 遠隔 ファイル とそのコピー

井上(誠)い まの フ ァイル の分散 の 問題 だが 、私 ち ょっ と考 え違 い して

い るか も しれ ない。 も しそ うだ った ら御指 摘 いただ きたいのが 、フ ァイル

を集 中化 す る よ りも何 らか の意味 で分 けた方が い い とい うこ とで分 けて し

ま う。・別 々 のセ ンター に別 々の フ ァイルが ある。 あ る端 末か らあ るファイ

ル をア クセ ス したいの だけ れ ども、 その フ ァイルが 手近 に あれば簡単 にア

クセ ス で きるが 分 か れ て い るか ら遠 い ところに しか その フ ァイル が ない

とい うこ とに な る と、 そ こまで ア クセ ス しなけ れば いけ な い とい うよ うな

分 け方が1つ あ る。

それ とも う1つ は 、 フ ァイル は分 け るけれ ど もコ ピー を置 いて 、その コ

ピー に ア クセ ス して処 理 す る。 それ で、ア ップ ・デ ー トが必要 な ときは コ

ピー も全 部含 めて ア ップ ・デー トす る、 その方 が少 し進 ん だや り方 だ と思

うが 、そ うい う場 合 に コ ピー の ア ップ ・デー トを ど うや ってや るのか とい

うよ うな問題 が技術 的 に は今 後 の問題 じゃないか とい うふ うに私 自身 は と

らえてい るが、小笠 原 さん、 そん な こ とで よろ しいか 。

5一 ⑤ データ・バ ンク を利用 するデータベースの問題

小 笠原 ただ 、これ が企業 内の こ うい ったオ ンラ イ ン ・シ ステムだ とさ

ほ どまだ問題 に な らな いか と思 うが 、い わゆ るデー タバ ン ク とい うよ うな

こ とに な る と、 いつ の 時点 でア ップ ・デー トされ た もの をつ か まえるか と

い うふう な問題 が 出て くるか と思 う。 まだデー タバ ン ク とい うのは ないの

で、ア メ リカあた りで デー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジメ ン トとい っこ とで分散 さ

れた フ ァイル を どうア ップ ・デー トしてつ か まえ るか 、それ が い まア メ リ

カでは 問題 にな って い るが 、 そ こまで は まだ 日本 で は行 って い ない よ うな
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気がす る… … 。

大野 ア メ リカの場 合 はデー タ ・ベ ー ス を州 ご とにつ くってお くとか 、

あ るいは何 州 か ま とめ てお くとか 、そ うい う分散 とい うこ とか 、い まの お話

は。

小 笠原 特 に大型 の軍 用の フ ァイル だ と思 う。

水 谷 先 ほ ど もお話 し した よ うに、一部 の都 市銀行 では セ ンター が2つ

あ るけ れ ど も、特 に皆 さん御承知 の マ ル優 では預 金 者の名寄せ を しなけれ

ばいけ な い とい うこ とが 出て きて 、フ ァ イル を分散 す る と非常 にや っか い

であ る とい うこ とが あ る。 その他 、CIFと い うのか 、個 人別 の預 金 の管

理 、分析 をす る場合 に は、全部 の フ ァイル の中か らその名前 に該 当す る人

の預 金 を全 部集 め て1つ のデー タをつ くる必要 が あ る。金 融機 関 に関 して

は分散 とい うのは非常 にむずか しい感 じがす る。

大 野 場合 に よって違 うの であ ろ うが 、デ ー タ ・ベ ー スは集 中が一番 便'

利 で あ って 、 危険分散 とい う意 味 でデ ュー プ リケー トを どうす る とか 、 そ

れ を避難 させ るの は ど うす る とか 、そ のア ップ ・デー トをど うす る とか 、

通常 の企 業ベ ー ス では そ うい う問題 に結局 な りは しないか と思 う。

小 笠原 結局 、それ に関連 したデ ー タ ・ベ ー ス とい うのは そこに集 中 さ

せ る、あ る種 の別 の種 類 のデー タ ・ベ ー ス とい うのは別 の個 所 に集 中 させ

る とい っこ とに なるか。
●

●
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第5章 ネ ッ トワー ク に関 す る制度 と政 策 、 その あ るべ き姿

要 約

いか な る産 業 あ るい は ビ ジネスにお い て も、一 国の政策 に左右 され る こ

とは もちろん であ るが 、新 しバ技術 に関連 す る政 策や制度 はその発展 に重

大 な影響 を与 え る。 米国 に お いては 、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを成 立

させ る最 も重要 な 問題 は 、技術 的問題 では な く、経営的 、 経済的 、政 治 的 、

社 会 的問題 であ る とい う共通 認識 が あ る とい われ るが 、わが 国にお いて は

一般 に技術 的 な研 究 が先行 し
、 もっ と大 きな視 点 か らの議 論が 欠け て いは

しないか 。 この章 のデ ィス カ ッシ ョンにお いて もコン ピュー タ ・ネ ッ トワ

ー ク以 前 の基本 的 問題 の 重要性 が 強調 され 、情報処 理マー ケ ッ トの 中 での

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの位 置づ けが 必要 だ と指摘 され てい る。

公衆 電気 通信 法 は昭和46年 に改正 され た。 この法律 は も とも とその よ う

な立場 か らの立 法 では な いが 、通信 制度 その もの として、問題 を投 げか け

て い る。 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クが リソー スの共 同利用 を第一義 とす

るな らば 、 それは一企 業 内や 「相 当 な業務 関係 」 に あ る者 の間の利用 、 ま

して 「1の 入 出力装 置 と1の 電算機 の本体 との 間に終始す るデー タ通 信 」

に止 まる こ とは根 本 的 に矛盾 す る。 第2章 で報告 され た よ うな新 しいデ ィ

ジタル交換網 が 公 開 され よ う として い る今 こそ回線 の完全 な開放 が切 望 さ

れ る。

この章 で は現行 法 の主 な問題 点が 、共 同使 用 ・他 人使用 、異種 回線 の接

続 、 メ ッセー ジ通信 等 の規制 制 限に あ るこ とが報告 され、新 しいデ ィジ タ

ル交換 網 は これ らの制 限が撤 廃 され ない とその機能 が半 ば も生 か され な い

とい うこ とが確 認 され た。

国際 ネ ッ トワー クに関 す る問題 として は、 まだわが 国にお いて はその 市

一143一



場 が非常 に小 さい とい う指摘 が な され たが 、 これ も通信 の コス トが下 が れ

ば システ ムの利用 料 も下が り従 って需要 が喚起 され るであ ろ う。現 在国 際

通信のサー ビス ・メニ ュー は少 な い との訴 え に対 して井 上(誠)氏 か らその見

とお しにつ い て説明 が な され た。通 信制度 お よび料 金が 国際 的 に調 整 され

な い とネ ッ トワー クの形 成お よび運 用利 用 に支 障 とな るこ とも報告 された。

GEの 活動 、ARPAの 乗 入れ計 画 な どはあ るが 、国際 ネ ッ トワー ク市

場 の成立 は いろ いろの意 味 で今 後 に待つ ところが 多い。

なお 、現 行 「公衆 電気 通信 法」等 の諸 問題 に 関す る詳細 につ いて は、昭

和50年3月 日本 情報 開 発協会 発行 の 「オ ン ライ ン ・シス テム新展 開 のため

の基本 問題 に関す る調査 報告 書」(日清協49-3)を 参 照 され たい。

書
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通産 省 オ ンライ ン化 促 進政 策

(Dオ ンライン融資

斉藤 この オ ンラ イ ンの 問題 につ いては、オ ン ライン融 資 を担 当 してい

る関係 で従 来か ら強 く関心 を持 って いる。オン ライ ン問題 に 関 し、役 所 の方

として実際 どの よ うな政 策 をや って いるか とい うと、代表 的 な もの はオ ン

ライ ン融 資 ぐらい しか現 在 は ない。 オンライ ン融 資 とい うのは 、複 数企業

間 で共 同利 用す るオ ンラ イ ン情報 システム、それ か ら情報 提 供 サー ビス業

者 または情 報処 理サ ー ビス業 者 が使 うオ ンライン ・サー ビス ・シス テムに

つ い て 日本 開発 銀行 の融 資 を行 うとい うもの であ る。 この融 資制 度 自体 は 、

前 回 の第1次 の開放 の ときに 、せ っか く開放 された ものにつ き利用 を促進

しな ければ な らない とい う趣 旨で で きた もの であ る。 この うち、複数企業

間 で 共 同 利 用 す る オ ン ラ イ ン情 報 シス テム とい うもの につ いて融資 した

例 は ほ とん どない。逆 に言 う とこれは役 所が全 くわか ってい な くて、 そん

な ものは い まの法 制 な ら一 見 で きそ うだけれ ども、 よ く調べ てみ る とほ と

ん どで きな いの だ よ とい うふ うな こ とをこの ごろ言 われ て いて 、51年 度要

求 は終 わ って い るので 、52年 度か らオンライ ン融 資制 度 につ い て、 その他

金利 とか融 資比率 の問題 もあ るので それ らの点 も併せ て勉 強 させ て いただ

き、制度 を変 え得 る もの は変 えて い きたい と思 って いる。

② 通信制度`二対 する問題意識

オ ン ライ ン化 は米国 等 に比べ て 日本 は きわめ て遅 れ て い る とい っこ とは

役所 で もか な り認 識 して いて 、それ は役所 でや って い る情報処 理 実態調 査

とい うのが あ るが 、 あれ も初 めの うちは オンライ ンの状 況 、 オ ンライ ン化

の状況 を正確 に把握 しよ う とい う意 図がは っ き りしてい なか ったが 、現 在

では は っ き りさせ る よ うに変 えて あ る。

法 制につ いて は 、 この 前 の開放 で一 応開放 した とい うこ とで、 あ と通産
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省の方 はハ ー ドの施 策 が この ところ忙 しか っ た もの で 若干 不勉 強 だ とい う

面があ る。 しか し、今 度 国際情報 ネ ッ トワー ク等 につ い て調査 研 究す るこ

とにな ったので 、当然 の前提 として ネ ッ トワー ク法制 につ いては そ ろそ ろ

勉 強 しなけれ ばな らない と考 えてい る。 もちろん、 もう少 しざっ くば らん

にい うと、 い ま役 所 の 、特 に通産 の 中の担 当 では 、これ に まだ非 常 に法制上

枠が はめ られて い る とい うこ とを意 識 して いる人間 が少 な いので はな いか

とい うふ うな感 じであ る。 とい うのは、 この前 の開放 で一 応開放 した 、よ

か ったよか った とい うの で 、昨 日あた りも課 内 で議 論 したが 、なか なか そ

こ ら辺が わか らな くて 、 まだ そん な こ とを言 って いるのか 、 あれは も う終

わ ったの だ よ とい うふ うな イ メー ジが な きに しもあ らず なので あ る。 これ

は役所 の不勉 強 の あ らわれだが 、国際情 報 ネ ッ トワー ク と各種 情報 ネ ッ ト

ワー クの 、調 査研 究及 び役 所 が開発 したシス テム を社会 に根づ かせ るため

の基礎研 究 に当 って は 当然 必要 にな る と考 えて い るの で 、勉 強 は再 び始 め

たい とい うところで あ る。

③ 国際情報ネ ッ トワークの調査

役所 の古 い人 に聞 く と、 この前 の開放 の ときは大 変 だ った。 もっ ともあ

の開放 が なければ電 電 のデー タ部 門が い まの よ うな赤 字 を抱 え こむ こ とも

なか っただ ろ う とい う ところ ではほぼ役所 の意 見 は一 致 して お るわけ であ

るが 、一 方 では い ま 日本 国 内で 、本 日お いでに なってお りませ ん けれ ども、

電通 さん と一 緒にGEの サー ビスが行 わ れて い る。 それ で、電 電公社 さん

も一 方 では 、若干違 いはす るが 、DRESSと かDEMOSと かや られて い

るに もか かわ らず 、GEの が 国内 でか な りはび こって しまった とい う言 い

方は失礼 か もしれ ないが 、正 直 に いえば はび こって しまった ので 、 この前

役所 で議 論 した ときに も、 あ れは この前 の開放 の ときに郵政 省 さん 、電 電

公社 さんが あん な もの を開放 す れば 国内市場 を外 国の もの に席巻 され て し
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まい ます よ と言 われ たが郵 政省 さん と電電公社 さんの怨霊 か何 かが ああ い

りふ りにせ しめ て い るのでは ないか と思 われ る位 であ る。 い ま実 際 に役 所

自身 も一 番 脅 威 と考 え て い るの はGEのMARKIIIの ネ ッ トワー クで あ

る。通産 省 として も51年 度 は調査項 目で新 規要 求 したが 、その項 目として

は認め られ て いな いが 、い ままでネ ッ トワー ク調 査 とい うのがず っ と続 い

てお りま して、 その枠 の 中で国際 情報 ネ ッ トワー クは調 査す る とい うこ と

が も うほぼ 固 まって い る。 国際 ネ ッ トワー クの場合 に は主体 の問題 で非常

に微妙 なわけ で あ るが 、一言 で言 って しまえば コンピュー タのハ ー ドの種

種の施策 については応援団 も非常に多い。補助 金 で あるか ら応援 団が 多いの

は あた りまえ であ るけ れ ど も、国際情報 ネ ッ トワー クの よ うな場合 に主体

をど うす るか。 それ か らい ざや る ときに本 当 に補 助金 ほ どみ んなの意思 が

一定 方 向に定 ま るこ とが可能 か どうか とい うふ うな ところ も疑 問に思 うの

で、 いろい ろ考 え なけれ ばな らない とい うこ とだ と思 う。

あ とはい わゆ る共 同使 用 、他 人使 用 、それか ら特 定通信 回線 と公 衆通信

回線 の接 続の 問題 、 それか ら個 別認 可の問題 等 につ いては 、私 は特 に技術

的 な こ とは全 くわか らな いので、今後 とも勉 強 させ て いた だ きたい と思 う。

この委員会 の実 績 です けれ ども、前 回の開放 の ときにはか な りの力に な

った とい うふ うに聞 い てい るので 、第2次 の開放 に当 た って は またはなぱ

な しい役 割 りを され るの では ないか と期待 してい る もの で あ る。

大 野 ぜ ひひ とつ御研 究 をお願 い したい と思 う。

小 笠原 通信 制度 問題 とい うのは、 どち らか と言 うと、技術 の進 展が あ

って、技術 の可能 性 が あ って使 い方 が 出て きて 、それ を制 度 が後 を追 っか

けて い る とい うよ うな こ とで、したが?て 、利用 面 か らの革 新 的 な開発 が で

きない とい うきらいが あ った。今 後 コンピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい うこ

と、 デ ィス トリビュー テ ッ ド ・デー タ ・ベ ー ス とい うよ うな こ と、それか
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ら リソー ス の分 散 とい う もの が 出 て くるの で、 ます ます この傾 向 は強 く

な る と思 う。 この辺 の勉 強 な り制度 面 の前進 とい うこ とが 必要 に な る と思

う。

コン ピュー タネ ッ トワー ク以 前の 基本 問題

① 各論に追 いたてられている

梅 田 い ま斉 藤 さん の方 か ら非常 に率 直 な意 見 を承 ったの で、私 も率 直

な意 見 を出 させ ていた だ きた い と思 う。 ち ょっ とぶ ち壊 しに な るか もしれ

ないが。

コンピュー タ ・ネ ッ トワー クとい うの は、結 局各論 中の各論 だ と思 う。

各論 でず っ と中に入 ってお る。 ところが 、 この問題 につ い ては総論 も整理

されて ない。 それか ら、総論 の前 に 「初 め に」 とい うのが あ るわけ だが 、

「初 め に」 も整理 され て いな い
。 それで 、 この問題 が わか りに くい し政 策

に もな らな い しとい うこ とで はな いか と私 は思 って い る。 その 原 因は何か

と言 う と、IBMさ んが余 りに も追 い立 て る ものだか ら、 どん どこ どん ど

こつ いて いか なけれ ば いけ ないの で こ うな るの だ ろ う と私 は思 って いる。

それで 、まず 「初 め に」 の部分 で私 は ど う考 えて い るか とい うのは 、米

国の場合 は完全 に レ ッセ ・フ ェー ルで あ る。 ところが 、 日本 の場合 は とに

か く広 い意見 での情報 産業 、 コン ピュー タか ら何 か ら全部 含め て完 全 に政

府主導 型 だ。 だか ら、一 言 で言 えば 、特 に われ われ の よ うな情 報処 理業 者

の立場 か らす る と、好 む と好 ま ざる とにかか わ らず政 府施 策 、通産施 策 と

い うお しゃか様 の手 の上 に乗 っか って い る。か つ、孫悟 空 はハ ー ドウェア ・

メー カー で、われ われ は その孫悟 空の肩 に とまって い る ノ ミだ とい うよ う

うな認識が まず ある。 どん どこ どん どこ 追 い立 て られ る とい うか 、各論 の

方 が先 に進 む もの だか ら、総 論 の整理が で きなか った。

② ハー ドもソフ トも情報の生産手段
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もう1つ の ところの各論 でい まの通産 さんの御 政策 とい うの はハ ー ド、

ソフ トとい うこ とで、 それ を中心 にお考 えにな ってお られ る。私 ど もの考

え方 か らい くと、ハ ー ドとい うの も生産 手段 だ し、 ソフ トとい うの も生 産

手段 だ し、最 終 目的 とい うの は処 理 をや る ものであ ろ うとい うこ となの で

あ る。 それ で、 この機 能 を もっ と敷桁 す る と、い ろん な コン ピュー タが あ

るけ れ ど も、 とにか く日本 に情 報処理 マー ケ ッ トとい うものが あ る。 その

情 報処理 マ ー ケ ッ トが 、 自社 で コ ンピュー タ をお使 いにな って い る とい う

食べ方 を され てい る とこ ろ もあ る し、要 す るにイ ンハ ウスで 食べ られ て い

る ところ もあ る し、電 電公社 さん で食べ られ てい る ところ もあ る し、計 算

セ ン ター で食べ られ てお る とこ ろ もあ る とい うよ うなこ とを まず考 えて、

それ か ら各論 をどん どん 出 して い くとい うこ とでな い とど うも整理 がつ か

ぬの では な いか 。

③ 情報処理 マーケ ッ トの中での コンピュータ・ネ ットワークの位置 づけが必要

か

それ で、 しか も企業 エ ゴ とい うか 業 界エ ゴか ら言 うと、 い まは通産 さん

の 補 助 を い.ただ い て 需 要 構 造 予 測 調 査 と い うの をや って い る が 、 感

じとしては 、 もう草 の根 をわ け 、草 の根 をほ じ くりハー ドウェア が入 って

い る とい う感 じで あ る。 それ で 、ア メ リカ も調べ てみ る と、 もちろん浅 薄

であ るが 、同 じで あ る。 それ で 、この前 申 し上 げたTYMSHAREの 副社

長 なんか に聞 くと、彼 らは不 況 はウハ ウハ だ と言 う。不 況に な って くる と

も うみ んな レイオ フで切 り捨 て るか らジャンスカ ジャンス カ私 どもの とこ

ろに 来 る。 ところが 、私 ど もは い まの不 況で ダ メー ジ をうけ て い る。 もち

ろん ダ メー ジ じゃない ところ もた くさんあ ろ う。 あ ろ うけれ ど も、私 は一

般 的 に ダ メー ジだ と思 う。それ は何 か とい うと、終 身雇用 であ り年 功序 列 で

あ る。話が ち ょっ と混乱 して きたが 、根 は深 い ところに あ って、総論 の と
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こ ろでい ろいろ煮詰 め てい って、 それ で さ らに、で は コン ピュー タ ・ネ ッ

トワー ク とい う ものは情報処 理 とい う ところに ど うい う位 置づ けに な るか

とい うところ までいか ない となか なか議論 が で きないの では ないか とい う

よ うな、 これ は業 界エ ゴ とい うか 、専 業者 としての立場 か らの発 言 であ る。

わが 国の 通信 制度の 問題 点

小笠原 ところで 、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい うの は新 しい使 い

方 で、第2次 回線 の 自由化 とい うよ うな こ とで郵 政省 か ら通信 回線 の使 い

方 に 関 す る基 準 の 緩 和 とい う もの が発 表 され たが コ ンピュー タ ・ネ ッ ト

ワー クを これか らや って い く上 に問題 は ないで あ ろ うか とい った面 につ い

てひ とつ御 意見 を伺 い たい。

① 旅行業関連ネ ットワーク を実例 と した問題点一共同使用、他人使用 、異種回

線の接続

野 垣 内 この一番 初 めの ときに 、制 度 の問題 を含め て私 ど もの会社 の ネ

ッ トワー クをお話 し しろ とい うこ とだ ったが 、制 度 問題 だけ を私 は抜 か し

て しまった よ うなの で 、この際 ち ょっ と補 足 させ てい ただ きたい。

この前 申 し上 げた よ うに、私 の方 の コン ピュー タは 回線路 を経済 的 に、

効 果的 にす るため に 、一部 中継装 置 を使 って時分 割 を した りあ るいは 、蓄

積交 換 をや った りして い るが 、それ を通 じて運輸業 者 、鉄道 で あ る とか航

空会 社 で あ る とか 、あ るいは船会 社 の コ ンピュニ タ とつ なが って いて ・私 ど

もの方 の端 末機 か ら私 どもの コン ピュー タを一 遍経 由 して他社 の コン ピュ

ー タに接 続が で きるよ うに な って い る
。

それ か らも う1つ は 、同 じ各地 にあ るネ ッ トワー ク ・コン トロー ル ・ユ

ニ ッ トと ミニ コン と併 置 されて い る とこ ろを経由 して 、加 入電信 か ら も同

じよ うに で きる よ うにな って いる。

ここで法制 的 な問題 が3つ あって 、他 社 との接 続 につ いて共 同使 用 とい う
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問題 、 それ か ら、他社 の た とえば ホテ ルや 旅館 の テ レックスに予約 内容 を

通知 す る とい うふ うな こ とでNCUま での特 定 回線 の中 を他社 のデ ー タが

通る、あるいは他社 宛のデ ー タが通 る とい うこ とで、他 人使 用 の 問題 が あ る。

それ と も う1つ は 、い ま後 で 申 した こ とか ら、当然 に特 定通 信 回 線 と公

衆通信 回線 との接 続 とい うふ うなや や こ しい問題が一遍 にが しゃが しゃ と

出 て きてい る。 それ らの問題 が運 輸業 者 の コ ンピュー タ との 間 では一 応共

同使 用 基準 、政 令 で 、その 中に入 ってい るの で、 これ はその ままい け たけ

れ ども、(航空会社 の コン ピュー タ と私 ど も との間の特定 回線 は共 同使 用 、)

も し私 ど もの代 理 店に端 末機 を入 れ て これ か ら航 空座 席 の予約 を行 う とし

た ら、 これか らは共 同使用 の他 人使 用 とな るのか。 まだ 申 し込 ん で い ない

ので認可 され るか どうか分 らな い。旅 館 へ の他 人使 用お よび特 定 回線 と公

衆 回線 の接 続 につ いては郵政 大 臣の個 別 認可 を必要 として、 それ の認 可が

お りて 、現 在 の よ うなネ ッ トワー クが形 成 され て い る状 態で あ る。 その 限

限 りでは 、一 応現 在 の改正 され た公衆 法 の 中 で可能 に よ うに な って い る。

しか し、その過程 では予 約処 理 の結果 を ソー トしてテー プに と り、これか

らま とめ て旅 館 あ てに予 約 内容 を通知 す るのは メッセー ジ通信 で は な いか

とい う議 論 もあっ た。テ レ ックス で予 約 して結果 をテ レ ックスで旅 館 に通

知 す るのは 「キセル」 の嫌 疑 もあ る とか …。

② 新 しい商品 は機能 を生か して… …

今 後の こ とを考 える と、塚 本 さんか ら御 説 明の あ ったよ うなデー タ網 、

交 換 を主 とした デー タ網 とい うものが 出 て くる とな る と、デー タの伝 送 あ

る い は通 信 に 関 す る共 同使用 、 他 人使 用 で あ る とか い う概 念 自体 がす で

に問題 に な るの では ないか とい う気 が す る。他 人使用 に関 して1つ の方 向

と して、 これ は まだ公式 か ど うか は知 らないが 、本 日 「情 報産 業新 聞」 の
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コピー が お手元 に配 られ てい るが 、 こ うい う形 での前進が 図 られ てい る。

これ らの こ とは発表 され る前 に運 用 面で あ る程 度 まで形づ くられ て いっ た

もの だ と思 う。 だ んだ ん前進 は してお る と思 うが 、デー タの ため の こ うい

う交換 網 が で きる とな る と、 こ うい う考 え方 は い まか らの前進 とい う形 で

な しに全 く新 し く考 えて いた だ く必要 が あ るの じゃな いか と私 は考 えて い

る。 そ うでな い と、せ っか く新 しい商 品が で きたのに 、その商 品 を購入 す

るの に大変 大 きな手続 を、い ろい ろ議 論 を繰 り返 して いか なけ れば な らな

い。 そ もそ もせ っか くのデ ー タ交換網 が で きる とい う前提 に法制 的 な もの

が 反対概 念 とい うふ うな形 で昔 の古 い ま まで立 ちはだか って お る とい うお

か しなことにな るの で 、そ こ ら辺 の ところは同時 に今 後改善 が加 え られ る も

のだ とい うふ うに期 待 を して い る。

小笠原 いわゆ る コンピュー タ ・ネ ッ トワー クとい うのは一体 ど うい う

こ とを言 うのか とい う定義 が あ る と思 うが 、では 目的 は何 なのだ 、バ ック

ア ップ なのか 、処 理能 力 の分散 な のか 、フ ァイル の転送 なのか 、 い ろん な

こ とが あ る と思 うが 、 それ は経 済性 の問題 とか 、本 当に メ リッ トが あるの

か 、なぜ や らなけれ ば な らな いのか 、 それ をや る こ とに よって市場 が ど う

変 化す るのか後 で十分 御議論 して いただ きたい と思 う。

③ 現行制度 とDDX

赤司 第1に 、DDXが で きる と共 同使 用 とか他 人使用 とか に関 して い

まいろい ろわれ われが 悩 ま され て いる制 度上 の 問題 が な くなって しま うの

だ ろ っか 、それ とも、相 変 わ らず 残 って い くの か とい うこ とにつ いて塚 本

さん に ち ょっ とお伺 い したい。

塚 本 ここの新 聞 に出て い るよ うな関連事 項 と、先ほど私か事 実 問題 とし

て御説明 したこ とと関連づけて一 関連があ るのか どうか とい うこ となのが…。

赤 司 そ うなの です 。私 どもは 、DDXの サ ー ビスが始 まって、 それ に
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乗 って しまえば 、 いま他 人使 用 にかか わ る さまざ まな問題 はすべ て電電 さ

んでや って くれ るのだか らそれ で一切 苦労 はな くなるの だ よ、それ に乗 ら

ない とした ときに は こ うい う問題 が残 るの です よ とい うふ うな形 で物 を考

えて いか なけれ ば いけ ないのか 、 もう2年 先 の問 題 なの で非常 に現 実問 題

として考 えて い る。つ ま り制 度 との絡 み で、DDXと い う新 しい シス テム

ある いは技術 が ど うい うふ うに位 置づ け られて い るのか とい うこ とを私 は

まず お伺 い した い。

塚本 私 は制 度 の方 じゃな いので そ うい う位 置づ け で考 えた こ とは私 個

人 では なか ったの ですが 、DDXと い う もの をい ろい ろ検討 し、作業 を進

め てい る。 交換 網 とい う ものは元来 共 用で経済 的 に利用 す るため の もの で

あ るか ら、他 人使 用 とい う問題 も、使 い勝 手や 、機 能 がユー ザ の要 望 を充

た し、かつ料 金 面 で も適切 であれば あ ま り表面化 した問題 にな らな いのか

も知 れ な い。 しか し、実 際 このDDXの 交換 サー ビスが 出た後 いろん なユ

ー ザー さん に使 って いた だ く
。 その結果 、 こ うい った制度 が毎 年毎年 どん

どん変 わ る とい うこ とは考 え難 く、又実行 上 も大変 むず か しいだ ろ うと思

う。実態 的 に何 らかの影 響 な り実体 が変 わ って くる とい うこ とに よ るそ う

いう影響 で もって何 か 関連 が 出て くるか もしれ ない とい う感 じはす る。

④DDXは 制度 の改正 を前提 としないと機能が生 きない

赤司 小 笠 原 さんあ る いは野垣 内 さん、 その辺 は ど うい うふ うに考 えて

おけ ば いいのか 。

野垣 内 さっ きち ょっ と申 し上 げたが 、た とえば現在 異種 の 回線が接 続

され る ときに は、 た しか全 部郵政 大 臣の個別 の認可 が必要 だ と思 う。つ ま

り公衆 回線 と特定 回線 あ るいは特 定 回線 と私 設 の回線。 しか し、翻 って い

まのDDXを 中 心 に今 度 考 え る と、 コ ン ピュー タ も端 末 もそれ ぞ れD

DXに 直接つながっているだけであると、これはいまの ままの制度 で も多分 い い
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のだ ろ うと思 う。回線 サー ビス 、閉域通 信 は問題 で あるが 。つ ま りコンピ

ュー タの方 か らもダイヤ リン グ、短 縮 ダ イヤ ル 、その他 あ るけ れ ど も、そ

れ で この交換 網 を呼ぶ 、端 末か ら も コン ピュー タ を呼ぶ の にや は り交 換網

に乗 って コン ピュー タを呼 ん で い くとい うと、電話 と電 話が つ なが るの と

同 じで あ るか ら、 こ れ は も う問 題 が な い と思 う。 しか し、す でに長 い間 、

10何 年 特定 だ専 用 だ とい う中 で われ われの シス テムが で きて い るの で一挙

に全部 変 わらない し、変 わ った として も回線 サー ビス と言 って特 定 的 なサ

ー ビス もや は りこのDDXの 中 にい まの御説 明 の よ うに あ るわけ で
、 そ う

す る と必 ず接 続 の問題 が 出て くるだ ろ うと思 う。 そ うす る と、そ うい う併

用 の形が い ろい ろ出て くる ときに い まの ままの制度 が 前提 に な ってお って

は 、DDX自 体 を売 ろ うと思 っ て も売 れ ないか ら…。

赤 司 そ うだ と思 う。

野 垣 内 私 は その前 にオ ン ライ ン情 報処理 や コン ピュー タ ・ネ ッ トワー

ク とい う新 しい概 念 を人間が 無理 に古 い通信 制 度に押 しこめ るこ とが改善

され るだ ろ う。 ある いは改善 され なけれ ば な らない と思 う。 これ は それが

あ るか ら初め てデー タの交換 網 とい うのが成立 す るだ ろ う と思 う。極端 な

こ と をい うと、 したが って 、先 ほ ど申 し上 げた共 同使 用 だ とか他 人使用 だ

とい う概 念 がな くな らな い といけ な いの じゃないか とさえ思 う。 メ ッセー

ジ通信 に して もア メ リカの よ うに プ ロセ シン グの ための ものな らOKと し

な い とデー タバ ンク を利用 したデー タベ ー スな んてで きな い。

赤司 そ っい っこ とだ 。

野垣 内 ただ 、 その間 に通 信 業者 でな い者 が 回線 交換 だ とか あ るいは メ

ッセー ジ交 換 だけ を本業 としてや る とい うこ とだけ は最 後 まで残 って除 外

され るべ きこ とだ と思 うが 、それ 以 外の こ とは恐 ら く自由 に しな い ととて

も じゃないけ れ ど も、個 別 認可 の事務 が滞積 して も電 電 さん も郵 政 さん も
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か なわぬ とい うこ とに な るの では ないか。ユーザ ー は もち ろん だが。

⑤DDXは 情報 という新 しい価値 の流通機構

それ ともう1つ は、経 済性 の問題 との関連が あ って 、 この こ とば 、 また

こ こか ら一遍 に行 って しま うと ぐあ いが悪 いのか もしれ な いが 、慶 応の森

先生 が指摘 されて お る よ うに 、デー タの交換網 とい うのが 出て くる とい う

こ とは 、デー タの処理 、流通 とい うものが少 な くとも 日本 の社 会 の 中で非

常 に大 き く上が って きて、 それ は ち ょ うど財 とかサー ビスの 流通 な んか と

同 じ形 に な って きて 、 したが って各個 人 の企業 あ るいは役 所 、学校 、その

他 お持 ちにな ってい る ホス ト ・コ ン ピュー タ 自体 が メー カー あ るいは問屋

の よ うな立場 に なって 、 デー タ交換網 自体 が流通機構 にな る とい うこ とだ

ろ う と思 う。 日本が 高度 工業 化社 会 か ら情報化社 会 に移行 しな けれ ばな ら

ないの な ら、情報 とい う新 しい経 済価値 とその流通機構 を整備 しなければ

な らな い。 さっ き梅 田 さんが お っ しゃ っていた こ とは ち ょっ とわか りに く

か ったが 、そ うい うふ うな形 が新 し く概 念的 に想定 され ない と、せ っか く

デー タの ネ ッ トワー ク な り交換 網 な りが生 きて こな いの じゃな いか とい う

気 がす るが… …。

赤 司 い まお話 の新 しい意 味 のデ ー タ流通 を業 とす る者 が 寛 々公社 以外

に 、 あ る い は 電 電 公 社 の 回 線 を借 りた 形 で 出 て きて も い い の じゃ な

ないか とい えないか。

野 垣 内 今 まで 申 し上 げ た こ とは そ の こ とは含 ん で い な い が 、鉄 道 を

利 用 して原料 を搬 入 され た り、 トラ ックを利用 して半製 品 を他 の工 場 に送

った り問屋 さんは あ ち こちの メー カー さんか ら仕 入 れ 、小 売 屋 さんにお ろ

す 。 ち ょ うどこの デー タ ・ネ ッ トワー クがその線路 の よ うな もの にな って

くるの じゃないか と思 うが… …。 パ ケ ッ トなんて まさに路 線 トラ ッ クです。

中継基 地 で積 替 え た りして。 トラ ッ クや鉄 道 は共 同利用 とか他 人使 用 だ と
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か いわ ない。

⑥ 付加価値通信業

斉藤 ち ょっ と表現 はおか しいか も しれな いが 、 国鉄 の ほか に私 鉄 もあ

って もいい とい っこ とか 。

赤司 私 は そ うい う感 じが あ るの だが ……。

小笠原 それは特殊 通信 サー ビス会社 のVANと い う考 え方 が 出て くる

と思 う。

赤 司 そ うです ね 、あ るいは準公 衆 回線業者 とい うか …… 。

野垣 内 貨物 の例 で言 うと、私 鉄 と国鉄 とが 乗 り入 れ をや ってい るだけ

じゃな しに、大 きな工場 だ と引込線 、 引込線 は その工 場 の もの だか ら、あ

れが国鉄 につ なが って いる、 もちろん私鉄 の線 路 とつ なが ってい る。流通

とは そん な もの では な いか 。

小 笠原 ち ょっ と議 論が将 来 の市場変 化 とか そ っちの方 に飛 んだ ようだ

が、制度 問題 としてデ ィジ タル ・デー タ網 とい うよ うな ものが 出て くる と

新 し く短縮 ダ イヤ ル 、 ホ ッ トライ ン、通 信サ ー ビス 、回線サ ー ビス とか い

ろん な ものが 出 て くる。 しか も相 手 の端 末 の状 態だ とか網 の状 態 だ とか 、

そ うい うもの を知 らせ て くれ る。要 す るに 自動 化 され た使 い方 に なって く

る。 これ は明 らか な こ とだが 、ただ電 電公社 さん の方 として も実験網 が い

まで き上 が って実 験 中の段 階 で、ユー ザー が実 際 ど うい う使 い方 をす るだ

ろうか というこ とは、これか ら半年 かか って いろ いろユーザ ー と検 討 して い

くこ とだ と思 う。ユ ーザ ー の方 として も、 それ では新 しい機能 をフル に活

'
用す るに は実 際 ど うい うこ とが プ ロ グラム的 に、 それか ら利用 面 から使 え

るだ ろ うか とい うこ とを本 当に考 えなけ れば いけ な い時期 に きて い る。

その際に 、い まの制 度 で どこにネ ックが 出て くるだ ろ うか とい うのは 、恐

ら くここ1年 か け て じっ くり考 えて は じめ て 出て くる問題 だ ろ う と思 う。
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た とえば、パ ケ ッ ト交 換サー ビス とい うの は全 く新 しい通 信 のや り方 で 、

その辺 か ら制度 とぶつ か る点 が 出て くるか もしれ な い。 そ うい う点 で、 こ

れ は今 後 の研 究課題 だ とい うふ うに思 う。

国際 通信 サ ー ビスの 問題 点

せ っか く制度 問題 を討 論 してい るの で、次 の市場 の問題 に入 る前 に、国

際 ネ ッ トにつ い て 問題 が あ れ ば 指 摘 して い た だ き た いがKDDさ んを

非難す るわけ じゃな いけ れ ども、国 際ネ ッ トをや る場合 に適 当なサ ー ビス

が ない とい うふ うに思 われ る。 とい うのは 、 テ レ ックスは あ るけ れ ど も、

これは遅 くてデー タに は ち ょっ と使 えない。 それか ら、 国際デー テル とい

うのは オペ レー ター を介 して い る し、 コン ピュー タを直 結 して はいけ ない。

デー タ量 の少 な いユ ーザ ーは ど うす るか 、 まあオー トメ ックス とか いろい

ろあ るけ れ ども、 これ に もコン ピュー タに直結 す る場合 にネ ックがあ る。

電話の専用線が あ るが 、ものす ご く高 い。そ うい うこ とで 、国際 オ ンライ ン を

や る場 合 に安 くて使 いや す い適切 な通信 網 が ない とい うこ とが 問題 だ と思

つ。KDDさ んの方 として もそ ういった設備 をつ くるには ものす ご く金 がか

か る、一 定 の需要 が 出て こなければ 設備 投 資 で きない とい う問題 が ある と

思 う。 その辺 につ いてユ ーザー側 か ら問題 点が あれ ば指 摘 して いただ きた

いカ㍉・・… 。

① 国際ネ ッ トワークの成立 と需要

梅 田 これは私 がお話 しす る よ りもむ しろ電通 さんだ と思 うが 、実 は イ

ター ナ シ ョナ ル ・ネ ッ トワー ク とい うの も各論 中の各論 だが 、私 ど もはす

いぶ ん研 究 して きた。結論 的 に言 うと、問題 は技術 で も何 で もな くてマー

ケ ッ トだ とい うの が私 ど もの認 識 であ る。簡 単 に言 うと、 ボ イス ・グレー

ドが750万 円です か 、それ を乗 り越 えるだけ の需 要 がな い。 とい うこ とは 、

これ は ち ょっ と話が飛 躍 して 申 しわけな いが 、要 す るに イン ターナ シ ョナ
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ル ・ネ ッ トワー クをまず スー パー ・セ ン ターみ たいな 形 をつ くって 、 これ

は他社 の批 判 にな るか らまず いか な。要す るに コン ピュー タを 自分 の とこ

ろで持 って インテルサ ッ ト経 由、 た とえば向 こ うの どこか の提 携 した会 社

の コンピュー タ と直結 す るほ どの需要 は現在 の ところ まず な い。 もち ろん

飛躍 的に伸 び る とい う可能性 を秘 め て いる と思 うが 、 これ は ないか ら、 そ

れ では しよ うが ない、電通 さん方式 で向 こ うか らイ ンテルサ ッ ト経由 で持

って きて 、 こち らではマ ルチ プ レ クサか何 か知 らないが 、ち ょっ と小 さな

もの を持つ 。 それ で考 えて もボ イス ・グ レー ド750万 円は カバー で きない。

それほ どマ ー ケ ッ トが小 さい。少 な くとも 日本 にお いて はイ ンターナ シ ョ

ナ ル ・マー ケ ッ トは小 さい。 もちろん それは専 業者 の見方か らの もので あ

る。日航 さん とか ああ い う自社 でおや りに なってい るの も含 めれ ば 、それは

マー ケ ッ トは相 当大 きいで あろ うが 、私 はそ うい うよ うな感 じを持 って い

る。 い ま電 通 さんの方 は隆 々 としておや りにな ってお られ るが 、 それに割

り込 ん でい ってや るだけ のマ ーケ ッ トはないだ ろ う。 なぜ な いか とい うと、

これは また話が飛 躍す るが、 いわ ゆ る一般 の民間会社 に ス タ ッフ的 な人 が

い過 ぎる もの だか ら、 コンピュー タに頼 らな くて もス タ ッフが そ ろばん で

バ ンバ ン、 あるいは電卓 で 、バ ッチ でや って しま う。

大野 関連 した こ とで事 実 関係 だけ い うと、私 の方 の親会 社 は電通 、G

Eの システム を利用 してい るが 、その主 た る 目的 は、国際 ネ ッ トワー クを

使 いた いか らであ る。要 す るにデ ー タの ギャザ リング、デ ィス トリビュー

シ ョン、プ ロセ シン グ、そ うい うニー ズに非常 に便 利 であ る。

野垣 内GEさ んが い ま唯 一 のネ ッ トワー クとな って い る、 グローバ ル

では。

大野 これ は間違 って い る と電 通 さんに 申 しわけな いのだ けれ ど も、 そ

うい う使 い方 も多いの じゃないか と思 う。 こ うい う需 要 は幾 ら もあ る と思
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う。 ただ し、国際的 に活発 な ビジネス活動 をや ってい る企業 でな い とあ ま

り必要 な いか も知れ な い。

② 国益 と国際ネッ トワーク

斉 藤 その点 、国際 ネ ッ トワー クを調査 研究 しよう とい う ときに 、 い ろ

い ろな理 由 を考 えた と きに 、役 所 の方 で考 えたの は、1つ には デー タが大

部分 外 国の スーパ ー ・セ ンター に蓄積 され るのは 国防上 、安 全保 障上 好 ま

し くない ので はな いか とい うこ とで ある。 さらに もうす ぐ制 度 として連結

決 算 にな る。 そ うなる と需要 も今 まで よ りは若 干望め るので はな いか とい

うこ とが あ る。

③ ～EEDS(日 経電算経済情報システム)の 国際化

大野 赤 司 さんに ち ょっ とお伺 い し ます が、 日経 さん のニー ズの シス

テム 、あれ の外 国デー タは い まオ ン ライ ンでは… …。

赤 司 オ ンラ イン じゃな い。

大野 あれ は将来 オ ン ライ ンをお考 え にな るか 。 コス トの 問題 と需 要 の

問題 が あ るけれ ど も、単 純 に シス テム的 に言 えば 、国際 オ ンライ ンに乗 る

デー タ ・バ ン ク、 とい うこ とは 当然考 え られ る。

赤司 全 然考 えてい な いわけ では ない し、 その場合 にた とえば 日経 だけ

で その コス トが カバー で きな い場合 に、私 ど ものや ってい る株価 情報 伝 達

の よ うな形 で回線 を共 用 して い くこ とは可能 性が あ る。 ニ ュー ヨー クに は

日本 の証券 会社 も幾つ か あるわけ で 、 そこへ の情報伝 達 と米 国のデー タの

オ ンライ ン入 手 を表 と裏 、 あ るいは時差 利用 で一 緒 にや って い くこ とは 、

理論 的 には考 え られ る。 ただ実 現の 問題 に な る とや は り国 際専 用線 の値段

の壁 が大 きい。私 ど もの市況 情報サ ー ビス も、 た とえば香港 とか 、そ うい

う東南 ア ジア地 域 はや は り 日本 でカバー したい、すべ きだ とい うふ うな こ

とで 、い ろい ろ机上 計算 を して いるが 、結 局 ユーザー にかか って くる回線
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料 負 担が想定 され る需要 の 台数 か らみ る と非常 に大 きいので 、それ を経営

全体 の 中で ど うい う形 で吸収 していけ るか とい うのが1つ の課題 に なっ て

い る。

④ 商社 システムの国際ネ ッ トワーク

小笠原 商社 とい う立場か ら世 界各国 に進 出 してお られ るわけ で 、そう

い う関連 で グローバ ル ・ネ ッ トワー ク とい うこ とを今後 どうい うふ うに進

め られ るか といった点 を、小林 さん…… 。

小 林 いま三井物 産 なんか でや ってい る グロー バル ・ネ ッ トワー ク とい

うの は、あれ は情 報通 信 と して営 業上 の情報 をただ伝 達 して い るだけで あ

る。 決算 的な数 字 とい うのは現地 法 人 とか 、それ ぞれ の現 地 で処 理 され た

もの を結果 だけバ ッチみ たいなか っこ うで送 って くる。 したが って 、バ ッ

チ処理 とい うものは 日本 でや るよ りも、ア メ リカな らア メ リカ、 ヨー ロ ッ

パ な ら ヨー ロ ッパ でや った方 が安 い とい うこ とに なれば
、当然現 地 でや っ

て しま う。 そ して 、 その結果 だけ を 日本 に送 って くる。 したが って 、 コン

ピュー タが使 えない よ うな後進 国 とい うか低 開発 国あ るいはス ケール の非

常 に小 さい ところは、 デ イ リーバ ッチで な くて デ ィレー1日 な い し数 日遅

れ でデ ー タを送 って きて、 こち らで計 算処理 して またそれ を送 り返 す 、 こ

うい うよ うな形 に な る と思 うが 、件 数 はふ えて もデー タ量 とい うのは そん

なに伸 びな いの じゃな いか 。バ ッチ処理 を 日本 でや る よ りも、 日本へ 送 っ

て また送 り返 す よ りも、当然ア メ リカで処 理 して しま った方 が コス トとし

て は うん と安 いの じゃないか。 それか ら、た とえば米 国三 井物産 とい うも

のが あ る と、米 国で も決算 を して向 こ うで納 税 を しなけれ ば な らぬ義務 が

あ る。.したが って 、向 こ うは向 こ うで決算 をす る し、 その 中 で 日本の税 法

上 で必要 な ものだけ を 日本 に送 って くる。 あ るいは三井 物産 本社 が投資 し

て い る現地 法 人に対 して必要 な管 理 資料 だけ を送 って くれ ば いい。 こ うい
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うこ とに な るの で、実 際 の量 とい うの はそん なにふ えない の じゃな いか と

思 う。 ただ し、通 信 回線 の コス トが うん と安 くな り、 日本 にお け るバ ッチ

処 理能 力が うん と向上 して ア メ リカ とほぼ コス トが同 じ くらいに な った と

す る と、 これ は 日本へ 全部 集 中 して 、 またその結果 を送 り返 した方 が よ り

効 率 的 じゃないか。 そ の辺 はハ ー ドウェア の コス ト、通 信 回線 の 回線 料 、

そ うい うものが うん と安 くなれば 、 当然国際 間のネ ッ トワー ク とい り もの

は もっ ともっ と飛躍 的 に向上 す るん じゃないか 。 そ うい う意味 では 、マー

ケ ッ トを開拓す るので あれ ば まず もっ と日本 のハ ー ドウ ェア の コス トを下

げ る、それか ら国際 間 の通信 回線 の料 金 は うん と安 くして もら っ。 こ っい

う前 提条件 が 必要 じゃな いか 、そん な感 じがす る。

大野 全 部専 用線 で …… 。

小林 現在 は もちろんKDDの ライ ン を利用 しての専 用 線 で あ る。 ただ

し米州 及 び欧州 では現地 のネ ッ トワー クを使 用 して いる。

大野 フ ァ ックス はや って お らないか。

小林 フ ァ ックス は外 国間 ではや ってい ない。 日本 国内 だけ で あ る。

小笠原 先ほ どいろ い ろ苦情 とい うか 問題提起 が あっ たが 、そ れ に対 す

してKDDさ んか ら… … 。

⑤ 国際データ通信 のメニ ュー、KDDか ら

井上(誠)重 々承 りま した。 満 足な 回答 にな るか ど うか わか りませ ん

が 、現状 と、それか ら今 後 に対 す る私 見 な どをち ょっ と申 し上 げ させ て い

ただ きた い。

い ま国際 のデー タ通 信 に関す るメニューが少 な いの じゃな いか とい う御

指摘 が最初 にあ った。 あ る意 味 では確 かに そ うだ と思 うが 、現 在 の需要 の

動 向か らい くと、一番 多いのが 国際 間の メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ン グ、 これ

はKDDが オー トメ ックス ・サ ー ビス を提供 して い るが 、お客 様 か らの 申
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し込 みが 非常 に 多 くて 、その需要 の動 向 に見合 うよ うに シス テム の拡 張 と

メニ ュー の追加 とい うこ とで鋭意 発展 させ た い とい う方 向で検討 して いる。

また 、デー テル のお 話が あ ったが確 かにデー テル の使 い方に は いろい ろ

な制約 が あ るので 、 これは また別途 これか ら真 剣 に考 える とい う方 向で対

処 す るこ とに な る と思 う。

ただ、 国際デー タ回線 の場合 に普 通 の電 話 回線 と違 う とこ ろは、 いわゆ

るエ コー ・サ プ レッサ ー とい うか 、電話 の場 合 に は話 中にエ コー が起 こ る

が 、 そ っい っものが あ る とデー タが満 足 に通 らな い。 だか ら、 その機 能 を

抑圧 す る とか、 これ を抑 え るため にサ プ レッサー をつ け るが 、 それ を使 わ

ない回線 を設定す る必要 が あ る等 の制約 が あ る。一 方 、 メ ッセー ジ ・ス イ

ッチ ・ネ ッ トワー クの 方 では そ うい う問題 が ないの で、先 ほ どか ら2～3

御指摘 もあ った よ うに、即 時的 なデー タ通信 を必要 と しない ケー スがニー

ズ として は 多い ことを考 え、 そ うい うお客 様 に対 してはKDI)セ ン ター の

中にス イ ッチ ング用 の コン ピュー タを置 いて、 そ こでス イ ッチ ング をす る

とい う形 で現在進 め て い る。

それ と、専用 線 な い しは特定 通信 回線 の販売 、その専 用 線等 につ いて も

や は りメニ ュー が まだ不 足 ではな いか とい う御 意見 が 多 い と思 うの で、 こ

うい う問題 につ いて もこれか ら検 討 したい とい うふ うに考 えて い る。

それで 、国際 ネ ッ トワー グを今 後 ど うい う方 向 で発 展 させ てい くのか と

い う問題 に なる と、 先 ほ ど梅 田 さんの方か ら、実 際 には マー ケ ッ トの問題

で 、 日本 の コ ンピュー タ と外 国の コ ンピュー タ を直接 に結 ん でデー タを伝

送す るだ けの需要 が それほ どな いの じゃな いか と… … 。

梅 田 誤解 を招 く発 言なの で申 しわけ ないが 、 こ うい う意味 な ので あ る。

専 業者 に とって潜 在 需要 は もの す ご くあるけれ ど も、 それ を有効 需要 にか

えるだけ のマー ケ ッ トが な い とい う意 味 であ る。
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井上(誠)そ うい う問題 は メニ ュー の問題 と絡 んで くるわ けで ある。

そ うい う観 点か ら私 の私見 で あ るが 、将 来や は り国際間 の公衆網 、公衆デ

ー タ ・ネ ッ トワー クをつ くって い く必要 が痛切 に感ぜ られ る
。 それ は1980

年 までに はで きないか も知 れ な いが 、80年 代 には実現 で きるよ うに努 力 し

たい とい っふ っに考 えて いる。 その場 合 に、 そ うい う もの が もしで きる と

一社 の需要 が 少 な くて も国際 のデ ィジタル 回線 を共用 で きる とい うメ リ
ッ

トに よ り顧 客 の要望 に応 え られ るであ ろ うとわれ われ は見 てい る。

梅 田 ただ 、 直感 的 に言 って 、一 番 困 って い るのは 国際化 した中小企 業

だ と思 う。 国 際化 した 中小企業 とい うのは 、 リス トを調べ る とび っ く りす

るほ どあ るが 、 ああ い うところが 困 って いるの じゃないか 。決 算要 員 も送

り出せ な い。技術 者 だ け3人 ぐらい行 って い る。 しか し何 かや らなけれ ば

いけ な い。

井上(誠)そ れ で 、1つ の方 向づ け と して、 われわれ オー トメ ックス

業務 につ い ては い ろい ろ勉 強 もさせ て いただ いて経験 も積 ん でい るので 、

そ っい っもの を将 来 だん だん発展 させ て 、その発 展途上 に公 衆網 とい う も

の を意 識 してや って い きたい。

⑥ 国際データネ ッ トワークの将来一ハ イレベル、データ交換網

公 衆網 とい うのが ど うい う形 態 に な るか とい う1つ の実 現 の方法 で あ る

が 、 ノー ド ・コ ン ピュー タな る ものが た とえばKDDの セ ン ター の中 にあ

って、 それ と外 国の セ ン ター 、 キャ リア のセ ン ター とを結 ぶハ イ レベ ル ・

ネ ッ トワー ク(グ ロー バ ルなネ ッ トワー ク)が 構 成 され る。 その ノー ド ・

コン ピュー タに は、各種 交換 セ ン ター 等が ホス トとして接続 されて い る。

国際通信 の1つ の特殊 性 とい うのは 、国 内網 と国際 ネ ッ トワー クの接続 と

か 、異 る網 の相互 接 続つ ま りイ ン ター フ ェー スの 問題 で ある。

それ と同時 に 、 国際 キ ャ リアの大 きな責務 は 、ネ ッ トワー クの提供 とい
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うこ とでは なか ろ うか と思 う。 その ネ ッ トワー ク を提 供す る こ とに よ って、

た とえば 、網管理 手法 とい うものが 有効 に使 える こ とにな る と網 の信頼 性

が 向上 して、 よ り良好 なサー ビスが提 供 で きる とい うふ うに考 えて い る。

それ と もう1つ 、これ は もっ と重要 な問題 だ と思 うが 、 た とえばKDD

だけ でネ ッ トワー ク をつ くれ るか 、 とい うこ とは絶対 で きない。 われ われ

の相 手 にな ってい る世 界各 国 の国際通 信 企業 あ るいは主管庁 が 、 同 じデ ィ

マ ン ドをはだ で感 じて同 じ方 向 を打 ち出 して 、協 調 しなけ れば ネ ッ トワー

クは で きな い。今 後 キ ャ リア 間の協 議 を積 極 的に進 めて公衆 網 の実現 に向

か って努 力す る必要が ある と思 ってい る。

⑦ 国際通信制度 の問題

柳 井 将来 フ ァイル とい うよ り、 フ ァイル の中に あ るデー タを国際 間で

共 用す る とい うよ うな問題 は 、GEで 代 表 す るのは1つ の コンピュー タの

セ ンター に大 きな情報 の蓄積 場所 を置 いて、 それ を交 換す る場合 は い まま

での考 え方 とそ う変 わ らないが 、違 うコン ピュー タにデー タのス トア され

た ものが あって 、それ を コー ル して 日本 に出す という よ うな問題 が実 際 問

題 として起 こ って いる と思 う。 ア メ リカの タイムシ ェア リン グで もGEで

ない1つ の主流 としてTYMSHAREと いうのがあるが 、これが現在情 報 のデ ー

タを持 って い るコン ピュー タ とタイム シェア リン グで メ ッセー ジ を交換 し

て いる コン ピュー タ と違 うわ けで あ る。 したが って、 た とえば ア メ リカ政

府 の厚生 省の持 って い るデー タをその タイム シェアの ネ ッ トを通 じて最 終

ユ ーザー が リ トリー ブす る、 それ を 日本 で も リ トリー ブす る とい うの は、

法規 上 ど うなって いるのか知 らな いが 、技術 的 にい まそ う問題 で は ない。

そ して 、ほか にデー タが あ って、 それ を タイム シェアの ネ ッ トを通 じて東

京 で リクエス トをかけ て 出す 、その 技術 上 に幾つか のや り方が あ る と思 う

が 、 そ うい うネ ッ トとい うのはデ ー タに関 す る融通性 とい うのは将 来非 常
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に多 い。 これ はア メ リカ政府 、 イギ リス政府 の放 出す るデー タをそ うい う

ネ ッ トを通 じて蓄積 されて い る場 所 は それ ぞれ に あるが 、 あ るネ ッ トを通

じて 日本 で も リ トリー ブす る とい うこ とは技術 的に非常 に楽 に な る と思 う。

こ うい うデー タその もの を取 り扱 う法規上 の問題 とか 、それ か ら通 信 回線

上 の法規 とそれ が ど う絡 むか とい うよ うな問題 が これか ら出て くる と思 う。

1つ む ずか しいの は 、ア メ リカの 国内 あるいは 外国 の国内の事 情 を 日本 が

制約 をか け られ るか とい うよ うな問題 が こ こに 出 て くる と思 う。 そ うい う

他 国 におけ る通 信法 規上 の問題 を 日本が影響 を受 け る とい うの も、 これ も

1つ 出て くる と思 う。逆 の ケー ス で、 日本 で許 され て ほかの 国 で許 され な

い とい うの も、現 在 そ うい う例 が少 し出始 め てい る。 い まの情勢 で は米 国

に次 いで 日本が 通信 回線上 の利用 制度 が あ る部 分 は非常 に緩 い。 これ は恐

ら くある部 分 につ いて は 日本 はア メ リカの次 ぐらいに緩 い と思 うが、ほか

の ヨー ロ ッパ の国 では非常 に シビア な ところが あ って 、逆 に 日本 をチ ェ ッ

クす る とい うよ うな こ と も現在行 われ始め て い る。 それ で、 そ うい う法 規

との絡 み が ある とい うこ と。 そ うい うふ うな国 際 ネ ッ トの場合 は 、技術 上

で な くて、 そ うい う周辺事 情が 非常 に国 内 と違 うとい うこ とが ぼ くは まず

第1に 検討 され るべ きあ るいは基礎 勉強 のため の材料 を集 め る必要が あ る

と思 う。

これ は大 変失礼 だが 、国際電電 さんが 国際 情報 ネ ッ トワー クをや られ る

こ とにつ いて 日本 国内 は別 として 、ア メ リカ なんか だ とキ ャ リアが ネ ッ ト

ワー クサー ビス をす るこ とは 、現 実 に はで きな い。 そ うい うこ と もち ょっ

考 えてむず か しい と思 わ れ る。 そ うす る と新 しい主体 とい うこ とにつ いて

も考 えな ければ な らな いのか と思 う。 いずれ にせ よ国際情報 ネ ッ トワー ク

につ いて は、 その推進 主体 とい う点 が ポイ ン トに なる と思 う。
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⑧ 国際通信料金の問題

柳 井 それか ら もう1つ は、国際 間 の場 合 は 、イ ンハ ウス を国際 間に延

ばす とい うこ とは ヨー ロ ッパ とア メ リカの場合 は非常 に楽 で あ る。 国際 回

線 も非常 に コス トが安 いか ら、 ヨー ロ ッパ とア メ リカの 間は 、国内 の ネ ッ

トワー クをア メ リカの ネ ッ トワー クの拡 大 の一部 とい うよ うな見 方 で もそ

う問題 は コス ト的 に ないが 、 日本 と他 国 とい うこ とに な る と、 これ は非常

なギ ャ ップが こ こに あ る。SWIFTで もや が て問題 にな るのは 、現 在銀行

法 でのSWIFTを 盛 ん にデ ィス カ ッシ ョン され てい る中 で、SWIFT

をなぜ 使 うか とい う議論 の 中 で、 た とえば ヨー ロ ッパ の隣 の町 までの メ ッ

セー ジの料 金 とア メ リカの ど真 ん 中、 ど真 ん 中 とい うのは変 だが 、 ボス ト

ンな らボス トン とヨー ロ ッパ の間 の料 金 も、 あ る都 市 とあ る都 市 、 ヨー ロ

ッパの 同 じ国の隣 、東京 と大 阪 とコス トが 同 じだ とい うコス ト計算 とい う

のが い ままだSWIFTは 非常 に甘 い。 また逆 にそれ にア メ リカが乗 って

きて い る とい うこ とで、 日本 の よ うに遠 く離 れ た ときに そ うい う料 金体 系

が とれ る か とか 、国際間 で はそ うい う回線上 の料 金上 の 問題 がネ ッ トワー

ク形成 に非常 に ウェー トがかか って くる。

小笠 原 国際ネットワご クにつ いて言 えば 、これか らの 問題 とい うこ とで、

技術 問題 もさ るこ となが ら、周辺 問題 が ず いぶん あ るよ うな気 がす る。 そ

れで、CCITTか らイ ンター コンチ ネ ンタルの専 用線 との結 び につ い て

い ろん な勧 告 が出 てい る。両端 で交換 網 に結合 しては な らない とか 、それ

か らエ ン ド ・ユ ーザー とコン トラク ター との 間の い ろん な規定 が あ る。

1つ には 、SITAと い うよ うな いわ ゆ る コモ ンキ ャ リアのや る よ うな こ

とをあ る団体がや って はな らない とい うよ うな意見 が あ るわけだが 、 ヨー

ロッパの 大陸 内 もし くはア メ リカ との 間で はそ うい うデ マ ン ドは あ るん だ、

ニー ドはあ るんだ 、 コモ ンキ ャ リアの収 入 を圧 迫 しない限 りそ うい うこ と
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は認 め るべ きで あ る。 これはCEPTあ た りの考 え方 だ が、 そ うい うこ と

で利 用上 の い ろんな議 論 とい うのが 出て くる と思 う。

国 内通 信衛 星 の 問題

小笠原 それか ら も う1つ は 、通信 衛星 とい う問題 が あ る。 コン ピュー

タ ・ネ ッ トワー クをや る ときに 、デー タ ・フ ァイル の分 散 と、 それか らマ

ル チの フ ァイルへ の同 時 ア クセ ス とい うよ うなこ とが考 え られ て、非常 に

有効 な手段 に なるだ ろ うと言われ てい る。 これ は将来 の研 究課題 だ ろ う と

思 うが、 こ うい うこ とで通信衛 星 に関す る御 意見 が あれ ば お願 い したい。

野垣 内 料金 の 問題 との関連性 で言 うと、通信衛 星 を使 うと均一 料金 に

な らざる を得 な い。

小笠原 初 期 投 資は莫 大 に大 きいが 、後 は距離 に関係 な しに な る とい う

、こ とで、伝 送の コス トは ものす ご く下 が って くる。 それ で、ハ ー ドウェア ・

コス トの下 が りと通信 コス トの下 が りの絡み で 、ネ ッ トワー クに した方が

いいのか損 なの か とい うよ うな議論 が 出て くる と思 う。

野垣 内 あ る意 味で は さっきの新 しいDDXと い うデー タ網 の問題 と衛

星通信 の 問題 とは競合 す る分 野が あって 、DDXを もっ と極 端 に推 し進 め

てい くと、結局 通信衛 星 とい うふ うにな る面 が あ るの ではないか 。

■
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第6章 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの進展が 及ぼ す影 響

要 約

この章 は、前半 情報 関連 市場 へ の影 響 、後半社会へ の影 響 の2部 か らな

る。

前者 にお いて は先ず"コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの メ リッ トは何 か"

とい う疑 問 が 、改 め て内 外の反対 意 見 を集約 した形 で提起 され 、 これ を中

心 に意 見の交 換が行 われ た。 この議論 は企業 内ネ ッ トワー クの立場 も含め

てお こなわ れ たが 、企業 はすべ ての情 報処理 を社 内でや って しまお うとい

うの では な く、 もっ と も合 目的 的 で経済 的な方法 を選択 しよ う として いる。

情 報処 理 業者 の コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは その意 味 で その業 界 だけ の

関心事 には 止 ま らない、 とい う考 え方 が非常 に進ん だ企業 内 ネ ッ トワー ク

を完成 され た メ ンバー か ら示 され た こ とは注 目して よい。現 代 で は まだ 、

需要 と投 資や コス トとのバ ランスが とれ ないけれ ども、情報 処理 業 を結ぶ

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは、情報 あるいは情報処理 のマ ス ・デ ィス ト

リビュニ シ ョン ・シス テム を構築 す る方 向に向かわ しめ るで あ ろ う。現 実

的 な情報処 理 マー ケ ッ トとしては、計 算 セ ンターは それ ぞれ に特 色 あ るシ

ステム を売物 にす る専 門化 ・特化 ・分化 の方 向 を とるべ きで あろ うが 、 コ

ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの完成 は それ をその まま生 か した形 で その供 給

流通網 の形成 を可能 にす る。

順 序 は逆 にな ったが 、 ネ ッ トワー ク化 の メ リッ トに対 す る疑 問 あるいは

反対 意見 を大 ざっぱに ま とめ て み る と次の とお りで ある。

① ジ ョブや フ ァイルの転 送 コス トが非常 に高 くつ き、かつ両 方 のCPU

パ ワー を食 う。それ が処理 コス トの低 減分 を上 廻 る こ とが あ る。他 の

媒 体 、他 の輸 送法 の方 が安 くはな いか。
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② ロー ド ・シェア といって も同一 ジ ョブにつ いて は どのCPUも ピー

クは 同 じ時 間 に な る。

これ に対す る回答 は(む しろ この報 告書全 体 が それに 当たるわけであるが)、

実際 に ネ ッ トワー ク を設計運 用 あ るいは利用 され た メンバー の経験 を通 し

て実証 的 に 出 され て い る。 またこの項 の最 後 の部分 ⑭ 「ま とめ 」で も述べ

られ てい る。

後 半 の社 会 的影 響 につ いては 、各所 で この問題 に触 れ られて い るこ と と

時 間の 関係 もあ って 、主 にプ ライバ シー問題 に重 点が おか れ た。情報化社

会 の進展 に と もな い、 プラ イバ シー 問題 は社 会生 活上重 大 な問題 とな って

い るが 、 よ り多 くは デー タ保 護 あ るいは守秘i義務 の問題 であ りそれ は従 来

か らあ る、 とい う意 見が大 勢 を占め た。 その他 の プラ イバ シー の問題 は ブ

ラ ッ クボ ックに対 す る漠 然 たる不 安 で あ って 、 これ は これ として対処 す る

必 要 はあ ろ う。

話題 に は な らなか ったが 、 この ほか 、 コン ピュー タを利用 した犯 罪 だ と

か 、計 算 力判断 力 とい った 人間 自身の能 力の養 成 に関す る問題 とか が あ る

が 、電 車 が で きれ ば電車 を利用 した犯 罪、電話 が で きれ ば電 話 を利 用 した

犯 罪 が生 まれ るの はむ しろ当然 で、 だか ら とい って誰 も電車や 電話 を止 め

た方 が よい と考 え る者 は いない。

最後 に も う1つ よ り具体 的 な問 題 は、 コン ピュー タ化 あ る いはネ ッ トワ

ー ク化 が進 む と非常 に 多 くの人 び とが これ と接 す るよ うに な る
、 とい うこ

とであ る。 この ため 電 卓を操作 す るよ りもっ と簡便 で親切 なオペ レー シ ョ

ンにす る努 力 が必要 で ある。これ には端 末機 、ネ ッ トワー ク、ハー ド、ソフ

トとい った あ らゆ る面 にわ た るので あ るが 、 システ ム を通 じての 自動 的 な

教 育 も忘 れ ては な らな いであ ろ う。逆 に い う と、 その よ うな努 力が欠 け る

とネ ッ トワー ク化 の進展 にブ レー キが かか る とい うこ とであ る。
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情報関連市場への影響

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの メ リッ トと問題 点

① 伝送 コス ト・転送 コス トの問題

小笠原 コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー ク をや って処理 能 力の分散 、 ロー ド・

シェア リング とい うこ とがや れ る。 とこ ろが 、 コンピュー タ ・ネ ッ トワー

クを研究 して い る人々 に聞 くと、 これは企 業 内のオ ンライ ン ・システム 、

特 に製造 会社 の場合 と計 算 セ ン ター 間の 問題 とは違 うと思 うが 、 た とえば

セ ン ター を結 んで ロー ド・シェア リングす る場合 、こっちが込 み合 って い る

か ら隣 に 回 して処理 して もらお うとす る ときは大体 隣 もい っぱ いだ という。

そ うい うこ とで役 に立 たな い。 したが って主 た る 目的 はバ ックア ップ ぐら

い だ ろ う とい う。 た とえば シス テム を切 りか えて 、 こっちが使 え ないか ら

その ときに 同 じよ うな シス テム でバ ックア ップ して もら うと き、 もし くは

災害 の ときにバ ックア ップ として は意義 が あ る。 ロー ド ・シェアに して も

ジ ョブ を転 送 して 、フ ァ イル を転送 して、 その間 の伝 送 コス トな り、 それ

か ら転 送す るため に両 方 のCPUパ ワー を食 う。処理 そ の もの の コス トよ

りも、転送 のため の通信 処 理 コス トをか な り食 う。 しか もそれ は課金 が む

つ か しい とい う問題 が あ る。

それか ら、 こっちが込 み合 ってい るか ら回 わす とい うこ とで、相 当 の時

間 をかけ て送 った ときには こ っちがす いて しま うとい うこ ともあ る。

梅 田 そ の点 は時差 が あって もだ ろ うか。

小笠 原 これ は国内 だか らだ ろ う と思 う。 そ うす る と、 日本 の よ うに時

差 が ない場合 には、セ ン ター 間 のそ うい っ たRJEな ん かや って い る場合 、

唯一 の メ リッ トはバ ックア ップ とい うこ とに な る。 それ か らも う1つ は 、

通信制 御 装 置 とかネ ッ トワー ク ・コン トロー ル のプ ロ グラム とい うの は か

な り高 い。 そ れな らば通 信 回 りの投 資 をや らない で、隣 に コ ンピュー タ を

一173一



置 いてお くか 、中型 の コン ピュー タで分散 して処理 して しま うか 、 も し く

は新 幹線 で磁 気 テー プ を運 ぶか 、そ っちの方 が得 で はなか ろ うか 、 とい う

こ とに な る。 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは 、 ど うもア メ リカの 国防省 の

ARPAあ た りが始 め たケー スは、通信 まわ りの専 門家 が趣味 としてや り

始 め た。 それ に対 して フラ ンス のIRIAの 方 は 、 コンピュー タ まわ りの

ファ イル転 送 だ とかRJEと か を 目的 として通信 はサ ブなの だ とい う考 え

方 で、 これ はいわば コン ピュー タ屋 の趣味 の問題 で始 めた わけで あ る。そ

うい う2つ の行 き方 が あるが 、 日本 には時差 が な い とい うよ うな こ とか ら

考 えて 、使 い道 とい うのは どこに あ るの だ ろ うか とい う非常 に大 きな疑 問

が あ る。 その辺 の こ とを… …。

② データである資源 の有効利用

野 垣 内 同 じ仕 事 を考 え られて 、それ で ロー ド・シェア リングだ とか リソ

ー ス ・シェア リン グだ どか とい うこ とだ と
、確 か に時差 の ない 日本 で はそ

うい うこ とはあ るだ ろ うと思 う。 国際的 にな っ たら ど うか 、 これ は また ち

ょっ と別 であ ろ うけれ ども、その場合 には柳 井 さんが御指摘 に な った言葉

の問題 が1つ ある。 だれで もとい うわけ に いか ない とい う問題 が あ る。 た

だ、先 ほ ど私 の 申 し上 げた りソー ス を コン ピュー タ的 な リソー ス と考 え な

い場 合 、 た とえば私 どもの旅行 とい うこ とか らい うと、 リソー ス とい うの

は足 で あ り、泊 ま りであ る とい うふ うな こ とに な る と、 これは全 然別 々の

主体 が 別 々の ところに散 在 してお持 ちに なって い るの で、 これ は このネ ッ

トワー クが ある こ とに よって非常 に有効 に 資源が 利用 されるの じゃな いか

と思 う。 この前 も御 説明 したが 、運 輸機 関 につ いて は現在 私 ど もの コン ピ

ュー タに一 部席 を預 か って入 ってお る。 これ は小 さな ところで して、 た と

えば フェ リー で ある とか定期 観光 バ スで あ る とか とい うの を私 ど も席 を預

って私 ど もの コン ピュー タに入 れ てお ります 、 これ は相手が コン ピュー タ
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をお持 ちにな ってい な いか ら しよ うが ないの だが 。 同 じよ うな形 でホテル

や旅館 も一部 とい うか 大 多数 の観光 地 のかな り多 くの客 室 を預 か ってお る

が 、 この形 を旅 行会社 が数社 そん な こ とをや って いる と、提供 され る側 か

ら言 うと 自分 の ところの生産 手段 の一番大事 な もの をち ぎって よそに預 け

て しま う とい うこ とに な って くる、 これ は社会 的 な意味 で こ うい うネ ッ ト

ワー クの 中で処 理 して いけ ば有効 な資源 の利用 にな るのでは な いか。

名和 私 もそ う思 う。'

野垣 内 この立場 か らち ょっ とこ ち らの メー カー のお2人 に、 メー カー

さん の方 の立場 では その辺 の こ とをど うい うふ うにお考 えに な って いるか

伺 いた いな と私 は思 って いたのだが ……。

③ 専門 のファイル ・特殊 なプログ ラムの有効利用

小笠 原 先 ほ どの話 で、 た とえば専 門化 された フ ァイル 、 それか ら特殊

なプ ロ グラム 、 た とえば大学 で言 う と、化学 に関す るフ ァイル だ とか処理

プ ロ グラム とい うのは た とえば東京大 学 にあ る とい うの だ った ら、京都大

学 、大 阪 大学 、み んな それ を使 って くるだ ろ う、 それ か ら原子物理 に関す

る もの は京都大 学 にあ る、 それだ った ら意味 があ る。 その場 合 も、非常 に

莫 大 な フ ァイル を転 送す るので は意味 が ない。

④ ジ ョブによる使 い分 け

名和 まず 、 リソー ス を何 と考 え るか とい うこ とが問題 に な る と思 う。

先 ほ ど、 どこ まで行 って もハー ドウェアが普 及 してい る とい うお話が あ っ

た。 しか し、私 どもは何 で も抱 えこん でや る とい うこ とは考 えて いない。

私 ど もが 、 自前 でや った方が安 い もの もあ る し、外部 に お願 い した方 が安

い もの もあ るわけ 。 い ままで私 どもが長期 にわ た りや って きた もの は事務

計算 が主体 であ る。 それ ゆえ、事 務計 算 につ いて は習熟度が 高 く、 自分の

ところで抱 えた方 が有 利 であ る とい えよ う。 とこ ろが 、 コン ピュー タは い
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ろい うな分 野 で使 わ れ る よ うに な りつつ あ る。 た とえば、 イ ンタラ クテ ィ

ブに経営 計算 をや る とか 、 あ るいは 、 ラボ ・オー トメー シ ョン をや る とか 、

こ うな る とすべ ての分 野 にわ た って 、 自分が全 部抱 え てや るとい うこ とは 、

ハー ドウェア に して もソフ トウ ェアに して も、 その 負担 が大 き くな る。 そ

れか らまた要 員が大 変 で あ る。今 後 に予 想 され るコ ンピュー タ業 務 を全部

抱 えて しま うとい うこ とは とて も負 担 し切 れ ない。私 は 、 そのすべ て を自

分 自身で抱 きこめ る時代 は過 ぎつ つ あ るの ではな いか と思 う。 とす れば 、

相 互 に特 色 あ る リソー ス を持 つユ ーザ ー が集 ま り、 それ ら リソー ス をユ ー

ザー相互 間 で融通す る こ とが望 ま しい 、 とい うこ とに な りそ う。 ここに リ

ソー スの共 同利用 とい う発想 が生 れ る。 こ うして、 リソー ス を共 同利用 す

るため の仕 組 みが 必要 にな る。これが コ ンピュー タ・ネ ッ トワー ク とい うこ

とに な ろ っ。 た とえばTSSはA社 が持 ち、 リモー ト ・バ ッチ処理 はB社

が 持つ 、 あるいは 、技術 計算 はC社 が サー ビス し、事 務 計算 はD社 が提 供

す る、 とい うこ とで機 能 分担 すれ ば よい と思 う。

こ うい う観 点 で 、ユ ー ザー か ら今 度 は情報 サー ビス業 者 の姿 を見 ると、

何 で もな さってい る。何 で も屋 さん であ る。 しか し、特殊 化 とい うこ とで

は食 い足ら ない ところが あ るの では ないか。 だか ら、非常 に特殊 化 された

情報 サー ビス業者 が あ って 、 これ な らば こち らに お願 いす る、 そ うい うこ

とがは っ き り出て くる と、ユー ザー として は外部ユ ー テ ィ リテ ィ を利用 し

易 くな る。

⑤ 平行同時処理 ・タイムスケ ジュール処理

次に 、先 ほ どお話 の あっ たフ ァイル を持 って歩 くとい う件 につ いて です 、

た しか に運 ん だ方 が早 い場合 もあ る し、現 に運 ん で い る場 合 もあ る。 ただ 、

私 どもの仕事 の あ りよ うか ら とい う と、方々 に分散 して並 行 同時 に処 理 し

た りす る ジ ョブがあ っ た り、Aの 地 区 で終 わ った もの をBの 地 区 に移 して
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処 理 しなけ れば な らぬ とい うジ ョブが あ る。 これ らの ジ ョブ のス ケジュー

ルが きわめ て細か い時 間割 りで組 まれてい る。 そ うす る と、夜 間が重要 な

作 業 時間帯 に な る。 とこ ろが新幹 線 とか飛行機 は夜勤 が ない しまた、会社

の事 業 所 の所 在地 に飛 行 場や 新 幹線 の駅 があ る とは必 ず しもい えない。そ

うす る と、結局 通信 手 段 を利用 しなければな らない ので はな いか な と思 う。

⑥ 情報処理の専門化 、分化、特化

一方 情報サ ー ビス業 者 の方 か ら見 る と
、 どん なお客 が飛 び こん で くるか

わか らないの で、 リライア ビ リテ ィに して も、サ ー ビス ・レベ ル に して も、

い ろい ろな こ とをお考 え にな る と思 う。その ため 、 多分 、 コス トもか か る

し、 コス トをか け る割 には 、特色 の あ る ものが で きないの で はな いか と思

う。 この辺 は 、ユ ーザ ー の範 囲 が狭 くなれば な るほ どター ゲ ッ トが は っき

りす るの で、余計 な リダ ンダ ン シー は必要 ない とい うこ とにな る と思 う。

したが って、非常 に特 色 を持 ったユー ザー同士 あ るいは セ ン ター 同士 が組

む とい うこ とを考 えた場 合 に は、 コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クは非常 に意

味が あ る と思 う。 この ため に私 ど もは、外部 の情 報 サー ビス業 者 が いつ 、

どうい うサ ー ビス を提 供 して くれ るのか とい うこ とに大 きな興 味 を もって

い る。 われ われの企 業 内サ ー ビス は、外部サー ビス とコス トの競争 をす る

こ とに な るか ら、私 ども と しては常 に外部 に対 して 目配 りして いなければ

な らぬ状 態 にあ る。

大 野 われわれ情 報処 理 業者 の皆 さん方へ の訪 問が 足 りませ ん な。(笑)

名 和 ど こ迄 自社 でや り、 どこか ら外部 に委託 す るか 、 とい うこ とにつ

いて は、私 ど もは次 の よ うに考 えて いる。 この ため に は、 まず 、何年 か先

まで読 む必要 が あ るが 、 これ は非常 にむず か しい。結 局 、ア メ リカの情報

サー ビス業 者 とコン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とを見学 した上 で、一応 の判

断 をもった。 まず 、公 共 用 のARPAと かMERITと か とい うものは別
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として、次 に商用 ネ ッ トワー ク とい うこ とで、GEのMARKnlと か 、T

YMSHAREのTYMNETと か 、CDCのCYBERNETと か を見

る と、 ど うもTYMSHAREあ た りが一 番 も うけ て い るら しい。 回線速

度 な どか ら判 断す る と、CDCは 柄 が大 きす ぎるの ではな いか とい う感 じ

が した。 とい うこ とで 、TYMSHAREあ た りが 私 ど もの モ デ ル に な

るで あろ う と判 断 して いる。 こ う した判 断 を機 能 面か ら見 る と、次 の よ う

にな る。 まず高 い レベ ルの リソー ス ・シェア リングは私 ど もの出 る幕 では

ないだ ろ う。す なわ ちARPAと かIBMの ワ トソン研 究所 でや ってい る

ようなDistributedComputationの よ うなこ とはわれわれの出る幕 ではない

だろ う と考 える。次 にTSSに つ いて は、私 ど もの会 社 は技術計算 が盛 ん

ではな いので 、MARKnlと かDEMOSに 乗 った方 が よいので はな いか

と考 え、現 に そ う して い る。 こ うい うこ とで、 メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ン グ

とフ ァイル伝 送 、 それ にRJEが 私 ど もの ところでは一番 メ リッ トが ある

の ではな いか とい うこ とを考 えた。現 在 では まだ この方針 を変 えていない。

これ か らい ろい ろ新 しいサー ビスが でて くる と思 う。私 ど もは 、あ る場

合 に は私 ど もの シス テム をス クラ ップに して外部 業者 の システム を利用 さ

せ て もらいたい と思 う し、 あ る場 合 には 、逆 に、わ れわれの システム を利

用 して い ただい て、 これ を外部 業者 の システム に組み 込 んでいただ いて も

よいの では ないか 。 こ う思 う。 も し、法制上 問題 が あれば われわれ は会 社

の看 板 を変 え るの にや ぶ さかで は ない とい う感 じもして いる。率 直 に言 っ

て、 その くらいの腹 が ない と共 同利用 とい うの はで きな い と思 う。

⑦ 経営政策的 な立場 か らの検討の必要性

大野 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの問題 は、技術 的に議論 す る角度 と、

経営的 とい うか政策 的 に議 論す る角度 と2つ あ る と思 う。い まはテーマか ら

い う政策 的 、経営 的角 度か ら議論 して いった方 が よい と思 うが、 とこ ろで
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名 和 さんの お話 を承 って感 じま した こ とは 、ユ ーザー の ドップ 責任 者 の方

が そ うい うお考 えであ るこ とは 、あ た りまえの よ うで実 は大変 貴重 であ る。

そ うい う柔軟 な考 え方 をされて い る ところは まだ案 外 に少 ないの では な い

か と思 う。

⑧ 情報処理業者 の問題

それか ら情報処 理業 者 につ い てのお話 は、結局 日本の情報 処 理業 者の 技

術 な どに対 して まだ ご信頼 が薄 い と とい うこ とを感 じた。 実際 、ユ ーザー 、

さんの望 まれ る よ うなニー ズに合 った レベ ルの 技術 を提 供 で きる ところが

何 社 あ るのか と言わ れ る と、平均 的 レベ ル は まだ充分 で ない とい うこ とを

痛切 に感 じる。 しか しなが ら、業 者 に よってはか な り技術 の蓄積 もして い

る。 それ ぞれ専 門の技術 を持 って い る ところ もあ るし、ユー ザー さんの望

まれ る問題 に対 して い ろい ろの 問題解決 の手段 を提供 したい とい う総合 型

の ところ もあ る。 何 で も屋 を志 向 してい る ところで も、 それ ぞれ特 徴 を持

っ た進 み方 は してい る。 どう も少 し御訪 問 が足 りない と思 い ます の で、せ

いぜ いお伺 い して教 えて いただか なけ れば いかぬ と思 う。

⑨ マス ・ディス トリピューション'シ ステムー計算

小 笠原 第2回 日米 コン ピュー タ ・カ ンフ ァレンスの ときに は 「コ ンピ

ュー タ ・ネ ッ トワー ク」 とい うセ ッシ ョンが あ ったが 、そ こで技術 的 な論

議 と経 済性 とい う論議 が行 われ た。 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの経済性

の問題 とい うのは 、 日本 か らの論文 発表 は な く、ア メ リカ人 が幾つ か論文

発表 を行 ったが 、その 中 でお も しろい発表 が あ った。 これ まで コ ンピュー

タ市 場 とい うか情報処 理 市場 とい うのは 各企業 が それ ぞれ コ ンピ ュー タ室

を持 ってお って 、連 中の言葉 で言 う とコテー ジ産 業だ とい う。 ところが 、

ネ ッ トワー ク、す なわ ち通信サ ブ ネ ッ トとい うのが 出て きて 、 これが いわ

ばマ ス ・デ ィス トリビュー シ ョン ・システム の役 をす る。 そ うい う ものが
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出て くる と企業 か ら外 れて特 色 を持 った情報 処理 業 者が 出て くるだ ろ う。

お互 いに流通機構 、マ ス ・デ ィス トリビュー シ ョン ・メデ ィア を通 して接

続 す る こ とに よって処 理 を委託 してい くだ ろ う。 しか も特色 を持 って い な

け れば いけ ないのだ とい う考 え方 であ る。 そ うい うこ とに よって、 い まま

で 自分 の とこ ろで コン ピュー タを入 れ るこ との で きなか ったユーザ ー も使

え るこ とにな る し、非 常 に市場 が広 が って くる。 したが って、分化 とい う

か専 門化 とい うか 、 その 中で 、 しか も処理 業 とい うのは卸屋 的 な性格 の も

の と、 さ らに きめ の細 か い小 売的 な処 理 とい うもの に分 かれ て い くだ ろ う

とい う議 論が あ った。 そ こで そ うい った市 場 が形成 された として、 プ ロ グ

ラム をつ くる ときに重複 した作 業 を省 くとか 、保 守 を容易 にす る とか 、専

門化す る こ とに よって 多 くのユーザー を獲得 す る とか 、ネ ッ トワー ク化 す

るこ とに よって処 理 単価 を下 げ る とい うこ とで 、セ ン ター としてそれ だけ

多 くのユ ーザー がふ えるわ けだが 、その辺 の こ とは ど うな るのか 。 日本 の

現状 か らいって非常 に遠 い将来 なのか 。

梅 田 実 は3年 ほ ど前 に私 どもの社長 が情 報産 業議屓 連盟 に頼 まれ て講

演 しろ とい うので 、私 が その講演 の要 旨 を書 いた。一 言 で言 えば 、計算 セ

ン ター とい うの は情報 流通 業者 だ とや っ た。 だれ もわか らなか った。 目を

ぱち くりして いた。 それか ら3年 間叫 び続 けて もわか らなか ったの で、 も

うこれは看板 をお ろ して 、ほか のわか りやす い もの に書 き直そ うと思 って

いる。 それ が1つ 。

それか らも う1つ は 、先 ほ どの名 和先 生 のお話 は その とお りで、御 指摘

どお りなのだが 、た だ世 の 中に あ る事 象 とい うの は何 か必 然性 が あ って 出

て きて いる。簡単 な こ とを言 うと、私 どもは何 の か んの言 って も町 の雑 貨

店 クラス であ る。 デパ ー トにな らな い と大企業 さん とは本 当に さ しで取 引

で きるよ うな状況 じゃな い。 これ は異論 が あ る。 異論 があ るけれ ど も、 う
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ちは どち らか とい うと大 型化 とい うの を志 向 して いるか ら、 い まの売 り上

げです と、 これ は非常 に陳腐 な表現 に な るが、正 門か ら旭化 成 さんの とこ

ろに 入 って いけ るよ うな人材 が集 まらない。売 り上 げわず か40～50億 で…。

大野 レベ ル の非常 に高 いユーザ ー さんだか ら。

梅 田 利益 が何 ぼ 、パ ンチ ・カー ド持 って裏 口か ら入 る ぐらい であ る。

(笑)そ れ は少 し卑下 し過 ぎたけ れ ど も、 いや それ は冗 談 。 だか ら、がん

ば らな くち ゃいけ ない と思 って い る。

大野 要 す るに情報処 理 業 者 は歴 史の長 い ところで10年 、短 い ところで

5年 でい ろん な問題が あ る。 タイプに もい ろいろあって 、た とえば都市 型

も地方 型 もあ る し、専 門特 化 型 もあれば総合 型 もある。 それか ら、人員 と

か資本金 の企 業規模 で大 型 もあれ ば小 型 もあ る。 また ソフ ト志 向型 、 シス

テム志 向型 もあ り、バ ッチ セ ンター 型 もあれば オンライ ン志 向型 もあ る。

まだ い ろん な ものが混在 してい る。 しか し、大 き く2つ に 方向 を予想す る

と、総合 型 と特化 型 、専 門店 型 にな って くる と思 う。 その そ れ ぞれが これ

か ら技術 をみが い てい くわ けだが 、三 洋 さん とか旭化成 さん の よ うな シス

テム ・レベ ルの 高 いユ ー ザー さんに使 って いただ くため には よほ ど努 力 し

なけ れば な らぬ とい うこ となの であ る。 それ ぞれ大 いに努 力 を しなければ

いか ぬ と思 う。

斉藤 若 干議 題 と離 れ て恐縮 だが 、情報 提供サー ビス業 は別 と して、処

理サ ー ビス業者 につ いて こだ んだん だんだ ん大 き くな られて きた よ うな と

ころ もあ る、それ も1つ なの だが 、これは非常 に個 人的 な意 見 で、役 所 の

意 見で はな いのだ が 、 日本 の企 業の場合 に まる抱 えにす るつ もりは ない と

言われ て も、い ま までは まる抱 えに して きた よ うに思 う。 そ うす る と、か

な りの 技術者 が い る。代 表的 な ところはや は り新 日鉄 であ ろ うけれ ども、

それか ら先 ほ どち ょっ と出てい たのですが 、銀行 。 そ うす る と、情 報処理
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サ ー ビス業 の素 性 とか い うの を調べ てみ る といわゆ る純粋 に育 って きた成

長 型 とで もい うか 、 それ に対 して今 後 い わば メー カー 、金 融機 関 等か らの

分 家型 とで も言 うタイ プの比重 が 増 えて くるの では ないか と思 われ る。分

家型 のイ メー ジの 発想 の根源 は 、町 の不 動産屋 さんがゼ ロ ックスなんか 置

いて い る、 あのゼ ロ ッ クスや 何か 置 いて い るの は不 動産 の商 売 をや るため

に必要 なの だが 、 しば ら くたつ と不 動産 屋 の 多 くは そのゼ ロ ッ クス を使 わ

せ る。「コピー ・サ ー ビス をや ります」 と不動産 屋 の前 に書 いて あ る。 あの

イメー ジであ る。三菱 さんな んか ダイヤ モ ン ドサー ビス なん とい う別会社

をつ くって い るが 、いず れにせ よ、今 後 日本企 業の まる抱 え主義 の結果 と

しての情報 処理 サ ー ビス会社 が ます ます 目立 って来 るので は ないか と思 う。

大野 この問題 を言 い出 した らとて も時間が 足 りな いが 、わ れ われは年

じゅ う考 えて いる のです 。

⑩ コン ピューテ ィング ・パワーの有効利用(谷 埋 め)と 端末機の使用 効率 アップ

赤 司 い まの お話 の関連 で、情報提 供 サー ビス業者 として 、 リソー ス ・

シェア リン グにつ いて の問題 意識 とい うか 、い ま私 の持 って い る疑 問点 を

提示 してみ た い。 リソー ス ・シェア と一 口にい って もいろ いろあ る。 リソ

ー スの1つ の コン ピューテ ィン グ ・パ ワー の シェアあ るいは共 同利用 とい

うの はい ま私 の主 た る関心事 で はな いのだが、 そのほか に、 た とえば一年

間現 在 の仕事 をや っ て きて 、ユー ザー のQUICKビ デ オ システ ムの使用

特 性 とい うの は非常 には っ き り固 まって きて い る.。証券 の問 い合 わせ 業務

で あるか ら立会 時 間 中 に圧倒 的 に トラフ ィックがかか って 、それ 以外 の時

間帯 では大幅 に落 ち る。 そ うす る と、 その比較 的空 いて いる時 間帯の 回線

をほかの形 で何 か 使 え ないだ ろ うか 。 それは い わゆ る準 公衆 回線 業者 は 自

前 で設備 す るの で ち ょっ と違 うが 、私 どもは電 電 さんか ら回線 を借 りて 月

に8,000万 な り1億 な り現 に払 って い る、 この 回線 の あいて い る時 間 を何
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とか 利 の形 で使 えないだ ろ うか 。 さっ きのゼ ロ ックスみ たいな発 想 に聞 こ

え るか も しれ ないけ れ ども、それはや は り一 つ の リソー ス ・シェア じゃな

いだ ろ うか とい う点 が1つ 。

それか ら、 この前私 は欠席 したけ れ ども、議事 録 を拝見 して 、大野 さん

が 、オ ンラ イン ・シス テム とい うの は端 末 に非 常 に金がかか るのだ とお っ

しゃった。私 ど もの事 業 もま さに そ うな の で あ る が 、 そ うい う端 末機 の

リソー ス ・シ ェ ア とい うこ とは考 え られ ないか 。現に ア メ リカでは 、 い

ろん な機 種 の端 末が机 の上 に並 ん でい たので は ど う しよ うもないか ら、そ

れ を統一 して あ ちこ ちの フ ァイル な りコ ンピュー タにア クセス しよ うとい

うふ うな動 きが 出 て来て い る。 そ うい う端 末機 の リソー ス ・シェア とい う

問題 が い ま現 実 にや ってお る仕事 の上 の問題 意 識か ら出てい る。 これ は い

ずれ も法制 的 な問題 とか 、 いろい ろ引 っか か って くる問題 なの で、す ぐに

解 決 で き る とは思 わ ないが 、あ る程 度 皆 さん方 に共 通 した問題 と して考 え

て いただ け るの じゃな いだ ろうか と思 って いる。

小林 端 末 は非常 に盲 点 だ と思 う。 イ ンプ ッ ト ・メデ ィア とい うもの は

もっ と もっ とパ ター ン化 され なけれ ば いか ぬ。 まあ いろんな方法 が あ る と

思 う。 あ らゆ る もの を勝 手 に取 り上 げて い る、 こ うい うこ とをや って い た

ので は ち っ と もコス トは下が らぬ と思 うのです 。最 も安 い もの は何 だ とい

うこ とで、皆 さんの共 同 し得 る端 末 を安 く開発 す る、こ うい う方 向に た と

えば通産 の方 なんかが指 導 して いただか な い と、 も う輸 入機 器 に全 部や ら

れ て しま うお それが あ るの では ないか。 日本 の市場 を 日本 の メー カー で押

さえ るため には そ うい うこ とが まず必要 だ と思 う。

0計 算 センターの採算一現実 の問題

それ か ら、端末 機器 の利 用 につ いて 、 これ は い まの不 況 とい う もの が 、

先 ほ どア メ リカの不 況は情報産 業 に とって ウハ ウハ だ とい うのが 、 日本 は
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全 く反対 であ る。 なぜ な らば 、端 末 機器 を利用 す るこ とを 自社 内でや って

しま う、情報処理 業者 に はや らせ な い。 そ うす る と、われ われ はや は リパ

ンチでか な りもうかっ て い る ような面が あ るが 、それ を取 り上 げ られ て し

ま う と、機械 だけガチ ャ コン動 か して い るだけ では余 り利益 に な らな い。

結 局 技術 レベ ルが低 い イ ンプ ッ ト部 分 な どに こだ わ るな と言 われれ ば それ

切 りだが、 まだ まだ デー タ ・プ ロセ シ ングサー ビス とい うもの は イ ンプ ッ

トか らア ウ トプ ッ トまで一貫処 理 させ て もらわなけれ ば もうか らない。 し

たが って、端 末 だけ た とえば メー カー さん で全部や って で き上 が ったテー

プ な らテー プ を渡す か らこれ で計 算 しろ と言われ てぽ ん と持 って こ られ る

と、利益 率 は うん と低 くな って しま う。実 際に われ われ に言 わせ る と、た

とえば メー カーのパ ンチ ャー がパ ンチ を打 った りテー プ をつ くった りす る

コス トよ りもわれわれ のや っ た方 が安 い。 そ う幾 ら言 って も、いや 、おれ

の ところは人が余 って い る、 だか らいいんだ。(笑)そ うい う終 身雇用 制

とい う日本 の産業体 系 とい い ますか 企業体 系 とい うものは 、 そ うい うこ と

で情報処 理業 者の発展 を阻害 して い るの じゃないか と思 う。

大野 あ ま りみずか ら低 い低 い と言 われ るの もまず い。少 し背伸 び しな

け れば いか ぬ と思 う。 背伸 び しな い と成長 しな いか ら。

名 和 先 ほ ど私 の申 し上 げた こ とは話 し方 が下手 だ ったが 、技術 が低 い

とか 申 し上 げたつ も りは さ らさらな い。私 どもはユー ザー なので 、何 が 目

的か と言 うと、 コンピュー タで事 務処 理 あるいは技術計算 を 目的 で 、通信

システム をつ くるのが 目的 ではな い。 しか し、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー

クを建 設 し、 その経 済1生を よ り発揮 しようとす れば 、特 徴 あ るユー ザー相

互 間 での共 同利用が 必 然 であ ろ う。 そ の場合 には情報 サー ビス業 者 との有

無 あ い通 ず るよ うに協 力の あ り方 を研 究す る必要 が あるの では ないか。 こ

の よ うに 申 しあげ たか った わけ で ある。
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⑫ 端末 オペ レーシ ョン・コス ト

井上(正)私 の方 も き ょうのテーマ につ いては 、 コン ピュー タ ・ネ ッ ト

ワー ク とい りの はわ れ われに とって一体 ど りい っメ リッ トが あ るのだ ろ っ

か とい っこ とで、そ の点 に関 しま しては小 笠原 さん 、名 和 さんが お っ しゃ

った こ と と全 く同 じ結 論 で ある。

い ま端 末機 が高 い とい うお話 が ち ょっ と出たが 、私 の ところ で企業全体

の情報処理 をしてお る コス トが どれ くらいかか ってお るだ ろ うか とそれ ぞ

れ仕 分 け を してみた。 そ うす る と、私 も驚 いたの だが 、実 に半分 以上 が端

末 の 人件 費 にか か って お る。 これは膨大 な もの で、 それか ら言 うと、公社

さんに払 ってお るお金 だ とか端 末費 だ とか セ ンター ・マ シ ンの 問題 は非常

に比率 が低 い状 態 であ る。 こ うい う ぐあいに 申 し上 げ る と、私 ど もの情報

処理 の仕方 の合理 化 の度 合 いが一体 どの ぐらい まず くや られてお るか とい

うこ とにな って恥 ず か しいわけ なのだが、恐 ら くこれはデー タを インプ ッ

トす る人件 費 なん とい う ものは世 間 に も基準 が あ って 、そ うい う他社 と比

べ て どこが特 別 よ くて どこが特別 悪 い とい うふ うな こ となんか な い と思 う。

これか らす る と、 た とえば い ろん な リソー スの シェア リングだ とか 、 そ う

い うところで合 理 化 をす る よ りも、や は り一番 攻め るべ きは イ ンプ ッ ト作

業 だ とい う感 じを深 くした。

参考 まで に 申 し上 げ る と、そ うい う純粋 に情 報 をインプ ッ トした り、そ

れか らまた出 して きて それ を頒布 した りす るもの は実 に52%ぐ らい を 占め

て お る。 これ は も しで きま した ら各社 さん のそ うい う内容 を、パ ー セ ンテ

ー ジだけ で結構 ですか らそれ ら と比較 して一体私 た ちの企業 は ど うあ るか

とい うこ とを客観 的 に知 りたい と思 う。 この前、公社 さんに総経 費 の大体

7%ぐ らい払 ってお る とい うふ うな こ とを申 し上 げたが 、実 はそれ よ りも

もう少 し低 い値 が 出て い る。 ち ょうど同 じ ぐらいのお金が端 末機 の レン タ
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ル 費用 、 それ か ら償却 費 、そ うい うものに なって い る。 また、 それの倍 ぐ

らいのお金が セ ン ター ・マ シンにかか って お る とい うこ とで、非常 にお も

しろい結果が 出 た と思 う。 そ うい う話 をす る と、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワ

ー クの話 にな らない の で
、私 は ち ょっ と発 言 を差 し控 えさせ て いただ いた

のだが…… 。

小笠 原 通 信 を使 っ て入力 の コス トを下 げ る とか簡便 化す る とい うこ と

はで きないか。

大野 イ ンプ ッ トは 、 この前お話 に 出たけれ ど も、手 が きOCR、 そ う

い うもので ない とだめ で あろ う、原デー タがす ぽ っ と入 る とい うこ とにな

らない と手数が 減 らない。 ア ウ トプ ッ トの方 は、 クイ ックさんの よ うに 、

CRTで 見 て、 それ で用が 足 りる とい う場合 はア ウ トプ ッ トの手数 は全 く

かか らな い。 ただ 、 コー ルす る手数 はか か るが 、普 通 の事 務処 理 の場合 は、

アウ トプ ッ トとい うの は要 す るに帳票が どれ だけ 出 るか とい うこ とで ある

か ら、根源 に さか のぼ って 、ア ウ トプ ッ ト帳 票や統 計 の種類 その ものの合

理化 を考 えな い とな か なか解決 で きないの では ないか と思 う。帳 票類 のニ

ー ズか ら見直 しや り直す とい うこ とであ る。 これは ア ウ トプ ッ トだ けでな

しに 、 コンピュー タの い ろんな コス ト、ハ ン ドリン グ ・コス トな どに もか

か って くるか ら大 きな 問題 で ある。

斉藤 話が若 干 では な くてか な り違 うので恐 縮 だが 、 出入力につ いて は

や は り漢字 の問題 は避 け て通れ な い と思 う。漢 字 とい うの は入れ るのはむ

ずか しいが 、見 る とい うか読 むのに あれほ ど便 利 な 言語 はあ る意 味で はな

い。私 ども本 を読 ん で も、漢字 だけ追 えば大体 本 の 内容 は わか る とい うこ

とが現実 で ある。 それか ら、漢字 でな い と、実 際デ シジ ョンの場合 に、委

員会 な り何 な りにお いて も、 その まま打 ち出 した の をお配 りして も恐 ら く

皆 さんお読 み に な らな い と思 う。 したが って 、か え ってお も しろみ をつ け
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るため に コン ピュー タ保 守員 の表彰 の 時に 、表彰 され る人の名 前 を全 て コ

ンピュー タで打 ち出 した りしたこ と もあ ったが 、正 直言 って読 む気 に は全

くなれ なか った。

⑬ まとめ

井 上(誠)先 ほ どか らお伺 い して い る と、 こ うい うこ とが1つ 言 えるの

では ないか と思 う。 コ ン'ピュー タ ・ネ ッ トワー クにす る利点 は ど こに あ る

か とい う話 か ら始 まった わけだが 、小 笠 原 さん はバ ックア ップ とい う方 法

もあ る し、 それ か らいろ いろ 目的が違 うコンピュータがあってそれを結ぶ…… 。

小 笠原 専 門化 。

井上(誠)や は りその方 向が1つ ぼ くは認 め られ るの じゃな いか と思 う。

それ か ら、入 出 力手段 をな るべ く軽減 した い。 それ は コン ピュー タ ・ネ

ッ トワー クに な った らエ クスプ リシッ トに減 るか とい っと、い まの とこ ろ

はそ うで な いか もしれ な いが 、 それはぼ くは可能 じゃな いか と思 う。

それ か ら、 い ま漢字 のお話 が 出 たが 、専 門化 の例 として た とえば あ るセ

ン ター に漢 字 出力 に関す る非 常 にす ぐれ た ソフ トウェアが あ って 、 コン ピ

ュー タ ・ネ ッ トワー クに よ りこれ を共 同利用 す る とい う方法 も考 え られ る。

そのセ ンター に漢 字 出力 に対 す る所望 の情 報 を伝 送す れば キ ャラ ク ター ・

ジ ェネ レー ター 等 の ソフ トウ ェアの働 きに よ って 印字 に関す るよ り具 体 的

なデー タが返 送 されて きて 、 リモー トサ イ トの コンピュー タは 、簡単 な機

能 を もつ 印字 装 置 を働 かせ て、高 品質 の 漢字 出力 を行 なわせ る とい った使

い方 は妙 味 が あ る と考 え られ る。

それ か ら、 その機能 が専 門化 す れば い い とい うまた別 の考 え方 として 、

ソフ トウ ェアの位 置づ け とか プ ラ イオ リテ ィの問題 が今 後 もっ とシ ビアに

考 え られ る よ うに なれば 、特 定のセ ンターが 門外不 出の非常 に高級 な ソフ ト

を保 有 して 、 これ をネッ トワー クによって共用 す るとい う形 態 も考 えられ る。
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それ か らも う1つ は 、デー タ ・ベ ー ス の発 展 とい う問題 で あって 、デー

タ ・ベ ー スは どこで も容易 につ くれ る もので はな い。特殊 の専 門領 域 を持

って い るセ ン ター に非常 に優 れ たデ ー タ ・ベ ー スが あ って、 それ はそ こだ

け しか ない とい うこ とに な る と、 ど5し て も コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

に した方 が いい とい うこ とに な る。だ か ら、や は りそ うい う方 向 で考 え ら

れて い くのが一 番素 直 じゃな いか とい うふ うに私 は思 う。

社 会 に及 ぼ す影 響

小笠原 「コン ピュー タ・ネ ッ トワー クの進展 が情 報 関連 市場 に及ぼす影

響 」 とい うこ とで活発 な意 見が 出 た。最 後 に 「コン ピュー タ ・ネ ッ トワー

クの進 展が社 会 に及ぼ す影響 」 とい うこ とだが 、 これ はい ままで でほ とん

どカバ ー した よ うに思 う。 通産 省 の斉 藤 さん、社会 に 及ぼす影響 、展望 と

い うよ うな こ とで何か御 意 見が あ れば… …。

① プライバ シー問題 ど処理主体

斉 藤 プ ライバ シー 問題 、 これ は非常 にむずか しい問題 だ と思 う。プ ラ

イバ シー 問題 につ いては諸 外 国に法 制 が あ る。 あ るけ れ ど も、私 が個 人的

に考 えてい るポ イン トは、処 理 をす る主体が ど うか とい う問題 であ る、国

家 で あ るか国家 以外 の もの で あ るか 。 プ ライバ シー の場合 は 、 まず最 初 に、

基本 的 には個 人的 な もの とい う原理 が そ もそ もあ る。 そ して、 あれはや は

り西洋 の、私 ど もには ち ょっ とわか らな いが 、国家 間の社会 契約 説に根 ざ

す ものか も しれ ないが 、国家 または 国家 に準ず る ものが 国民の情報 を どう

す るか とい う問題 だ と思 う。 ち ょっ と話 が別 に なったが 、 それ では 国家 以

外の ものが主体 とな る場合 は どうか とい う問題 に な る。 それか ら個 人の情

報 でな い情報 は どうか 。具 体 的 に言 うと、デ ー タ保護 とい うふ うな名 前に

変 えれば 、情 報処理 業 者 の ところでや られ て いるの は、個 人の情報 もあ る

だ ろ うけ れ ど も、会社 の機 密等 の情報 もある。 その両 方につ いて及 び うる
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こ とにな る。要 す るにデー タ保護 につ いて法 的に考 えれ ば 、必ず しもプ ラ

イバ シー とい うの とは短 絡 的には結 びつ か ない。主体 の 問題 につ いては 、

国家 または 国家 に類似 す る ものが取 り扱 うもの と民 間 の ものが取 り扱 うも

の とは全 く違 う。

それか らも う1つ 、根 本 的には コンピュー タ処 理 の 問題 が あるけれ ども、

それは諸 外 国の 法制 を調 べ てみ る と、 コン ピュー タ処 理 以 外 で も規制 の対

象 にな ってい る もの もあ る。 た とえば 日本 で言 えば興 信 所 み たいな もの は

あれ は コン ピュー タを使 って いな くて もあ る意味 では情 報産 業 の1つ に位

置づ け られ るが 、 そ うい うのが どうな るか とい うこ とで あ る。現在 の議 論

は、私 の個 人的 な考 えに よ る と問題 点がは っ き りされ て いな いの で必要以

上 の混乱 をきた して い る と思 われ る。

② データ保護 と守秘義務

大野 デ ー タ保 護 とい う問題 は、情報処 理 業者 に とっては最 も大事 な義

務 であ るか ら、数 年 前か ら議 論 して 自主 的 に いろん な対 策 を とって きてい

る。去年 か一 昨年 あ た りか らプ ライバ シー が政 治 的 に取 り上 げ られて 、そ

れが非常 に 大 き くな って しまってデ ー タ保護 とい う面 が埋 没 して しまっ た

よ うな感 じだが 、い まお っ しゃった よ うに、総括的 にデー タ保 護 とい う観

点か ら とらえた方 がは っ き りす る。 デー タ保 護 とい うこ とで あれば 、 これ

はい ま始 まった こ とで は な い、業者 としては昔 もい ま も一 生 懸命 守秘義 務

を守 るこ とに努 力 して い る。 これは生命線 で あ るか ら。

③ 巨大 なシス テムの普及 とプライバシー

野垣 内 た だ、 システ ムが大 き くな る と、それがや は り純 然 と個 人の厳

格 な意 味 での プ ラ イバ シー の問題 と結 びつ いて くる。

大野 それ は あ る。

野垣 内 ち ょっ と変 な話 だが 、い ま中学生 がほ とん ど受 けて いる よ うな、

-189一



民 間のテ ス ト業 者 がや って いて 、 その採 点は コンピュー タでや って い るわ

け だが、 あの模擬 テス トの 偏 差 値 自体 を公 立 高 校 の 入 試 にまで御 利用 に

な る とい うこ とに な る と、 あ れ 自体が絶対 的 な値 であれば よろ しいけ れ

ど も、そ うでない し、 いろ い ろ問題 が あ るものが あ そこ まで い くと、入学

をさせ る方 が それ を持 って きて くだ さい とい うこ とでデ ー タ を要求 され る

とい っこ とに なって くる と、 これ はた とえば の話 だが 、や は り個 人のプ ラ

イバ シー の問題 とか か わ って くる。 だか ら、民 間がや って い るか ら、国家

がや って いるか らとい うこ とでは必ず しも片づか ない と思 う。

大野 われ われの扱 って い る資料 や 、デー タの中 には本 当 にプ ライバ シ

ー的 は もの もあ る
。代 表 的 な例 は一番 多いのが地 方セ ンター の住 民登録や

税務 関係 だが 、そ うい うプ ラ イバ シー的 な もの であ るか 企業 デー タであ る

か は問 わず、 これ らに対 して全体 と して守秘義 務 を守 る こ とに努 力 してい

る。 それ を新 しい法 律 を作 って取 り締 まるか ど うか とい うこ とに な るが 、

法律 の有無 にかか わ らず 、仮 にそれが業 者か ら漏洩 した とす れば そのセ ン

ター業者 はた ちまち信用 を失 って完全 につぶ れて しま う。 生命 線 だか ら、

法 律 があ ろ うが なか ろ うが 、 この姿勢 は実 に厳格 であ る。 そのほか に コ ン

ピュー タ設備 その もの の安 全対 策 も考 えねば な らないの で コス トが かか る。

私 の ところな どで もガー ドマ ン を置 いた り、機械 室や デー タ保管 の安 全設

備 を した り、大変 な費用 を使 ってい る。程 度問題 だけ れ どこ うい う費用は

必要経 費だ と思 わね ば いけな い 、われ われ業者 と しては。

斉藤 現 在の法 制 に加 えて のプ ライバ シー法 とい うふ うな こ とに 、現 在

法制 が ないか とい うと、契約 には契約 法が あ る し、国家 公務 員 には 国家公

務 員の守秘義務 が あ るの で、 どこの ところ をど うい うふ うに守 られ てい な

いか らど うつ け加 えるのか とい うふ うな議論 が な しに 、 い ま何 も法律 が な

いかの よ うに議 論 され るのは ち ょっ と心 外だ とい うこ とで あ る
。
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④ ダイ レク ト ・メール

も う1つ は、 しか しそ うは言 って も、 あ る 日突然 ダ イ レク ト ・メー ルが

舞 い込 む とい うこ とにつ いては 、 これ は私 は よ くわか らな いけれ ど も、国

民が漠 然 とした不安 を抱 いてい る こ とは確 か であ る。

大野 な んで もわれわ れ情報 処理 業者 と結 びつけ られ るの は迷 惑 だ と思

う。

斉藤 だけれ ど も、宛名 が コン ピュー タで打 って あ った りす る と国民 と

して は無 関係 とは考 えに くい と思 う。

大野 そ う言 われ る と何 に もで きな くな る。(笑)

斉 藤 だけれ ど も、国民 の 中 にそ うい うの があ る とい うこ とを考 えて い

ただ きた い と思 う。

大 野 それは あ る。

斉 藤 各サ ー ビス業者 さん等 も行動 してい ただ く方が結 局 は い いこ とで

は な いか とい うこ と と思 う。

赤 司 ダ イ レ ク ト ・メー ル1つ とって もい まの よ うに 自分 に余 り縁 の な

い ものがば さば さ入 って くる現 状 と、 それ こそプ ライバ シー が漏 れ て 自分

に 必要 な ものだけが 入 っ て くる状 況 とどち らが メ リッ トが 多いか わか らな

いの では ないか。(笑)

野 垣 内 そ うい うつか まえ方 ではな いので…… 。何か知 らぬけ れ どもお

れ の こ と を調べ や が って こん な もの を送 って くる とい うこ との不安 なので

あろ う。 この こ とだ けな らいいけ れ ども、 このほか に 自分 の こ とを 自分 の

知 らない人が どれ だけ知 って い るのだ ろ うか、 この不安 感 であ ろう。

赤 司 だ か ら、情 報化 が 進 む こ との メ リッ トが 十分 に認識 されて い ない。

あ るい はそれ は まだ実際 に メ リッ トが な いのか も しれ ない。 だか ら、 その

陰の部 分 だけが取 り上 げ られて い る とい う感 じが す る。 メ リッ トは ある。
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メ リッ トが あれ ば、 そ うい う若干 の デ メ リッ トは 当然 必要 なので はな いか。

少 し乱 暴過 ぎるか … …。

小林 流通 業 界の変 遷 とい うもの をも うち ょっ と考 えて い くと、 ダ イ レ

ク ト ・メー ル でや る よ りもテ レ ビでPRし た方 が早 い、 そ うい うものが か

な りあ る。 それ で、 ダ イ レク ト ・メー ル とい うの は以 前か ら見 る とか な り

減 ってい るので はな いか。 い わんや い ま言 われ た よ うに 、郵便 料金 が上 が

り、印刷 コス トが上 が り、 それで配 る、 それ の追跡 調査 はそれほ どや って

いな いの では ないか とい うこ とに な る と、 まだ テ レビな んか の方が視 聴率

とか い っよ っな形 で モニ ター ・システム に よ るラ ンダム ・サ ンプ リン グで

か な りや って い るよ うです か ら、追跡調査 は テ レ ビの方 が的確 に で きて い

る と思 う。

そ れか ら、広告媒 体 とい うものは これか ら変 わ ってい くのでは なか ろ う

か 。電通 さんに そ うい うこ とを聞 きたいが 、DMと い うのは減 るの では な

か ろ うか とい うよ うな議論 もまず な され なけ れ ばいか ぬ の じゃないか 。

それか ら、 プ ライバ シー 問題 と うらは らだ が 、犯 罪、 コンピュー タ犯 罪

とい うもの は どこで行 われ るか。ア メ リカなんか の例 を見 る と、ほ とん ど

が企業 内 でや られて い る。 そ うい うデー タ処理 業 者 の 中で犯 罪の原 因 を起

こ した とい うこ とは余 り聞 いて いない。 そ うい う意 味 では そ うい うこ とを

もう少 し 日本 では 、 もし宣 伝 す る とすれ ば われ われ が宣伝 しなけれ ば いけ

な いの であ ろ うが 、 その辺 もも う少 し犯 罪 問題 に結 びつ け てプ ライバ シー

問題 を考 えて いた だ いた らど うか と思 う。

小笠 原 「コン ピュー タ ・ネッ トワー クの進 展 が社 会 に及ぼす影 響 」とい

うのは特 に プ ライバ シー問題 に焦 点 をしぼ った よ うな形 に な ったが 、ほか

に何か御 意 見が あれ ば… …。

⑤DDXの 料 金
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◆

野垣 内 塚 本 さんに ち ょっ とお伺 い したいのは 、慶応 の森 先生 が書 いて

い らっ しゃるの を見 て ち ょっ とび っ くりしているが 、TELNETの パ ケ

ッ ト ・サ ー ビス は、 これ は全 然 距離 に関係 な しに、時 間 だけ の従 量制 をと

って い るわけだが 、1,000パ ケ ッ トあた り60セ ン トとい うこ とをお書 きに

な ってい る。 ち ょっ と換 算 してみ る と、少 しゆ とりをもって 見て も、これ

は2,000字 で1セ ン ト ぐらい の計算 に な る。 この よ うな こ とは 日本 で も可

能 なのか。

塚本 ち ょっ とそれ は わか らない。 そ うい うこ とだ とい うこ とだけ なの

だが。 ただ 、パ ケ ッ トは先 ほ ど電 報 とか はが きだ とい うふ うにお考 え くだ

さい とい うふ うに 申 したが 、技術 的 にい って、距 離別 に値 段 を識別 す る と

い うこ とが 非常 にむず か しい面 があ る。 したが って 、当然TELNETの

場合 も、ほ が き1通 幾 ら とい うの と同 じよ うに、電報 も結局1通 出せ ば い

くらと同 じよ うに 、 これ だけ のパケ ッ トに対 して幾 ら とい うこ とにな らざ

る を得 ない面 もあ るわ け。 したが って 、最終 的に は認 可 を待 って決 まる わ

け なのだが 、方 向 と しては そ うい う方向 の よ うであ る。

野垣 内 もしこれだ と、郵便 よ り経 済的 にな る くらい であ る。はが き1

通20円 とい うこ と と関連 す る と。

塚本 郵 便 につ いて は郵政 さん とか電 電公社 で も技術 的 に検討 してい る

こ とが あ る よ うだが 、電 子 メール とか 、 メー ル ・グラム とか 、あ るいは フ

ァ クシ ミ リとか 、色 々検討 が始 め られて い る。

⑥ ディジタル技術の進歩 と処理への影響

画像伝 送 とか い ろん な ツー ルが 出て きて、実 は私 も 自分 の専 門の ところ

は よ くわか るが、 とき ど きあ あい うのが新 聞 なんか に 出 る と、一 方 では ま

たフ ァクシ ミ リとい うの はい ろい ろ進 んで いるのだな と感 じた りして い る。

ただ、 コ ンピュー タ とのつ なが りとい う意味 においては フ ァ ク シ ミ リとい
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っの は まだ ち ょっ と異質 な ところが あ る。 ただ 、技術 的 には メモ リーが非

常 に安 くなって くる。 そ うす る と、1ビ ッ ト1,000分 の何銭 、厘 か毛か知 り

ませ んが 、 そ こまでい くとビ ッ トを うん と細か く割 った フ ァ クシ ミリとい

うのが あ り得 る。 それ をコン ピュー タで もっ て処理 して 出す とか 、 そ うい

う技術 は見 えては いる、値段 と引 き合 うか ど うか とい う問題 は あ るが。

それか ら、 イ ンプ ッ トでは先 ほ ど大 野 さんがお っ しゃ った よ うなOCR

の問題 だが 、 これ は結局 は そ うい う画素 とい う もの を どこまで安 く細か く

切 って処 理す るか 、そ うい う値 段 との問題 だけ で、技術 的に は何 で もで き

る とい うふ うに近 づ い てい る。 た とえば いま私 は レー ダー をデ ィジ タル で

表示 す る とい うこ とを専 門的 にや って い るが 、デ ィジ タイザ ー とい うもの

を使 う。 その カバ レー ジの中 をで きるだ け細か く割 って 、そ こにあ る ター

ゲ ッ トとそ うでな い もの との識別 をや る。静 止 した ものは いいが 、飛行機

だ と動 く。そ こで ドップ ラー ・シフ トや 電波 のエ コー と両 方併 用 してや っ

て い く。例 外的 には海 面の 波 な どが ドップ ラー ・シフ トで移 っ て しま うこ

ともあ るので 、波 と飛行 機 をど うや って識別す るか 。 それ を今 後 は また別

なエ コー をとって、 それ で相 関 を とって い く。 そ うい う帯 域圧 縮 とか相 関

の技術 とい うの は非常 に進 ん でい る。 したが って 、デ ィジタル技術全 体 の

進 展 に よって いろ い ろ処 理 が変 わ って くる し、 だんだ ん メ ッセー ジの コ ミ

ュニ ケー シ ョン と∫い うか そ うい うものが 技術革新 に よって変 わ って くるの

では ないか。 したが って、 こ こ5年 間 の動 向 は、DDXの サー ビス も恐 ら

く本番化 す る と思 うが 、 これ か らの こ とはは っ き り読 め ない。考 えてみ る

とお もしろい こ とが い っぱ いあ るのだ ろ うと思 う。

⑦ 種々のフェーズのポ リシー

野垣 内 大野 さん も先 ほ どか ら御指 摘 に なっ てい る よ うに、 技術 の 問題

とい っの は どん どん前 に進 ん で いるが、 それ を経営 的 に ど う持 って い くの
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か とい っこ とが全 然確 立 され て いない面 が ある。

塚本 それは医療 シス テム の問題 につ いて も、制度 との か か わ りが 大 き

い と思 う。 例 えば心電 図の遠 隔伝 送 な どで も医事 法 とい うのか 、そ うい う

法律 が あ るのだ そ うで 、 リモー トの診 断 とい うの はで きない のだ とい う。

診 は いいけれ ども断 は いかぬ とい う。(笑)断 とい うの はお 医者 さんが下

す のだ が、 ご く近 距離 でな い と断 を下 してはいかぬ とい う。 それ で、保健

婦 さんが そば にいて 、悪 そ うだ とい うこ とまでは言 え るけ れ ど も、 あなた

は こ うい う病 気 だ とい うこ とは言 え ない。 それは明治以 来 の法律 が残 って

い るのだ とい うこ とだが 、制 度 では意 外 な ところに いろん な ネッ クが ひそ

ん でい る。

先 ほ どプラ イバ シー の話 が あ ったが 、私 どもの場合 は 、 プ ライバ シー の

問題 と言 えば 、公衆 電気 通信 法 の 中で 、業務上 の秘密 を漏 らした ら処 罰さ

れ る規定 が あ る、退職 した後 で もつ きま と うとい うふ うに な ってお る。 だ

か ら大綱 は それ を適 用す れ ば全部 に かか って来 る。 そこ まで行 って い るの

だけれ ど も、 さてデー タ通信 とい う中 で も う1つ プ ライバ シー とい うこ と

は一体 ど うな るの だ とい うこ とに な る と各論 は なか なか むず か しい こ とが

多いだ ろ うと思 う。だか ら、制度 と技術 とい うものの間 の1つ のテ ンポが

合 いに くい。余 りに も技 術革 新 が早過 ぎ るのか もしれ ないが 。 しか し、法

律 の改正 とい う問題 は今 迄 の結果 だ け を見 れば何年 以上 も少 くともかか っ

て い る。

赤 司 電電 公社 さん にお願 い して お きた いこ とが あ る。私 に は電 話 料金

の値 上 げ とかあ るいは改 定 とか い うふ うな もの と、特 定通 信 回線 、 デー タ

通 信 の料 金 の問題 とい うの を、何かや は り同 じレベ ル で考 えて い らっ しゃ

るよ うな気 がす る。 た とえば この前 に も2線 式 、4線 式 、の料 金 を大幅 に

違 える とい う動 きが あった 。 しか しわれ われは、 システム を組 む ときに2
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線 式 と4線 式 との間 に は これ だけの値 段 の 開 きが あ る、 これ な らば4線 式

を採用 して全 二重 でや って応答速 度 を速 め た方 が シス テム全体 にか か る経

営 的 負担が か るい といっ た形 で考 え、端 末 機 ある いは 中継機等 をすべ

て設計 す るわ けだ。 それが突如 として その差 額 が 、大幅 に上 が る とい うこ

とでは 、経営 的見地 か らシステム の設計 が で きな い。 あ るいは またセ ンタ

ー ・コン ピュー タの地 域 的配 置 に して も、現状 の料金体 系 を前提 に最適 配

置 を考 えて ア ロケー トす る。 その シス テム ・ライ フ とい うの は償却 ベ ー ス

でい って も5年 だ し、経営的 に 言 えばや は り7年 とか8年 システム が稼 働

しては じめ て収支 が つ ぐない 、新 しい システ ム を展 開す る余 力 も出て ぐる。

回線 の料金体 系 、水 準 とい うもの を、 そ うい う条件 を承知 して動 いて くれ

ない と経営 的 に非常 に問題が 出て くる。 それ を電話 料金 と同 じよ うな感覚

で処理 され たの では非 常 に困 るな とい うのが シス テム をつ くって い る者 と

して痛 感 す る ところで あ り、 日本 の情報 化社 会 ・進展 に も大 きな影響 を与

え るこ となの で、ぜ ひお考 えお き願 い たい。

小笠原 大体論 議 も尽 きた ようで ござい ます の で 、 これ で終 わ りに した

い と思 い ます 。

大野 ど うもあ りが とうござい ま した。

(了)
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本資料は日本電信電話公社技術局の諒解の下に掲載する。

但 し、本資料の内容は構想段階のもので、実際のサービス
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ま え が き

電気通信網 とコン ピュー タを使 って高度の情報処理 を行 うデー タ通信 、電気通信網 を通

して手書 きの資料や 図面の コ ピー を遠隔地にわずかの時間で送 るフ ァクシ ミリ通信一 こ

の ような通信が情報化社 会の花形 として広 く.利用 されて来て います。利用者数 の年 々の伸

びは 目ざま し く、それはデー タ通信や ファクシ ミリ通信 が社会活動や 企業活動 にいか に貢

献 しているか を物語 ってい ます。

しか し、現在 の通信 サー ビスの 内容に必ず しも満 足 していない とい う方や 、あるいは利

用 したいが ご希望 に沿 った ものが ない とい う方が居 られ るめ ではないか と思 います。そ こ

で電電公社 は、電子 交換 、デ ィジタル伝 送 など最新 のデ ィジタル技術 を駆使 してデー タ通

信や最近脚光 を浴 びて いるデ ィジタル ・ファクシ ミリ通信 に さらに適 した便利 で品質 の良

い電気通信網一 まだ名前が ないので仮 に 「新 デー タ網 」 と呼んでお きます の研 究開

発 を鋭意進 めてい ます。

このパ ンフ レッ トでは 、この まだ生 まれていない新 デー タ網サー ビスのあ らま しについ

て、現 在 、電電公社 が考 えている構想 を紹介 させ て頂 きます。 そして、 この調査 を通 じ皆

様方 の ご意 見 を賜わ ってさ らに検討 を加 え、よ り良い新 デー タ網 を作 って、ご要望 に こた

えて行 きたい と存 じます。

なお、 ご紹 介す る内容 はあ くまで構想 の段階の もの であ り、実際にサー ビスの形 として

固まってい る もので ないこ とを、特 にご了解頂 きたい と思 い ます。 また、新 デー タ網 の国

際標準化 に関 しては 、現在 、国連 の下部機関 である国際電信電話諮問委員会(CCITT)

及び国際標 準化機 構(ISO)に おいて、活発 な審議が続 け られています。電電公社は新デ

ー タ網 の検討 に あた り、その最新 の勧告案 に極力準 じるよ う配慮 しています。

●
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1.現 在利用 されてい る通信 方法

デー タ通信や ファクシ ミリ通信 に現在 利用 されてい る通信方 法は、

a特 定通信回線又は専 用線 を用 い る方法

(以下 「専用線等 を用 いる方法 」 と略称 します)

b公 衆通信回線(加 入電話 の電話 回線又 は加入電信 の電信 回線)を 用 いる方 法

(以下 「電話網 等 を用 い る方法」 と略称 します)

の2種 類が あ ります。

専用線等 を用 いる方法 では、第1図 に示すデー タ通信 の例 及び第2図 に示 す ファクシ

ミリ通信 の例の よ うに 、常時通信相 手 との 間に専用の通信回線が設 け られてい ます。

B

C

(特定通信回線)

セ

ン
タ

ー

注 ∠]:デ ータ端末装置 ●:回 線の終端装置

第1図 特定通信 回線に よるデー タ通信 の例

(専用線)
A-B

注 口:フ ァクシミリ装置 ●:回 線の終端装置

第2図 専用 線に よるファ クシ ミリ通信 の例

◆

この方法 は次の よ うな特 徴が あ ります。

a-1通 信相手が各 回線 ご とに固定 され る。

a-2回 線使用に 当たっては他 人使用 、共 同使用 などにつ いて制度上一定 の制限が

あ る。

a-3料 金 は通信時 間に関係 ない定額制料金 である。

(2)



齪 、,したがって通詣 が多い場合}・有利にな ります.端 末囲 あた りの通イ誼 が少ない

場合は、第1図 の端末BとCの ように、1つ の回線を分岐 して複数 の端 末で共用

する方法 も利用できます。

注:こ のパ ンフ レッ トにおいては、特にことわらない限 り「端末」とは、データ端 末

装置(デ ー タ宅内装置)、 電子計算機(デ ータ中央装置)、 ファクシ ミリ装置(端

末機器)な どを総称する言葉 とします。特に具体的な装置に着 目しで表現する場

合は 「端末装置」 と称 します。なお、これ らの 「端末」を使 ゲ ζ通信 を行 う「人」

に着 目して表現する場合 は、「加入者」あるいは 「通信相手」 と称 します。

a-4通 信 速 度 は 、 回 線 規 格 に よ っ て 、50ビ ッ ト/秒 の低 速 か ら48キ ロ ビ ッ ト/秒 の

高 速 まで 利 用 で き る。

補足:現 在符号伝送用 としては 、50、100、200、1,200、2,400、4,800ビ ッ ト/秒及び

48キ ロ ビット/秒 の規格があ ります。

a-5常 時 通 信 回線 が 設 け られ て い るの で 、 直 ち に通 信 を開 始 で き る。
t'

補 足:た だし、分岐使用の場合 は、1つ の端末が通信 している間他の端末は通信で きま

せ ん。

一 方
、電 話 網 等 を用 い る方 法 で は 、 第3図 に示 す デ ー タ通信 の例 又 は 第4図 に示 す フ ァ

クシ ミリ通信 の例 の よ うに 、通信 したい時 だけ通信相手 との間に通信 回線が 設け られ ます。

この方法は 、専用線等 を用 い る方法 に対 し、次の ような特徴があ ります。 なお、 この よ う

な方法 を一般 に 「交換サ ー ビス」 と呼 んでい ます。

b-1通 信相手 が固定 されず、ダ イヤルに よって 自由に相手 を選 ぶ こ とが で きる。

補足:た とえば第5図 のように1つ のデータ端末装置からダイヤル番号によって複数の

センターにアクセスすることができます。

電話網又は加入電信網

9

B

注1

注2

D

∠ ゴ:デ ータ端末装 置 ●:回 線の終端装置

図は端末A、B、Dが センター と通信中の例

セ
ン
タ
ー

電

子

計

算

機

第3図 電話網等によるデータ通信の例
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電話網

A

データ端末装置

C

注・口 ・。ク・・リ装置

回線の終端装置

B注2図 はAとCが 通信中の例

第4図 電話網 に よるファクシ ミリ通信 の例

電話網又は加入電信網

セ

ン
タ
ー

A

セ
ン
タ注

●:回線の終端装置
B

第5図 電話網等 に よる複数の通信相手への ア クセスの例

b-2公 衆交換網 であるの でサー ビスに加入 しているすべ ての通信相手 に対 して通

信が で きる。

b-3料 金は 、一定の基本料 と通信量 に比例 した従量制 の通信料 とを加算 した もの

である。

補足:し たがって通信量がある程度以下の通信相手が大部分である場合に有利となります。

b-4通 信速度 に次の よ うな制 限が あ り、高速 の通信が で きない。

ア 電話網 では 、おおむね1,200ビ ッ ト/秒以下の交流符号伝送 が可能 であ る。

2,400ビ ッ ト/秒以上 になる と十分 な品質が得 られない場合 があ る。

イ 加入電信網 では50ビ ッ ト/秒以下 の値 流符号伝送 に限定 され る。

補足:こ の速度制限は、もともとこれらの通信網が電話又は加入電信用に設計され

ていることによります。

(4)



b-5通 信 した い時 に回線 を設 けるため、

ア ダイヤル し終 わってか ら、通信が開始 で きるまでに15秒 程度 の接続時間が

かか る場合 が ある。

イ 通信相 手が話 中等 のためす ぐにかか らないこ とが ある。

b-6交 換機 等の設備 が電話又 は加入電信用 に設計 されて いるので、デー タ通信等

に使用す る場合 は 、

ア 期待 す る伝 送品質が得 られ ないこ とが ある。

補足:電 話網 を利用しての200ビ ット/秒、1,200ビ ット/秒符号伝送時のビット誤 り

率は、接続 リンク数や経由する伝送 ・交換方式の相違、網の使用状態などの

影響で相当ばらつきますが、公社の標準的モデムを使用した標準接続系にあ

っては、おおむね80%の 接続呼が1×10-5を 満足します。

イ 電話網 等のサー ビスに支障 を及ぼさないよ うにす るため 、使用時間帯の指

定等 の条件 を付 され るこ とがあ る。

この2つ の方法 の どち らを選ぶかは 、実際の利用形態 と上述の よ うなそれ ぞれの特徴 を

対比 して、 より適 した方 を選 ぶ こ とに な ります。

ここで、現在 の通信 方法 に不足 して いるもの を整理す る とおお よそ次の よ うに言 えまし

ょう。

「デー タ通信や デ ィジタル ・ファ クシ ミリ通信 のよ うなデ ィジタル通信のみ を対象 とす る

高速 ・高品質 の通信サ ー ビスが ない,」

o
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2.新 データ網 の構想

2.1新 データ網 がなぜ 必要 とされ るか。

デー タ通信や フ ァクシ ミリ通信 は、従来、専 用線等 を利用す る ものが大部分 で した。

しか し、 システムが大型化 した り、通信範囲が広 くな るのにつ れて、通信量の少 ない'

端末 も多 くな って来てい ます。

また、1つ の端 末か ら複数の相手 と通信す る とい う利用形態が増 えてい ます。 これ

に伴 い、従 量制料 金で任 意の相手 と通信 できる電話網等 を利用す るケースが最近 多 く

見 られ るようにな りました。

ところが、電話網 等の通信網 は、 もともと電話又は加入電信 に最適 な ように作 られ

ています。 したが って、 これ をデー タ通信や ファクシ ミリ通信 に利用す る場合に は、

前章で述べ た ような不便 さが あ ります。すなわ ち、速度や 品質 の面 で各種 の制約が あ

ります。

さらに、各所 に分散 して設置 されたコンピュー タを通信 回線 でつ な ぎ、よ り高度の

能 力を発揮 させ るコンピュー タ間通信 も、これか らの有力 な通信形態 として注 目を集

めています。 これには、高速のデ ィジタル通 信 を効率 的に提供 で きる通信手段 が要求

されます。

2.2新 デー タ網 に よるサー ビス

新デー タ網 は、前述の よ うな点 を考慮 し、電電公社 が 目下構想 を練 り、研究 ・開発

を進めている新 しい通信 網 です。具体的には、各種 の利用形態 に合 わせ て、次の3種

類 のサー ビス を提供 した い と考 えています。

A回 線 交 換 サ ー ビ ス:高 速 、高品質で任 意の相 手 とデ ィジタル通信が できる交

換サー ビス。長 電文 のデー タ通信や デ ィジタル ・ファク

シ ミリ通信に適す る。

Bパ ケ ッ ト交換 サー ビス:高 速 、高品質で任 意の相 手 とデ ィジタル通信がで きる交

換サー ビス。比較 的短 電文 のデー タ通信 に適す る。 さら

に速度の異 なる相 手 との通信 な ど従来 にない新 しい形態

の通信 を可能にす る。

C回 線 サ ー ビ ス:高 速 、高品質で特定 の固定 され た相手 とデ ィジタル通信

が で きる直通回線のサ ー ビス。端 末 当た りの通信 量が比

較的 多いデー タ通信及 びデ ィジタル ・ファクシ ミリ通信

に適す る。

サー ビスの詳細 は、第3章 以下 で紹介す ることとし、 ここでは 、各サー ビスの特徴

について もう少 し詳細 に述べ るこ ととします。

(6)



●

●

(1)回 線交換サ ー ビス

第6図 に示 すデー タ通信 の例及 び第7図 に示すデ ィジタル ・ファクシ ミリ通信 の

例 のよ うに、通信 した い ときに相手 との 間に回線が設け られ ます。そ して この 回線

を通 じて第8図 に示 す よ うに通信が で きます 。

通信速度 は低 速か ら高速(48キ ロ ビッ ト/秒)ま で各種 の ものが用意 されて いて、

加 入者 は この中か ら任 意の もの を契約 して使 うこ とが できます。

伝 送品質は現在の専用線 等 と同等以上 に向上 します。

交換サー ビスで す ので第9図 に示す よ うにダイヤ ルす る番 号に よって複 数の相 手

ヘ ア クセスす るこ とが で きます 。

回線交換網

B'

A

注・ ∠1・ データ端末鑓 ・ ・鹸 の繍 装置'

■■・:高 速回線 一 一:中 速回線 一:低 速回線

注2図 は端末A、B、Eが センター と通信中の例

第6図 回線 交 換 サ ー ビ スに よ るデ ー タ通信 の例

回線交換網

注1[コ:フ ァクシミリ装置 ●:回 線の終端装置

注2図 はAとCが 通信中の例
B 注3通 信回線は中速の例

第7図 回線交換サ ー ビスに よるデ ィジタル ・ファクシ ミリ通信 の例

セ

ン
タ

ー
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データ端末装置

交換機

「一 一 一「

交換機

「一一 一「

[=コ 一斗 一 －L-一 一ー一 十 一 → 一→[=コ

」___」

電
子
計
算
機
な
ど

データ端末装置

注1端 末装置の種類は1例

注2図 は通信回線が設けられた後の状態

第8図 回線交換 の通信 方式 の原理

回線交換網

セ

ン
タ

ー

A

セ
ン
タ

B

第9図 回線交 換サー ビスに よる複数 の通信 相手へ のア クセスの例

ダイヤ ル し終 わ ってか ら相手につ なが る までの接続時 間はほぼ1秒 程度に短縮 さ

れ、長 い場合 で も2秒 程度 ですみ ます。

接続 されたあ と交 換機は単 に回線 を保持 してい るだけであ り、その回線 を通 じて

任意 の方法(通 信文 の形状 とか通信 の手順)で 通信 を行 うことがで きます。 この点

が次のパケ ッ ト交換サー ビスの場合 と異な って い ます 。

(2)パ ケ ッ ト交 換サー ビス

パケ ッ ト交 換 では 、第10図 に示 す ように交換機 が通信文 を一旦預 って相手 に送 り

届け る方法 をと ります 。 したがって、通信 文は直接通信 者間 でや りとりされ ません。

この場合一般 に電子計算機 に対 しては第11図 の よ うなパケ ッ トの形で通信文が送受

され ます。

しか し、サー ビス上 は回線交換 と同 じ交換サー ビスで あ り、加入者は この ような

方法の違 いを特 に意識せ ず相 手 と通信 がで きます 。

(8)



装置

交換機 交換機
通信文

タ端末[==コ

∠

「 一ー 一一 「
L_____1

通信文(注2)

口

,払
lI
L___」

.礼乙l
lI

L____」

注1端 末装置の種類は1例

注2 .電 子計算機に出入する通信文はパケットの形態をとる。

第10図 パケ ッ ト交換 の通信方式 の原理

電
子
計
算
機

パ

ケ

ッ
ト
区

切
符

号

な
ど

発
信
者
の
番
号

宛

先

番

号
通信文(由

パ

ケ

ッ
ト
区

切
符

号

●

注1つ のパケ ットの中に納める通信文 の長 さには制限があ ります。

第11図 パ ケ ッ トの 形 状(フ ォー マ ッ ト)

'

●

通信速度 は低 速か ら高速(48キ ロビッ ト/秒)ま で各種 の ものが用意 されて いて、

加入者 は この 中か ら任意 の もの を契約 して使 うこ とが できます。

また、交 換サー ビスなので通信相手 を自由に選 ぶ こ とが で きます。

さ らに、通信 速度及 び通信相手 につ いては 、第12図 に示す よ うに、

・通信速度 の異 なる相手 と通信 できる(例 えば 、200ビ ッ ト/秒 のデー タ端末装置

と48キ ロ ビッ ト/秒 の電子 計算磯 間の通信 がで きる)

・電子計算機 は1回 線(局 線)を 使用す るだけで同時に複数 の相手 と通信が でぎる

な どの特徴 があ ります。

パ ケ ッ ト交換 にお いては、原理的に 回線交換の よ うなダイヤル し終わ ってか ら相

手 につ なが るまでの接続時間 とい う概念があ りませ ん。か わ りに、相手 に通信文が

送 り届 け られ るまでに若干 の時間(網 内転送 時間等)を 要 します。

伝送 品質 は端末 が標準の手順 に従 って通信 す る場 合は、網の 中で誤 り制御 を行 う

の で飛躍的 に向上 します。

また、標準 の手順 に従 っていただ くために通信文 の形状 等 にある程度の制約が加

わ ります。 これ らの制 約は あって も、パケ ッ ト交換 は比較 的短電文の 多いデー タ通

信 の場合 、効率 の高い交換サー ビス を提供 で きるもの と思 われ ます。
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B

パ ケ ッ ト交換網

B

D

注、 ∠ デ_タ端末鑓 ・ 回線の終糠 置

■■■:高 速回線 一 一:中 速回線 一:低 速回線

D・ 交 換 機 ⊂=⊃ ・共通の回線

注2図 は端末A、B、Eが センターと通信中の例

第12図 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に よ るデ ー タ通 信 の 例

D

電
子
計
算
機

注 ∠ ゴ:デ ータ端末装置 ●:回 線の終端装置

■■一:高 速 回線 ロ■一:中 速回線 一:低 速回線

第13図 回 線 サ ー ビス に よ るデ ー タ通信 の例

・一 ・
注1□,フ 。クシミリ装置 。 ・回線の端 装置

注2通 信回線は中速の例

第14図 回線サ ー ビスに よるデ ィジタル ・フ ァクシ ミリ通信の例

(10)
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(3)回 線サー ビス

デ ィジタル通信用 に設計 した設備 に よって提供 す るサー ビス であ り、サー ビス機

能上は従来 の専用 線等に よるもの とほぼ同 じです。

デー タ通信 に使用 す る例 を第13図 に、またデ ィジタル ・ファクシ ミリ通信 に使用

す る例 を第14図 に示 します。

なお、端末装 置の電 気的接続条件 等は回線交換サー ビス 、パ ケ ッ ト交換サー ビス

及 び回線サー ビスの三 者 とも統一 を図 るこ ととしています。

ぷ
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3.各 サー ビスの内容

前章 まではサー ビスのあ らましにつ いて説明 して来 ま したが 、 この章 ではさらに各サ

ー ビスの内容につ いて 、で きるだけ具 体的 に紹介 す るこ とに します。

3.1回 線交換サー ビス

(1)基 本的な通信形態

加 入者が発信す る と、 その ダイヤル した番号に よって指定 され る着信加入者 との

間に全二重通信 回線⑰ が設け られ ます。 この場合 く発信加 入者 と着信加入者の通信

デ ー タ

端末装置

第15図 回線交換 サー ビス による複数の通信 相手へ のア クセ スの例

回 線 交 換 網

B

E

注1∠ ・データ端末装置 ・ ・回線の終継 置

一:高 速回線 一:中 速回線 一:低 速回線

注2図 は端末A、B、Eが センターと通信中の例

第16図 回線交換サ ー ビスにょるデー タ通信 の例
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回 線 交 換 網

A C

注 、Eコ ・フ。ク・,,装 置 ・ ・回線の撒 装置

注2図 はAとCが 通信中の例

注3通 信回線は中速の例

第17図 回線交換サー ビスに よるデ ィジ タル ・ファクシ ミリ通信 の例

速度 は同一速度 であるこ とが必要 です。回線は通信が終了す ると切 断 されます 。

交換サー ビスですの で、ダイヤル番号 に よって第15図 の ように通信相手 を変 える

ことが で きます。

利用例 として第16図 にデー タ通信 の例 を、 また第17図 にデ ィジタル ・フ ァクシ ミ

リ通信 の例 を示 します。,

なお、'料金 につ いては一定の基本料に通 信量見合 いの従量制 料金 を加算 す る方 向

で検討 して います。

{注:灘 跳 ㌶ ㌶ 婿:澱 蕊 野回鰻 二重通信はもちろ]

(2)端 末の速度 クラス

第1表 に示す5種 類 の速度 クラス を設け ます。 また、それ ぞれの適 用例 を同表 に

示 します。

クラス 端 末 速 度
ダイヤ ル速度

A

同期方式 適 用 例キャ ラクタ ・
ダイヤル 回転ダイヤル

ー

ウ●

3

4

5

200b/s以 下

1,200b/s以 下

2,400b/s

9,600b/s

48kb/s

200b/s

1,200b/s
2,400b/s

9,600b/s
48kb/s

20pps

;

;

調 歩 式
〃

同 期 式

;

データ端末装置、電子計算機
〃 〃

〃 〃

ファクシ""
ミリ装置

電子計算機 、ファクシ ミリ装置

第1表 回線交換サー ビスの端末の速度 クラス
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(3)選 択信号の送出方法(ダ イヤルの しかた)

これには次の2通 りの方法があ ります。

。キャラ クタ ・ダイヤル:キ ーボー ド ・プ リンタ等 の数字 キー を用 いて通信相手

の番号 を送 る方法

・回 転 ダ イ ヤ ル:電 話機 の ように回転 ダ イヤルに よって通信相手の番号

を送 る方法

端 末装置 によってこの どちらかが利用で きます 。

キャラクタ ・ダイヤルの送出速度 は、第1表 に示 す規定 の速度 によ ります。 した

が って、キャラ クタ ・ダイヤル を使 用す る場合 、ダ イヤル時間は きわめ て短 くな り

ます。 また、既存 の端末装置で ダイヤル機 能がない もの を回線交換 に利用 したい場

合 は 、次の(4)項で述べ るよ うな方法が用意 され ます。

なお、キャ ラクタ・ダイヤルの フォーマ ッ トや符 号方式には一定 の規約が あ ります。

(4)端 末装 置のインター フェース

回線交換 では、第18図 に示す よ うな端末装置(DTE)と 局 線(加 入者線)の 間に回

線終端装 置(DCE)と 呼ぶ装置が入 ります。 この装 置は従来のモデム(MODEM:

変復調装 置)に 相 当 し、端末装置 と交換機 との間の各種 の制御信号等 の仲介 を します。

◆

端末装置

回線終端装置

一一 一→ 交 換 機 へ

DTE-DCEイ ンター・フェース:X又 はVシ リーズ

注 端末装置には、電子計算機、ディジタル ・ファクシミリ装置等 を含む。

第18図 回 線 終 端 装 置 の イ ン ター フ ェー ス

端末装置 とこの回線終端装置 との間のインター フェー ス(DTE-DCEイ ンター

フェース)と しては、国際標 準化 の動 向に従 い、新デー タ網用 に新 しく設計 され る端

末装 置 と、既存の端 末装 置の収容 を考 慮 し、次 の2種 類 を用意す るこ とに してい ます。

・新設計の端 末装 置用 として:Xシ リー ズインター フェー ス

・既存 の端 末 装 置 用 と して:Vシ リー ズインター フェース

ただ し、これ らの インターフェースには、現在 の専用線 の変復調装置 で用い られ

ている電気的 ・物理的条件以外に論理 的条件 も含 まれてい るこ とに配意す る必要が

あ ります。

また、既存の端 末装置 でダイヤル機能 が無 い場合 は、ダ イヤ ル機能が付 いたVシ

(14)



リー ズインター フ ェースの回線終端装置 を提供す る ことに しています 。

なお、 回線 の接 続が終わ ったあ と相手の端末装置 との通信に用い る伝送制御手順

等 につ いては特 に制約 があ りません。

(5)サ ー ビスの品質

ア 接続 時間:ダ イヤ ル をし終 わってか ら相手 と通信可能にな るまでの時間 は、1

秒程度 で、長 い場合 で も2秒 以下 にす るよ うに考 えています。

イ 伝送 品質:ビ ッ ト誤 り率 は現在の専 用線等 と同等以上に向上 します。

(6)各 種サー ビス

デー タ通信及 びデ ィジタル ・ファクシ ミリ通信 の特質 を考慮 し、次の よ うな各種

サー ビスの提供 を検討 しています。ただ し、実際 に どれ を提供す るかは、皆様 の ご

意見な ど を参考 に して決めた いと考 えてい ます。

ア さ しむ き提供 を検 討 して いる各種サー ビス

(り 閉域接続 サー ビス

第19図 に示す よ うに、特定 の端末 間で1つ の グループを組み、同一 グループ

内の端 末相互 間に限 り接 続 を行 うサー ビス。㈹

「:1;藻議。欝 欝 樵;《;竺㌫ 当

へ

[

＼
＼(
∴
/

∠

/

/
/＼

/
/

ー

＼

、
＼/
＼/
＼1＼

1、 '、
、一 一一'

(1の グ ル ー プ)

他 グループへの発

信

(不可)

他 グループか らの

着信

.、 注 ・ ∠]・ 端末

注2図 は3の 端末でグループを組 む場合の例

第19図 閉域接 続の し くみ(単 一 グルー プの場合)
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注、 ∠],端 末

注2図 は端末〔AB3〕がグループAとBの 両方に所属する例

第20図 閉域接続の し くみ(複 数 グループ所属 の例)

(ii)相 手通知サー ビス(IDサ ー ビス)

通信 開始 に先立 ち、発信者 及び着信者 に交換機か ら通信相 手の番号 を通知す

るサー ビス。 これに よって 、あらか じめ通信相手 を確認す るこ とが で きます。

注:IDはldentificationの 略

(iii)短縮 ダイヤ ルサー ビス

通信相手の番号 を2～3桁 の番 号に短縮 して登録 しておけば 、後 はこの短縮

番号 を使 って通信 がで きるサー ビス。 これによってダイヤル操作時 間を短 くで

きます。

㈹ ダイレク ト・コールサー ビス

通 信相手が1つ に固定 されて いる場合 、その番号 を1度 交換機 に登録 してお

けば、あ とはダ イヤル操 作な しで通信がで きるサー ビス。このサー ビス を利用

す れば ダイヤルの手間が省け操 作が簡単にな ります。 また、端末装 置のダイヤ

ル機能(網 制御機能)が 不 要 とな ります。

(v)料 金のセ ンター一括払 い

通信料金 をすべ てセ ンター側 で一括払 い とす るサー ビス。 なお、一般 的には

電話 と同 じように発信人払 い とな ります。

`
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イ 将来提供 したい と考 えている各種 サー ビス

(i)同 報通信 サー ビス

複数 の相 手に 同一 の通信文 を送 りたい場合 、交換機が発信端末 に代 わってこ

れ を行 うサー ビス。発信端末は交換機 に対 し、複数 の宛先 と通信文 を1度 伝 え

るだけですみ、手 間が省 けます。

㈹ 代行受信 サー ビス

ある端 末が発呼 してその宛先の相 手がたまた ま話 し中の場合 に、交換機 が宛

先の相手に代わ って、発信端末か ら通信文 を受信 してお く。そ して相手 が空 き

次 第交換機 か らその通信文 を送 り届け るサー ビス。発信端末 は、かけ直 しの手

間が省け ます。

3.2パ ケ ッ ト交換サー ビス

(1)端 末の種類 と基本 的な通信形態

パ ケ ッ ト交換 では通信文 を端末装置 と交換機 の間で直接送受 す る方 法 をと ります 。

この場合通信文 を送受 す る通信形態 の違 いに よって、第21図 の よ うに端末 を 「パケ

ッ ト形態端末」 と 「一般端 末」の2種 類に大別 します。

交換機

一

般

端

末

[===コ →
一 ー 一 一 一

吻 ←

樋信文⇒

交換機

ノぐ

ケ
ツ

一ーレ[コ 〔]〔 コ
ト

ーー ー 一 〉 形
← 晶 晶 態

(パ ケ ッ ト) 端
末

注:従 来のデータ通信で行われている通信形態

第21図 パ ケ ッ ト交換サー ビスの端末の分類

'

●

パケ ッ ト形 態端 末 とは、通信文 を第22図 に示す よ うなパ ケ ッ ト囲 の形態 で送受 で

きる端 末 を言い ます。従 って、端 末の機能 としては通信文 をパ ケ ッ トの形 に変 えた

り、逆 にパケ ・・トを もとの通信文に直 した りす る機能が要求 され ます 。バケ ッ ト形

態端 末は、一般 に電子計算機 とな ります。

灘諜簾欝離離酬
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パ

ケ

ッ
ト
区

切
符

号

な
ど

発
信
者
の
番
号

宛

先

番

号
通信文㈱

パ
ケ

ッ
ト

区

切
符

号

注1つ のパケ ットの中に納める通信文 の長 さには制限があ ります。

第22図 パ ケ ッ トの形 状(フ ォー マ ッ ト)

一般端末 とは、パ ケ ッ ト以外の通信形態 で通信文 を送受 す る端 末 を言い ます 。こ

れは従来のデー タ通信 で行 われてい る通信形態であ り、一般 に キー ボー ド・プ リン

タな どのデー タ端末 が該 当します。

パケ ッ ト交換の加 入者間の基本的な通信形態 としては 、発信加 入者が指定する着

信加 入者 との間に全 二重通信 を提供 します。

通信相手 の選択は 、パ ケ ッ ト形態端 末ではパ ケ ッ トの 中の宛先番号 、一般端 末で

は キャラクタ ・ダイヤ ルによって行 われ ます。従 って 、第23図 に示す よ うに通信相

手 を自由に変 えるこ とが で きます。

電 七
子 ン計
タ
l
A

デ ー タ

端末装置

電 セ
子
計 タ

注 ・回線の鯛 麺 篇B

第23図 パケ ッ ト交 換サー ビスに よる複数の通信相 手への ア クセ スの例

パケ ッ ト交換 では、契約 している通信速度が発信側 と着信側 で異 なっていて も通

信 が可能 です。

また、パ ケ ッ ト形態端末 につ いては 、第24図 の電子計算機 の例 のよ うに、1回 線

(局線)を 使用す るだけ で、同時 に複数の相 手 と通信す るパ ケ ッ ト多重通信が可能で

す。一般端末 は同時 には1つ の相手 としか通信 で きませ ん。

なお、料金 につ いては一定 の基本料に通信 量見合 いの従量制料金 を加算す る方向

で検討 しています。
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パ ケ ッ ト 交 換 網

B

注・∠ コ データ端末装置

■■■ 高速 回線

● 回線の終端装置

_中 速回線 一:低 速回線

セ

ン
タ

ー

D・ 交換機 ⊂==D・ 共通の回線

注2図 は端末A、B、Eが センター と通信中の例

第24図 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に よ るデ ー タ通 信 の例

《

(2)端 末 の速度 クラス

第2表 に示 す5種 類 の速度 クラス を設け ます。通信速度.と通信形 態別 の分 類(パ

ケ ッ ト形態端 末、一般端 末)を 組合せ ると7種 類にな ります。 それぞれの適 用例 は

同表 に示す とお りです 。

なお 、 クラス1と クラス2に つ いては、回線交換 では第1表 に示す ように速 度に

幅が あ りますが(た とえば200ビ ッ ト/秒以下)、 パケ ッ ト交換 では固定 された もの と

な ります。

クラス 端 末 速 度 同期方法
通 信 形 態 別 分 類

適 用 例一 般 端 末 パケ ット
形態端末

ー

ワ●

3

4▲

5

200b/s
1,200b/s

2,400b/s

9,600b/s
48kb/s

調 歩 式
〃

同 期 式

:

○
○

○
〇
一

=

○

○
○

データ端末装置
〃

データ端末装置、電子計算機

〃 〃

電子計算機

第2表 パケ ッ ト交換サー ビスの端 末の速度 クラス
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(3)通 信相手の選択方 法

発信加入者が通信相 手 を選択 す る方法には、端 末の種類 によって次の2通 りがあ

ります 。

パ ケ ッ ト形態端末 の場合:交 換 機に送 り出すパ ケ ッ トの宛先番号の部分(第25図

参 照)に 、希望 す る相手加入者の番号 を書込む。

一 般 端 末 の 場 合:通 信 文の送出に先 立 ち宛先番号 をキャラ クタ ・ダイヤ

ル囲 に よって交換機 に通知す る。

注:キ ャラクタ・ダイヤルとは、キーボー ド・プリンタ等の数字キー等を用い通信相手の

番号を送る方法です。なお、このフォーマットや符号方式については、一定の規約が

あります。

な
ど

発
信
者
の
番
号

注 通信したい時に相手の番号を宛先番号の部分に書き込む。

第25図 パ ケッ ト交換 におけ る通信相手 の選択方 法

(4)端 末装置の インター フェー ス

ア 電気的 ・物理的 ・論理的 インター フェー ス

端末装 置 と して新 デー タ網用 に設計 される もの と、既 存の もの とを考慮 しイン

ター フェース は次 の2種 類 とします。

・新設計の端 末装置用 として:Xシ リー ズイ ンター フェース

・既 存 の端 末 装 置 用 と して:Vシ リー ズイ ンター フェース

ただ し、パ ケ ッ ト交換用 のXシ リー ズイン ター フェースにつ いては、現 在国際

勧告の最 終案が 固 まってないの で、 さしむ きはVシ リー ズインター フェース を提

供す るこ ととしてい ます。

イ 通信規約(プ ロ トコル)

パケ ッ ト交換サー ビスでは、交換機 と端末装 置が通信の方法につ いて一定の規

約(プ ロ トコル)を 守 る必要が あ ります 。 これに は、以下に述べ る3種 類の もの

が あ ります。

(i)伝 送制御手順

現在デー タ通信 に用 い られてい る伝 送制御 手順 には各種 の ものが あ ります。

この うち、パ ケ ッ ト交換 で端末装 置が交換機 との間に用 いる手順 としては、第

A
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3表 に示す ものの中か ら1つ を選んで いただ くこ とに します。す なわち、パ ケ

ッ ト形態端 末 ではハ イレベ ル伝送制御 手順(HDLC)、 一般端末 では表示 の4

種 類の いず れか とします。

端末の種類 使用できる伝送制御手順 通信相手の選択

パケ ット形態端末 ハ イ レベ ル伝 送 制 御 手 順(HDLC)
パ ケ ットの宛先番号

による。

一 般 端 末

1.ハ イ レベル伝送制御手順(HDLC)

2.ベ ー シック伝送制御手順

1:筆 の㌫ 掲 デリミタを規定

キ ャ ラ クタ ・ダ イヤ ル

;
〃

第3表 パケッ ト交換における端末 と交換磯間の伝送制御手順

また、一般端 末の うち 「無手順」の もの及 び 「その他の手順」 を用い るもの

につ いては、デ リミタ囲 の規定 を守 っていただ く必要が あ ります。

なお、ハ イ レベ ル及びベ ーシ ック伝 送制御手順 を用 いる端末 につ いては、網

内は もちろん、端 末 と交換機 間にお いて も誤 り制御 を行 います。

〔注::㌶ ㌫ 鋤 に示すように'通信文を吟 ト化する区切れ目を交撒|

一般端末から

送り出す通信文

交換機 でパケ ッ ト

に分割す る

4

ご

デリミタ

L`

彫一－s 通信文 L.

逐%

||

1|
ll
ll

パ ケ ッ ト

i目iii
パ ケ ットパ ケ ッ ト パ ケ ッ ト

第26図 デ リミタの働 き(原 理 図)

㈹ パ ケ ッ ト転送 プ ロ トコル

パ ケ ッ ト形態端 末が交換機 とパ ケ ッ トの形態 で通信文 を送受す るために守 っ

て いただ く規約 です。

㈹ 呼制御 プ ロ トコル

この規約 もパケ ッ ト形態端末 に守 っていただ くもので、パケ ッ ト多重通信 を

行 うため の規約 な ど数種 類の規約か ら成 ります。
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(5)サ ー ビスの品質

ア 網 内転送 時間

パケ ッ ト交換 では発信側 の端末 が通信文 又はパ ケ ッ トを交換 機に送出 し終 わ っ

てか ら、 これが相手 の端末 に届 くまでに時間がか か ります。 この時間は、

①網内端 間+②豊麗 璽 ㌶;欝 欝 雲 間㈱

とな ります。

① の時間は、網 内のパ ケ ッ ト転 送速度や その時の網 の混み具合 に よって変 わ り

ます。 この網 内転送 時 間は、平均10.0ミ リ秒程度 で、長 い場合 で も300ミ リ秒程

度以下にす るよう検討 しています。

注i鷺灘 駆驚 謬 還:鑑(]

イ 伝 送品質

ビ ッ ト誤 り率 は、ハ イレベ ル及びベー シックの伝送制御 手順 に よる端末 につ い

ては、前述の ように誤 り制御 を行 うのでほ とん ど無視 で きるオー ダー とな ります。

これ以外の手順 に よる もの も、ほぼ現在の専 用線等 と同等以上に な ります。

なお、 きわめて まれ な確率 ですが、交換機が預 か った通信文又 はパ ケ ッ トを通

信相手に送達 で きな い場合 があ りますが 、これは1億 回に1回 程度 と思 われ ます 。

(6)各 種サ`ビ ス

デー タ通信の特 質 を考慮 し、次の よ うな各種サー ビスの提供 を検討 しています 。

ただ し、実際に どれ を提供す るかは、皆様の ご意見な どを参考に して決め たい と考

えています。

ア さ しむ き提供 を検 討 してい る各種 サー ビス

(i)閉 域接続サー ビス

第27図 に示 す よ うに、特 定の端 末間 で1つ の グループ を組み 、同一 の グルー

プ内の端 末相互 間 に限 り接 続 を行 うサー ビス。 ただ し、回線交換 の場合 と同 じ

よ うに1つ の端末が複数 の グループ に所属す るこ とも可能 です 。

(ii)相 手通知 サー ビス(IDサ ー ビス)

一般端 末に対 し通信 開始 に先立 ち、発信者及び着信 者 に交換機 か ら通信相 手

'の 番号 を通知 す るサー ビス。 これ に よって、 あらか じめ通信相手 を確 認す るこ

とがで きます。

注:IDはIdentificationの 略

(22)
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第27図 閉域接続の しくみ(単 一 グルー プの場合)
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δ

(iii)短 縮 ダイヤルサー ビス

通信相手 の番号 を2～3桁 の番号 に短縮 して登録 しておけば 、後 はこの短縮

番号 を使 って通信 が できるサー ビス。 これによってダイヤ ル操作時 間 を短 くで

きます。

㈹ ダイレ ク ト ・コールサー ビス

通信相手 が1つ に 固定 されてい る場合 、その番号 を1度 交換機 に登録 してお

けば 、あ とはダイヤル操 作な しで通信 がで きるサー ビス。 このサー ビス を利用

すれば 、ダイヤ ルの手間が省け操作 が簡単 にな ります。 また、端末装置 のダイ

ヤル機能(網 制御機能)が 不要 とな ります。

(v)パ ケ ッ ト多重通信 サー ビス

パケ ッ ト形態端 末の場合 に限 り、1回 線(局 線)で 同時 に複数 の相手 と通信

で きるサー ビス。局 線め本数 が少 な くてすむの で経済的 です。

(vi)料 金の センター一括 払い

通信 料金 をすべ てセ ンター側 の一括払 い とす るサー ビス。 なお 、一般的 には

通信文 又 はバ ケ ッ トを送出 した発信 人払 い とな ります。

イ 将 来提供 したい と考 えてい る各種サー ビス

(i)同 報 通信サー ビス

複数 の相手に 同一 の通信文 を送 りたい場合 、交換機 が発信端 末に代 わって こ

れ を行 うサー ビス。発信端末 は交換機に対 し、複数 の宛先 と通信文 を1度 伝 え

るだけですみ 、手 間が省 けます。

(23)



(ii)代 行受信サー ビス

ある端末が発呼 してその宛先 の相手が たまた ま話 し中の場合㈱ に、交換機が

宛先 の相手 に代 わって、発信端 末か ら通信文 を受信 してお く。 そ して相手が空

き次第交換機か らその通信文 を送 り届 けるサー ビス。発信端末 は、かけ直 しの

手間が省け ます。

{注:鷺 璽惣:ト 形態端末鮒 ット郷 信を行っている場合は'一般}こ話]'

3.3回 線サービス

(1)基 本的な通信形態

現在の専用線等 と同 じよ うに 、特定の固定 され た端末相互 間に直通 の全二重通信

回線㈱ を提供 します 。 この回線 を通 してデ ィジタル通信 が可能 であ り、デー タ通信

の使用例 を第28図 に、デ ィジタル ・ファクシ ミリ通信 の使用例 を第29図 に示 します。

また、ある程度 の条件 がつ きますが分岐使 用が可能 です 。

通信速度は、契約 して いる回線 の速度1種 類 とな ります。

なお、料金については定額制料金 にす る方向で検討 してい ます。

〔注:ξ灘 霞㌶ 、二㌫ 曇、1鷲蔑;欝 …同齢 全二重通信はも|

B

注 ∠ コ 、データ撒 装置

一:高 速回線

● 回線の終端装置

一 中速回線

セ

ン
タ
ー

:低 速 回線

第28図 回線サー ビスによるデー タ通信 の例

・-c

注1□ ・フ・クシミリ装置 ・・回線の終端装置

注2通 信回線は中速の例

第29図 回線サー ビスに よるデ ィジタル ・ファ クシ ミリ通信 の例
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(2)端 末の速度 クラス

第4表 に示す5種 類 の クラス を設け ます。

クラス 端 末 速 度 同期方式 適 用 例

1 200b/s以 下 調 歩 式 デー タ端末装置、電子計算機

2 1,200b/s以 下 〃 〃 〃

3 2,400b/s 同 期 式 〃 〃

4 9,600b/s 〃 ファクシ ミリ装 置 、 〃

5 48kb/s 〃 〃 〃

第4表 回線サー ビスの端末の速度 クラス

(3)端 末装 置のイ ンター フェース

回線交換 との端末 インター フェースの互換性及び既 存の端 末装置 を考 慮 し、次 の

2種 類 とします。

。新 設計の端 末装 置用 として:Xシ リー ズインター フェース

・既 存 の端 末 装 置 用 と して:Vシ リー ズインター フェース

なお、相手 の端 末装 置 との通信 に用 いる伝送制御手順等については特 に制約が あ

りませ ん。

(4)サ ー ビスの品質

伝送 品質 は 、現在の専用線等 と同等以上 です。

なお、 回線交換 と異 な り、常 に回線が 設け られ、相 手が 固定 されて いるので相 手

話 し中等はあ りませ ん。 ただ し、1の 回線 を分 岐使用 す る場合は、 その 回線 をあ る

端末 で使 用 して いる間 、その回線 に収容 され る他 の端 末は通信がで きませ ん。

●

吊
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4.新 デ ータ網サ ー ビスの利用方法

本章 では新 デー タ網サ ー ビス を利用 す る場合 に、

。利用形態か らみ て どのサー ビスが適 しているか

・す でに専用線等又 は電話網等 を利用 してデー タ通信 を行 ってい る場合
、新 データ

網サー ビスに移行す るため に どの ような変 更が必要 か

の2点 につ いて説明 し、ご参考 に供 したい と思 います。

4.1利 用形態 に適 したサー ビスの種別

回線交換サー ビス 、パ ケ ッ ト交換サー ビス及 び回線 サー ビスの特徴 とサ ー ビス内容

につ いて、ま とめて比較す る と第5表 の とお りとな ります。

実際 の利用形態か らみ た場合 どのサ ー ビスが適 してい るかについては、詳細は同表

に より・ますが 、おお よそ次 のこ とが 言え ます。

(1)通 信相手 の選択

通信相手 を 自由 に変 えたい場合 は回線交換 サー ビス又はパケ ッ ト交換 サニ ビスに

な ります。通信先が特定 の相手 に固定 され る場合 は、制度 的 な制約 のほかに、以下

に述べ るような利用形態 の違 いに よって、 どのサ ー ビスが有利か変わ って きます。

(2)端 末当 りの通信量

通信先 が特定 の相手 に固定 され る場合 で も、その相 手 との通信 量が比較的少 ない

場合 は従量制料金 に よる回線交換サ ー ビス又はパ ケ ッ ト交換サー ビスが有利にな り

ます。逆 にその通信 量が 多い場合 は定額制料金による回線サービスが有 利にな ります 。

(3)電 文の長 さ

比較的短 い電文(数 百文字以下)が 多い通信の場 合は 、パ ケ ッ ト交換サー ビス、

逆 に長 いものが多い場合 は回線交換サー ビスが有利に な ります(た とえばデ ィジタ

ル ・ファクシ ミリ通信 は後者が有利)。

回線サー ビスにつ いては、 この観 点か らの差異は特 にあ りませ ん。

4.2既 存 システム を新 デー タ網 に移行 す る方法

(1)移 行 形態

既 存 システムに利用 してい る通信 方法か ら新デー タ網サー ビスへ移行 す る形態 と

しては、第30図 に示 す7通 りの場合 が考 えられ ます。

(2)移 行す るため必要 とされ る措 置

想定 され る主な措置 内容はおおむね次 の とお りです 。なお、具体 的には既存 シス

テムの方式等に よって措置が それ ぞれ異 なって来 る と思 われ ますの で、新 デー タ網

サー ビスが具体化 した時点 で別 途相談 させ ていただ きたい と存 じます。

(26)
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(現在 利用 している通信方法)

特定通信回線 ・専用線

電 話 網

加 入 電 信 網

①

②
●

③
④

▼

⑤

⑥

⑦

(移行 後の新データ網サー ビス)

回 線 交 換 サ ー ビ ス

パケ ッ ト交換サービス

回 線 サ ビ ス

ア 回線交換サー ビスに移行 す る場合

デー タ端末装 置等 が、Vシ リー ズイ ンター フェー スに よるものであれば基本的

には変更 を伴 わずに移行 できる もの と思 われ ます。

電子計算機及び通信制御装 置 につ いては、Vシ リー ズインター フェースで網制

御機能 を有 してい る場合 は上記 とほぼ同様 です 。網制御機能が無 い場合は 、この

機能 を付加す るため電 子計算機 の ソフ トウェア及 び通信制御装置の インター フェ

ー スに変更が必要 と思われ ます
。

イ パ ケ ッ ト交換サー ビス に移行す る場合

デー タ端末装 置は、Vシ リー ズイ ンターフェー スによる ものであって、所定の

網制御機能 、伝 送制御 手順 等 を有す る必要 があ ります。

電子計算機及び通信 制御装置 につ いては、ハ イレベ ル伝送制御手順 による もの

であ って、パケ ッ ト通信規約(プ ロ トコル)制 御機能 を有す る必要が あ ります。

このため通信制御装 置、電子計算機 のハー ドウェア、ソフ トウェアの改造等が必

要 とな ります。

ウ 回線サー ビスに移行 す る場合

端末 インターフ ェースがVシ リーズ インター フェースに よる ものであれば、基

本的 には端末側の措置 を伴 わず に移行 できるもの と思 われ ます。

■
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あ と が き

}
'
♪

新 デー タ網サー ビスの制度 、料金 、サー ビス開始 時期 、提供地域等 につ いては、 まだ決

め られてい ませ ん。

ここでは、 と りあ えず電電 公社 が現在考 えているサー ビス仕様等 のあ らましにつ いて紹

介 して来 ま した。

今後 のデー タ通信や ファクシ ミリ通信 の利用形態 には、各種様 々の ものが考 え られ ます。

この ような利用形 態に対 し、最 も汎 用的でかつ将来への適応性 を持 った通信網 サー ビス と

は どの ような もので なければ ならないか。電電公社 は、この点 を明 らかにす るため には広

く利用者の方 々の ご意見 をお聞 きす る必要 がある と考 え、構想中のサー ビス仕様 につ いて、

敢 えて この よ うな形 で紹介す るこ とに しました。

また、このサー ビスを実際に利用 していただ くため には 、利用者側 の システム等 の措置

にか な りの準備 期 間が必要 と思 われ ます。 このため 、本サー ビスの制度 、料金、サー ビス

開始時期、提 供地域等 につ いて も、固ま り次第な るべ く早 目にお知 らせ して行 きたい と考

えて います。
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討 議
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